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　　　　　　　１







　新しん宿じゆく歌か舞ぶ伎き町ちようの夜は、いつも花びらと血のにおいがする。

　煤すすけた窓ガラスの向こうから聞こえてくる車のクラクションや大勢の通行人の足音や渾こん然ぜんとなった無数の店頭ＢＧＭが、壁かべ際ぎわにうずくまった男の過敏な神経を搔かきむしる。男は酒の空き瓶を素手で握にぎり潰つぶし、手のひらに突き刺さって赤黒く汚れたガラスの破片を払い落とした。湿った埃ほこりだらけの床をまさぐり、リモコンをつかむ。

　カウンターテーブルの上の小型テレビが点つき、いくつもの尖とがった影かげが暗い店内の壁のあちこちに突き刺さった。

　小さな画面の中でアナウンサーが言う。

『……吸血種対策法の改正案が衆しゆう議ぎ院いん本ほん会かい議ぎで可決されました。今月中にも参さん議ぎ院いんで──』

　男は舌打ちしてチャンネルを変える。台を挟んで向かい合ったコメンテーターの片方が唾つばを飛ばしている。

『……だからねえ、吸血種を蛭ひるって呼ぶのは差別ですよ、彼らにも人権はある』

　もう一方が腰を浮かせて遮さえぎる。

『人権はないんですよ、やつらは人間じゃあないんだから！　吸対法ってのはそう認めた法律でしょう？』

　どの局も異口同音に吸対法改正案の話題ばかりだった。三人殺して歌か舞ぶ伎き町ちように逃げ込んだ男のニュースはどれだけチャンネルを回しても目にしなかった。しかし学者も評ひよう論ろん家かもキャスターもみな口を開けば吸血種、吸血種、吸血種……。自分が指さされて罵ののしられている気がして、男は立ち上がってテレビをつかみ、床に叩たたきつけた。火花が散り、闇やみが一いつ瞬しゆんだけ吹き飛ばされた後に、すぐさまあたりを吞のみ込む。

「くそッ」

　男の声が暗がりに響ひびく。

「くそ、くそ、くそッ」

　苛いら立だたしげに自分のジーンズの太ももや開いた襟えりの間の首筋に爪つめを立てる。

　ひどく喉のどが渇く。口の内側に新聞紙でも敷しき詰めたような不快な感触だ。洗い流してしまいたい。

　手を伸ばし、床に転がっていたそれをつかむ。

　萎しおれたように細い──人間の腕だ。

「ぃっ」

　引きずり起こされた若い女がか細い悲鳴をあげる。引き裂かれた服がはだけて垂れ下がり、骨張って青ざめた首筋に髪の毛がべっとり張りついている。その肌のあちこちに刻まれた自分の歯形を見て、男はぞくぞくと昂たかぶる。この女がだれで、どこでどう捕まえてきたのか、もう憶おぼえていない。どうでもいいことだ。冷蔵庫に残っている食べ物をいつどこで買ってきたのかいちいち憶えていないのと同じだ。喰くえればいい。

「も、もう……やめ……」

　女のうめき声が男の凶きよう暴ぼうな吸血衝しよう動どうに火をつける。力任せに引き寄せ、喉元に歯を突き立てた。女が激はげしく身をよじる。口中に熱あついものが流れ込んできて喉をふさぐ。飲み下すたびに痺しびれるような心ここ地ちよさが脳天から背筋を経て指先にまで広がっていく。

　もはや自分が人間ではないことは男もわかっていた。この数日間、感染した身を何度呪のろったか知れない。しかし、こうして血の味に溺おぼれている瞬間だけは、なにもかもを忘れるほどの至福だった。そうだ、俺おれは薄うす汚ぎたない蛭ひる野や郎ろうだ。だからどうした。人間は魚や鳥や豚や牛を喰う。俺たちは人間を喰う。それだけのことだ。これからも、何人も引きむしって食い散らかして干からびるまで啜すすってやる。

　女が隙すき間ま風かぜのようなみじめな声を漏らしてもがいた。男は無む意い識しきに手に力を込める。骨の軋きしみが手のひらにまで伝わってくる。もう飲むだけでは足りない。腕も脚も引きちぎって、噴ふき出す血を身体からだじゅうに浴びたい。血を。血を。血を──

　男は弾はじかれたように頭を持ち上げた。

　ドアの外に気け配はいを感じたのだ。

　男が女の身体からだを投げ捨てるのと、銃声が暗くら闇やみを穿うがつのはほとんど同時だった。錠じようがドアノブごと吹き飛び、開いた隙すき間まから冷たい夜気が吹き込んでくる。小さな影かげが店内に滑り込んできたのを目にして男は歯を剝むき唸うなり声ごえを漏らして壁かべ際ぎわに跳とび退すさる。いやなにおいが鼻び腔こうに突き刺さる。火薬と金属のにおいだ。こいつはなんだ？

「動くな。警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ九きゆう課かだ」

　影が言った。思いがけないほど澄すんだ、少女の声だった。　見ればまだ十代ほどの若い女だ。丈たけの短い黒のレザージャケットの腕も、ショートパンツから伸びるタイツに包まれた足も、鼻息で折れそうなくらい儚はかなげに細い。こんなやつが警察？　しかもひとりだけ？　なめられたものだ。ちょうどいい、引きずり倒して全身引き裂いて飲み干してやる。まだ渇いている、全然足りない。骨まで踏み砕いて髄ずいまで啜すすってやる。

　けれど持ち上げられた少女の手に握られたものを目にして、男は息を吞のんだ。

「吸血種対策法第四条により、おまえを──」

　それは、遠近感が狂うほど不釣り合いに巨大な、拳けん銃じゆうだった。

　銃口が、まるで獲え物ものをにらみすえる猛もう禽きんの両りよう眼めのように男の額ひたいに向けられる。男の意い識しきが真まっ赤かに染まった。血混じりの咆ほう哮こうを吐き散らしながら床を蹴ける。男のすさまじい跳ちよう躍やくはほとんど天てん井じようを走るが如ごとくで、着地の勢いのままに振り下ろされた両腕はコンクリートの床に突き刺さって亀き裂れつを走らせる。

　しかし──少女の姿はすでにない。

　男は歯を軋きしらせて首をねじった。背後の空中を回転しながら舞まう小さな影かげが目に入る。両りよう膝ひざを抱えて小さく丸まった少女だ。跳躍の頂点で彼女は身を伸ばし、背をねじる。銃口が再び男の眉み間けんをぴたりと捉とらえる。

「──処理する」

　少女のその言葉は、けれど男には届かなかった。

　銃声でかき消されたから──ではない。声を拾うはずの耳も、語意を解するはずの脳も、そのときすでに六十口径硝しよう酸さん銀弾の爆ばく圧あつで跡形もなく吹き飛ばされていたからだ。
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　雑居ビルの入り口には『立入禁止　警視庁』と書かれた黄き色いろいテープが何本も渡され、通りにひしめく野や次じ馬うまたちの目を遮さえぎるようにして数人の制服警官たちが立っていた。パトカーから二人ふたりの部下を伴って降りた大おお村むらは、ごてごてと彩色された歌か舞ぶ伎き町ちようの狭い夜空を見上げて目を細め、それから通行人の間を足早に抜けてビルに向かった。

「課長、こいつらマル吸きゆうがらみの事件だって知らないんですか？」

　部下の片方が眉まゆをひそめて人垣を見渡し大おお村むらに耳打ちする。

　マル吸きゆう──警けい察さつ内ない隠いん語ごですなわち吸血種──は伝染病だ。ビルに立てこもったのが凶きよう暴ぼう化かした吸血種だと知れていたらこれほど大勢の野や次じ馬うまは集まらないだろう。

「報道止めさせてるからな」大村は素っ気なく答える。

「この一帯封ふう鎖さした方がいいんじゃ……」ともう一人ひとりの部下がつぶやく。

「金きん曜よう夜の歌か舞ぶ伎き町ちようをか？　新しん宿じゆく署しよの連中が発狂するぞ。それに、そんな心配要いらねェよ」

　大村はビルを見上げた。二階の窓に、忙せわしなく動き回っている少女の影かげがある。

「もう終わってる」

　制服警官たちが大村を見つけて会釈してくる。警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ一いつ課か長ちようのいかめしいごま塩頭は所しよ轄かつ署員にもよく知られており、名乗る必要もなくビルの玄関口に通された。

「人ひと質じちは？」大村が訊たずねると、制服警官の一人が奥の階段の方をちらちら見ながら言った。

「さきほど確かく保ほしました、中なか野のの病院に運ばれてます」

「マル吸は」

「処理済みのようです。今は、……あれが、採取作業をしています」

　大村は警官の襟えり首くびをねじりあげた。まわりが色めき立つ。

「おい、口のきき方に気をつけろ。あれたぁなんだ。本庁の警部だぞ」

「もっ、申し訳ございません」

　ふんと鼻を鳴らし、大村はその警官の身体からだを押しのけ、奥に向かう。たしかにあいつは見た目が年とし端はもいかない小娘だし、おまけに常人ではない。警部と呼ぶのに抵抗があるのはわかるが、だからといってヒラ巡査があれ呼ばわりとは。あいつも現場で苦労するわけだ、と大村は苦々しく思いながら、部下二人ふたりを待たせてひとりで階段を上った。

　現場であるショットバーの入り口のドアは蝶ちよう番つがいが引きちぎられて廊下の壁かべに突き刺さるようにして倒れていた。ガラスの破片をなるべく踏まないようにしながら店内に入ると、黒いジャケット姿の少女がスポイトと試し験けん紙しを手に、床に散らばった血滴をひとつひとつ採っているところだった。ストゥールは三脚ほどへし折られ、バーカウンターは真っ二つにたたき割られ、酒瓶はあらかた砕けて床に流氷の海のごとき溜たまりをつくっている。鼻の奥が灼やけるような酒臭さと血なまぐささに大村は顔をしかめた。

　血だまりの中にかがみ込む少女は、手にした携帯スキャナにタブレットをつないで数値を入力しながら目も上げず無愛想に言った。

「お疲れさまです課長」

　大村はこの、可か憐れんと表するほかない儚はかなげであどけない少女が血まみれの事件現場で検死をしているところを見るたび、もやついた息苦しさをおぼえる。彼女が警視庁刑事部に配属されてからもう半年になるが、まだ慣なれない。

　櫻さく夜や倫とも子こ。

　警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ《第だい九きゆう課か》──吸血種専門課の、ただ一人ひとりの課員だ。

「後始末、まだかかりそうか」

「当たり前でしょう。わたしひとりで全部やらなきゃいけないんですよ」

　倫子は不満そうに言って、荒れ果てた店内をちらと一いち瞥べつした。

「法律がそうなってんだ、あきらめろ」と大おお村むらは肩をすくめた。倫子は小さく息をついて手元に目を戻し、作業を続ける。吸対法の規定により、吸血種を直接処理した者が事後の実況見分もすべて担当しなければならない。情報の正せい確かくさを保つためだ。細かい雑用を部下に分担させればまだしも楽ができるのだが、今の第九課には倫子しかいない。

「だがな、良いニュースもある」

　大村の言葉に倫子は手を止めて怪け訝げんそうな顔を上げた。

「明あ日す付づけで九課に新人が一人くる」

　倫子は目を伏せた。

「……またですか。どうせ、そいつもすぐに辞めますよ」

　唇を嚙かみ、壁かべ際ぎわに目をやる。割れた窓ガラスの破片に埋もれて伏しているのは、血で全身どっぷりと濡ぬれた屍しかばねだ。首がない。

「九課の仕事がどんなものか知って、それでも続けられるのなんて──」

　倫子がかすかな声でそう続けた。

「──よっぽどのばかだけです」
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　かすかに潮しおの香りを含んだ朝の風に、プラタナス並木の梢こずえが揺れている。色づき始めた葉の向こうの青空に、ランドマークタワーの端正な影かげがそびえている。改札を抜けて駅前広場に出てきた桐きり崎さき紅く朗ろうは、十月のぴりっとした陽ひ射ざしに目を細め、大きく息を吸い込んで「よし」と声に出して気合いを入れた。今日きようは新しい部署に配属されてはじめての出勤日だ。しかも警察官になってからずっと憧あこがれていた刑事になれたのだ。気の抜けたところを見せるわけにはいかない。

　しかし、職しよく場ばへの道がわからない。駅を出てすぐ目の前にあると聞いていたのだが、それらしいビルが見当たらない。

　交番を見つけ、駆け寄って中をのぞき込んだ。おそらく紅朗の倍くらいの歳としであろう初老の警官が、書類仕事の手を止めて顔を上げた。

「お疲れ様です、あの、警視庁ってどっちですか？　おれ今日から本庁勤務なんです！」

　紅朗の言葉に、警官はぽかんとし、それからあきれ顔になって答えた。

「……警視庁は東とう京きようだ」

「え？」

「ここは横よこ浜はまだよ。あんた、よっぽどの馬ば鹿かだな」







　定時よりきっかり一時間遅れで警けい視し庁ちように着いた紅く朗ろうは、捜そう査さ一いつ課か長ちようの大おお村むらにさっそく平身低頭謝あやまるはめになった。

「遅刻してすみません！　桜さくら田だ門もんと桜さくら木ぎ町ちよう間違えました！」

「どうやったら間違うんだよ……」

　大村は思わず声に出してぼやいてしまった。

「本日付で捜査九課に配属となりました、桐きり崎さき紅朗です！」

「そんなでけぇ声で言わなくても知ってるよ」

　ぴかぴかの笑え顔がおで挨あい拶さつしてくる新人を、大村はもう一度じっくり観かん察さつする。刑事にしては頼りないくらいの細身、柔らかい癖くせ毛げに人の好よさそうな童顔。二十六歳とのことだったが、とてもそうは見えない。スーツがまるで似合っていないことも相まって、就しゆう職しよく活動中の大学生といった雰囲気だ。まあ、櫻さく夜やとはお似合いかもしれないな、と大村は思う。

「俺おれは大村、一課の課長だが、九課のも兼任してる」

「よろしくお願ねがいします！」

「めんどくせえ話が色々あるから俺が説明してやりたいんだが、ひまがねえ」

　大村はオフィスの奥を指さした。

「おまえの上司は今ちょっと警察庁サツチヨウに行ってるが、すぐに戻ってくる。部へ屋やで待ってろ」

「はいっ！」

　紅朗は一礼し、机の島の脇わきを抜けて奥へ向かった。

　夢にまで見た警視庁刑事部、しかも花形の捜査一課だ。書類がぐしゃぐしゃに積つみ上がった机も、眉み間けんに皺しわを寄せて電話をかけている刑事たちも、充満する煙草タバコ臭くささも、心ここ地ちよい緊きん張ちよう感かんを醸かもし出していて、自然と背筋が伸びた。刑事なんだ、と紅朗は自分にあらためて言い聞かせた。おれ、刑事！

　角を曲がろうとしたところで、あちらからやってきた三人組の刑事と鉢合わせした。三人とも屈強そうな男で、目つきも鋭するどく、怪け訝げんそうにじろりとにらんでくる。紅朗はにこやかに道を譲ゆずって頭を深々と下げた。

「桐崎です！　今日きようから──」

　ああ、こいつか、と言いたげな視し線せんを三人は交わした。真ん中の一人ひとりが紅朗の言葉を遮さえぎる。

「挨拶はいいよ」

　紅朗は頭を持ち上げた。

「え……？」

「おまえ九きゆう課かの新人だろ？」と右の色黒の刑事が言う。「どうせ一週間くらいでやめるよ」

　紅く朗ろうは目をしばたたく。言われている意味がよくわからなかった。

「あの、どういう……」と紅朗が言うと、左側の、やけに彫りの深い顔立ちの刑事が皮肉っぽく肩をすくめた。

「なんにも聞いてないのか？　災さい難なんだなあ」

　すぐわかるよ、と苦笑混じりに言い残して、三人は机の島の方へと歩き去っていった。紅朗は首を傾かしげてそれを見送る。どうせやめる？　それだけの激げき務むだということだろうか。そんなのはわかっている。よし、あの先せん輩ぱいたちがおれを見直すように今日きようから根性見せなければ、と紅朗は思う。

　オフィスの奥まったところに薄うすい壁かべで区切られた一角があり、開きっぱなしのドアの上には『捜査第九課』と書かれたプレートが掲げられていた。紅朗は中をちらとのぞき込む。人ひと気けはなく、薄暗い中に未開封の段ボール箱が積つみ重ねられているのが見える。そっと踏み込むと埃ほこりっぽいにおいが鼻につく。壁際には箱以外にも掃除用具やポリタンクなどが無造作に並べられていて、ロッカーの扉を開くのにも骨が折れそうだ。これじゃまるっきり物置じゃないか、と紅朗は思った。ドアを間違えたのだろうか？　一歩退ひいて見上げてみるが、『捜査第九課』のプレートはどう見てもこの部へ屋やを示している。

　あらためて部屋に足を踏み入れ、見回す。

　右手に小さめのデスクがひとつ。金属製の引き出し式の収納箱と、その隣となりに書類入れ。ペンや鋏はさみが入れられた綺き麗れいな陶製のペン立て。

「……これはっ」

　ペン立ての陰かげに転がった小さな丸いものを目ざとく見つけた紅朗は、意気込んで近づいた。つまみ上げてみる。

　金文字の入った赤いバッジだ。『Ｓ９Ｓ　ｍｐｄ』と読める。

　紅朗は昂こう奮ふんした。たしか捜査一課にだけ着用を許された赤バッジが存在すると聞いたことがあるが、これはその九課バージョンか。選ばれた者だけが所属する特別な部署なのだという実感が湧わいてくる。

　さっそく自分のスーツの襟えりに着けた。身の引ひき締しまる思いだ。目の前に犯人が立っているところを思い浮かべ──

「捜査九課だ！」

　ロッカーの扉に向かって指を突きつけ、ポーズをとる。

「……ううん、なんかちがうな」

　紅朗はしばらく思案し、今度は一回転して腕をひねりながら「捜査九課だ！」と指さすポーズにしてみる。

「……いや、これもしっくりこないな……」

　試し行こう錯さく誤ごを続け、最終的に鶴かく翼よくの構えから両腕をそれぞれ８の字にくねらせつつ片足の爪つま先さきでスピンして「捜そう査さ九きゆう課かだ！」と弓矢を射るかのごとき姿勢でずびしと両手の指を振り向けるというアクションで決めたところ、突きつけた指の先には黒ジャケット姿の少女があきれ顔で立っていた。紅く朗ろうは片足爪先立ちのまま固まった。

「……なにをしてるんだおまえは……」

　少女がため息混じりに言って室内に入ってくる。紅朗はあわててバッジを外し、咳せき払ばらいして着衣を正した。恥ずかしいところを見られてしまった。

　それにしても、とあらためて少女を見る。

　だれだろう、この娘は。服装こそ大人おとなびているけれど、どう見ても十四、五歳だ。少年課に補ほ導どうされた子？　あるいは社会科見学かなにか？

「あー、中学生が勝手に入ってきちゃだめですよ」

　紅朗が言うと、少女は「なッ」といきり立った。

「だ、だれが中学生だっ」

　少女はジャケットの内ポケットからなにかを取り出し、紅朗の顔に叩たたきつけた。目の前に星が散る。

　転げ落ちたそれをキャッチしてみると、驚おどろいたことに警けい察さつ手帳だった。口をぱくぱくさせながら開いてみる。金きん色いろに輝かがやく警察バッジと、少女の正面写真が現れる。

　写真の下にはこう書かれていた。




　警部

　櫻夜　倫子




　彼女の顔と手帳の写真とを、紅朗は何度も何度も見比べる。間違いない。

「わたしはおまえの上司だ！」

　倫子は憤ふん然ぜんと言って、デスクの椅い子すに腰を下ろした。さっきまで紅朗が勝手に着けていた赤い丸バッジを取り上げてジャケットの襟えりに留める。

「すみません！」

　紅朗は机の角に額ひたいをぶつけるほど深く頭を下げた。なぜこんな若い女の子が警察官なのかはわからないが、ともかく初対面からいきなり失礼なことをしてしまった。

「ええと、本日付でっ」

　倫子は手を振って遮さえぎり、にべもなく言う。

「知ってる。自己紹介なんてしなくていい」

　それから彼女は手にしていたバインダーの書類をデスクに出して整せい理りを始めてしまう。紅朗はどうしていいかわからず、きょろきょろする。野や次じ馬うま根性を丸出しにした何人もの刑事たちが入れ替わり立ち替わり九きゆう課かの扉の前までやってきて通り過ぎるふりをして中をのぞき込んでくるが、紅く朗ろうはそれには気づかない。

　手にした手帳と彼女の横顔をまだちらちらと見比べながら、紅朗はおそるおそる言う。

「……あのう、警けい部ぶ」

　倫子は顔を上げて紅朗をきつくにらんだ。

「ひとつだけ言っておく。わたしを警部って呼ぶな。警察やりたくてやってるわけじゃないんだ。そう呼ばれると腹が立つ。あと、さっさと返せ」

「はあ。それじゃなんて呼べばいいんでしょうか」

　訊たずねると倫子は少し言いよどみ、顔をそむけてつぶやく。

「……名前でいい」

　紅朗はもう一度手帳に目を落とす。

「リンコさん」

　倫子の手から書類が滑り落ちて床に散らばる。

「なっ、なんだそれはッ」

　顔が紅こう潮ちようし、唇が震ふるえている。紅朗はきょとんとして、手帳の『倫子』の二字を指さした。

「名前、リンコですよね」

「ともこだっ」

[image: ]

　倫子は紅く朗ろうの手から手帳を引ったくった。

「じゃなくて名字で呼べッ」

　椅い子すから腰を浮かせ、『櫻さく夜や』を指さして紅朗の顔にぐいと近づける。

「その漢字難むずかしくて読めないです！」

「ローマ字も書いてあるだろうっ」

「英えい語ごも難しくて読めないです！」

　倫子は絶句する。紅朗は『倫』の字を指して自慢げに言った。

「この字は知ってます、精力絶倫の倫ですよね！」

「恥ずかしい単語を大きな声で言うなっ」

　わめき、肩で息をして、それから倫子はすとんと椅子に腰を落とした。

「もういい。好きなように呼べ」

　あきらめたように首を振り、警けい察さつ手帳をポケットに押し込む。

「それで、リンコさん」

「……なんだ」

　やはり腹が立つのが手をわななかせながら努めて落ち着かせた声で倫子は言った。

「おれの仕事は……」

　倫子が紅朗に差し出したのは小型のタブレットだった。

「科捜研の宮みや瀬せってやつのところに行って、昨日きのうの被処理者のＤＮＡ鑑かん定ていデータもらってそれで照合かけろ」

　ところが受け取った紅朗は、タブレットを矯ためつ眇すがめつし、側面に親指をかけて力を込めている。倫子の眉まゆ根ねに皺しわが寄る。

「なにしてるんだ。さっさと行け」

「この本、どうやって開くんですか？」

　倫子は口を半開きにして固まった。







　紅朗にタブレットＰＣというものの存在とその使い方を懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれたのは、科学捜査研究所の宮瀬という研究員だった。ぼさぼさの髪に細ほそ面おもて、まばらな無ぶ精しよう髭ひげに分厚いレンズの眼鏡めがね、白衣を羽は織おった年ねん齢れいのよくわからない男だ。電源の入れ方から手取り足取り教わっていると、なんだか小学校教師に見えてくる。

「すみません宮瀬さん、おれこういうの全然わかんなくて。それパソコンだったんですね」

「パソコンて、古い言い方だなあ」

　宮瀬は苦笑し、画面に表示されたデータベースの抽出結果を指でスクロールさせてみせる。

「早く憶おぼえてくれよ。九きゆう課かの仕事は特にデータ照合の作業ばっかりだからね」

「……はあ」紅く朗ろうはタブレットに戸惑いの目を向ける。「九きゆう課かって吸血鬼を追っかけ回す専門部署だって聞いて張り切って来たんですけど、そうでもないんですね」

　宮みや瀬せの顔から、笑えみが引ひき潮しおのように去る。眼鏡めがねのレンズの奥で目を伏せ、戻した笑い方はどこか作り物めいていた。

「……桐きり崎さきくん、いま何歳？」

「おれ？　ですか？　二十六ですけど」

「二十六か。……じゃあ、物心ついた頃ころにはもうマル吸きゆうの存在が世間に知れ渡ってたんだな」

　宮瀬は手元のタブレット画面に目を落とす。

　表示されたデータの左上に、マル吸という隠いん語ごの由来となった、丸で囲まれた『吸』の字のマーク。紅朗は頭を搔かく。

「そう……だったかな？」

「私ははっきり憶えてるよ。オカルトだと思っていた吸血鬼を、ＷＨＯ世界保健機関が公式に伝染病だって認めちまったんだからね。そりゃあ世界中大おお騒さわぎだったさ」

　紅朗も話だけは聞いていた。歴史として、だ。

　闇やみに潜ひそみ、人の間にまぎれ、血を啜すすり同胞を増やしていく魔ま物もの──吸血鬼。世界中の伝承に現れる怪異が、実在すると明らかにされたのは紅朗が生まれる前のことだ。どれほどの混乱が巻き起こったのかも、資料でしか知らない。あちこちの宗教団体が気炎をあげ、疑心暗鬼から痛ましい虐ぎやく殺さつ事件がそこかしこで起き、いくつかは戦争にまで発展した。その後どうやって国際社会が落ち着きを取り戻したのか、紅朗には難むずかしすぎてよくわからない。

「大変だったんですね。ちょっと想像つかないです。おれ、頭悪いんで」

「でも九課に配属になるからには吸対法を勉強したんだろう？」

「ええ、まあ……少しは」

「じゃあ、あれが要するにどういう法律なのかわかってるだろう」

「マル吸きゆうを人間じゃないってことにして逮捕状も裁判もなしにぶち込んだりぶちのめしたりできる法律ですよね」

「そうだよ。よくわかってるじゃないか」

　宮瀬は肩を揺らして笑った。他ほかの人間が言ったのなら揶や揄ゆしているか茶ちや化かしているかだと受け取ったはずだが、紅朗が冗じよう談だんでも皮肉でもなく大おお真ま面じ目めにそう理解していることに勘づいたのだ。そして紅朗の理解は本質的に正しかった。

「病気に罹かかった人間から、人権を剝はく奪だつする。それが吸対法の実態なんだ。だから死ぬほど慎重に扱わなきゃいけないんだよ。死ぬほどたくさん書類書いてね。倫子ちゃんがやってるのはそういう仕事なんだ」

「はあ」紅朗は間の抜けた声を返す。

「桐崎くんも、そのうちわかるよ。……わかる前にやめちまうかもしれないがね」

「やめないですよ。なんでですか？」

　さっき捜査一いつ課かの刑事たちにも似たようなことを言われたな、と紅く朗ろうは思い出す。宮みや瀬せは意味ありげな視し線せんを向けてくる。

「……捜査九課が倫子ちゃんのために作られてから、半年たった。あの子の相棒は桐きり崎さきくんで六人目だ」

「はあ。なんでですかね？　あれですか、みんな歳とし下したに命令されるのが嫌いやなんですかね。おれ、そういうの大丈夫ですよ、めっちゃ歳下だろうが、上司ならびしっと筋通します」

　きりっとした顔で宣言する紅朗に、宮瀬は噴ふき出すのをこらえて言う。

「倫子ちゃんは桐崎くんと同い年だよ」

「へっ？　同い年っ？」

「事情なんにも聞かされてなかったのか。それじゃそのうち──」

　宮瀬が言いかけたとき、彼の手元でタブレットＰＣが甲かん高だかい音を立てた。

「な、なんですか？」と紅朗は驚おどろいて腰を浮かせている。

「照合結果が出たんだよ。……倫子ちゃんを呼んでくれ」







　科捜研も警けい視し庁ちようのビル内にあるので、電話してから五分とたたずに倫子がやってきた。宮瀬がタブレットをＰＣにつないで解析結果の詳細をモニタに出すと、倫子は渋じゆう面めんをつくる。

「昨日きのうの被処理者、第六世代か……」

「そう。親世代マッチングもなしだ。感染源は未処理ってことだね」

　宮瀬も険しい表情で言う。眼鏡めがねのレンズに、スクロールする大量のパラメータが不吉に映り込んでいる。

「血中群胞体濃のう度どが１６０を超えてるぞ、やっぱり第五世代じゃないか？」「死亡後二時間での検出だよ。おまけに倫子ちゃん頭部全ぜん壊かいさせたんだろう。一時的に急上昇するんだ」「ああそうか。第六世代だと総当たりもどれだけ時間がかかるか──」

　二人ふたりの会話が専門的過ぎてついていけない紅朗は、視し線せんを宮瀬と倫子の間で五往復くらいさせた後、無ぶ遠えん慮りよに訊たずねた。

「あのう、世代ってなんの話ですか？」

　倫子はむっとした顔で言葉を切った。そんなことも知らないのか、と言いたげだ。しばらく口の中でもやもやしたものを転がしていたが、やがてあきらめたように口を開く。

「……吸血種は、感染者からさらに感染していくと感染力がどんどん弱まる。たとえて言えば、血が薄まるんだ。その段階ごとを世代って呼んでる」

「へえ……」

　つまり、第六世代というのは第五世代に感染させられた者のことで、第五世代というのは第四世代に感染させられた者のことで──と紅く朗ろうは眼球をぐるぐる巡らせて指を折りながら考える。宮みや瀬せはＰＣのモニタに目を戻して話を続ける。

「しかも感染はおよそ四十から五十時間前。感染源は都内にいる可能性が大きいね」

　倫子は悔しげに下唇を嚙かんだ。

「生きたまま処理できれば取とり調しらべられたのに……」

「人ひと質じちがいたんだ、人命最さい優ゆう先せんだよ。倫子ちゃんの判断は正しかった」

「あのう」紅朗はまた無ぶ遠えん慮りよに声をかけた。

「なんださっきから！」と倫子が眉まゆをつり上げる。

「それじゃ最初の世代ってどうやってマル吸きゆうになるんですか？」

　倫子は顔をこわばらせ、宮瀬は目を見開いた。紅朗はきょとんとする。そんなに驚おどろくような質問だっただろうか。

　口ごもっていた倫子は、目をそらし、つぶやく。

「生まれつきだ」

「へえ。生まれつきの吸血鬼ってなんかすごそうですね。変身できたり空飛べたりするんですかね」

　倫子の顔がますます苦くなる。

「ほとんど普通の人間と変わらない。ただ、年を取るのが倍くらい遅い」

「へえー。倍くらいってことは、ええと、おれの歳でまだ中学生くらいってことですか。見てみたいですね、リンコさんは見たことあるんですか？」

　紅朗は、幼い上官が啞あ然ぜんとするところを再び目まの当あたりにすることになった。







　大おお村むらが課かのデスクでうんざり顔をして書類に判はん子こを捺おしていると、やかましい足音がやってきた。倫子だった。机に両手を叩きつけて嚙かみつかんばかりの剣けん幕まくで言う。

「課長ッ」

「なんだよ。新入りとはうまくやってんのか？」

「あ、あいつ、底なしのばかですよっ？」

「らしいな。よかったじゃねえか、馬ば鹿かなら仕事続くかも、っておまえ言ってただろ」

「そういう問題じゃ──」

　大村はひとにらみで倫子の言葉を断ち切った。

「それより昨日きのうのマル吸きゆうのＤＮＡ鑑かん定てい、あがってきたんだろう。結果は」

　倫子は気まずそうにうつむき、小さく咳せき払ばらいする。

「マッチングなしです。感染したのは40から50時間前、第六世代です」

「感染源がまだ野放しか」と大村は口をへの字に曲げて頭をぼりぼり搔かく。

　なんらかの事件に関かかわった吸血種のＤＮＡは警けい察さつ内ないデータベースに登とう録ろくされ、直接の『親子関係』となる吸血種であればかなりの精度で照合できる。倫子が昨日きのう歌か舞ぶ伎き町ちようで殺処理した吸血種はデータベースに一件もヒットしなかった。それはすなわち、感染源である第五世代の吸血種が未処理だということだ。

「昨日の被疑者が即凶きよう暴ぼう化かしてることから考えて、感染源も危険な状況です」

「わかってる。あのマル吸きゆう、四日前からヘルス嬢じようのところに転がり込んでた。今その女を張ってる。異常行動があったって証言も出てる。これから何人か向かわせる」

　大おお村むらの言葉に倫子は目を剝むいた。

「どうして教えてくれなかったんですかっ、わたしに知らせずに張り込むなんて！」

「おまえには悪いとは思ったがな──」

「捜査はうちの仕事であっておたくの仕事じゃないからですよ、警部」

　倫子の背後で声がした。振り向くと、捜査一いつ課かの刑事たちが三人、腕組みして立っている。これから出かけるところらしく三人ともコートを着ている。真ん中の一人ひとり、警部補の宇う佐さ見みが、憎々しげな顔で言葉を続ける。

「九課に報告する義務もないですしね」

「わたしもここの捜査官です、吸血種に関しては無断で動かないでくださいと何度も言ってるでしょう！」

　倫子が声を荒あらげると、老ふけ顔がおの巡査部長、樺かば沢さわが粘ねん着ちやく質しつな口く調ちようで言う。

「あのねえ、うちはもう何年も人間の力だけでマル吸と戦ってきたんです。あんたはただの保険ですよ、警部」

　さらに、三人の中では最も若い間ま島じま巡査が吐き捨てる。

「捜査にまで首突っ込まれちゃたまらないよ」

　倫子が憤ふん然ぜんとなにか言い返そうとするところに大村が割って入る。

「おい、早く行くぞ」と大村はオフィスの出口をあごでしゃくった。宇佐見はふんと鼻を鳴らし、一礼すると、机の間を抜けて歩き去る。樺沢と間島も後に続いた。







　倫子が九課のオフィスの押し込められた倉庫に戻ってきたとき、紅く朗ろうは床にあぐらをかいて一冊の薄うすい本を苦く悶もんの表情で読んでいた。倫子に気づいて素す早ばやく立ち上がり、直立不動の姿勢になる。本が床に転がり落ちて、『サルでもわかるコンピュータ入門　これであなたもひとりで電源が入れられる！』と書かれた表紙が見える。

「桐きり崎さき、新しん宿じゆくに行くぞ。凶暴化の危険のある被疑者が見つかった」

「えっ、あっ、はい！」

　紅朗は嬉うれしそうにコートを拾い上げて腕を通す。

「おれも行っていいですか！」

　倫子は嫌いやそうな顔で渋々言う。

「当たり前だ。いいか、わたしが外出するときはおまえも必ず同行しろ」

「合がつ点てん承しよう知ちです！　おれら相棒ですもんね！」

　倫子の表情の苦味が増す。

「そんなんじゃない」

「ええと？　じゃあ、パートナー？」

「意味同じだ」

「じゃあ、伴はん侶りよ？」

「おまえ意味わかって言ってるのかっ？」と倫子は耳まで赤くして声を荒らげた。

　配属初日から凶暴化吸血種を捕まえにいくことになるとは、ついている。紅く朗ろうは喜び勇んで保管庫に走り対吸血種用の装備を借り出すと、次に総務受付に行って車両使用申しん請せい書しよを出した。受け取った若い事務職しよく員いんは、捜査九きゆう課かと書かれた箇所を目にすると、苦い顔で用紙を突き返してきた。

「捜査九課には車両はお貸しできません」

「へっ？　なんでですか」

　事務職員は目をそらして言いにくそうに唇をもぐもぐさせる。

「それは……色々ありまして……」

「いや意味わかんないです、ちゃんと説明して──」

　紅朗が受付のカウンターに両手をついて中に飛び込まんばかりの勢いで食ってかかろうとしたとき、背後から少女の声が飛ぶ。

「桐きり崎さきっ」

　走ってきた倫子が紅朗をカウンターから引きずり下ろした。

「うちは車は使えないんだ」

　倫子は言って、そのまま紅朗を警けい視し庁ちようの外に連れ出し、地下鉄の駅に向かった。

　やってきた電車に乗り込んでからも、紅朗は不満顔だった。どうも考えていたのとちがう。警視庁の刑事が電車移動？　まったくかっこよくない。車内のまばらな乗客たちが、みんなこちらを見ているような気がしてくる。警視庁の刑事がどうして地下鉄なんか使っているのだろうと、訝いぶかしんでいるのではないだろうか。

「車使えないってどういうことですか？」

　紅朗が訊たずねると、倫子は窓の向こうの闇やみをリズミカルに引ひっ搔かいていく坑内灯の光をじっと見つめ、ややためらった後で言った。

「……わたしの使った車を使いたくないってやつが警視庁にはたくさんいるんだ」

「はあ。なんでですか？」

　倫子は答えず、顔を完全に窓の外に向けてしまう。

「女子中学生の座ったシートに興こう奮ふんしちゃうからでしょうか」

「おまえはもう一生黙だまってろ！」と倫子は頰ほおを染めて怒ど鳴なった。

　しばらく口を引き結んで考えてから、紅く朗ろうは言ってみた。

「九きゆう課かって、実は嫌われてるんですか？」

「見ればわかるだろう」

　やはりそうだったのだ。一課の先せん輩ぱい刑事たちにもきつくあたられたし。

「なんでですかね。だって日に本ほん初の対吸血種専門部署ですよ？　化け物から市民を護まもるエキスパート！　ちょうかっこいいじゃないですか。おれ、辞令もらったときめっちゃうれしかったですよ！」

　倫子はあきれかえった顔を向けてくる。しばらく紅朗をにらみ、またふいと視し線せんをそらす。

「……そんなのんきなこと言ってられるのも今のうちだけだ。おまえだってどうせ──」

　そのとき、かすかな振動音が聞こえた。倫子は寄りかかっていたドアからぱっと身を離はなすと、ジャケットの内ポケットに手を突っ込んで携帯電話を取り出し、耳にあてる。

「はい。……えっ？」倫子の眉まゆ根ねが寄り、いらだちが表情ににじむ。「だから言ったでしょう、無断で動かないでくれって！　いま向かってます！」

　倫子は憤ふん然ぜんと電話を切った。

「どう……したんですか」

　忌いま々いましそうに倫子は吐き捨てる。

「張っていた女が凶きよう暴ぼう化かした」
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　昼前の歌か舞ぶ伎き町ちようの眠たげな曇くもり空ぞらに、サイレンの音がけたたましく響ひびいている。

　昨夜の事件時とはうってかわって、通りに野や次じ馬うまの姿はまばらだ。通りの両端をふさぐ何台ものワゴン車はどれも赤色灯を戴いただいている。動き回っている人ひと影かげは紺こん色いろの制服姿ばかりだ。

　救急車が何台も到着して後部ドアを跳ね上げる。担架にのせられた血まみれの怪け我が人にんが次々に運び込まれる。

　倫子は連なったパトカーのルーフの間に大おお村むらのごま塩頭を見つけ、駆け寄った。先に到着していた宇う佐さ美みたちがにらんでくる。倫子は荒い息をつきながら訊たずねた。

「状況はっ？」

　大村は倫子とその後ろの紅く朗ろうをちらと見て、通りの向こうに目を戻す。

　ビル一階に入ったチェーンのカフェだ。道に面したガラスが割れていて、店内の無残な様よう子すが見える。テーブルはひっくり返され、ソファはいくつも斬きり裂かれてはらわたを晒さらしている。人の姿はない。

「マル吸きゆうはバックルームに立てこもってる」と大おお村むらは低く押し殺した声で言う。「店員を三人、人ひと質じちにとってる」

　倫子は唇をぎりっと嚙かんで、固めた拳こぶしを自分のタイツの太ふと腿ももに叩たたきつける。

　店内で被疑者を張り込んでいたという捜査一いつ課かの若い刑事は、二人ふたりとも軽傷を負ってパトカーのバリケードの後ろで治ち療りようを受けていた。スーツの袖そでがばっくり裂けて傷口が見えている。

「張ってたらなんの前触れもなく凶暴化したんですよ」と刑事は言う。「いきなり俺おれに嚙みついてきて、あんなのはじめてで」

　と、倫子がいきなりその刑事に近づいて胸むなぐらをつかみ、持ち上げた。

「なッ」

　当人も、宇う佐さ見みたち捜査一課の刑事たちも、驚おどろいていきり立つ。倫子は刑事の脇わきの下に吊つられている銃のホルスターを見据えて低い声で言った。

「硫化銀弾を装そう塡てんしていますね」

「そ、そりゃあ、マル吸相手だから万が一のために」

「女性の吸血種は特に嗅きゆう覚かくが鋭するどくなります。しかも男が昨日きのう処理されたばかりで神経過敏になっています。硫化銀のにおいで警けい察さつだって気づいてパニックになったんでしょう」

　刑事たちはみな、はっとして顔を見合わせる。倫子はアルミ箔はくのように平坦で無む機き質しつな口く調ちようで続けた。

「被疑者のＤＮＡは採取できましたか」

「い、いや、確かく実じつなのはまだ」と張り込み役のもう一人ひとりの刑事が首を振る。

　宇佐見警部補が大村に耳打ちした。

「課長、マル吸としてあげるのはあきらめて傷害罪で現行犯逮捕しましょう、ぐずぐずしていると人ひと質じちが危険です」

　聞きつけた倫子はぱっと顔を上げて声を強める。

「だめです、被疑者は吸血して活性化してます、ここで仕留めなきゃ被害が広がるだけです」

　犯人の吸血種認定をあきらめるということは、即座に殺処分できないということだ。銃を抜かずに活性化吸血種の前に出るなど自殺行為だ。

「証拠そろうの待ってた方が被害が広がるだろうがッ」と樺かば沢さわが怒ど鳴なる。

　大村は携帯電話で本庁と連絡をとり、現場状況を伝えて刑事部長に対応を迫り、まわりにいる刑事たちも突入すべきかどうかを険しい顔で話し合っている。倫子の背後できょろきょろしていた紅く朗ろうは、たまりかねて口を挟んだ。

「あ、あの、どういうことですか？　相手はマル吸なんですよね、突っ込んで銀弾ぶち込むしかないでしょ」

「なンも知らねえガキは黙だまってろ」と樺沢ににらまれる。倫子が嘆息して言った。

「吸対法をちゃんと読んだのか？　ＤＮＡ検査で確かく実じつな結果が出ない限り被疑者に吸対法は適用できない」

「あー……スキャナ持ってきたのはそのためだったんですか」

　紅く朗ろうは倫子に言われて携帯していた小型ＤＮＡスキャナを取り出す。必死に脳のう味み噌そを掘り返して一いち夜や漬づけの条文を思い出そうとする。そこに科捜研の宮みや瀬せが言っていたことが重なる。

　──人間から、人権を剝はく奪だつする。それが吸対法の実態なんだ。

　──だから死ぬほど慎重に扱わなきゃいけないんだよ。

　吸対法が適用された瞬しゆん間かん、その者は法律上において人間ではなくなる。動物園から逃げ出した猛もう獣じゆうを射殺しても罪に問われないように、その吸血種を殺すことも許される。

　だから、現場のいち捜査官に適用判断は委ゆだねられていない。ＤＮＡ検査の結果を裁判所に送り、司法判断が下るのを待たなければいけない。

　電話を切った大おお村むらが渋りきった顔で言った。

「確実にあの女のものだってわかってる体液とか髪の毛とかが必要だ。今からじゃ──」

　そのとき、倫子がはっとした顔になった。

　張り込み役の刑事の腕に応急手当をしようとしていた救急隊員の手をつかむ。

「待って！　消毒しないで」

「な──」

「なにしやがンだてめえ」

　怒声が倫子を取り囲む。しかし彼女は表情を変えずに、張り込み役に訊たずねた。

「被疑者に嚙かみつかれたって言いましたね？」

「だからどうしたッ」

「傷口に被疑者の唾だ液えきが残ってます」

　息を吞のむ音が重なった。

　大村が呻うめくように言う。

「あの女のだって物証がない。捜査員の証言だけじゃ適用できねえって判例が出てるだろ」

　倫子は即座に答えた。

「防犯カメラがありますよね、被疑者が嚙みついてる画像が残っていれば物証になります」

　大村は目をかっと見開いた。すぐに部下に防犯カメラの動画を回収するように命じ、救急隊員に傷口から唾液を採取するよう要よう請せいする。

「裁判所から認定が出次第、突っ込むぞ」と大村は声を張った。「配置につけ」

　真っ先に倫子が店の裏手へと足早に向かう。その背中を見送った宇う佐さ見みが、腕の傷を検けん査さ機きでいじくりまわされた同僚に目を移し、忌いま々いましげにつぶやく。

「あの女にとっちゃ俺おれたちの身体からだも証拠集めの道具かよ……」

「宇佐見、無む駄だ口ぐち叩たたくな、さっさと行け！」

　大おお村むらの叱咤しつたの声が飛ぶ。







　カフェの従業員用出入り口が見える場所に、倫子はしゃがみ込んで待たい機きした。ビルに挟まれた細い空間で、ただでさえせまいのに加えて、エアコンの室外機や放置されたゴミ袋でふさがれていて一歩ごとになにかに蹴け躓つまずく足下の悪さだ。これは大人数を配置できないわけだな、と紅く朗ろうは倫子の背後に控えてあたりをうかがいながら思った。そんな急所ともいえる突入ルートを任されるなんて、さすがリンコさん！　しかもおれも一いつ緒しよに潜ひそんでるってことは戦力として期待されてるってこと？　紅朗は昂こう奮ふんを押し隠すようにスーツの上から脇わきの銃の重みを手で確たしかめる。

　倫子はイヤフォンを片耳だけ入れてじっと動かない。その小さな背中に紅朗は声をかける。

「リンコさん、おれなにすればいいんですか」

　じろりとにらまれる。

「なにもしなくていい。ここで待機してろ」

「なにも？　なんでですか、対マル吸きゆう装備も持ってきてるんですよ」

　紅朗は意気込んでスーツの胸元を開いて銃を見せる。銃口の先に取りつけられた不格好な装置は、ワクチン弾の発射機だ。

「凶きよう暴ぼう化かしてすぐならワクチンぶち込むと収まるかもしれないんですよね？」

　倫子は嘆息する。

「……そんなとこだけはちゃんと勉強してきてるのか」

「当たり前じゃないですか、市民を護まもるのがおれの仕事ですから！」

「……死にたくなければおとなしくしてろ」

「意味わかんないですよ、おれなんのためについてきたんですか！」

「だからっ」

　声を荒あらげようとした倫子は、口をつぐんでイヤフォンを入れた方の耳を手で押さえた。眉まゆを寄せてしばらく通信に聴きき入ると、腰を上げる。

「……了解。突入します」

　指揮を執とる大村への返事だ。それから紅朗を振り返って言う。

「裁判所の認定が出た。おまえはぜったいにここを動くな」







　カフェのバックルームは薄うす闇やみに覆おおわれていた。天てん井じよう灯とうがすべて叩たたき割られているからだ。床には蛍光管の破片が撒まき散らされ、ところどころに血ち糊のりがこびりついている。壁かべ際ぎわにカフェの制服姿の若い男が仰あお向むけに倒れ、その身体からだに影かげが覆い被かぶさっている。ず、ずゅ、ずずゅ、という湿った不気味な音が闇やみに響ひびく。

　着ている服から女だということはかろうじてわかるが、四肢で獲え物ものを押さえつけて柔らかい首の肉にかぶりつくその姿はもはや完全に禽きん獣じゆうだ。眼球も、暗中ではっきり目立つほどに赤く発光している。

「……ぃ、ひ、ひぃ」

「ぅ、うぅっ、やぁあ……」

　二人ふたりの若い女子店員が、床に這はいつくばって身をよじりながら少しずつ吸血種から離はなれようとしている。腰は抜け、足は萎なえきって立つこともできない。二人とも這いずる間にガラス片で腕を切り、床に血の擦すり跡あとを描いている。

　湿った音が途と切ぎれた。

　吸血種が顔を上げたのだ。犠ぎ牲せい者しやの頭がごとりと床タイルを打つ。逃げようとしていた二人に、赤くぎらつく眼めが向けられる。

「ぃッ」

　喉のどが恐怖でねじくれ、悲鳴すらも出ない。吸血種が口の端から濁にごった血の泡を噴ふきながらゆっくりと立ち上がったとき、壁の向こうから大音量で割れた声が聞こえてきた。

「──中の人、壁かべ際ぎわに伏せて！」

　次の瞬しゆん間かん、ドアの覗のぞき窓まどを突き破って室内に飛び込んできたなにかが反対側の壁に激げき突とつした。轟ごう音おんと共に炸さく裂れつした爆ばく光こうが血なまぐさい闇を吹き飛ばし、女子店員は二人とも頭を両腕でかばって転がった。

　スタングレネード──殺傷能力のない、烈はげしい光と音のみを発する制圧兵器であるが、五感の鋭えい敏びんな吸血種への影えい響きようは絶大だった。顔を搔かきむしりながらのたうち回り、光がおさまった後も壁をでたらめに蹴けりつけながら悶もだえている。

　ドアが蹴倒され、バックルーム内に人ひと影かげがいくつも飛び込んできた。タクティカルベストと防弾バイザー付きのヘルメットで武装した警けい察さつ特殊部隊員だ。手にした自動小銃が火を噴ふき、集中砲火を受けた吸血種の服が弾はじけ飛び、血しぶきが壁に放射状に散る。

　斉射を止やめた隊員たちは倒れた店員を助け起こす。

「人ひと質じち三人確かく保ほッ！」

　報告する声が飛ぶ。

　穴だらけになった吸血種の身体からだに、隊員が銃口を突きつけながら慎重ににじり寄る。

「気をつけろ、血を吸いやがった直後だ」とべつの隊員が言う。「かなり活性化──」

　言葉は途中で断ち切られた。跳ね起きた吸血種の女が腕を一振りし、近づこうとしていた隊員の身体が真上に弾け飛んで天てん井じように叩たたきつけられたからだ。

「くそがァッ」

　叫び、小銃を向ける。吸血種の身体が一いつ瞬しゆんぐんと沈み込み、脚が鞭むちのようにしなって隊員の腕を真下から打ち据えた。銃じゆう撃げきはむなしく壁かべから天井へと弾だん痕こんの点てん線せんを描く。腕をへし折られた隊員は呻うめきながら膝ひざを折って崩れ落ちる。人質を担いだ隊員が廊下へと後ずさるが、吸血種の女は蛇の喉鳴りのようなしゃあっという音を吐いて床を蹴けり、逃げる隊員に飛びかかった。重装備の屈強な身体からだがたやすく蹴倒されて廊下の壁に背中から叩たたきつけられ、投げ出された人質は床に血をなすりつけながら転がる。

　銃を持ち上げようとした隊員の手首を、吸血種の足が踏みつけた。銃が撥はね飛ばされる。もう片足は頸くびの付け根に叩き込まれる。

「──ぐッ」

　骨が軋きしむ。吸血種の女は歯を剝むいて隊員にのしかかろうとする。バイザー付きのヘルメットがすさまじい力でたやすくむしり取られ、突き立てられた爪つめが耳と眼球とに食い込む。

　そのとき、銃声が疾はしった。

　隊員の顔をつかんでいた吸血種の手が消きえ失うせる。一いつ瞬しゆん置いて、ちぎれた手首の断面から鮮せん血けつが噴ふき出して隊員の顔を紅あかく染める。

「ぃぎぃいいいいいあああああああッ」

　吸血種は絶叫して振り向いた。ビルの外へと続くドアの前に、黒ずくめの少女の姿があった。少女の手にした銃が自分の腕をたった今吹き飛ばしたのだと悟った瞬間、吸血種は憤ふん激げきの咆ほう哮こうをあげて躍おどりかかった。
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　振り下ろした爪つめは、けれど少女の柔やわ肌はだをえぐれなかった。最小限の動きで持ち上げられたもう片手の銃でたやすく受け止められたのだ。凶きよう暴ぼう化かして理性が塗りつぶされていてもなお、吸血種は驚おどろきで身をすくませた。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだった。いっそう憤いきどおった獣けものは血混じりの涎よだれを飛び散らせながら少女の懐ふところに潜もぐり込んだ。鋭するどい爪が一いつ閃せんし、少女の前髪数本が切られてはらはらと舞まう。

　壁かべ際ぎわで痛みに悶もだえながらも身を起こした特殊部隊員は、信じがたい光景に目を見張った。吼ほえ哮たける声とともに二撃げき、三撃と打ち振られる化け物の腕を、少女はすべて数ミリの差で躱かわし、あるいは銃身で受け流し続けているのだ。

　噂うわさにだけは聞いていた。対吸血種専門捜査官、櫻さく夜や倫子。目まの当あたりにしてさえ、現実だとは思えない。いたいけな少女が、身一つで凶きよう獣じゆうと互角以上に渡り合っているのだ。

「──ぁぐヴァアあああああッ」

　打ち下ろされた吸血種の手は虚こ空くうを穿うがち、床に突き刺さった。

　隊員は倫子の身体からだがまっぷたつに断ち割られるところを幻視するが、彼女の姿はすでにそこにはない。壁かべにまるで影かげのように張りついている。床にめり込んだ手を引き抜こうとした吸血種の頭を、銃口が捉とらえる。

　太い銃声とともに血と髄ずい液えきがはじけ、吸血種の身体は宙を舞まい、床に叩たたきつけられた。

　束つかの間ま、なまぐさい静寂が漂う。

　隊員が一人ひとり、また一人、立ち上がって銃をかまえ、血まみれの肉塊と化した吸血種ににじり寄っていく。両腕が肩からちぎれ、流れ出す赤黒い粘液が泡立っている。

「もう動けねえだろう」

「糞くそ蛭ひるが」

「そんなに腹が減ってるなら弾をいくらでも──」

　罵ののしりながら肉塊に銃口を向けようとしたその瞬間、倫子の引きつった声が飛ぶ。

「近づくなッ！」

　吸血種の肩の切断面が大きく隆起したかと思うと、肉が弾はじけんばかりにふくれあがった。畸き形けいじみたおぞましい形状へと爆ばく発はつ的てきに再生した腕が隊員の一人を真正面から襲おそう。

「──ッ」

　潰つぶれきった声が隊員の喉のどから絞り出される。杭くいのような爪がタクティカルベストの胸に突き刺さる寸前、真横から跳んできた黒い影が隊員の身体を突き飛ばした。

　その影──倫子は、吸血種の爪を腹に受けて身を《く》の字に折り曲げ、背後のドアにしたたかに打ちつけられた。蝶ちよう番つがいが吹き飛び、倫子の身体は戸板ごと外に弾き出される。

「リンコさんッ」

　ドアのすぐ外に来ていた紅く朗ろうが、倫子を抱え上げて跳とび退のいた。一瞬遅れて、鉄柱のごとき足が戸板を踏み砕く。

　倫子の小さな身体からだをかばいながらビルの隙すき間まから転げ出た紅く朗ろうは、従業員用出入り口から現れたそれの姿を見て息を吞のむ。もはや人間の女の原型をまったく留とどめていない。体表が岩のように硬化して割れ、毛け羽ば立だち、体たい軀くは数倍に増長して筋肉が弾はじけそうなほど張り詰め、どす黒い血管が太く浮かび上がっている。あかあかと燃もえる両りよう眼めが紅朗を見据える。紅朗は腰から下が氷こおり漬づけにされたような錯さつ覚かくを味わう。

　人じん狼ろう化かだ。

　知ち識しきとしては紅朗も知っていた。血液の過剰摂取と極度の感情爆ばく発はつによって引き起こされる、吸血種の肉体の激げき変へん。

　現実に目まの当あたりにした今、講こう習しゆうで教わったことなど頭から消し飛んでいた。喰くわれる。喰い殺される。動物としての恐怖だけが紅朗を吞み込もうとしていた。

「……待たい機きって言っただろう」腕の中で倫子が苦しげにつぶやく。

「ンなこと言ってる場合じゃねーです！」

　紅朗は引き抜いた拳けん銃じゆうを吸血種の巨体に向ける。

　しかし、巨きよ獣じゆうはぐるりと喉のどを鳴らすと、窮きゆう屈くつそうに身体を回し、両側のビルの壁へき面めんに体表をこすりつけながら表通りの方へと向かった。

「課か長ちようッ」紅朗はトランシーバーに叫んだ。「人狼化してます、そっちに向かってますッ」

　地じ響ひびきにも似た足音が遠ざかる。ビルに挟まれた細い隙間を抜けて、大勢の悲鳴や獣けものの唸うなり声ごえが吹き寄せてくる。バリケード代わりにしていたパトカーがいくつも宙を舞まうのさえ見え、紅朗はぞっとする。

　行かせてはだめだった。あんなのを表通りに出してしまったら、一般人にまで被害が及ぶ。おれが撃うてなかったから。びびって引き金も引けなかったから。しっかりしろ、おれは警けい視し庁ちようの刑事だぞ。かじりついてでも止めてやる。自分の足を何度も殴りつけて叱咤しつたし、立ち上がろうとしたとき、冷たい小さな手が紅朗の喉のど元もとに触れた。紅朗は驚おどろいて倫子の顔を見下ろす。

　弱々しい紅あかい火を宿した瞳ひとみが、揺らいでいる。

「……桐きり崎さき。……仕事だ」

「え？」

「おまえのほんとうの仕事だ」

　紅朗は戸惑い、目をしばたたく。倫子がなにを言っているのか、わからなかった。どうしてそんなに哀かなしげな声なのかも。

　倫子の指が紅朗の首筋に甘く食い込み、最後のささやきが耳に挿さし込まれる。

「……わたしの餌えさだ」

　紅朗の頸くびに腕を巻きつけ、身を引き起こした倫子は、紅朗の喉元に唇を寄せた。紅朗は魅み入いられたように動けなかった。頸けい動どう脈みやくのあたりに歯が優やさしく埋め込まれるのを感じた。

　ず、ず、ず、という湿った音とともに、ぬくもりが、生命そのものが啜すすりとられていくのがはっきりとわかった。倫子が唇を離はなすと、紅く朗ろうは陶とう然ぜんとした寒気の中で仰あお向むけに崩れ落ちた。ぼやけていく視界に、立ち上がる倫子の後ろ姿が映る。皮ひ膚ふが毛け羽ば立だち、黒く変色し、赤い眼光が尾を引きながら遠ざかっていく。







　絶え間ない銃声が、人ひと気けのなくなった雑居ビル群の谷間に痛ましく響ひびく。警けい察さつ車しや両りようの残ざん骸がいを踏み越えて現れた巨きよ獣じゆうに四方から四十五口径硝酸銀弾が浴びせられるが、分厚い体毛に弾はじかれるばかりだ。

「まるで効いてねえ」

「これ無理ですよ自じ衛えい隊たい呼びましょう！」

「なんで第五世代が人じん狼ろう化かすンだ、なにかの間違いじゃねえのか」

「足！　足狙ねらえ足こっち来るぞォッ」

　機き動どう隊たい員いんらの悲痛な声が飛び交う。横向きに並べて駐とめたパトカーの陰から銃じゆう撃げきを続ける彼らの表情は、人狼化した吸血種の巨体が集中砲火の中でも揺らぎもせず迫ってくるのを目まの当あたりにして恐怖にこわばっていく。

「ぅ、ううああああ」

　捜査一いつ課かの間ま島じま巡査が情けない声をあげる。

「間島ァッ、びびってンじゃねえ！」

　叱咤しつたする宇う佐さ見み警部補の声も震ふるえている。

「来るな、来るな来るな来るなぁあああッ」

　恐慌を来きたして弾倉が空なのにも気づかず引き金をむなしく鳴らし続ける者さえいる。大おお村むらは開け放したパトカーの運転席に片足を突っ込んで吸血種の真しん紅くの双そう眸ぼうをにらみつける。自衛隊の到着を待っている時間はない。ここを突破されたら被害が爆ばく発はつ的てきに拡大する。ここで止めなければだめだ。車をぶつけるしかない。さっき片手でパトカーをぶん投げていたような化け物だが、他ほかに手がない。俺おれがまずやるしか──

　人狼が跳んだ。地を蹴けった衝しよう撃げきでアスファルトが揺れる。次の瞬しゆん間かん、巨体がパトカーのボンネットの上に落ちてきて車体の前半分を踏み潰し、陥没した道路に深々と埋め込んだ。すんでのところで跳とび退のいていた大村は、自分の下半身までもがぐしゃぐしゃに潰されたかのような錯さつ覚かくに肝を凍らせた。

「──ああああっ」

　声に、見上げる。灰はい色いろのトレンチコート姿の影が、吸血種の手に喉のど頸くびをつかまれて数メートルの高さにつり上げられている。脚がむなしく宙を蹴けり続けている。宇佐見だ。先せん輩ぱい、と間島が悲痛な声で叫ぶ。大村もほとんど無む意い識しきに銃を抜いていた。剛毛で覆おおわれた吸血種の体表に銃弾がいくつも爆はぜるが、分厚い胴体はびくともしない。獣けものの腕に力がこもり、宇佐見が血混じりの涎よだれを吐いて悶もだえる。

　次の瞬しゆん間かんになにが起きたのかは、その場の全員が理解できなかった。

　宇う佐さ見みの身体からだが空中に投げ出された──否、彼の身体だけではない。宇佐見をつかんでいた吸血種の右手もまた、肘ひじから切断され、鮮せん血けつを撒まき散らしながら宙を舞まう。腕は潰つぶれた車のルーフに落ち、宇佐見は機き動どう隊たい員いんたちがかろうじて受け止める。その二つにわずかに先さきんじて、大おお村むらの目の前に着地した小さな影かげがあった。

　それは、ゆっくりと立ち上がる。

　背後にそびえる人じん狼ろう化か体たいの巨きよ軀くとは比べるべくもない、細い少女の身体。けれど、柱ちゆう状じよう石せきのようにひび割れてささくれ立った皮ひ膚ふ、そして呪のろわしく燃もえる紅あかい瞳ひとみは、まぎれもなく同じ種のものだ。

「……櫻さく夜や……」

　大村はつぶやいた。

　異い形ぎようと化した倫子は、濁にごった血の色の息を吐いて振り返った。生木を裂くような咆ほう哮こうとともに振り下ろされた吸血種の腕を、倫子は軽く持ち上げた片手で受け止める。そのときはじめて、吸血種の狼おおかみじみた顔に困惑が浮かんだ。次の瞬間、困惑は苦痛に吞のみ込まれる。

「──ゲァアアアアアアアッ」

　獣けものの悲鳴が血とともに撒き散らされる。巨木の幹のごとき腕を、倫子がそのまま身をひねって引きちぎったのだ。

　吸血種は怒りを両りよう眼めに燃えたぎらせて痛みと恐怖を焼き払った。肘と肩の切断面から真新しいぬらぬらと濡ぬれた組そ織しきが盛り上がってあっという間に両腕が再生する。裂けた口の端に涎を迸ほとばしらせ、身体ごと圧おし潰す勢いで少女につかみかかった。

　鉈なたのごとき爪つめは、地面をえぐってアスファルトを飛び散らせる。

　少女の姿はすでにそこにない。吸血種の肩から血が柱をつくって噴ふき出し、獣は膝ひざを折って体勢を崩した。再生したばかりの右腕がまたも地面に落ちてのたくる。

　その場にいた数十人の警けい察さつ官かんたちのだれもが、我を忘れ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、見届けた。

　もはや戦いではなかった。屠と殺さつ──という言葉がふさわしかった。小さな獣けものの影が奔はしるたび、巨大な獣の四肢は血を噴き、ちぎり落とされ、再生を上回る速さで斬きり刻まれていく。人狼化体の嘆きは痛ましいほど甲かん高だかく細くなっていく。

　だれもが痛感した。化け物に伍ごするのは、それ以上の化け物しかないのだと。

　見守る機動隊員たちの出動服も、ジュラルミンの防具も、ヘルメットのバイザーも、吹き荒れる血の嵐あらしで汚されていく。

　支える腕も脚もついにすべて失って、毛むくじゃらの胴体がぐらりと揺らぎ、倒れようとする。その前に立った倫子は、右手を高く鋭するどく突き上げた。

　吸血種の背中からひときわ太い血の柱が噴き上がる。

　倫子がアスファルトの瓦が礫れきを蹴けって跳とび退のいたその場所に、みじめな肉塊が崩れ落ちる。もはや傷口は肉が泡立つのをやめ、悪臭を放つ体液が止めどなく流れ出ているばかりだ。倫子は右手を持ち上げる。脈打つ血みどろの大きな塊が握られている。

　心しん臓ぞうだ。

　握にぎり潰つぶすと、熱あつい鮮せん血けつが飛び散って地面や車の残ざん骸がいを灼やく。だれしもが嫌悪に顔を歪ゆがめた。やってきた静けさがなまぐさい緊きん迫ぱく感かんを少しずつぬぐい取っていくが、それでも底に積つもって固く冷えた恐怖だけはいつまでも消えなかった。人じん狼ろう化か体たいへの恐怖──ではない。それをいともたやすく屠ほふった少女に対する恐怖だ。

　少女が腕を一振りして、粘ねばりついた血を払い落とす。そのしぐさに何人もの警けい官かんがびくりと身をこわばらせる。無む意い識しきに銃をかまえて向けた者さえいる。

「やめろ馬ば鹿か、うちのもんだ、わからねえのか！」

　大おお村むらが気づいて声を飛ばす。

　変質していた皮ひ膚ふが徐々に軟化し、薄うす桃もも色いろに上じよう気きした人間の肌へと戻っていく。

　倫子は細く息をつき、血ち糊のりで額ひたいに張りついた前髪を払った。自分を取り巻く怯おびえた視し線せんに、今度ははっきりとため息を漏らす。振り向こうとしたその脚がもつれる。極度の消耗で膝ひざが震ふるえているが、唇を嚙かみしめて吸血種の屍しかばねに歩み寄ると、ジャケットの懐ふところから注射器を取り出して血液を採取し、検査器にかけ、ふらつきながらも携帯端末に数値を打ち込み始める。

　大村は瓦礫と警けい官かんの背中を押しのけ、倫子に歩み寄った。

「おい馬鹿、無理すんじゃねえ、身体からだ戻ったばっかりだろうが」

　倫子は憔しよう悴すいしきった様よう子すで首を振った。

「わたしの仕事ですから。……それより、裏で桐きり崎さきが倒れてます、病院に──」

　切れ切れの声は、ビルの方から聞こえてきた女性の悲鳴で断ち切られた。倫子は腰を浮かせ、大村もぎょっとしてそちらを向く。救急車両の後ろだ。カフェの店員の制服を着た男が顔をどす黒く変色させ目を血走らせて、同じ制服姿の女性を地面に組くみ敷しき、喉のど笛ぶえに歯を立てようとしている。

「感染してやがったのかッ」

　大村は潰れたパトカーのドアを蹴け倒たおして走り出した。吸血種に血を吸われていた被害者の男性だ。人狼化体が暴あばれていたせいでまだワクチンを投与されていなかったのだ。まずい、急性感染で凶きよう暴ぼう化かしている、このままでは女が嚙かみ殺される！　視界の端で倫子もまた救急車両の方へと駆け出そうとして萎なえた膝を折って崩れ落ちるのが見える。大村は銃を抜いていた。しかしこの距きよ離りでは──

　鈍にぶい銃声が鳴り渡った。

　大村の銃ではない。救急車両の向こう側から聞こえたものだ。

　被害者女性にのしかかっていた感染者が、びくんとのけぞり、白目を剝むき、倒れた。大村は目を見張った。割れたガラスが散乱するカフェの入り口から這はいずり出てきた人ひと影かげがあったからだ。

「……桐きり崎さき……おまえ……」

　大おお村むらは呆ぼう然ぜんとつぶやく。紅く朗ろうの顔は土つち気け色いろで、ほとんど動かない身体からだを腕の力だけで引きずっていた。その手にある銃からはまだ硝しよう煙えんが立ちのぼっている。無骨な外付け発はつ射しや機きから、ワクチン弾の空から薬やつ莢きようがぼとりと落ちた。紅朗は顔を歪ゆがめて腕を突っ張り身を起こそうとして、次の瞬しゆん間かんには気を失って崩れ落ちる。

「被害者ガイシヤを病院に運べ、まだ処置が間に合う！」

　大村は叫んだ。感染者の男性は両腕両脚をテープで拘こう束そくされて救急車両に担ぎ込まれる。サイレンの音を引きずりながら車は走り出し、ようやくあたりに現実感がひたひたと戻り始める。警けい官かんたちは現場保全に、あるいは被害状況の確かく認にんにと走り出し、また次の救急車両が到着して被害者女性を積つみ込み、すぐに走り去る。紅朗の収容は最後だった。

「……なんて野郎だ……」

　ストレッチャーにのせられて真っ白な車の後部ハッチに運び込まれる紅朗を見送りながら、大村はあきれた口く調ちようでひとりごちた。

　はじめて吸血された人間は、失血が少量であってもショックで確実に意い識しき不ふ明めいに陥るはずなのだ。それなのにあいつは、自力で店の外まで這ってきて、おまけに状況を一目で把握して的確にワクチン弾を撃うち込んだ。

　振り返ると、倫子が潰つぶれたパトカーのルーフにしがみついてかろうじて身体を支え、乱れきった呼吸に肩を上下させながら、遠ざかっていく救急車を見送っているところだった。
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　翌朝──

　大村は捜査一いつ課かの自分のデスクで、山積みの書類と格かく闘とうしていた。

　昨日きのうの一件は自分の大失態だったといっていい。民間人に被害者を出してしまったし、自じ衛えい隊たい出動を要よう請せいする羽目になって警けい視し庁ちようの沽こ券けんを大いに下げてしまった。もちろん、第五世代のマル吸きゆうが人じん狼ろう化かするなどまったく前例のない予測不能のできごとだった、と言い訳はできる。しかしマスコミも監かん察さつ官かんも納得するまい。部長にはしこたま怒ど鳴なられたが、ほんとうに大変なのはこの書類の山を片づけてからだ……。

　先を考えるだけでうんざりするはずなのに、なぜか大村はさほど気が重くなかった。

　病院に運ばれた被害者男性の処置がなんとか間に合い、真性感染が防げた、という報しらせを聞いたからだろうか。

　いや──ちがうな。

　昨日きのうのことを思い出すと、最後にはあの馬ば鹿かの顔が浮かんでくるせいだ。

　机に影かげが差し、書類から顔を上げると、デスクの前に倫子が立っていた。クリップで束たばねた紙束を小こ脇わきに抱えている。

「おはようございます課か長ちよう」と倫子は無表情に頭を下げた。

「身体からだはもういいのか。昨日はだいぶやられてただろ」

　大おお村むらが訊たずねると、倫子は少し目をそらして言いにくそうに口の中で言う。

「平気です。……わたしは、……人間じゃありませんから」

「そうか」

　他ほかに返事のしようがなかった。気まずさをごまかすために、大村は湯飲みの中でとっくに冷え切った緑茶を飲み干した。倫子が紙束を差し出してくる。

「昨日の件の報告書です、警けい察さつ庁ちように出す前にチェックしてもらいたくて」

「ああ、うん」

　受け取り、ぱらぱらとめくって目を通しながら、ちらと倫子の顔をうかがう。

「……あいつは、どうだって？」

　倫子は目を上げる。

「桐きり崎さき……ですか？」

　訊きき返し方が怒っているようにも聞こえた。気づかないふりをして大村はうなずいた。

「昨日、病院まで付き添ったんだろ」

　倫子はそっぽを向いてぶっきらぼうな口く調ちようで答える。

「しばらく入院だとは思いますけど、命に別状はありませんし、感染もしてません」

　それから声を落として自じ嘲ちよう気ぎ味みに付け加えた。

「そういうふうに吸ったんだから当たり前ですけど」

「そりゃけっこう」

　大村は嘆息しながら言った。ほんとうに、他に返事のしようがなかったのだ。

「失礼します」

　一礼して去ろうとする倫子の背中を見やり、大村はほとんど独ひとり言ごとのように言った。

「桐崎もやめちまうのかね。もったいねえな。馬鹿だが、骨のあるやつだった」

　倫子は足を止め、わずかに顔をこちらに向け、つぶやく。

「……あんなの、まともな人間のやる仕事じゃありません」

　まともな人間のやる仕事ではない。

　それは大村も同意だった。血を吸って活性化したマル吸きゆうは、ときに銃弾でさえも徹てつすることができない怪物と化す。対抗するには、こちらも同じことをするしかないのだ。そのための餌えさ袋ぶくろとして、これまで半年間に五人もの若い刑事が捜査九きゆう課かに配属され、事件を経けい験けんし──みな辞めていった。

　まともな人間のやる仕事ではない。

　しかし、と大おお村むらは思う。そもそも刑事とはそういう仕事ではないのか。

　倫子が細い声で続ける。

「警けい察さつ庁ちようにも、もう補充人員回すなって言っておきます」

「そりゃ、警察庁サツチヨウが決めることだ。少なくとも昨日きのうの件では必要だった。この報告書にそう書いてないなら書き直させるからな」

　倫子はもやもやした表情になり、黙だまったまま再び小さく頭を下げ、デスクを離はなれた。

　机の島の間を抜けて九きゆう課かのオフィスに向かおうとしたところで、倫子は宇う佐さ見み警部補とばったり顔を合わせた。宇佐見は顔じゅう青あざと湿布だらけで、左腕を包帯で吊つっていた。倫子を見て顔を歪ゆがめる。

　倫子が目礼して脇わきをすり抜けようとしたとき、宇佐見がわざとらしい大声で呼んだ。

「警部！」

　足を止めるが、宇佐見の方を見る気にはなれず、背を向けたまま倫子は次の言葉を待つ。宇佐見も明後日あさつての方を向いたままぶっきらぼうな声で続けた。

「昨日の件は、……情報共有がなってませんでしたなァ！　猛省しとります！」

　倫子は息をつき、宇佐見に見えないようにそっとうなずいた。どこか安あん堵どしている自分が不ふ思し議ぎだった。なにを言われると思っていたのだろう？

　顔を上げ、背中越しに答える。

「わたしも、人じん狼ろう化かしたときの対処法の周知を怠おこたってました。マニュアルにしておきます」

「お願ねがいしますよ！」

　乱らん暴ぼうな声を返され、足音が遠ざかる。倫子は振り向かずまた歩き出した。

　だれもいない九課のオフィスに入り、埃ほこりっぽい空気を嗅かぎ、デスクの椅い子すに腰を下ろす。

　疲れはない。むしろ体たい調ちようはすこぶる良い。活性化のために吸血した翌日はいつもこうだ。自分の身体からだが呪のろわしい。

　未決書類を整せい理りしようとして、ふと、引き出しのそばに置かれている二つの丸い赤バッジを見つける。『Ｓ９Ｓ　ｍｐｄ』の金文字が寂しげに光を返している。

　警視庁、選ばれし捜査第九課。金文字の意味するところを思い返して倫子は鼻で笑う。しかし着用は規則だ。ジャケットの襟えりにバッジの一つを留める。もう一つをつまみあげ、手のひらにのせてじっと見つめる。

　妙なやつだった。これまでに配属されてきたどの刑事ともちがった。底抜けに馬ば鹿かだったけれど、その底になにか知らないものが沈んでいる気がした。あれは──

　……いや、考えるのはよそう。どうせもう顔を合わせることもない男だ。そもそもあいつは第九課の事情をまったく知らされていなかった。自分が餌えさだということも、わたしが化け物の仲間だということも知らずにやってきた。これまでの先任者たちはみんな一応はどんな職しよく務むかを承知して配属されていたのに。たぶん、わたしの悪評が警けい察さつ内ないに知れ渡りすぎて、もはや辞令を受け入れる人間がいなくなってしまったのだろう。だから、噂うわさに疎うとくて馬ば鹿か正しよう直じきなあいつが選ばれ、まったくの白紙の状態でここに放り込まれたのだ。配属初日にあんな事件が起きるなんて、不運なやつだ。あるいはさっさと真実を知って逃げ出すことができたのだから幸運だったのだろうか。まあ、どうでもいい。あいつがひょっとしたら警察官そのものを辞めるかもしれないとしても、わたしにはもう関係ない。わたしが選んだわけじゃないのだから。

　バッジをゴミ箱に落とそうとしたとき、やかましい足音がやってくるのが聞こえた。

「おはようございます！」

　威勢の良い声に、倫子は啞あ然ぜんとして顔を上げる。信じられない光景に、何度も目をしばたたく。廊下に立っているのは紅く朗ろうだった。首筋や腫はれたまぶたに貼はられたガーゼが痛々しいが、表情はあきれるほど晴れやかだ。

「二日連続遅刻ですみません！　いやもうおれずっと健康だけが取り柄で病院なんて行ったことなくて、輸ゆ血けつとか点滴とか気持ち悪くてゲロ吐きそうになっちゃって噓うそついて逃げ出してきました。……あれ？　リンコさん、どうかしたんですか？」

　室内に入ってきた紅朗は、倫子の顔をまじまじとのぞき込んでくる。倫子は椅い子すをがたつかせて後ずさり、口をぱくぱくさせ、ようやく言葉を押し出す。

「おっ、おまえ……なにしにきたんだ」

「なにしに、って、ここおれの職しよく場ばですよ？」

　啞然とする倫子を尻しり目めに、紅朗は持っていた大きな紙袋からなにかの装置を取り出して引き出しの上に置く。コーヒーメーカーだ。

「これ私物なんですけど置いてもいいですよね？　おれ朝けっこう弱くてコーヒー五杯くらい飲まないと仕事になんなくて」

　そこでようやく倫子の様よう子すが普通ではないことに気づいたのか、紅朗は戸惑いを顔に出して声を落とした。

「……あ、あの、リンコさん？　すみません、ひょっとしてコーヒーきらいですか？」

「お、おまえっ、まだ九きゆう課かを続けるつもりなのか？」

　立ち上がって詰め寄り訊たずねると、紅朗はきょとんとした顔になる。

「当たり前じゃないですか」

「わたしは、……昨日きのう暴あばれたあいつと同類だ、吸血種なんだぞ！　わかってないのか？」

　まさかそんなことも理解できないくらいの馬鹿なのか、と倫子は一いつ瞬しゆん本気で疑った。紅朗は不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげる。

「同類じゃないですよ、暴れてないじゃないですか。あれですよね、認可吸血種ってやつですよね、たしか日に本ほんで十何人しかいないんですよね、こんな身近にいるなんて思いませんでしたよ、感かん激げきです！」

　もはや倫子はあきれを通り越して憤いきどおっていた。なにに対してなのかは自分でもよくわからなかった。

「おまえっ、どこまでおめでたいんだ、言っただろう、おまえはわたしが緊きん急きゆう時じに吸血して活性化するための餌えさなんだぞ！」

「わかってますよ。おれ血の気多いから大丈夫です。レバーとかほうれん草も大好きです！」

　倫子はついに言葉を失った。力なく椅い子すに腰を落とす。

　紅く朗ろうはさっそくコーヒーを立て、二杯淹いれてカップの一つを倫子の前に置いた。胸が詰まるほど芳ほう醇じゆんな香りで九きゆう課かのオフィスはいっぱいに満たされた。自分のカップに砂さ糖とうをざばざば入れながら紅朗が訊きいてくる。

「砂糖とミルクはどうしますか？」

　その脳天気な口く調ちように倫子はいっそう苛いら立だつ。

「おまえ、ほんとに続けるつもりなのか。九課の仕事がどういうものなのかほんとにわかってるのか？　わたしみたいな化け物を使って化け物を──」

　傷をえぐるような倫子の言葉を、紅朗はしれっとした口調で遮さえぎった。

「市民を護まもる仕事ですよ。警けい察さつなんだから。リンコさん超かっこよかったですよ。おれぶっ倒れてて見てないけど」

　倫子は口をつぐんだ。

　訪れた薫かおり高い沈ちん黙もくの中、紅朗はコーヒーをぐっと飲み干し、満足げに息をつく。倫子もそっとマグカップを両手で包み込む。あたたかい。黒々とした湖面に、自分の顔が映り込んでいる。目が揺らいでいる。まるで──

　泣きそうな顔みたいだ。

　カップを机に置き、倫子はいきなり立ち上がって紅朗の襟えり首くびをつかんだ。紅朗は面食らってカップを取り落としそうになる。

「わっ。す、すみません、おれなにかまずいこと言いましたかっ？」

「黙だまってろ。動くな」

　首をすくめる紅朗のスーツの襟をぐっと引っぱり寄せると、『Ｓ９Ｓ　ｍｐｄ』の赤バッジを留めてやり、それから倫子は紅朗の胸をどんと突き放して目を伏せた。

　しばらく呆あつ気けにとられていた紅朗は、やがて自分の襟と倫子の襟につけられた同じバッジを何度も何度も何度も見比べ、満面の笑えみになってがばと頭を下げた。

「あらためて、九課に配属になりました桐きり崎さき紅朗です！」

　どうしようもなく気詰まりで、倫子はそっぽを向いて素っ気なく言う。

「櫻さく夜や倫子だ」

「よろしくお願ねがいします、リンコさん」

　歯は嚙がみして紅朗をにらみつける。

「やっぱりその呼び方気持ち悪いからやめろ！　ともこだって言ってるだろ！」

「ともこって呼ぶんスか。下の名前呼び捨てって恋人みたいで恥ずかしくないですか」

「なっ」倫子の顔がかあっと熱あつくなる。「なんでそんな考え方になるんだっ！　リンコの方が恥ずかしいだろ！　じゃなくて名字で呼べ！」

「漢字難むずかしくて読めないです」

「このばか！」







　九きゆう課かの様よう子すをうかがいにきた大おお村むらは、通路の角を曲がったあたりで二人ふたりの言い合う声を聞きつけ、足を止めた。

　知らずと口元がほころぶ。

　コーヒーの香りが通路まで漂い出てきていたし、倫子が怒っているのもどうやら紅く朗ろうが砂さ糖とうを勝手に入れたからという理由らしかった。余計なお世話をするところだったな。俺おれは俺の始末書の心配だけするか。

　踵きびすを返し、デスクに戻りながら、それにしても──と大村は思う。

　ほんとうに、面おも白しろそうなやつが入ってきたもんだ。










　　　　　　　２







　中央の丸とそこから放たれる鋭するどい鏃やじり形がたで構成された金きん色いろの五角旭きよく日じつ章しようを見て、警けい察さつを連想しない日に本ほん人じんはいるまい。この紋章、正式には『朝あさ日ひ影かげ』といって、昇る陽ひとその陽ひ射ざしをかたどったものだ。

　ところがべつの名前で呼ぶ者もいる。

「これはな、桜さくらの代だい紋もんいうんじゃ」

　紅朗をデスクに呼びつけた刑事部長は、自分の警察手帳を突きつけてドスの利いた声でそう言った。筑ちく摩ま川がわ隼はや人とという、身長も肩幅も胸板の厚さも紅朗より二回りくらい余計にある迫力たっぷりの巨漢だった。左の目め尻じりには刀傷らしき古い痕きずまであった。

「ええか、警察は日本で唯一の公認暴ぼう力りよく団だん、桜さくら田だ門もん組ぐみじゃ！」

「は、はいっ？」

　よくわからないが勢いに圧おされて紅朗は答える。

「じゃけん、他ほかの暴力は存在そのものを一切ゆるさん！　ひとつ残らず叩たたき潰つぶす！　それが警察の仕事じゃい、わぁったかっ？」

「はいっ」

「それなのに桐きり崎さききさまはなんじゃあっ、目の前で女が襲おそわれとるのにワクチン弾一発ぶち込んだだけでぶっ倒れるとは、気合い！　気合いが足りん！　まわりに他ほかに人手がなかったらどうなっていた、両手両足拘こう束そくするところまでやらんかあっ！」

　筑ちく摩ま川がわ部長のあまりの剣けん幕まくに、デスクの上に積つんであった書類が残らず雪な崩だれ落ちる。脇わきに立っていた倫子がわざとらしいため息をついて紙を拾い集めた。

「部長。昨日きのうの桐崎は急性失血ショックで──」

　倫子が代わりに弁明しようとすると、筑摩川はデスクに拳こぶしを叩たたきつけた。刑事部長室の机は月に二度は交換されるので有名である。

「やかましいわ！　気合いじゃ気合い！」

　倫子はむっとして黙だまり込む。むちゃくちゃに聞こえるが、筑摩川は決して根拠のない精せい神しん論ろんをわめいているわけではない。

「ええか、血ィ吸われたときの昏こん倒とうってのァ心因性のもんじゃ、投薬とシミュレータで鍛きたえとりゃァびくともせんわ！　わしァ現場にいた頃ころはリットル単位で吸われたことも一度や二度じゃなかったが、その日の仕事帰りも平気で飲みにいっとったわ！」

　リットル単位は法ほ螺らだろうが、心因性というのはその通りなのだ。慣なれていけばショックで倒れることもなくなる。吸血種である倫子が、だれよりもよく知っている。

「すみませんでした！」と紅く朗ろうはデスクに頭突きする勢いで頭を下げる。「おれまだまだ鍛え方が足りませんでした、これから男磨かせてもらいます！」

「お？　おう」

　予想よりも色いろ好よい反応に筑摩川は少し相そう好ごうを崩す。

「ともかく、おまえもわしらの組の一員じゃ。これからは家族じゃけえのう！　今夜さっそく固めの盃さかずきじゃ」

「かための盃ってなんですか。柔らかめの盃もあるんですか？　おれ柔らかめの方が好きで」

「ばかもんがあぁっ！　男は歯ブラシもラーメンもかためじゃ！」

「はい！　バリカタの盃でお願ねがいします！」

「おまえ見どころあるのう！」

　倫子は頭が痛くなってきた。

「ところで櫻さく夜や」

　筑摩川が急に声を落として口く調ちようを変えた。

「今日きよう、警察庁サツチヨウの監かん察さつ官かんが来る。昨日の件じゃ。わかっとるな？」

　筑摩川の顔から田舎いなかヤクザの仮面は外れ、狡こう猾かつな警けい察さつ官かん僚りようの素顔が垣かい間ま見みえている。倫子はうなずいた。

「わかっています」

「ありゃ大おお村むらのミスじゃ。わしも腹くくって責任はかぶる。しかしなァ、なぜ第五世代のマル吸きゆうが人じん狼ろう化かした？　おまえ、科捜研からあがってきた情報を抱え込んどったんとちがうか」

　倫子は筑ちく摩ま川がわをきっとにらみ返した。

「そんなことしていません。あれは予測不能の事態でした。まだ原因も不明です」

　筑摩川は鼻を鳴らす。

「まあええ。監かん察さつ官かんが判断することじゃ。なんべんも言うとることじゃが、わしァ九きゆう課かを潰つぶせるんならなんでもやるぞ」

　筑摩川の静かな凶きよう暴ぼうさを秘めた視し線せんが倫子を突き刺す。

「わしの組に内ない閣かく府ふの紐ひも付つきは要いらん。わしらはもう十何年も、人間の力だけでマル吸を処理してきたんじゃ。化け物の力を借りなきゃならんほど落ちぶれとらん」

　わたしだって望んでこんなところにいるわけじゃない、という言葉が喉のど元もとまで出かかり、倫子は必死に胸の奥に押し戻す。言ってもしょうがない。

「わたしも何度も言っていますが、出しゆつ向こうしてきたからには刑事部の一員です。部長のご命令にも従います」

「抜かせ。おまえが毎度毎度の事件報告を真っ先にどこに送っているか、わしが知らんとでも思っておるんか？」

　口をつぐむしかなかった。

　九課のオフィスのある倉庫に戻ってきたところで、さっきから落ち着かない様よう子すだった紅く朗ろうが言った。

「リンコさん、部長にも嫌われてるんですか」

　ため息しか出てこなかった。この馬ば鹿かにわかるように説明するのも骨が折れる、と思った倫子は、「そうだ」とだけ答えた。

「リンコさんも柔らかめ派だからですか？」

「なんの話をしてるんだおまえは」

　紅朗が淹いれたコーヒーを引ったくるように受け取って倫子は一口飲む。紅朗は倫子の胸のあたりをじっと見つめて言った。

「昨日きのう、血を吸われるときに押しつけられましたけど、柔らかかったですもんね」

　倫子はコーヒーを噴ふき出す。

「……なっ、な、ななななんの話だっ？」

「リンコさんくらいの体格ならもっと小さめかと思ってたけど意外と大きいんですね」

「だからさっきからおまえはなに言ってッ」

「銃のホルスターの話ですけど」

　不ふ思し議ぎそうに紅朗が答え、倫子はぽかんとなった。

「……ホルスター？」

「ほら、婦ふ警けいって軽めの銃使うじゃないですか。でもリンコさんのはすごいでかくて、でもホルスターがけっこう柔らかめの革製で珍しいなって、ああ、すみません、おれそういうの好きなんですよ銃っていうか装備の細かいのが」

　耳まで熱あつくなるのを感じて、倫子は椅い子すに乱らん暴ぼうに腰を下ろして顔をそむけた。

「あの、リンコさん？」

　声が心配そうなのが余計に腹立たしかった。

「え、ええとすみません、部長に嫌われてるっていう話でしたよね」

　なぜいちいち話を戻すんだ、と倫子は思った。

「……さっきの話でだいたいわかっただろう。わたしはそもそも警察官じゃないんだ。階級もバッジもあるけど、よそ者だ。内ない閣かく府ふから出しゆつ向こうしてる身だから」

「ああ、部長なんか言ってましたね、ええと、Ｉカップから出向？」

「内閣府だっ、Ｉカップじゃない！　さっきから胸の話ばかり、いいかげんにしろ！」

「さっきから？　胸の話は今はじめてですけど」

　倫子は「あ……」と口ごもり、いらだたしさを拳こぶしの中で握にぎり潰つぶして机に叩たたきつけ、冷めかけたコーヒーの残りをぐいと飲み干した。

「でも昨日きのうの事件でもリンコさんのおかげでなんとか死人が出ずに済んだんだし、みんなもっと感かん謝しやしてもいいと思うんですけどねー」

　自分だってひとつ間違えていれば人じん狼ろう化か体たいに踏み潰されて死んでいたというのに、紅く朗ろうの言い方はまるで他ひ人と事ごとみたいに聞こえる。どうしてこいつはこんなに色んな場所の底が抜けているのだろう、と倫子はあきれる。

「吸血種に感謝なんてだれがするものか。刑事部は昔から吸血種と戦ってきたんだ。仲間とか、家族とか……殺された者もたくさんいる」

「でもべつにリンコさんに殺されたわけじゃ」

「おまえは仲間も家族も殺されたことがないからそんなことが言えるんだ」

　そこで紅朗は今までに見せたことのない複雑そうな苦笑いを見せ、目をそらした。倫子は訝いぶかしんで言う。

「どうした」

「え……いや、はあ、あの……リンコさん知ってたと思ったんですけど……おれの親、どっちも、その……これって人事書類に書いてませんでした？」

　倫子は書類入れから紅朗の人事書類を引き抜いて一読し、しばらく絶句した。これまで、配属される部下の履り歴れきなど読んだことがなかった。どうせすぐ辞めるに決まっていたからだ。しかし、今はその怠たい慢まんが許ゆるし難がたかった。

　紅朗は幼くして両親を失っていた。吸血種に殺されていたのだ。

「すまなかった。……どうして──黙だまっていたんだ？」

　責めるような口く調ちようになっていることを内心悔やむ。

　紅く朗ろうは人事記き録ろくファイルの表紙と倫子の顔をとを見比べ、照れ笑いする。

「知ってるかと……それに、おれから言うようなことでもないですよね」

　その通りだった。そもそも読んでいなかった倫子が悪いし、訊きかれもしないのにわざわざ言うことではない。紅朗に責められるいわれはない。それは倫子もよくわかっていた。けれど、険のある声になってしまうのはどうしようもなかった。

「目の前で……なのか」

「あはは。おれガキだったんで、よく憶おぼえてないんですけどね」

　なんで笑っていられるんだ。倫子は拳こぶしを固めて苛いら立だちを握にぎり潰つぶす。

　紅朗が五歳のときに、自宅に吸血種の男が押し入った。警けい察さつが追っていた凶きよう暴ぼう化か個体で、その時点で四人を手にかけていた。捜査員が駆けつけ、犯人を殺処分したが、すでに父親と母親は惨ざん殺さつされていた。まだ幼い紅朗は、こときれた血まみれの母親の腕に抱えられて泣きじゃくっていたという。

「……おまえ、わたしと一いつ緒しよにいて、なんとも思わないのか。わたしだって吸血種なんだぞ。おまえの親を殺したのと同じ──」

　紅朗は目をぱちくりさせた。

「だから、ほら、さっきも言いましたけど、リンコさんが殺したわけじゃないですよね」

「そうだけど。……わたしたちを恨うらんでるんじゃないのか」

　わたしたち、という語を口にすると、倫子の舌には背徳的な苦さと甘さが残った。紅朗は不ふ思し議ぎそうな顔で答えた。

「恨んでないですよ。おれが恨もうと思ってたやつは目の前でごっつい銀弾喰くらって頭吹っ飛ばされちゃいましたよ」

「警察官を志望した動どう機きもこの事件だって書いてあるじゃないか」倫子は書類のファイルに目をやって言う。「吸血種を取とり締しまる刑事になりたい、って」

　それは、両親の復ふく讐しゆうのためではないのか。

「はい！　おれを助けてくれた刑事さん、めっちゃかっこよかったんで、憧あこがれました！」

　倫子はもはやなにも言えなくなる。

「おれ、親父おやじもお袋も助けられなかったですから。ガキだったし、弱っちかったし。だから大人おとなになったら刑事になろうって決めてたんです。おれみたいなガキこれ以上増やしたくないですし。あ、あと、おれを預かってくれた施設の園長先生がなんか警察にコネあったみたいで、あはは、これ内ない緒しよにしといてください、おれみたいな頭悪いのが試し験けん合格できたのって園長先生のおかげかなあ」

　倫子の唇が震ふるえる。

　どうしておまえは──そんなに屈託なく笑えるんだ？

「そういえばリンコさんは」と紅く朗ろうがなんでもなさそうな口く調ちようで言った。「どうして刑事になったんですか？」

　倫子は顔をそむけた。答えるべきかどうかしばらく迷った。

「……母に言われたんだ」

「お母かあさんが警けい察さつ官かんになれって言ったんですか？　珍しいですね、あ、ひょっとして現げん役えきの婦警さんとかですか！」

「もう死んでる」

　紅朗は笑えみを消して頭を下げる。

「……すみません、変なこと訊きいて」

「わたしが殺したんだ」

　空気がみしりと軋きしんだ気がした。

　どんな表情をしているのかたしかめるのがいやで、紅朗の顔をもう見られない。なぜわたしはこいつにこんな話をしているのだろう、と思いながらも、言葉が押おし留とどめられなかった。

「わたしには母親が二人ふたりいた。産みの親と、育ての親だ。両方とも、わたしが殺した。わたしのこの血が殺したんだ」

　ようやく倫子は、自分が怒っていることに気づく。

　恨うらんでいないなどと言えてしまう、この男に。

「二人とも同じことを言っていた。吸血種と人間にちがいなんてないって。だから、人間の中で生きろって。……そう言って、死んだ」

　言葉の切れ目からいらだちが染み出る。

　倫子の手が、ジャケットの下に吊つられた銃のホルスターに触れる。

　狩人かりうどになる道しかなかった。獣けものに堕おちた同族を自分の手で狩ることによって、人間を守り、平穏に暮らしている同族を守る。二人の母親との約束。

「約束していなければ、だれが、こんな。……警察なんて」

　ホルスターにきつく爪つめを立てる。

　人間からは化け物と恐れられ、同族からは裏切り者と唾つばを吐かれる。それでも他ほかに生きようがなかった。復ふく讐しゆうに生きることさえできなかった。なぜって、どちらの母親も、殺したのは自分だ。ただ自分を憎んだ。自分の身体からだに流れるこの血を。

　それなのに、こいつは。

　どうして。

　どうしてわたしを憎悪しない。どうして吸血種の隣となりで平然としていられる。どうして。

「──リンコさん？」

　黙だまり込んだ倫子を心配したのか、紅朗が顔をのぞき込んでくる。

「なんでもない。こんな話……するつもりはなかった。忘れろ」

　倫子は乱らん暴ぼうに手を振って紅く朗ろうを追い払い、倉庫を出た。

　あいつに話して、なんになるんだ。







　その日の夕方、紅朗は感染検査のために警けい察さつ病びよう院いんに寄った。

　警察病院には科捜研の宮みや瀬せも来ていた。彼は科捜研の中でも吸血種の専門家らしく、「昨日きのうの検査でも陰性だったからまず大丈夫だけど、一応ね」と言って、血液検査の結果を見て医者となにやら話し込み始めた。しばらくしてから、宮瀬と二人ふたりだけにされて面めん談だんの時間になる。

「吸われたら必ず吸血鬼になっちゃうってわけでもないんですね」

「桐きり崎さきくんは吸血種の感染については勉強してないの？」宮瀬が可お笑かしそうに訊きいてくる。

「はあ、すみません。憶おぼえなきゃいけないこと多すぎて」

「もう九きゆう課かの一員なんだから、ちゃんと知っておいてくれよ」

　宮瀬の柔にゆう和わな笑え顔がおは相変わらずだが、目つきだけは真剣なものに変わる。

「吸血種が感染症として認知されてから三十年、吸血種そのものの引き起こした被害よりも、吸血種に対する誤解から引き起こされた被害の方が何百倍も多いんだ」

「はあ」

「第一の誤解はね、吸血種が感染しやすい、というものだ」

　紅朗は目をしばたたく。

「吸血種の感染力は非常に弱い。特に、血を吸われただけで感染するというのはいちばん危険な誤解だ」

「おれ、してませんもんね」

「そう。倫子ちゃんが感染しないように吸ったからね」

　そう言われて紅朗は首筋に手をやる。嚙かまれたのは昨日のことだというのに、嚙み痕あとはもうほとんど消えている。

「感染というのは病原体が体内に入るから起きるわけだ。だから吸うこと自体が感染原因になるわけがない。傷口から吸血種の体液、嚙んだ場合はだいたいが唾だ液えきだね、これが体内に入ってはじめて感染の可能性が生まれる。ところが群胞体は唾液にはほとんど含まれていない。その上、唾液がほとんど血管内に入らない吸い方がある。気をつけていれば感染率はほぼ無視できるくらい低いんだ」

「リンコさんさすがですね！」

　言われていることの半分くらいは理解できていなかったが、紅朗は興こう奮ふん気ぎ味みにうなずいた。

「第二の誤解は感染しただけで絶望的だというものだ。実際には、潜せん伏ぷく期間は長いし、その間にワクチンを投与すれば予防できる」

「おれもワクチン弾ぶち込みました！」

「適切な処置だったね、ちゃんと二の腕に命中させてたし」と宮みや瀬せは笑う。「有効期間の長いワクチンが今ないから予防接種はできないし、完全に発症してから治ち療りようする手段もない。でもまったく絶望というわけでもない」

「なんか宮瀬さんの話聞いてると、マル吸きゆうってべつに怖くないみたいに思えてきます」

　宮瀬は力強くうなずいた。

「そう。そこなんだ。私がなによりも解いておきたいのは第三の誤解だよ。吸血種は怖い、というやつだ」

「そですね！　びびらずぶつかれってことですよね！」

「いやいや、そういう意味じゃない」と宮瀬は語気を強める。「吸血種は人類の敵だ、災さい厄やくだ、という考え方を捨ててほしいんだよ」

「……え、ええっと？」紅く朗ろうは頭を搔かく。「すみません、おれ頭悪くてよくわかんなくて」

「たとえば桐きり崎さきくん、きみは倫子ちゃんのことをどう思う？」

「きれーでかっこよくて強くてめっちゃ怒りんぼですね！」

　宮瀬は笑いをこらえて肩を小刻みに震ふるわせる。

「でも怖くはないだろう？　つまり、近くにいると危ないから逃げなきゃ、みたいなことは思わないだろう」

「もちろんです。相棒ですから！　ていうかリンコさん普通の人間と全然変わらないですよ」

「うん。そうなんだ」宮瀬はしみじみと何度かうなずく。「『世代』の話はしたよね？　世代が上であればあるほど、凶きよう暴ぼう化かの危険は少なくなる。第三世代より上は理性を失うことはまずないんだ。そして倫子ちゃんは第一世代だ」

「第一だったんですか！　マジすごいってことですよね！」

「うん。だから倫子ちゃんから万が一感染したとしても第二世代だ。凶暴化することはない。認可吸血種になれる可能性も大きいんだよ」

「そうなんですか、安心しました！」

　紅朗がそう答えると、宮瀬はついにこらえきれなくなって声をあげて笑い出した。

「……あの？　宮瀬さん、おれ、なんか変なこと言いました？」

「いや、そんなことないよ」

　宮瀬は眼鏡めがねを外して目め尻じりの涙を指で押しつぶしている。紅朗は少し心配になってきた。また馬ば鹿かなことを口走ってしまっただろうか。

「倫子ちゃんの部下が桐崎くんで六人目だ、って言ったよね」

「はあ。昨日きのう聞きました」

「これまでの五人にも、今の話を聞かせたんだよ。吸血種は怖くない、たとえ倫子ちゃんに感染させられても第二世代だから大丈夫だ、って。そしたらみんな怒るんだ。なにがどう大丈夫なんだ、マル吸になってしまうんだぞ、ってね。怒らなかったのはきみがはじめてだ」

「なんで怒るんですかね？」

　紅く朗ろうにはほんとうに理解できなかった。

「おれだってマル吸きゆうになっちまうかもってちょっと怖かったけど、もしなってもあんまひどいことにならないって話なら少しはほっとしますよ」

「みんながみんな、桐きり崎さきくんみたいな筋の通った考え方をしてくれれば助かるんだけどね」

　宮みや瀬せは苦笑する。

「なにも知らされていなかったきみとちがって、これまでの五人はみんな、認可吸血種と一いつ緒しよに仕事をするんだってちゃんと聞かされて赴ふ任にんしてきたんだ。緊きん急きゆう時じは血を提供する役目なんだってこともね。でも私が現実的な話をすると怒る」

「おれも事前に教えてほしかったですよ！　リンコさんに血を吸われる仕事だって！」

　突然強い口く調ちようになった紅朗に、宮瀬は目を丸くする。

「桐崎くんもやっぱり少しは怒ったんだ？　そりゃそうか、なにも知らされずに──」

「ちがいますよ、知ってたらもうちょっと食事に気をつけたですよ！　おれ一昨日おとといの晩飯ニンニクたっぷりだったんですよ！」

　宮瀬は笑いすぎてついに椅い子すから転げ落ちた。

「そう、それも誤解だって広めていきたいね」

　腹を引きつらせて椅子によじ登りながら宮瀬は言う。

「いわゆる吸血鬼に関する伝承のほとんどは吸血種には関係ないんだよ。十字架とかニンニクとか陽ひの光に弱いとかね」

「まじですか！」紅朗は目を見張り、それからはっとした顔になる。「そういやリンコさん昼間でも普通に外歩いてますね！」




　　　　　　　[image: 区切り]




　翌日午前、紅朗が検査を終えて病院から警けい視し庁ちように戻ってくると、九きゆう課かのオフィス内に見み慣なれない細身のスーツ姿の背中があった。机に腰をのせた倫子となにやら話し込んでいる。

「ただいま戻りました！」

　威勢良く挨あい拶さつして倉庫内に入っていくと、スーツの男が振り向いた。

　育ちのよさそうな細ほそ面おもての青年だった。メタルフレームの眼鏡めがねに、伶れい俐りそうな切れ長の目。明るめの柔らかい巻き毛のせいでかなり若く見える。刑事には見えないが、だれだろう。

「就活ですか？」

　青年は眉まゆをつり上げた。倫子は顔に手のひらをあてて嘆息した。

「学生じゃない。警けい察さつ庁ちようの監かん察さつだ」

「あ……すみませんっ」紅朗は平身低頭して額ひたいをデスクの角にぶつける。

　差し出された名刺にはこう書かれていた。




　警察庁　長官官房　特別監察官

　矢神　修二




「えーと……失しつ神しんさん」

「失神じゃない、矢や神がみだ！　意い識しきははっきりしてる！」

　矢神は憤ふん然ぜんと言った。それから倫子をちらと見て咳せき払ばらいし、紅く朗ろうに視し線せんを戻す。

「きみが……桐きり崎さき紅朗だな？」

「九きゆう課かの桐崎です！」

「今日きようから僕がきみたち九課を担当する特とく別べつ監かん察さつ官かんに任命された」

「お疲れさんです！　ええと、担当の……なんですか？」役やく職しよく名めいを言われてもよくわからない紅朗は名刺と矢神の顔を見比べて訊きき返した。矢神はあきれた顔になる。

「とくべつかんさつかん、だ」

「トップレス摑つかんだら痴ち漢かん？　ですか？」

「痴漢にきまってるだろう！　それ以前にトップレスになってる方が痴漢だ！　じゃない、なんでそんな聞き間違いができるんだ？」矢神は激げつ昂こうした。
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「桐きり崎さきの相手をまともにしていても疲れるだけだぞ」と倫子がため息混じりに言う。「新しい担当官がおまえでよかったよ、矢や神がみ。色々と説明が楽になる」

「同期だからといって目こぼしするつもりはないからそのつもりで」と矢神は眼鏡めがねのブリッジに指をあててわざとらしいしぐさで押し上げる。

「お知り合いなんですか？」

　矢神と倫子を見比べて紅朗は訊たずねた。

「僕と櫻さく夜や君は、東大法学部で同期だったんだ」

　東とう大だい法ほう学がく部ぶを強きよう調ちようして矢神は得意げに言った。

「僕は院に行ったから進む道はちがったが、やはり東大法学部でしのぎを削った者どうし縁えんがあったんだろう。こんな形で東大法学部の同窓と職しよく務む上じようの関かかわりを持つなんてね、やはり東大法学部だからね」

　学部名まで含めて連発する矢神に倫子はうんざり顔だったが、紅朗は素直に目を輝かがやかせる。

「リンコさんも東大だったんですか、すごいです！」

「べつにすごくない」と倫子は渋い顔で言う。「東大法学部卒なんて警察にはごろごろいる。筑ちく摩ま川がわ部長だってわたしたちの先せん輩ぱいだぞ」

「ええっあのクマ親父おやじがですかっ？」

「だれがクマ親父じゃあああああッ」

　ドアを撥はね飛ばしそうな勢いで筑摩川が九きゆう課かのオフィスに踏み込んできて、突き倒された紅く朗ろうは顔面をデスクにびたんとぶつけてしまう。

「呼び方に気をつけんかい！」

「すみません！　クマおやっさん！」

「それならええわ！」

　筑摩川は壁かべ際ぎわに跳とび退のいて口を半開きにして固まっている矢神に気づき、大おお股またで寄っていって肩をつかむ。

「おお矢神、新しい監かん察さつはおまえだったか！　久しぶりじゃな、柔道大会でぼろぼろに叩たたきのめして以来か？」

「お、お久しぶりです、筑摩川部長」

　矢神はぺしゃんこになりそうな表情で言う。

「こいつらのどんな細かい違反もほじくり返してしっかり監察せえよ、わしもなんでも答えるから褌ふんどしの中までチェックせえ！」

「は、はい」

　筑摩川は矢神の背中を十五回くらい叩いた後でのっしのっしと九課を出ていった。矢神は乱れたスーツを直す気力もないようで、ぐったりとロッカーにもたれて息をついている。倫子は同情の目で見て言った。

「筑ちく摩ま川がわ部長は、警けい察さつ庁ちよう時代におまえの上司だったんだっけ？」

「そうだよ。……うん、とても貴重な経けい験けんだったよ」と矢や神がみは力なく笑った。

「あの、警察庁の人に前から訊ききたかったんですけど」紅く朗ろうが突然言った。「警察庁と警けい視し庁ちようってどうちがうんですか？」

　矢神のあごが落ちた。倫子もあきれた目で紅朗を見る。

「き、き、きみはほんとうに警察官なのかっ？　一般人ならまだしもっ」

「似たようなもんだからくっつけちゃうとか駄だ目めなんですか？」

「馬ば鹿かを言うなッ」矢神は激げつ昂こうした。「警察庁と警視庁はまったくちがう！　警視庁というのは要するに東とう京きよう都と警察だ、都道府県にそれぞれ県警や道警や府警があるだろう、あれの東京版が警視庁！」

「はあ。それならなんで『都警』って呼ばないんですか」

「昔から警視庁って呼んでるからだ。首都の警察だぞ。特別感を出したいだろう」

「なるほど！　かっこいいですもんね！」

　倫子もなにか言ってやりたかったが、さらに話が飛びそうな気がしたので黙だまっている。

「警察庁は、全国の警察を統率する行政機き関かんだ。僕のような東とう大だい法ほう学がく部ぶ卒の有能な官僚が日夜働いている正義の府だ！」

「そっちもかっこいいですね！」

　拳こぶしを固めて熱ねつ弁べんしていた矢神は、倫子の冷ややかな視し線せんに気づいて咳せき払ばらいする。

「と、ともかく」と矢神は声の調ちよう子しを普通に戻す。「今後、きみたち捜査九きゆう課かの活動は逐ちく一いち僕がチェックする。対吸血種専門の捜査機関は、全国の都道府県警に先駆けてここ警視庁にはじめて設置されたんだ。きみたちのあげる成果がこれからの我が国の対吸血種施し策さくを左右するといっても過言ではない。心するように」

「はいっ」

　紅朗は勇ましく返事をする。その隣となりで倫子はつまらなそうに鼻を鳴らした。

「国の施策なんてどうでもいい。矢神、わたしの仕事の邪じや魔まだけはするな」

「言葉に気をつけろよ櫻さく夜や君！　東大法学部ではきみに成せい績せきで後おくれを取ったが、今の僕は警視だ、きみより階級が上なんだよ！」

　矢神を冷ややかな横目で見てから、倫子は紅朗に言った。

「桐きり崎さき、仕事をひとつ頼みたい」

「はい！」と紅朗は姿勢を正す。

「矢神警視どのを玄関口までご案内してさしあげろ。警視庁には不ふ慣なれだろうから」







　紅朗が馬鹿正直にエレベーターホールまでついてきたので、矢神はずっと不満顔だった。

「まったく、彼女は昔からああだ！」

　エレベーターを待つ間に矢や神がみは言う。

「東とう大だい法ほう学がく部ぶの成せい績せき優ゆう秀しゆう者しやともなれば変わり者揃ぞろいだがね、その中でも彼女はひときわ浮いていたね、もちろん……つまり、その……あの生まれのせいもあるが……人付き合いの悪さは性格に因よるところも大きいだろうし……」

「そうなんですか？」

　紅く朗ろうには、倫子が人付き合いの悪い人物だとはとても思えなかったが、それは単に紅朗が鈍にぶくて倫子の発している近づきがたさに気づいていないからだった。

「桐きり崎さき君、きみもどうせ遠からず辞めることになるだろうから、きみにこんなことを話してもしかたがなかったな……」

「やめませんよ、おれ！」

　紅朗は胸を張って言った。

「なんかおれって色んな人からすぐやめると思われてるみたいですけど、おれやる気満々ですから。マル吸きゆうもべつに怖くねえですし、感染なんかにびびってたら市民を護まもる仕事なんてできませんよ！」

　矢神はしばらく黙だまって紅朗の顔を見つめてきた。いつの間にか彼の顔からは浮うわついた表情が消えていた。

「きみは吸血種の事件を扱うことのほんとうの恐ろしさをわかっていないから、軽々しくそんなことが言えるんだ」

　さしもの紅朗もむっとなった。

「よくわかってるつもりです」

「もちろんきみの経歴は知っている。ご両親のことを……軽かろんじるつもりはない。でも、それは業務としての体たい験けんじゃないだろう」

　紅朗は眉まゆ根ねを寄せて不ふ機き嫌げんそうな口く調ちようで言い返す。

「おれ昨日きのう、人じん狼ろう化かしたやつに踏み殺されそうになったし、血も吸われたんですよ。それでもびびりませんでした。どこが怖さわかってないっていうんですか。それとも矢神さんはもっとやばい経験してるってことですか」

「僕は警けい察さつ庁ちようの人間だよ。現場に出たことはない」

　紅朗はむくれて黙だまり込む。じゃあなぜほんとうの恐ろしさを知らないなんて言えるんだ。知らないのはそっちの方じゃないのか。

「びびるびびらないの問題じゃない。覚悟の問題だ」

　覚悟というのはびびるびびらないの問題ではないのか、と紅朗は思う。

　エレベーターのドアが開いた。矢神と一いつ緒しよに紅朗も乗り込む。矢神は邪じや魔まくさそうな表情で『閉』ボタンを押した。

「きみはどうせ、櫻さく夜や君がどれだけの覚悟で同族狩りを仕事に選んだのか、知らないだろう」

「お母かあさんがどうとか、昨日きのう聞きましたけど」

「なっ」矢や神がみは愕がく然ぜんとした。「なぜ赴ふ任にんしてきたばかりのきみに……東とう大だい法ほう学がく部ぶの同期である僕だって直接は教えてもらえなかったのに……」

「でもそれだけで、詳しいことは話してくれなくて」

「そ、そうか！　やはりな！」矢神は得意げな顔になった。

「お母さんに言われなきゃこんな仕事やらなかった、みたいなこと言うんですよ。おれにも、吸血種を恨うらんでないのかってしつこく訊きいてくるし」

　矢神はかすかに目を見開いて紅く朗ろうの顔を見つめてくる。

「恨んでいないのか」

　この人もか、と紅朗は半ばあきれる。

「恨んでないですよ」

「だってきみの両親は……それできみは吸血種専門捜査官を志望したんだとばかり……」

「矢神さんもリンコさんとおんなじこと言うんですね！　おれ、市民を護まもるかっこいい刑事になりたいだけですよ。恨みなんかじゃないです」

　沈ちん黙もくの間に、エレベーターの階数表示はゆっくりひとつずつ減っていった。

　やがて、ドアを見つめたまま矢神はぼそりと言った。

「吸血種を恨うらんでいた方が、まだしも九きゆう課かには向いている」

　紅朗がその言葉の意味を訊たずねようとしたとき、胃袋がぐっと沈み、エレベーターが停止した。ドアが開くまでのわずかな間に、矢神は肩越しに言った。

「きみが今後もそんな甘い認にん識しきで吸血種相手の仕事を続ける気なら、九課から外はずれてもらう。僕にはその権限がある」

　ホールに出ていく矢神と入れ替わりに大勢が乗り込んできたせいで、紅朗は一言も言い返せなかった。
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　その翌週、刑事部全体があわただしくなった。どの刑事も二秒と自分の椅い子すに座っていないし、制服も私服も入れ替わり立ち替わり大おお村むらや筑ちく摩ま川がわのところにやってきてなにか話し込んでいるし、警けい視し庁ちようのまわりを嗅かぎ回っている記者らしき人ひと影かげもたくさん見かけるようになった。しかし紅朗は話を傍そばで聞いていてもよくわからないし、倫子に任されたデータ照会の単純作業も操そう作さが難むずかしすぎて（なぜあのキーボードというやつは五十音順に字が並んでいないのだ、と紅朗は声を大にして言いたかった）ギブアップ、けっきょくお茶くみと備品の運搬だけやっていた。

　倫子が大おお村むらを連れて九きゆう課かのオフィスに戻ってきたのは、金きん曜よう日びの夕方だった。紅く朗ろうは雑用をすべて終えてしまい、自主的にロッカーの整せい理りをしていた。

「あっリンコさん、ロッカーからアイマスクが出てきたんですけど。吸血種の人ってやっぱり明るいのは苦手なんスか？　めっちゃでかいアイマスクで」

　倫子は紅朗を殴り倒してその手から薄うす桃もも色いろのブラジャーを奪い取った。

「下着だッ！　なんでこれがアイマスクに見えるんだ！　ていうか触るな！」

「す、すみません！」紅朗は縮ちぢこまる。

「なんでブラジャーなんざ置いてあるんだ……」

　大村が訝いぶかしげに訊ねるので、倫子は紅あかくなってブラジャーを後ろ手に隠して言う。

「泊まり込みになることがよくあるじゃないですかっ、だ、だからっ」

「なるほどな。だが鍵かぎくらい掛けとけよ」

「……それは……これまでずっとひとりだったし、つい……」

「ブラだったんですね。ぺったんこだったんで、てっきりアイマスクかと」

　倫子は真まっ赤かになって紅朗をもう一度殴り倒した。

　ロッカーに南なん京きん錠じようとナンバー錠をかけ、倫子はぐったりと椅い子すに腰を下ろした。大村は笑いそうになるのをこらえて話を始めた。

「桐きり崎さき、おめえも大学に行ってもらう」

「へっ」紅朗は間の抜けた声を出した。「お、お、おれ一応高卒ですけど入試なんて無理ですよ、九く九くもできないんですから」

「だれが入学するなんて話をしてるんだ」と倫子は額ひたいに手をあてる。「それでも警けい視し庁ちようの刑事なのか、ニュースも見てないのか？　Ｆ大学で集団感染があったんだ」
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　Ｆ大学は豊と島しま区くと練ねり馬ま区の境目に敷しき地ちを広げるカトリック系の私学で、最さい新しん鋭えいの設備や清せい潔けつで美しい校舎、上品な校風で人気の高い総合大学だった。駐ちゆう車しや場じようで車から降りて、デザイナーズマンションばりの凝こった造りの棟を見渡した紅朗は、興こう奮ふん気ぎ味みに言う。

「すげーっ！　これが大学なんですね、めっちゃでかいです！　おれの通ってた高校なんて校庭の端で犬がウンコしたら反対側の端から臭においでわかるくらい狭かったですよ！　うちの高校何個分なんですかね！　あっリンコさん、人！　人いますよいっぱい！　学生ですかね、大学生ってことは全員おれより頭いいってことですよねすごくないですか？」

　あまりにも恥ずかしかったので倫子は助手席から降りるのをためらい、車中からペットボトルを投げつけて紅朗を黙だまらせた。大村は肩を揺らして笑いをこらえながら後部座席から出た。

「学生じゃねェよ、休校にしてるっつったろうが。ありゃみんな所しよ轄かつの連中だ」

　よく見るまでもなく紺こん色いろの制服姿がちらほらいて黄き色いろい立ち入り禁止のテープも張ってあるのだからわかりそうなものだ、と倫子はあきれながら降車する。

「リンコさん、教会ですよ教会！」

　紅く朗ろうが敷地の端にひっそり立つチャペルの尖せん塔とうの十字架を指して泡を食った様よう子すで言う。

「だ、大丈夫ですか十字架ですよ十字架、お、おれ、どうしますか、目隠ししますかっ？」

　わざわざ倫子の両目に手のひらをかぶせようと近づいてきた紅朗を倫子は背負い投げでうっちゃった。

「ばかっ、なんにも勉強してないのか！　そういうのはただの言い伝えだ！」

「あ、はあ、すみません」

　紅朗は頭と背中をさすりながら立ち上がり、コートについた枯れ葉を払い落とした。大おお村むらが苦笑しながら大勢の警けい官かんたちのいる方へと歩き出し、倫子もそれに続く。紅朗はあわてて追いかけた。怒りをにじませた倫子の黒ジャケットの背中にさして反省の色もなく声をかける。

「そういえば宮みや瀬せさんもそんなこと言ってましたね。ニンニクも──」

「平気だ」

「川を泳いで渡れないとか」

「ばかばかしい」

「鏡かがみにもちゃんと映るんですか？」

「車の窓にだって映ってただろうが！」

「招待されないと他人の家にあがれないっていう話も」

「どうしてそんな細かいことまで知ってるんだ、もっと大事なことを憶おぼえろ！」

「え、ええと、でも銀は毒なんですよね？」

　倫子はしばらく口ごもる。黄き色いろいテープの境きよう界かい線せんが近づいてくる。側面に警けい視し庁ちようと書かれたワゴン車が物々しく連なり、その前で警官たちが声こわ高だかになにか話し合っている。

「……伝承にも、少しはほんとうのことが含まれてる。実際に昔からずっと吸血種はいたんだろうし……」

「へえ。そうなんですね。じゃあじゃあ他ほかに言い伝えでほんとのやつって」

「おい桐きり崎さき」大村がさすがにたしなめた。「お勉強しに来たンじゃねえ、後にしろ」

「すみません！」

　警官たちがこちらに気づいた。大村にまず会釈し、それから倫子に目を移してみんな表情を固くする。「仏の捜そう査さ一いつ課か長ちよう」も、「マル吸きゆうを狩るマル吸女」も、管内の警官で知らぬ者はまずいない。考えていることが空気を通して伝わってくるようだ、と倫子は苦く思う。

　本庁の捜査一課長が現場に来るほど差し迫っているのか。

　そして、あの女までわざわざ呼ぶほどなのか──と。

　紅朗だけはのんきに「お疲れさまです！」と威勢良い挨あい拶さつをしている。大村は駐ちゆう車しや場じようの出口と大学の中庭とを区切っている黄色いテープをくぐった。倫子もそれに続く。

「──署の……です」「本庁の大おお村むらだ。何人来てる？」「うちからは二十三人で、それと」

　大村と所しよ轄かつの課か長ちようらしき男がなにか話しているが、倫子はその会話をほとんど聞いていなかった。他ほかの捜査員たちからの突き刺すような視し線せんを感じていたからだ。

「まだマル吸きゆうが見つかったわけでもないのに」

「猛もう獣じゆう処理のハンターみたいなもんだろう、なんで捜査段階から」

「あれで東とう大だい卒そつのキャリア様なんだから始末に負えねえ、俺おれたちが文句言える相手じゃねえ」

「化け物でも東大出りゃ人間様よりえらいってのかよ……」

　こういうときばかりは倫子も吸血種として生まれ持った鋭えい敏びん聴ちよう覚かくを恨うらんだ。ひそひそ声で交わされている言葉がみんな聴きき取れてしまう。

　化け物でも東大を出れば──。

　ある意味では正しい。そこまでしてでも自分が有用だと証明しなければ、人間社会でまともに生きていくことはできない。そう教わったから倫子は勉強したのだ。

　倫子は大村と喋しやべっている署員たちの方へと歩み寄って話に加わった。

「被害状況は聞いていますがこちらの学内の状況はまだです。現時点でなにかわかっていることがあれば教えてください」

　沈ちん黙もくと冷ややかな目が返ってきた。倫子に対してはなにも言葉は返ってこなかった。彼らは大村に向き直ってさっきよりもいっそう小さな声で話を再開した。倫子は気づかれないようにため息をついてそっと人の輪わから離はなれた。

　まさかここまで露ろ骨こつに無視されるとは思っていなかった。大村のフォローもなかった。所しよ轄かつと波風を立てない方をまず優ゆう先せんしたのだろう。しかたのない判断だ。

　どういうスタンスで捜査に加わったものか倫子が思案していると紅く朗ろうがいきなり言った。

「矢や神がみさんっ？」

　驚おどろき、倫子も紅朗の視し線せんを追って振り向く。校舎の入り口近くで制服警けい官かん二人ふたりと話し込んでいる華きや奢しやなスーツ姿を見つけた。たしかに矢神だった。

「最近の監かん察さつ官かんはわざわざ現場に来るのか」と倫子は近づいて声をかけた。

「遅かったじゃないか」

　矢神は振り向いてわざとらしいしぐさで両手を広げる。

「きみたち捜査九きゆう課かは特別な監察対象なんだよ。こちらとしてもただデスクにふんぞり返って書類だけ読んで監察するわけにはいかない」

「邪じや魔まするなと言ったのに……」と倫子は歯は嚙がみする。

「矢神さん、お久しぶりです！」

　紅朗が倫子の一歩前に出て勇ましく頭を下げる。

「今日きようはおれが九課の仕事ちゃんと務まってるってところ見せますから！」

　矢や神がみはふんと鼻を鳴らして腕組みした。

「桐きり崎さき、きみこそ捜査の邪じや魔まになっているんじゃないのか？」

「そんなことねーです」

「なってるな」と倫子はつぶやいた。

「リンコさん！　どっちの味方なんですか！」

「だっておまえ、ここ着いてからずっと間ま抜ぬけ面づらできょろきょろしてるばっかりじゃないか」

「しかたないですよ、大学ですよ大学！　こんな機き会かいでもなきゃおれ一生大学なんて来ることないですよ、すごいですね大学！　東とう大だいはきっともっとぴっかぴかの真新しいビルばっかりなんですよね、日に本ほん一いちの大学なんだから」

「東大法ほう学がく部ぶをなめるな」と矢神が一いつ喝かつした。「もっとぼろくて古くて汚くて寒いのが東大法学部だ」

「まじですか、ぼろくて汚いならおれの工業高校も負けてねえです！」

「東大法学部の歴史の重みが染みついた汚れにかなうものか！」

「うちの高校のトイレ裏なんて恐竜のウンコの化石が」

　堪たえがたくなった倫子は紅朗の爪つま先さきを思いっきり踏んづけて黙だまらせた。

「なんだあれ」「警察庁サツチヨウキャリアの……」「東大出てあれなのか」

　背後から捜査員たちの声をひそめた会話が聞こえてきていたたまれなくなる。そこに大村の声が飛んでくる。

「矢神も来てたのか。おい櫻さく夜や、桐きり崎さき、遊んでねェで戻ってこい」

　しかしその言葉にいち早く反応して捜査員たちの輪わにずかずか加わっていったのはなぜか矢神だった。

「東大法学部卒、警けい察さつ庁ちよう長官官房の矢神です。お疲れさまです」

　先ほどまで倫子に向けられていた以上に不ふ審しんそうな視し線せんが矢神の顔に集まる。

「僕はあくまで監かん察さつ官かんなのでお気になさらず」

　そう言っておきながら矢神はミーティングが始まるとしょっちゅうくちばしを挟んできた。

「被害者は世代いくつです？　全員同じ『親』からの感染？」

「……第六世代です。今のところ二十六名全員が同じＤＮＡ型の感染です」

　所しよ轄かつの署員が嫌いやそうな顔で答える。

「つまりその第五世代が見つかっていないから捜しているわけですね」

「そうですよ」なにをそんな当たり前のことを、と署員が付け加えそうになったのが倫子にはわかった。

「しかしなぜ現場にこれだけ大人数を投入して闇やみ雲くもに捜す必要があるんです？　被害者に感染時の状況を訊きいて絞り込むのが先では」

「被害者ガイシヤは全員、極低体温治ち療りよう中ちゆうですよ。話なんて聞けるわけないでしょう」

　署員の答える声に呆あきれている気持ちがあからさまににじんできた。吸血種感染は早期発見できなくとも初期症状が出た段階で極低体温状態に置いてしかるべき治療を行えば完全な吸血種化を防ぐことができる。発見された二十六名の被害者のうち、凶きよう暴ぼう化かして『処理』された二名以外は全員が病院の低温カプセルの中だという。事情聴ちよう取しゆなどできない。

「つまり被害者は全員が感染の進行が同程度で、ほとんど同時期に初期症状が出て発覚したというわけですね？　全員学生なんですか？」

　矢や神がみは呆れられているのに気づいていないのか無視しているのか、さらに訊たずねる。

「全員学生ですよ。発症は一昨日おとといの十八時から二十一時までの間に集中してます。だから同時期に感染した線せんが濃こい。でも学部もとっている授業もばらばらで、いま共通点を探しているところです」

　うんざりした表情が所しよ轄かつの捜査員たちの顔に広がっていく。いま話しているのはおそらく、警けい視し庁ちようにとっくに伝えてある情報なのだ。しかし倫子にとっては初耳だった。九きゆう課かをなるべく捜査に関かかわらせたくない筑ちく摩ま川がわが情報を止めていたのだろう。矢神の暴ぼう走そうは倫子にとってはありがたかった。

　しかし、そろそろ署員たちのいらだちが肌に伝わってくるまでに募っている。どう考えてもこんなのは監察官の仕事ではない。なおも口を開きかけた矢神の腕を倫子はつかんだ。

「いいかげんにしろ矢神」きつい口く調ちようで言う。「検査には時間がかかるんだ。病院からの情報をただ待ってるわけにもいかない、第五世代ならまだ理性が残っていて学内に潜せん伏ぷくしている可能性もあるんだ。今ある情報だけでもできることをやる。推定感染時期の被害者の行動もいくらかわかっている。そうですね？」

　所轄の面々に向き直って訊たずねると、彼らは一斉にほっとした表情を浮かべた。

「そう、そうです」

　はじめて倫子に対してまともな言葉が返ってきた。

「これが被害者ガイシヤ全員のここ五日間の、わかっている限りの行動です」

　捜査資料が回される。倫子にも署員が直接手渡してくれた。少しは警けい戒かい心しんを解いてくれたのだろうか、と倫子は安あん堵どする。しかし、こんなものは本来なら昨日きのうには入手して読み込んでおくべき情報だ。筑摩川がつまらない意地で止めていたせいで……。

　資料を開いた倫子は、ぐっと目を閉じて頭を振り、雑念を払った。くだらないことに腹を立てている場合ではない。血をばらまいた吸血種が野放しになっている。一刻を争うのだ。集中しなければ。

　読み進めていくうちに、所轄捜査員の説明する声も遠ざかっていく。

　最初に倫子の目を惹ひいたのは被害者たちの病状だった。全員外傷なし。吐血発作が共通して見られる……。発症は一昨日おとといの十八時から二十一時。この初期症状が現れるのは感染からおよそ三十時間、逆算すると三日前の昼。

　昼？

「食堂です」

　倫子の声に、捜査員たちは一斉に口をつぐんで視し線せんを集めた。

「被害者のこの初期症状は何例か知っています」

　捜査員たちの目つきが変わる。

「外傷がなく、吐血を起こしているということは消化器系から感染した可能性があります」

　昼食時に消化器系から感染──つまり、食べ物による経口感染。捜査員たちが捜査資料をめくる音がいくつも重なる。

「ありました！」若い捜査員が声をあげる。「被害者ガイシヤのうち二人ふたりが三日前の昼食を学内のカフェテリアで摂とっています」

「他ほかの被害者ガイシヤは」「わかってません」「全員その店で食ってたってことか」「少なくとも被害者ガイシヤは全員三日前の昼は大学に来てますから可能性としては」「とにかく行くぞ」

　刑事も制服警けい官かんもあわただしく走り出す。大おお村むらは倫子をちらと見て満足そうにうなずき、早足で所轄署員たちの後に続いた。

「櫻さく夜や君、さすが東とう大だい法ほう学がく部ぶの有能さを見せつけたな！」

　矢や神がみもそう言って勇ましく駆け出した。倫子はふと思い出して紅く朗ろうの姿を探した。ダッフルコートの後ろ姿は学内案内板の前にあった。なにをしているのかと近づいてみると、背を屈かがめて地図を定規で測っている。

「あっリンコさん、この大学がうちの高校の何個分くらいか測ってたんですけど、百メートルって一メートルの何倍でしたっけ？」

　倫子は紅朗のコートのフードをつかんで引きずりながら走り出した。情けないうめき声が尾を引く。







　店が行く手に見えてきたときから、倫子はそのにおいに気づいていた。

　学食と呼ぶのが憚はばかられるくらい洒落しやれたカフェテリアだった。庭に向かって大きく張りだしたテラスには木の丸テーブルとイームズチェアがたくさん並び、店正面はガラス張りで、夕ゆう陽ひがまったく人ひと気けのない店内に大きく射さし込んで、観かん葉よう植物や木造のシーリングファンを照らしている。

　ガラスドアを開けて入ると、においはいっそう強く感じられた。

　奥の広いカウンターテーブルにはまだ種々の料理が広げられていた。どれも冷め切って乾いている。突然の学校閉へい鎖さを命じられ、片づける間もなかったのだろう。倫子が感じているのはもちろん料理のにおいではなかった。

　もっと強く、不快な──。

「みなさんはここで待っていてください」

「おい、櫻さく夜や！」

　まっすぐカウンター裏へと向かう倫子を大おお村むらが呼び止めるが、倫子はかまわず足を速めた。いくつかの足音がついてくる。心の中で舌打ちした。危険だから待っていろと言ったのに。厨ちゆう房ぼうを抜けるとにおいがいっそう強くなる。階段の裏にある物置らしき小さなドアの前で倫子は足を止めた。

「警けい部ぶ、困りますよ、ひとりで勝手に！」

　真っ先に追いついてきたのは所しよ轄かつの課か長ちようだった。

　大村や他ほかの所轄署員たちもやってきて、狭く薄うす暗ぐらい廊下はいっぱいになる。さすがに何人かは気づいたようで、すんすんと鼻を鳴らしている。

「……くせえな」「血のにおいだ」

　緊きん張ちようが走る。視し線せんがドアに注がれる。銃に手を伸ばす者もいる。

「そこに……？」

　所轄の課長がこわばった声でつぶやき、倫子をちらと見た。倫子はじっとドアノブを凝ぎよう視しする。わずかに血が付着している。においはだいぶ古い。気け配はいもない。しかし絶対に中にいないとは言い切れない。

「わたしが──」

「待ってください」と所轄の課長が言う。「うちの現場です、独断で動かないでください」

　倫子はさすがにむっとして相手をにらみつけた。この期ごに及んでなにを言っているのだ。声を荒あららげそうになるのをぐっとこらえる。ちらと大村の顔をうかがうと、口を出していいものか迷っている表情だ。

　そのとき、人垣のずっと後ろから声がした。

「僕が行こう！」

　驚おどろいたことに矢や神がみが制服警けい官かんたちを押しのけて前に出てきた。拳けん銃じゆうまで抜いている。倫子は止めようとしたが矢神はそのままノブに手をかけて回しドアをいっぱいに開くと同時に中に向かって銃を突きつけた。

　息を吞のむ音が重なる。

　掃除用具や古い鍋なべ、鉄板、業務用の食用油といったものが乱雑に押し込まれた倉庫だった。奥の方に積つみ上げられた段ボール箱の側面がべっとりと赤黒く塗られていた。

「こいつぁ……」

　寄ってきた大村がつぶやく。血けつ痕こんだけで、だれもいない。

「ここでマル吸きゆうがだれかを……？」

　べつの警官が震ふるえる声でつぶやいた。倫子は小さく首を振る。おそらくちがう。

「とにかくこの血をＤＮＡ検査──」

　振り向いてそう言おうとしたとき、隣となりで矢や神がみの身体からだが崩れ落ちた。

「血……」

　そうつぶやいて矢神は白目を剝むいて気絶した。







「マジで矢神さんが失しつ神しんさんですね！」

　紅く朗ろうがそう言ってからかうと、目を醒さましたばかりの矢神は真まっ赤かになって怒った。

「東とう大だい法ほう学がく部ぶ卒の僕が血を見ただけで気絶するわけないだろう！　さっきは、ええい、徹てつ夜や明あけがたたったんだ、血が怖いわけじゃないぞ！」

「これ、さっきの物置の写真ですけど」

　スマートフォンで撮とった血まみれの段ボール箱の画像を見せると矢神は「ひぐっ」と奇妙な声を立てて両腕で顔を覆おおった。

「怖くないんですよね？」

「ああ怖くはないぞ東大法学部を恐れさせるものなどこの世に存在しない！　しかし僕はいま起きたばかりで少々目まいが」

「こっちはドアの裏側についた血の写真ですけど」

「ひぐっ」

「なにをやってるんだおまえらは」

　倫子は紅朗の後頭部を引っぱたいた。

　カフェテリアのテーブルでＤＮＡの検査結果を待っている所しよ轄かつ署員たちがみんなあきれた目で矢神と紅朗を見ている。制服警けい官かんたちの姿はない。この周辺に吸血種が潜せん伏ぷくしていないかどうか捜索しているのだ。

「出ました、一致です！」

　携帯用検査器につないだタブレットＰＣの画面をにらんでいた刑事が言った。他ほかの全員が総立ちになる。あの倉庫の血けつ痕こんが、捜していた感染源──第五世代吸血種のものだと判明したのだ。大おお村むらが眉まゆを寄せる。

「どういうことだ？　マル吸きゆうがあそこでだれかとやり合ったってのか？」

　倫子は首を振った。

「たぶん自傷です。凶きよう暴ぼう化かが近くなった中世代吸血種にはよく見られる傾向です。まだ理性が残っているから他人を襲おそうのは思おもい止とどまれる。でも発作は激はげしくなってくるから自分の血の味で抑えるんです」

　聞いていた所轄署員たちの顔が嫌悪に歪ゆがんだ。他ならぬ吸血種自身の口から語られたせいもあって生々しすぎたのだろう。

「じゃあ発作が来てとっさに物置に逃げ込んで、ってことか」と大村。

「はい。その後、血のついた手で料理に触れたんでしょう」

　倫子が、干からびた料理の大皿が並ぶカウンターに目をやる。署員たちは一斉に「ああっ」という顔になった。

「その料理を食った客が感染したのか！」「マル吸きゆうも客の一人ひとりか」「店員ですよたぶん、だってバックヤードの物置に入れたんだから」「事務所調しらべろ！」

　捜査員たちが厨ちゆう房ぼうの入り口に走った。

　証拠はすぐに見つかった。物置の壁かべの血痕に残された指紋と、タイムカードの指紋が一致したのだ。店てん舗ぽ責任者に電話が飛び、身元が洗われる。

「宮みや地じ栄えい市いち、二十四歳」と電話をかけ終えた刑事が他ほかの全員に報告する。手には、すでに事務所の引き出しから見つけ出した履り歴れき書しよが握られている。「キッチン担当のバイトです。三日前、たしかに出勤しています。体たい調ちようが悪いと言って早退、翌日無断欠勤、連絡も取れないと」

　刑事たちは顔を見合わせる。それぞれの顔に緊きん張ちようが走る。

「決まりだな」「住まいは？」

「椎しい名な町まちのアパートに母親と二人ふたり暮ぐらしだそうです」




　　　　　　　[image: 区切り]




　アパートの見える路上に紅く朗ろうが車を駐とめたとき、助手席の倫子の胸元で電話が鳴った。

「はい。……はい、わかりました」

　かすかに聞こえた声からして、大学の現場に残った大おお村むらからの電話のようだった。通話を切った倫子が、助手席のシートに深々と身を沈めて沈痛そうな表情で言う。

「令状が出た」

　ドア裏とタイムカードの指紋で、宮地栄市の吸血種認定が出たのだ。あとはその宮地を見つけてぶちのめすだけだな、と紅朗はうなずく。さすがリンコさん、難なん事じ件けんっぽかったのにリンコさんが出てきたら一発解決じゃないか。なんで嬉うれしくなさそうなんだろう。

　そこでふと疑問に思い、紅朗は訊たずねた。

「あのう、あそこがマル吸の家ですよね」

　民家の屋根の向こうに見える薄うす汚よごれたアパートを紅朗は指さす。降り出しそうな空模様のせいでいっそう惨みじめに見えるモルタル造りの二階建てだ。その手前、幅の狭い路地に、他に二台のパトカーが駐められ、所しよ轄かつの署員たちが次々と出てくるのが見える。

「さっきお母かあさんに電話したら息子むすこは帰ってきてないって言ってたんですよね？　こんなにたくさんで押しかける必要ないんじゃないですか？」

　倫子は嘆息してドアを押し開き、降車した。紅朗もあわててシートベルトを外した。

　外に出ると、陽ひが隠れてしまったせいかだいぶ肌寒くなっていた。倫子はジャケットの前をかき寄せてぶるっと肩を震ふるわせた。それからアパートを指さして紅く朗ろうに言う。

「ちょうどいい、桐きり崎さき、おまえが行け」

「えっ？」

「これから宮みや地じ栄えい市いちの母親に話を聞きにいくんだ。おまえがチャイム鳴らして事情を説明して中に入れてくれるように頼め。おまえだって刑事だろ」

「は、はいっ！」

「玄関口で話を聞くだけじゃだめなんだ。必ず部へ屋やにあげてくれって頼め」

　はじめて刑事らしい仕事を任された紅朗は興こう奮ふん気ぎ味みにうなずいてアパートに向かおうとする。後部座席から出てきた矢や神がみが泡を食った様よう子すで紅朗の背中を指さして倫子に言う。

「櫻さく夜や君、正気か？　彼にそんな重要な役を任せるなんて」

「矢神さん、おれだって刑事講こう習しゆう受けてるんですよ！」

　紅朗はアパートへと走り出す。呼び止めようとした矢神の肩を倫子がつかんだ。

「櫻夜君！」と矢神は振り返る。

「あいつでいいんだ。あいつだけはなにもわかってないから、相手を警けい戒かいさせずに、中に入れてもらえるかもしれない。家宅捜索令状はないんだから、あくまでも合法的に入れてもらわないと」

　そう言われて矢神は苦い顔で口をつぐみ、踵きびすを返して紅朗の後を追った。

　紅朗は意気込んでアパートの外階段を上った。所しよ轄かつの刑事たちがすでに散り、アパートを囲むようにして配置についているところが見えたが、その意味も深く考えずに２１０号室のチャイムを鳴らした。

　かなり間を置いて、ドアの向こうから弱々しい女性の声が返ってきた。

「……はい？」

「警けい視し庁ちようの者です！」

　ドアスコープに警察手帳を開いて突きつけ、紅朗は言った。

「先ほどはお電話失礼しました、宮地さんですよね？」

「……ええ。……あの、……息子むすこは、帰ってきていないと」

「聞いてます！　それで詳しくお話伺うかがいたいと思いまして！」

「お話しすることは、特にありませんけど……」

「はい！　おれもそう思うんですけどおれの上司が話聞いてこいって！　ちょっとだけお時間いいですかね、すみません！」

　紅朗はちらと階段の方を振り返る。ちょうど矢神が二階の廊下に上がってきたところだったので自信たっぷりに笑ってみせる。おれが刑事ドラマ観みまくって習得した巧たくみな話術を見ててくださいよ矢神さん。

　ドアが細く開いて、くたびれきった表情の中年女性が顔を出す。厚手のコートを羽は織おって首にマフラーを巻き、おどおどした上うわ目め遣づかいで紅く朗ろうを見ている。

「あれっ、お出かけ前でしたか？」

「え、ええ、あの」

「そうですか、すみませんお忙しいときに。でもすぐ済みますから、中、あがらせてもらっていいですかね？　詳しい話を聞きたいもんで、ここで立ち話ってのも寒いですし」

「え、ええと、でも……」

　女性はちらちらと背後の廊下の奥のドアを振り返る。

「いきなり押しかけてほんとすみません！　すぐです、すぐ済みますから！」

　紅朗は深々と頭を下げる。部へ屋やにあげてもらったらどうすればいいんだろう？　と自分の靴の爪つま先さきを見つめながら考える。まあいいか、きっとそこからはリンコさんがうまく話を聞き出してくれるだろう。この人も息子むすこがマル吸きゆうだなんて知ったらきっとショックだろうから驚おどろかせないように話さないとなあ、おれそういうの無理だし、リンコさんに任せよう。

「わ、わかりました」か細い声が後頭部に降ってくる。「あの、でも、もうすぐ出かけなくちゃいけないので、その」

「ありがとうございます！」

　上半身を勢いよく起こして紅朗は言った。女はびくっと怯おびえ、ドアをほんの数センチ押し開いてから後ずさった。

「お邪じや魔まします！」

　三た和た土きに足を踏み入れようとした紅朗を押しのけ、小さな人ひと影かげがドアの隙すき間まから身を滑り込ませた。いつの間に来ていたのか、倫子だった。廊下までさがった女がぎょっとした顔になる。倫子は警けい察さつ手帳を開いて女に見せた。

「警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ第だい九きゆう課かの者です」

　倫子は素す早ばやく靴を脱いで廊下にあがり女に詰め寄った。紅朗も急いで続く。女は戸惑いでいっぱいになった目で倫子を見つめ返している。ああ、こんな若い女の子がいきなりやってきて警察だなんて言うから驚おどろいてるんだろうな、と紅朗は思った。しかし、そうではなかった。

「マフラー、とっていただけませんか」

　倫子が冷ややかな声で言った。女は顔を引きつらせて壁かべに背中を押しつけた。

「嚙かみ痕あとを隠してますね。静脈から吸わせている場合は感染の危険があります、ワクチンを」

　女はよろけながら廊下の奥のドアに転がり込んだ。ダイニングテーブルの上にいくつも置かれた買い物袋や床に散乱したゴミが見える。紅朗は混乱していた。

「あの、リンコさん？　どういうことですか、話を聞くんじゃ」

　倫子は紅朗を無視して女を追いかけ奥のドアに向かう。背後でドアの軋きしみが聞こえた。

「ほんとうになにもわかってなかったのか、信じられないな！」

　矢や神がみがいらだたしげに言いながら紅朗を押しのけて奥に行こうとする。

「息子むすこの勤務先での事件があれだけ大々的に報道されて、その息子が三日間も帰ってきていないというのに、あの女は警けい察さつに届け出てないんだぞ？　どういうことかわからないのか？」

「え、……あ」

「ちがいます！　ちがいます！」ドアの向こうで女の悲鳴に近い声がする。紅く朗ろうは矢や神がみと競きそうようにして部へ屋やに飛び込んだ。

　錆さびのようなにおいが鼻につく。六畳ほどの広さのダイニングキッチンで、足の踏み場もないほど散らかっており、女は右手の寝室に続く襖ふすまの前で倫子を押おし留とどめようと半狂乱になって両腕を振り回していた。

「いません、あの子はいません！　ほんとうです！」

「あなたも危険なんです、早く外に避ひ難なんしてワクチンを」

「だれもいません！　だれも──」

　襖の向こうでひしゃげたうめき声が聞こえた。それから壁かべになにかがぶつかる音。倫子は女を押しのけて襖を開く。

「警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ九きゆう課かだ。宮みや地じ栄えい市いち、吸血種対策法第四条により──」

「いやあああああああああ」

　女は泣き叫びながら倫子を突き飛ばして寝室に転がり込む。

　薄うす暗ぐらい寝室奥、畳まれて積つみ上げられた布団に埋もれるようにして、だれかが──いや、なにかがうずくまっている。紅あかく光る両りよう眼めが薄うす闇やみに浮かんでいる。ぐ、ぐる、ぐる、という禽きん獣じゆうを思わせる喉のど鳴なりが響ひびく。若い男だ。Ｔシャツはそこかしこに血の染みがあり、引き裂かれて変色した皮ひ膚ふが見えている。

「やめてください、この子は人間です、ちがいます、ちがうんです、お願ねがいです！」

　母親の悲痛な叫びと、その腕の中で身を痙けい攣れんさせている吸血種の獰どう猛もうな呻うなりとが重なり、紅く朗ろうは寝室の入り口に立ち尽くしてしまう。

「危険です、離はなれて！」倫子が叫び、女に詰め寄って腕をつかもうとした。そのとき女が布団の下からなにかを取り出して倫子に叩たたきつけた。中の液体が倫子の顔に浴びせられる。

　床にそれが落ちる。ペットボトルだ。蓋ふたがなく、中身が畳の上にとくとくとこぼれ出て、甘ったるいにおいが紅朗のところにまで漂ってくる。吸血種が身をよじって母親の身体からだを突き飛ばし壁際に跳とび退すさった。倫子もまたびくんとのけぞり、全身を引きつらせ、床に倒れる。

「──リンコさんっ！」

　紅朗は寝室に踏み込み、倫子を抱え起こす。母親は這はいずって息子むすこのそばに寄り、頭から毛布をかけて暴あばれるのを抑えようとしている。

「だめ、だめよ栄市、おとなしくして、大丈夫、大丈夫だから」

　なにが起きたのか紅朗にはよくわからなかった。おそらく、吸血種にだけ激げき烈れつな反応を起こさせる薬品かなにかだ。宮地栄市は自分の喉のどを搔かきむしり、Ｔシャツの胸を引き裂く。

「桐きり崎さき、早く」

　倫子が薄うす目めを開いて苦しげに言う。

「処理しろ、わたし──動けな……」

　処理。その言葉が紅く朗ろうの心しん臓ぞうに突き立てられる。

　処理。そうだ処理だ。おれは対マル吸きゆう専門捜査官だぞ。さだまらない手つきでホルスターの銃をまさぐる。こいつは人間の敵なんだ、脳天に銀弾をお見み舞まいしてぶち殺さなきゃ。化け物なんだ、敵なんだから。

　けれどそのとき、宮みや地じ栄えい市いちが暴れるのをやめた。

　荒い息をつき、畳にぼたぼたと唾だ液えきを垂らし、母親の肩にしがみつく。

「え、栄市」

「……母かあさん……」宮地栄市はそうつぶやき、まだ紅い光の残る目を持ち上げた。紅朗と視し線せんが合う。自分に向けられた銃口に気づき、宮地栄市の顔が歪ゆがむ。

「……う……や、やめ……」

　母親の背中に爪つめを立て、宮地栄市は呻うめいた。

「やめて、くだ……さい、お、俺おれ……俺、こんな、こんなはずじゃ……お願いします、俺、やだよ、し、死にたくない、俺、母さん、やだ、お、俺……」

　赤く染まった眼めから血混じりの涙があふれる。銃を握りしめた紅朗の手が震ふるえる。

　これ、化け物なのか？　喋しやべってるぞ。泣いてる。懇こん願がんしてる。撃うつのか？　おれ、今からこんなやつを撃たなきゃいけないのか？　人間じゃないか。殺さないでくれって泣きながら乞こうている人間じゃないか。それを──母親から引きはがして頭にマグナムを叩たたき込んで脳のう味み噌そを飛び散らせて──無理だ、おれ、できない、無理だ無理だ無理だ──

「お、俺、ぎ、ぃ、いいいッ、……ぁあグゥアあああアアアアアアッ」

　吸血種が吼ほえ、再び双そう眸ぼうに紅あかい火を燃もえ立たせ、母親の肩に指を食い込ませて身を起こした。女の悲鳴が響ひびく。いっぱいに開かれた吸血種の口中で鋭するどい犬歯がぎらつくのが見えたが、それでも紅朗は立ちすくんでいて動けない。

　牙きばが女の首筋に突き立てられようとしたそのとき──

「──桐崎どけぇッ」

　声とともに紅朗は横様に突き飛ばされた。細身のスーツ姿が吸血種に飛びかかり、女との間に割って入って引ひき離はなす。吸血種が怒りと飢うえの咆ほう哮こうをあげる。女の身体からだを壁かべの方へと突き飛ばした矢や神がみは、握った銃の引き金を絞った。銃声が続けざまに二度轟とどろき、吸血種の肩と脇わき腹ばらが弾はじけて血しぶきを撒まき散らす。

「言っただろう、きみはわかっていないと！　吸血種を処理するというのはこういうことだ、人間を殺すってことだ！」

「やめてくださいッ」

　宮みや地じ栄えい市いちの母親が矢や神がみの背後からむしゃぶりつき、銃をもぎ取ろうとする。矢神は振り払おうとして平へい衡こうを崩し畳の上に膝ひざをつく。

「は、放したまえっ」

「この子はそんな子じゃないんです、きっと、きっと元に戻りますから、お願ねがいします、撃うたないで、見み逃のがしてください、お願い、お願いです」

　矢神の手から銃が落ちた。凶きよう暴ぼうな眼光に両りよう眼めを塗りつぶされた吸血種が、畳を蹴けって矢神に躍おどりかかった。

　三度目の銃声は、ひどく遠く響ひびいた。

　吸血種の身体からだは空中で横殴りに吹き飛ばされ、押し入れの襖ふすまにぶつかって大きなへこみをつくり、濁にごった血を塗りたくりながら床にずるりと崩れ落ちた。

　母親も、矢神も、床にぐったりと倒れたままの倫子も、動かなくなった骸むくろを呆ぼう然ぜんと見つめている。撃った紅朗自身も。

　宮地栄市の、右眼のあったところには、真っ黒な穴が穿うがたれていた。肉が再生しようと傷口のふちで泡立っているが、身体の内側ではすでに壊え死しが始まっており、流れ出てくる血には紫むらさき色いろに変色した肉片が混じっていた。

「ああああああああああああああ」

　母親の喉のどから絞り出された嘆きが畳を汚していく。

　紅く朗ろうは力なく銃を下ろした。体温が指先からも爪つま先さきからもずるずると流れ出ていく気がする。寒々しさが這はい寄ってくる。栄市、栄市、と息子むすこの名を呼ぶ母親の声が、血だまりの水面を波立たせる。

　吸血種を処理するというのは──こういうことか。

　足音が背後にいくつも近づいてくる。

「警けい部ぶ！」「ぅっ」「これは……」

　外で逃走に備えて待たい機きしていた所しよ轄かつ刑事たちだ。

「立ち入るな！」矢神の険しい声が飛び、刑事たちは寝室の入り口前で立ちすくむ。「桐きり崎さき、きみが『処理』したんだ、吸対法第四十八条を忘れるな、血液採取も検査も今ここできみがやるんだ」

　おれが──

　そうだ。おれが殺やったんだ。だから、おれが最後までやらなきゃ。

　紅朗はのろのろと携帯用の検査器を取り出し、血だまりにかがみ込む。床についた血がスラックスの膝ひざをなまあたたかく染めていくが、気づきもしない。まだ弱々しくむなしい再生を試みている骸むくろの写真を撮とり、スポイトであちこちの血を採取し、検査器のスロットに一本ずつ収めていく。

　宮地栄市の母親は放心したままそれを見つめていた。矢神が腕をつかんで立たせ、所轄の刑事たちに引き渡す。最後に倫子を助け起こそうとすると、吸血種の少女は唇を嚙かんで首を振り、まだ震ふるえている声で言った。

「いい。……自分で立てる」

　明らかな強がりだった。腕を突っ張ってようやく上半身を少し床から浮かせることができただけだ。けれど矢や神がみがしつこく差し伸べた手を、倫子は無視する。

「リンコさん」

　心配そうな目を向けてくる紅く朗ろうをにらみ返す。

「わたしのことはいいから、おまえは自分の仕事をしろ」

「……はい」

　紅朗は沈痛そうな顔を検査器のモニタに戻した。

　宮みや地じ栄えい市いちの、残った左ひだり眼めはまだ仄ほのかに光を宿し、紅朗がタブレットに報告データを打ち込む一部始終をずっと見つめていた。
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　Ｆ大学における吸血種集団感染の顚てん末まつは、その夜のニュースで注意深く報道された。感染源が『処理』されたことは伝えられたが、吸対法の規定によって感染源の氏名はもちろん年ねん齢れいも性別すらも伏せられていた。

　倫子は、病院でそのニュースを見た。

「……倫子ちゃんが浴びせられたペットボトルの中身だけどね、分析結果が──」

　ベッドの脇わきで科捜研の宮みや瀬せがノートＰＣを手に説明しているが、倫子はそれをほとんど聞かずにテレビ画面のアナウンサーをぼんやり見つめている。

「トリカブトから抽出したものが主成分だけど調ちよう整せいが加えられてて……倫子ちゃんも知ってるだろうけどトリカブトは血中群胞体を一時的に不活性化させる作用があるからね、でもあれだけの純度のものをどうやって手に入れたのか。宮地栄市の母親は、宮地栄市がどこからか買ったらしいとしか──」

　宮瀬の言葉はアナウンサーの無む機き質しつな声と入り混じって意い識しきの表面を流れ落ちていく。

　吸血種を『処理』したその夜に、こんなふうにベッドの上でじっとしているなんてはじめての経けい験けんだった。いつもなら、事後処理に追われて関係部署を何往復もして必要書類の作成のために徹てつ夜やも覚悟している頃ころだ。なんの意味もない面めん倒どうなだけの作業だと毎回うんざりしていたはずなのに、苦行から解放されてこうして呆ほうけていると、あれはあれでいくらか必要な儀ぎ式しきだったのではないかと思えてくる。

　殺してしまったという事実を、嚙かみしめないように、なるべく苦味を感じないように、どうにか吞のみ込むための。

　今は──桐きり崎さき紅く朗ろうが、代わりにやっている。

　あいつ、ちゃんとやっているだろうか。手もつけずに帰宅して寝てしまったんじゃないだろうか。わたしも初仕事のときはそうだった。自分が吸血種を──同胞をどう殺したのか詳しく文章にして紙に書き出すなんて気持ち悪くてとても無理だった。

　ろくでもない仕事だった。まともな人間のやる仕事じゃない。

　もちろんわたしはまともな人間じゃない──どころか、そもそも人間ではないわけで、だからこの仕事をするしかない。

　宮みや瀬せがなにか早口で言って、苦笑混じりに立ち上がり、病室を出ていった。倫子は手を伸ばして卓上テレビの電源を落とそうとし、けっきょく思おもい止とどまって手を引っ込めた。静寂の中にいたら要いらないことを次々と考えてしまいそうだったからだ。
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　少なくとも翌日いっぱいは静養しろと医者に言われていたが、じっとしていられなかったので、倫子は早朝に病院を抜け出して警けい視し庁ちように向かった。

　まだ同僚たちはほとんど出勤しておらず、刑事部捜査一いつ課かのオフィスを抜ける間、デスクの掃除をしていた若い刑事に会釈されただけで、他ほかにだれとも顔を合わせなかった。しかし九きゆう課かのオフィスには思わぬ先客がいた。上等そうな藤ふじ色いろのスーツ姿はもともとが掃除用具倉庫である九きゆう課かの薄うす汚よごれた暗がりではひどく場違いに見えた。矢や神がみだ。デスクの上に広げたなにかの書類を立ったまま読んでいる。

　と、倫子の気け配はいを察したのか振り向いた。

「櫻さく夜や君？　どうしたんだ、今日きようは休みじゃなかったのか」

　矢神はそう言って目を見張る。

「あの女にぶつけられたの、けっこう危険な薬品だったと聞いたぞ。大丈夫なのか」

「あんな事件の翌日に休んでいられない。矢神こそどうしたんだ、こんな朝っぱらから」

「ああ、うむ」

　少し言いにくそうに書類に目を落とす。

「桐崎、あれから報告書をまとめる前に帰ってしまったらしい」

　倫子も書類にちらと目を走らせる。ＤＮＡ検査の結果や、現場写真のコピー、宮地栄えい市いちの預金通帳やアルバイト先の人事資料などのコピー。必要資料を集める段階までは教えた通りにやっていたようだが、まとめずに──帰ってしまった。

　わたしと同じだ。初仕事の夜は、書類を投げ出して部へ屋やに戻ってベッドに突っ伏して、辞表の文面をずっと考えていた。

「あれだけしじゅうやかましい桐崎が、昨日きのうは現場から戻ってきた後ずっと黙だまりこくっていたというし、心配で……桐きり崎さきが、じゃないぞ、あんな大事件の報告を怠おこたるなんて」

「撃うったのはわたしじゃないが、現場にはいたんだ。わたしが撃ったことにして報告書をつくってもいいぞ。おまえが黙もく認にんしてくれるなら」

「そういう法規軽視を根絶するために僕ら監かん察さつ官かんがいるんだ！」

「昨日きのうのおまえのやったことはとても監察官のやるべきこととは思えないけど」

　矢や神がみはたじろいだ。視し線せんをさまよわせ、苦しげに言う。

「あれは、……緊きん急きゆう時じだったからしょうがない。人命がかかっていた」

「吸血種を『処理』したことだけじゃないよ。おまえ、昨日、所しよ轄かつの連中の前でわざとばかなふりしただろ」

「なにを言ってるんだ？　そんなことするものか」

　なんて下へ手たなとぼけ方だ、と倫子はあきれる。所轄の刑事たちの前ではあんなに見事に演技していたのに。わたしが煙たがられないように、けれど必要な情報は手に入れられるように、代わりに間抜けな質問をしたり、あるいは軽率に物置の戸を開けたりした。どこが監察官だ、と倫子は気づかれないように笑えみをこぼす。

　認めないならしかたない。こっちも無神経にこき使ってやろう。

「おまえが報告書を書いたらどうだ。おまえだって撃ったんだから」

　そう言ってみると矢神は目を伏せた。

「……そのつもりで来たんだ。僕はどうやら桐崎に引いん導どうを渡してしまったようだから」

　倫子は黙だまって椅い子すを引き、矢神にあごで示した。矢神が腰を下ろそうとしたとき、やかましい足音が廊下からやってきて、九きゆう課かオフィスの戸口で止まった。

「おはようございます！」

　矢神は目を丸くしている。倫子は苦笑混じりに息をついて振り返る。

　息せき切らせた紅く朗ろうだった。ダッフルコートに分厚く巻いたマフラーにもっさりしたニットの手袋、高校生みたいな出いで立たちなので輪わを掛けて子供臭く見える。

「あれっ矢神さんも来てたんですか、昨日はどうもすみませんでした！」

　紅朗は床につくほど頭を下げた。矢神は目を白黒させる。倫子は噴ふき出しそうになる。

「報告書作ろうとしたらおれ全然漢字わかんないんで昔から使ってる中学生国語辞典とりに家に帰ってましたすみません！　報告書は家で書いてきました、徹てつ夜やしました！　チェックお願ねがいします」

　まくしたてられて矢神は気け圧おされ、ふいと横を向いて気まずそうに言う。

「……櫻さく夜や君にやってもらえ。僕はきみの上司じゃないぞ」

「そうでした！　リンコさん、お願いします！」

　倫子はやれやれと苦笑して書類の束を受け取った。

「桐崎」

「はいっ？」

「おまえ、わたしよりはましだよ。わたしは、はじめて『処理』したときは、報告書なんて放ほうり出して家に帰った。こんな仕事やめようかと思った。なんで自分は警けい察さつなんてやっているんだろう、って……」

「なんでですか？」

　倫子は目をぱちくりさせた。ここでそんな質問をあっさり出せるのか、とあきれる。

　しかし、怒る気にはなれなかった。

「……そのうち話す」

　倫子はデスクに向き直って書類を広げた。その日ばかりは紅く朗ろうの馬ば鹿かさ加減もあたたかい気持ちでゆるしてやれるような気がした──のはほんの数秒のことで、報告書の冒頭からさっそくものすごい誤字が連発されていてげんなりした。

　赤ペンで修正を入れまくる倫子の横で、紅朗が急に声を落として言った。

「おれ、矢や神がみさんが言ってたこと、ちょっとわかりました」

　倫子も矢神も、なにごとか、と紅朗を見る。

「マル吸きゆうを恨うらんでる人の方が、……この仕事、楽ですね」

　二人ふたりの間にどういった話があったのかは知らないが、なんとなく倫子にも意味がわかる。

　あのとき、紅朗は引き金を引けなかった。吸血種が人間であるとはっきり目まの当あたりにしたからだ。憎悪で感情を塗りつぶし、麻ま痺ひさせてしまえば、簡かん単たんだろう。

　矢神は苦い顔になって言いにくそうに答える。

「あれは、もののたとえだ。べつに恨うらめと言ってるわけじゃないぞ」

「はい。おれも、考えを変えたわけじゃないですけど」

　珍しく紅朗の言い様は神妙だった。

「ちょっと自信失なくしました」

　倫子ははっとして赤を入れる手を止め、紅朗の横顔をまじまじと見る。

　まさか、やめるつもりなのか。

　惜しくはない。べつに、いなくなっても困らない。でも。

「だからこれから、おれを見ててだめだなと思ったらばんばんクビにしてください。おれ、クビにならないように気合い入れてやります！」

　安あん堵どしている自分に気づいて倫子はなぜか気恥ずかしくなり、紅朗から顔をそむけた。

「言われるまでもない」と矢神は複雑そうな表情で答える。「それが監かん察さつ官かんの仕事だ。昨日きのうは現場で手出しまでしてしまったが──本来は全部きみの仕事だからな！」

「はい。昨日の矢神さんマジすごかったです！　助かりました！」

　紅朗は感じ入った口く調ちようで言う。わたしもこれくらい素直に感かん謝しやの言葉が出てきたらな、と倫子はひそかに苦笑する。どうにも、矢神が相手だとひねくれたやりとりしかできない。

「頭良い上に度胸もあるなんて、おれ、上司だと思ってこれからもついていきます！」

　案の定、矢や神がみはいやそうな顔をしている。

「度胸とかそういう問題じゃない。きみと一いつ緒しよにするな。やるべきことをやっただけだ」

「やるべきことをやるってマジかっこいいです、男の中の男です！」

「おい、よしたまえ、なんだか馬ば鹿かにされている気分だ」

「血も苦手なくせに大事なとこでは失神しなかったですもんね！」

「当たり前だ、あんな緊きん急きゆう時じに──ち、ちがう！　そもそも血は苦手なんかじゃない！」

　さすがに矢神に同情して紅く朗ろうを黙だまらせようと倫子が顔を上げたとき、紅朗が言った。

「やっぱ東とう大だいはちがうんですね！」

　矢神の眼鏡めがねがぎらつく。

「東大法学部、だ！」

「ほーがくぶですか！」「そうだ、ただの東大じゃない！」「ほーがくぶってなに勉強するんですか、北はあっちで南はあっち、とかですか」「それは方角だ！」「東大の東って方角じゃないですか」「方角だけれども！」「やっぱり東大なんだから東の方にあるんですよね？」「東大はここからほとんど真北だ」「おかしくないですか、じゃあなんで東大なんですか」「東とう京きようの大学だからにきまっているだろう」「じゃあ東京が東の方にあるってことですよね」「東京はここだ、ここ！」「おかしくないですか、じゃあなんで東京なんですか」「京きよう都とから見て東だからだ！」「じゃあ東大は京都から見て東の方にあるってことですよね？」「それはそうだがそんな言い方はしない！」「じゃあけっきょく東大ってどこにあるんですか」「僕らの心の中だ！」

　矢神は東大応援歌『ただ一つ』を、紅朗は張り合って高校の校歌らしきものを歌い始めたので、倫子は二人ふたりまとめてオフィスの外に蹴けり出して、ドアを閉めて嘆息し、それから報告書のチェック作業に戻った。感かん謝しやしたり心配したりしたことを早くも後悔し始めていた。
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　十一月に入ってすぐの肌寒い月げつ曜よう日びの夜、捜査九きゆう課かのオフィスで紅く朗ろうがコーヒーをがぶ飲みしながらひとりで残業していると、珍客があった。

「すみませーん、こんばんはー」

　そんな軽かろやかな声が捜査一いつ課かの方から聞こえ、顔を出してみると、真っ暗な中、廊下から漏れてくる光の中に小さな人ひと影かげが見えた。紅朗に気づいてこちらに近づいてくる。紅朗は驚おどろいて口を半開きにした。ブレザーにベスト、胸元に大きなリボン、短めのプリーツスカート──と、どう見ても学校の制服を着た若い娘だったのだ。

「あっ、お邪じや魔ましてます」と彼女は紅朗に会釈してくる。目鼻立ちのぱっちりした可か憐れんな少女だった。手には学生鞄かばんと、大きな紙袋を提げている。

　だれだろう、この娘は。警けい視し庁ちようのしかも刑事部に女子高生がひょこひょこ入り込めるわけはないんだけど。前もリンコさんを中学生だと勘違いしてめちゃくちゃ怒られたからなあ、見た目だけで軽々しく判断できないな。実は婦警なのかもしれない。

「お疲れさまです」と紅朗はひとまず頭を下げる。

「えっ、あ、はい、お疲れさまです」と彼女は少し戸惑った様よう子すを見せる。「あの、新人さんですよね？」

「はい！　先月から捜査九課で勉強させてもらってます、桐崎紅く朗ろうです！」

「九課？　ああ、じゃあ、倫子さんの新しい相棒って」

「おれです」

「そうなんですね！　倫子さんがいつもお世話になってます」

　今度は深く頭を下げられる。いつもお世話になってます？　と紅朗は首を傾かしげる。この子、リンコさんのなんなのだろう。

「それで、あの、お父とうさん──ええと、筑ちく摩ま川がわはどこにいるかわかりますか？」と彼女。

「ちくまがわ？　……ああ、部長のことですか」

「はい。あっ、すみません言うのが遅れて、あたし筑摩川の娘です。梨り紗さっていいます」

　紅朗は目をぱちくりさせた。筑摩川部長の娘？　あのクマ親父おやじの遺い伝でん子しのどこをどういじくったらこのように可愛かわいらしい女の子が生まれるのかわからなかったが、たしかにそれなら警視庁内に女子高生がひとりで入ってこられるのも一応は説明がつく。

「お疲れさんです、姐ねえさん！」

　紅朗はさっきよりも大げさに頭を下げた。

「……ね、姐さん？」と梨紗は目を白黒させる。

「おれ、部長と親おや子こ盃さかずきを交わしたんだから、姐ねえさんは姐さんです！　クマおやっさんへの業務連絡でしたらおれがうかがいます！」

「業務……あのう、夜食と着替えを届けにきただけで……」

「はい！　お渡ししときます。部長は、ええと、目め黒ぐろ署しよ管内でなんかあったらしくてそっち行ってるみたいです」

「そうなんですか。電話にも出ないしメールも返事がなくて……。じゃあ、また何日か帰ってこないんでしょうか……」

「クマおやっさん警けい視し庁ちように住んでるみたいなもんですからね」

「お父さん、仕事がたてこむとご飯も食べなくなるし、お風ふ呂ろも入らないし着替えもしないからものすごく臭くなるんです」と梨り紗さは困り顔になる。「あの、桐きり崎さき……さん、でしたっけ、それ渡したらちゃんとご飯食べるように言っておいてください、お願ねがいします」

「がってん承知です」

　紅く朗ろうは紙袋の中をちらとのぞき込む。アイロン掛けされて畳まれたワイシャツの下に、大きな重箱が見え、美う味まそうなにおいが立ちのぼってくる。

　ぐううう、という腹の鳴る音が捜査一いつ課かじゅうに響ひびき渡った。梨紗は目を丸くする。

「今のはおれじゃないです！」と紅朗は大おお真ま面じ目めに言い張った。「おれの胃袋にいるがまんのきかないやつです、おれ腹なんて空すいてないですから、つまみ食いなんてしませんから！」

　しかし言い終わらないうちにまた腹の虫が鳴く。梨紗はたまらず笑い出した。







　二十二時頃ごろに九課のオフィスに戻ってきた倫子は、入り口のところで口を半開きにして固まってしまった。

「あっリンコさん、んもむもむ、お帰りなさい」

「倫子さん！　ごめん、こんな時間にお邪じや魔まして」

　紅朗は鶏とり肉にくの唐揚げを口いっぱいに押し込み、梨紗はお茶を淹いれているところだった。

「……なにやってるんだおまえたち……」

　あきれきった言葉が倫子の口からこぼれる。

「腹減ってたんで、梨紗さんが、んむ、おやっさんに差し入れる夜食を、ちょっとだけ食わせてくれてんです」

「どこがちょっとだけなんだ。重箱からっぽじゃないか」

「ふおっ？」紅朗は変な声をあげて椅い子すから跳び上がった。「ほ、ほんとだ」

「あんまり美お味いしそうに食べるので止めるタイミングなくて……」と梨紗は照れくさそうに笑った。

「ど、どうしましょう、クマおやっさんの夜食ぜんぶ食べちゃいました。やばいですよね、怒られますよね、まずいなあどうしよう」と言いながらも紅く朗ろうは重箱にわずかに残った煮物をひっきりなしに口に運んでいる。

「部長に半殺しにされたくなかったらさっさとコンビニ行って海の苔り巻まきでも買ってこい」

「はははははいっ」

　紅朗はあわてて倉庫を飛び出していき、ものの五分もしないうちにポリ袋いっぱいのコンビニ弁当を抱えて戻ってきた。梨り紗さに手て伝つだってもらい、中身のおにぎりやいなり寿ず司しを重箱に詰め替える。

「おれが食ったってばれませんかね」

「お父とうさん味あじ音おん痴ちだからたぶん気づかないと思う」と梨紗は笑う。

「さすがに梨紗の手料理じゃないことは気づくだろう。毎日食べてるんだから。言い訳は考えておけよ桐きり崎さき」

　そう言う倫子の顔と梨紗の顔を紅朗は見比べる。

「そうだ、お二人ふたりは知り合いなんですか？」

「……うん、まあ……」

　倫子が説明しづらそうに言いい淀よどんでいると、梨紗が明るい口く調ちようで答える。

「昔から友だちだったの、小さい頃ころから。ね、倫子さん」

「ああ、うん」

　友だち、という言葉が倫子にとっては口にしづらかった。だって、自分は人間ではないのだ。人間を貪むさぼる側の生き物だ。

「倫子さんにもお弁当作ってあげられればいいんだけどね、好みの料理作れないから」

　申し訳なさそうに梨紗が言うので、倫子は目をそらしてしまう。

「吸血種のヒトってなに食べるんですか？　普通の食べ物って食べられるんですか、リンコさんが食事してるとこ見たことないですけど」

　ほんとにこいつは、あけすけになんでも訊きいてくるんだから、と倫子はあきれる。腹立たしくもあったが気楽でもあった。気を遣つかわれないということは気を遣わなくていいということでもある。

「なんでも食べられる。でも、食べる必要はとくにないし、美お味いしいっていう感覚もよくわからない」

　倫子は素っ気なく答えた。

「あれ？　でもおれの血は美う味まかったんですよね？」

「だっ、だれがそんなこと言った！　おまえが勝手に言ってただけじゃないか！」

「リンコさんも腹減ってないですか、夜食にします？」

「腕まくりして差し出してくるな、梨紗が見てるだろうが！」

「あっ、すみません気が利かなくて、吸うときは二人きりでってことですか」

「ばかっ、そんなこと言ってないっ！」

　倫子と紅く朗ろうのやりとりをしばらくぽかんと見ていた梨り紗さは、やがてしみじみ言った。

「よかったねえ倫子さん、今まで配属されてきた人たちとちがって、くろーさんとは仲良さそうじゃん」

「どこがだっ、だいたい警けい視し庁ちように遊びに来てるわけじゃないぞっ！　それから梨紗、もうこんな時間なんだからさっさと帰れ」

「はーい！　じゃあお父とうさんによろしくね、ばいばい、くろーさん」

「姐ねえさんお疲れさまです！」

　梨紗はさっと九きゆう課かから出ていった。

「まったく……」

　倫子は梨紗の座っていた椅い子すに腰を下ろす。

「梨紗さんのお弁当まじ美う味まかったです。今ならおれの血もすごく美味いんじゃ」

「いいかげん黙だまらないとあごの関節を二度と戻らないくらい外してやるぞ」

　紅朗はぶるっと身み震ぶるいしてデスクの書類に向き直るが、すぐにまた口を開いた。

「倫子さんにも同い年くらいの友だちいたんですね、意外です」

「同い年じゃない。梨紗は十も歳下だ」

「あっ、そうでした。よく忘れるんですよ。同い年はおれでしたね」

「そもそも友だちでもない」

　倫子は内ない閣かく府ふから受け取った資料をめくりながらもそもそした声で言う。

「赤ん坊の頃ころから知ってるだけだ。無む駄だ口ぐち叩たたいてないでさっさと弁当を持っていけ。部長はさっき戻ってきて今は捜査二課にいるはずだから」

「あ、はいっ」

　足音が捜査一課の暗くら闇やみを遠ざかっていき、倫子はようやく肌になじんだひとりきりの静寂の中に戻ることができた。自分のため息もずいぶん耳障りに聞こえた。

　わたしに、梨紗の友だち面づらする資格なんてない。憎まれていたっておかしくないのに。







　紅く朗ろうが筑ちく摩ま川がわのところに着替えと弁当を持っていくと、いきなり殴り飛ばされた。

「わしのかわいい梨紗の手料理をなんできさまが食っとるんじゃあああああああっ」

「な、なんでわかったんですかっ？」

「おまえのほっぺたにくっついとる飯粒からわしのかわいい梨紗のにおいがするわい！」

「においでわかるとかきもいですよ」

「なんじゃとおおおおっ」

　再び天てん井じように激げき突とつするほどの勢いで殴り飛ばされる。

「気持ち悪くないわ、父親の愛じゃ！　きさまよくも梨り紗さの愛情のこもった弁当を……」

「ま、待ってくださいおやっさん」

　命の危険を感じた紅く朗ろうは紙袋から重箱を取り出して、追い打ちをかけにきた筑ちく摩ま川がわに突きつける。

「こ、これ、梨紗姐ねえさんがコンビニ弁当詰め替えたんです、梨紗姐さんがですよ！　素手で！」

　筑摩川は振り下ろそうとしていた手を止め、重箱を引ったくって蓋ふたを開く。中に詰まったおにぎりを見て鼻を鳴らした。

「ふん。たしかに、この寿す司しと海の苔り巻まきは梨紗が触ったもんじゃ。においでわかるわい」

「においでわかるとかまじきもいです」

「なんじゃとおおおおっ」

　三度目の鉄てつ拳けんで紅朗は窓際まで吹き飛ばされた。

「ええか桐きり崎さきっ、梨紗はわしの宝じゃ、人生のすべてじゃ、近づく男はみな叩たたきのめす！」

「はいっ」

「なにしろ梨紗はかわいいからな！　おまけに気立ても良くて料理も上う手まい！　男はだれでも一ひと目め惚ぼれしよる！　桐崎、きさまもそうじゃろう！」

「はい！　とってもいい娘でした！」

「わしのかわいい梨紗に色目を使いおってえッ」

　紅朗は四度目の拳こぶしを食らって今度こそほんとうに天てん井じようにぶつかった。
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「犯人と殴り合いでもしたのかい？　あざだらけじゃないか」

　翌日、科捜研に感染検査に来た紅朗に、宮みや瀬せは訊たずねた。

「いや、これは、そのう」

　紅朗が昨夜の顚てん末まつを話してくれたので宮瀬は大笑いした。

「筑摩川クマさんは梨紗ちゃんのことになるとおかしくなるからね。……いや、そうでもないな。いつもおかしいな」

「梨紗姐さんはリンコさんとすごく仲良いみたいですけど、筑ちく摩ま川がわのおやっさんがリンコさんのこと嫌ってるのってそのせいなんですかね？」

　宮瀬は言葉に詰まり、頭を搔かいた。

「……筑摩川クマさんとのこと、倫子ちゃんから聞いてないの？」

「はあ。なにがですか？」

「ああ、うん。聞いてないのか。……それなら、僕から話すわけにはいかないな。色々あるんだよ。そのうち倫子ちゃんが話してくれるかも──」

　検査器が鳴って宮みや瀬せの言葉を遮さえぎり、モニタに結果が表示された。筑ちく摩ま川がわについての話はそこで打ち切られた。データをざっと見て宮瀬はうなずく。

「うん、陰性だ。ひとまず検査は今日きようでおしまい」

「ありがとうございます」紅く朗ろうは頭を下げる。「それにしても、感染検査ってほんとすぐに結果が出るんですね。ＤＮＡ検査ってもっと時間かかるのかと思ってました。たしかマル吸きゆうのＤＮＡって人間のとほとんど変わらなくて見分けつかないって教わりましたけど」

「ああ、それはね。ＤＮＡそのものを詳しく調しらべてるわけじゃないんだ」

　宮瀬は検査器を片づけながら説明する。

「吸血種の細胞が体内に入ると、元来の細胞と結合して新しい吸血種細胞を生み出して、これが増殖して身体からだのあちこちに拡ひろがっていくんだけど、身体じゅうの細胞を置き換えちゃうわけじゃないんだよ。人間の細胞も残るんだ。そうすると感染者の血液中には二種類のＤＮＡが存在することになるよね」

「はあ」

「だから、ＤＮＡが二種類出てきたら感染してるってこと。そのどっちが吸血種のＤＮＡなのかはわからなくてもいいんだ」

　紅朗は目をぱちくりさせている。これはたぶん理解できていないな、と宮瀬は胸の内で苦笑した。

「でも感染源の吸血種を特定したり、何世代目なのかを突き止めたりするには、ＤＮＡそのものを詳しく調しらべなきゃいけないから、時間かかるよ」

「そうだったんですね。宮瀬さんがなに言ってるのか全然さっぱりわかりませんけど」

　ああやっぱり、と宮瀬は頭を搔かいた。さて、どうやってわからせるか。

「桐きり崎さきくん、そもそもＤＮＡってなんなのか知ってるよね？」

「『どんなに泣きたいときでも諦あきらめちゃいけない』の略ですよね」

　泣きたいのは宮瀬の方だった。

　諦めずに嚙かみ砕いた説明をするべきか、諦めてそういうものだと吞のみ込んでもらうか、と宮瀬が思案していると、研究室のドアが開いた。

「宮瀬、宮みや地じ栄えい市いちの血液解析結果が出たって聞いて──」

　入ってきたのは倫子だった。振り向いた紅朗と目が合い、苦い顔になる。

「あっリンコさん！」

　紅朗は倫子の表情などまるで気にしていなそうな明るい声で言う。

「おれ検査今日で終わりらしいです、感染してませんでした」

　胸を張って自慢げに言うことじゃないだろうに、と宮瀬は笑いそうになる。

「当たり前だ。感染させるような間抜けな真ま似ねするか」

　倫子はぶっきらぼうに言って宮瀬のデスクに大おお股またで歩み寄ってくる。

「宮みや地じ栄えい市いちね。ちょっと大おお事ごとになりそうだよ。明日あしたにでも司法解剖の結果が警けい視し庁ちように提出されるだろうけど」

「なにか不ふ審しんな点でもあったのか」

　宮みや瀬せはうなずく。

「上腕部に注射痕こんがあって、その周囲の血管に急性変異による炎症がみられた」

　倫子は息を吞のむ。まったく話を吞み込めていない紅く朗ろうは目をしばたたいて二人ふたりの顔を見比べ、おそるおそる口を挟んだ。

「あのう、それってつまりどういうことですか」

　倫子が自分の手の甲をじっとにらみながら冷え切った声で答えた。

「──宮地栄市は、薬で自発的に吸血種になった可能性がある」
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　二日後の夕方だった。九きゆう課かのオフィスで過去の吸血種事件について勉強していた紅朗は、意外な人物からの電話を受けた。

『あ、くろーさん？　倫子さんの携帯にかけたけどつながらなくて、いま忙しいのかな？』

　梨り紗さだった。

「姐ねえさんでしたか。リンコさんは、ええと、なんとかかんとかってところに出かけてて今はいません」省庁の名前は紅朗にとってはみんな同じに聞こえるのだった。

『そうなんだ、困ったな、相そう談だんしたいことがあったんだけど……』

　電話の向こうで梨紗は口ごもる。

『えっと、くろーさんも吸血鬼の専門家なんだよね？』

「そうです！」

　勇ましく答えてしまってから、はたと考え込む。専門家なのか？　おれ、マル吸きゆうのことは全然詳しくないぞ？

『じゃあ、くろーさんお願ねがい！　忙しいとは思うんだけど』

　とくに忙しくなかった紅朗は、仕事が終わった後で逢あう約束をして電話を切った。

　待ち合わせ場所は有ゆう楽らく町ちようのファストフード店だった。若い客でごった返す店内のカウンター前を抜けて二階に上がると、奥のテーブルにいた梨紗が紅朗を見つけて手を振ってきた。

「くろーさん、こっち！」

「遅くなってすみません姐さん」

「ううん、あたしこそ仕事帰りに呼びつけちゃってごめんなさい」

　梨紗の隣となりの椅い子すに、彼女と同じブレザーの制服を着たショートヘアの小柄な子が座っていた。紅朗を上うわ目め遣づかいで見て、おどおどと会釈してくる。

「こっちが友だちのなっちゃん」と梨り紗さがブレザーの肩に手を置いて紹介する。

「桐きり崎さき紅く朗ろうです！」と紅朗はその子に一礼する。

「は、はじめまして。久く瀬ぜ七な月つきです」

　七月と書いて『なつき』と読むのだという。珍しい名前だなと紅朗は思った。色白でほっそりした、儚はかなげな雰囲気の綺き麗れいな子だった。スカートではなくスラックスを穿はいているのを不ふ思し議ぎに思った紅朗は訊たずねる。

「七月さんはなんで男子の制服着てるんですか？」

「えっ？　あ、あのっ」七月は赤面する。「……ぼく、……男です……」

　口をあんぐり開けた紅朗は、すぐに我に返り、テーブルを額ひたいでたたき割らんばかりの勢いで頭を下げた。

「すみませんッ、おれてっきり」

「い、いいんです」七月は両手をぶんぶん振って言う。「しょっちゅう間違われるし、気にしてません」

「なっちゃんは名前でも損してるよね」

「筑ちく摩ま川がわさんが『なっちゃん』なんて呼ぶせいだよ……」

「ほらあ、その堅っ苦しい名字で呼ぶのは無しって言ってるでしょ！　梨紗でいいから」

「え……でも、だってほら、名前で呼び合うのって女友達みたいだし……」

[image: ]

「あたしは女で友だちなんだからべつにいいじゃん」

「うう、そう言うけどさ……」

　高校生二人ふたりのこそばゆいやりとりを目の前にして、紅く朗ろうは話を遮さえぎって本題に入らせるべきかどうか迷っていた。なんだか楽しそうだし……。

「あっ、ごめんなさい」

　紅朗の困惑を梨り紗さが察してくれた。

「ええと、なっちゃんはあたしのクラスメイトで、いま困ってることがあって」

　七な月つきはテーブルの上でもじもじと指をからめたりほどいたりした後でようやく口を開いた。

「ぼく、先せん輩ぱいに脅かされて、しょっちゅうお金を……持ってこいって言われてるんです」

「カツアゲですか？　許せねえです！」紅朗はテーブルを殴った。

「いえっあのっ」七月は倒れかけたカフェオレの紙コップをあわてて支える。「ちがうんです、その、お金をとられるのも困ってるんですけど、相そう談だんしたいのはそれじゃなくて。先輩たちが危ないものに手を出してるみたいで」

「危ないもの？」

「……薬です」

　紅朗は唾つばを飲み込み、テーブルに肘ひじをついて七月の方にじわりと身を乗り出した。

　危ない薬……？

「前から噂うわさになってたんです。ヴァンピーになれる薬があるんだって」

「ばんぴーってなんですか」

「吸血鬼のこと」と梨紗が横から教えてくれる。「うちらはそう呼んでんの。ヴァンパイアだからヴァンピー。普通の人間はパンピー」

　高校生の言語感覚はよくわからないな、と紅朗は思った。……いや、問題はそこじゃない。

「マル吸きゆうになれる──薬？」

「ただの噂だと思ってたんですけど、でも」七月は声をひそめる。「最近、ヴァンピーの事件すごく多いですし、あとうちの学校で突然いなくなって中退扱いになる人が何人かいて、ヴァンピーになっちゃったんじゃないかって言われてて……」

　紅朗は握にぎり拳こぶしをこめかみにぐりぐりこすりつけて思い出そうとする。

　一昨日おととい、科捜研でリンコさんと宮みや瀬せさんがなにか話してたじゃないか。難むずかしくてなに言ってるのかほとんどわからなかったけど──たしか、薬でマル吸になる、そんな話じゃなかったか。まずいぞ、これ、おれが相談に乗っていいようなヤマじゃない。

「あの、こんなやばい話、なんでお父とうさんに言わないんですか」

　梨紗に訊たずねると、梨紗は眉まゆをひそめて首を小さく振る。

「言えないよ。だってそんな危ないのとつながりのある友だちとは縁えんを切れとか言い出すにきまってる」

「ごめんね、迷惑かけて」と七な月つきが首をすくめる。

「なっちゃんは悪くないでしょ、悪いのはその先せん輩ぱいたち！　今度たかられたらあたしに言ってよ、代わりに話つけにいくから」

「だ、だめだよ、危ないよ」

「ええと、すみません、おれひとりでどうにかなる話じゃないんで、リンコさんなんとかして捕まえます。ちょっと待っててください」

　紅く朗ろうはいったん店の外に出て、銀ぎん座ざの街路を吹きすさぶ夕風にコートの襟えりをたて、携帯電話を取りだして倫子にかけた。五分くらい粘ねばって、ようやくつながる。

「あっすみませんリンコさん、桐きり崎さきです」

『会かい議ぎ中ちゆうだぞ、なにかあったのか』

　あきれた声が返ってくる。しかし紅朗が七月から聞いた話を伝えると、倫子の語ご調ちようは真剣なものに変わった。

『今どこだ、有ゆう楽らく町ちよう？　その子、待たせられないか。二十分で行く』

　店内に取って返した紅朗は七月に確かく認にんした。

「なっちゃんさん！　リンコさんがすぐ来てくれるそうですけど、もうちょっと時間くれませんか？」

　七月は目を見張ってうなずいた。

「待っててくれるそうです！」と紅朗は意気込んで倫子に伝え、電話を切る。

「じゃああたし、飲み物買ってくる。コーヒー一杯でこんなに粘るなんてお店に悪いし」

　梨り紗さがそう言って立ち上がり、階段の方へ足を向けた。後ろ姿が階下に消えてしまうと、七月は椅い子すに縮ちぢこまり、紅朗をちらと見ては、目が合いそうになると騒さわがしい店内のあちこちに視し線せんをさまよわせた。しかしそんな気まずい雰囲気を察する紅朗ではない。真正面の椅子に座り直して無ぶ遠えん慮りよに話しかける。

「梨紗姐ねえさんまじ姐さんて感じですね！　学校でもあんなですか？　お父とうさんがめっちゃ強いんですけど梨紗姐さんも格かく闘とう技ぎやってるんですかね」

「いえ、あの」七月は上うわ目め遣づかいで答える。「バドミントン部です」

「バドですか。あれも格闘技だって言いますもんね！　なっちゃんさんもバドミントン部なんですか？」

「バドは女子しかないんです。……ぼく……男なので」

「あっ、すみません！」

「いいんです、気にしないで」と七月は固い笑いをみせる。「ほんとは……筑ちく摩ま川がわさんと一いつ緒しよの部活だったらいいな、って思ってます。学校で他ほかに友だちいないから」

「なっちゃんさん可愛かわいいから友だち多いんじゃないんですか？」

　あまりにも明け透けな紅朗の言い方に七月は真まっ赤かになってうつむく。

「ぼく、……その……二学期に転校してきたばっかりなんです。あと、……こんな見た目なので、色々、……目をつけられやすいみたいで」

　ふう、と深い息をついて語ご調ちようを落ち着かせ、七な月つきはまた口を開く。

「筑ちく摩ま川がわさんだけは最初から親切にしてくれて、ほんと助かったんです。今日きようも、警けい察さつの人まで紹介してもらって。ぼく、ずっとだれにも言えなくて怖くて……」

「おれ馬ば鹿かでなんもわからなくて全然頼りにならないですけどリンコさんは頼りになる人なんで安心してください！」

　七月は恐きよう縮しゆくして首を振った。

「紅く朗ろうさんも、ありがとう。すごく助かってます」

「殴られるのは慣なれてるんで、次にカツアゲされそうになったらまじでおれ呼んでくださいね、大丈夫です、おれ警察だから喧けん嘩かなんてしませんよ、なっちゃんさんの代わりに殴られて、根性見せてびびらせますから！」

「……はい」と七月ははにかんだ。







　二十分たたないうちに倫子は店に現れた。息せき切らせて二階に上がってきたのを梨り紗さがすぐに見つけて手を振り回す。

「倫子さん、こっちこっち！」

　気づいた倫子は、学生たちの背中の間を抜けて紅朗たちのテーブルまでやってくる。

「すまない、遅くなった」

　頭を下げ、それから七月を見て倫子はかすかに目を見張る。どう見ても女の子なのに男子の制服を着ているから混乱しているのだろう。一方の七月もやはり大きな目をさらに見開いている。とても警けい視し庁ちようの刑事には見えない、自分と同年代くらいの少女がやってきたのだから無理もない。

「九きゆう課かの櫻さく夜やです」と倫子は七月に向かって慇いん懃ぎんに頭を下げる。

「あっ、久く瀬ぜです」と七月も椅い子すから腰を浮かせて挨あい拶さつを返した。

「さっそくお話をうかがいたいのですが、ここでは……」

　倫子は眉まゆを寄せて店内を見回す。ほとんど満席で、ひどくやかましい。

「……いえ、ここの方がかえっていいかもしれませんね」

　コートを脱ぎ、紅朗の隣となり、七月を左斜め前に見る椅子に腰を下ろした。

　梨紗に促され、七月は再び口を開いた。最初のうちは紅朗に話していた内容と同じだったが、やがて恐きよう喝かつしてきた先せん輩ぱいたちの名前や、からまれたときの詳しい状況にも言及する。

「それで、あなたから脅し取ったお金で、吸血種になれる薬を買う──というような話をしていたんですか？」

　倫子がいよいよ核心に踏み込んだ。七な月つきは唾つばを飲み下してうなずいた。

「ヴァンピーになれば運動神経よくなるし、眠らなくてもよくなるし、ものが透けて見れるようになるとか、暑いのも寒いのも全然平気になるとか、あと……年とらなくなって、綺き麗れいになれるっていうのがいちばんよく言われてて、とにかくかっこいい、って憧あこがれてる人がけっこういて……」

　倫子はわざとらしいため息をついた。七月は膝ひざの上で固めた拳こぶしをもぞもぞと動かしてから、そっと訊たずねた。

「あの、……ちがってたらすみません。……倫子さんって、ひょっとして……あの、ヴァンピーですよね。認可ってやつですか」

　ただの高校生にも見当がつくんだな、と紅く朗ろうは意外に感じた。マル吸きゆうが年とるの遅いっての常じよう識しきなのかな？　知らなかったおれが恥ずかしいだけか。

「そうです」と倫子は素っ気なく答えた。「ものが透けて見えるとか暑さ寒さ平気とか、全部噓うそです。なんでそんなでたらめが出回ってるのか……」

「リンコさんが綺麗でかっこいいのはほんとじゃないですか」

「なっ、お、おまえはッ」倫子は頰ほおを染めて紅朗をにらみつける。「大事な話をしてるんだから茶ちや々ちや入れるな！」

「すみません」

　紅朗は首をすくめる。しかし、運動神経がいいのもほんとうではないだろうか。人間にはとても真似できない身のこなしを何度も目まの当あたりにしている。

「感染したら人生終わりなんですよ、どうして金を払ってまでそんな薬を買うんです？」

　倫子の口く調ちようにはあからさまな憤いきどおりがにじんでいて、七月は自分が怒られているような気になったのだろうか、椅い子すの上でますます縮ちぢこまる。

「……その……世代が上の方なら、人間と全然変わらない生活ができる、って」

「たしかに、第三世代までなら凶きよう暴ぼう化かはしませんが、だからって」

「それでちゃんとお金払えば、……ハイヴァンピーって先せん輩ぱいたちは呼んでましたけど、その、上級のになれる薬がもらえるって」

「なんでそんなのを軽々しく信じて金を出そうなんて思うのか……どんな薬をつかまされるかわかったものじゃないのに」

　倫子はつぶやき、それからはっとした顔になって七月に顔を寄せた。

「ひょっとしてその先輩たち、実際に上位世代の吸血種に逢あったようなことを言ってませんでしたか？」

　七月は面食らいながらも、小さくうなずいた。

「……薬を売ってるグループの、リーダーみたいな人が、ハイヴァンピーらしくて」

「あなたは逢ったことは？」

「あ、ありませんよ！　ぼくはお金持ってこいって言われただけで」

「名前とか、見た目とか、なにか聞いてませんか。男か女かだけでも」

「いえ」七な月つきは首を振り、それからふと思い出したように「あ、そうだ」とつぶやく。

「なんですか？」

「先せん輩ぱいたちが、その、リーダーのことを、王様とかキングとか呼んでました。あと、キングダムがどうこうって」

「キングダム……？」と倫子は眉まゆをひそめる。

「ダムの王様ってことですか？」と紅く朗ろうが口を挟んで倫子に冷ややかににらまれる。

「たぶんグループの名前なんだと思います」と七月は紅朗をちらと見て言った。

「王国キングダム……」

　倫子はそうひとりごち、再び七月に視し線せんを戻す。

「薬販売グループとの連絡手段についてはなにか知りませんか。その先輩たちがどうやって渡りをつけているのか、どこでどんなふうにやりとりがあるのか、そういった話を少しでも聞いてませんか？」

　倫子の口く調ちようはどんどんきつくなっていき、七月は怯おびえた様よう子すをみせる。

「ああ、すみません。あなたが悪いことしてるわけじゃないのに」

　気づいた倫子は謝あやまるが、質問を浴びせる手をゆるめたりはしなかった。

　しかし、七月が知っていることはもうほとんど話しつくしたようで、その後いくら問い詰めても新しい情報は出てこなくなった。

「ごめんなさい、お役に立てなくて」と七月はうなだれる。

「いえ。話していただいたことだけでもじゅうぶん役に立ちます」

　倫子は固い口調で言った。

「そのカツアゲ連中シメればいいんですよね？」

　紅朗が言うと、倫子にぎろりとにらまれる。

「勝手なことはするなよ」

「もちろんリンコさんと一いつ緒しよにシメるんですよ！」

　ため息が冷め切ったフライドポテトに吐きかけられる。

「わたしだってすぐにでもその連中を事情聴ちよう取しゆしたい。でも上に断りもなく動くわけにはいかない。大おお村むら課か長ちように迷惑がかかる。未成年が相手だと面めん倒どうだし」

「そんなこと言ってる間にまたなっちゃんさんがカツアゲされたらどうするんですか！」

「それは──」倫子は言いい淀よどむ。「そいつらがほんとうに薬を買ってしまったら取り返しがつかないから、金は絶対に渡さないでほしい」

「え……」

　七月の目が不安に濁にごる。当然だ、と紅朗は憤ふん慨がいした。渡さなかったら殴られるじゃないか。

「やっぱりおれが明日あしたにでも高校に乗り込みます！」

「だからっ、すぐには──」

「あたしがなっちゃんの代わりに先せん輩ぱいたちに話つけるってば」と梨り紗さが横から言った。「ついでに薬売ってる人たちのことも詳しく聞き出すから！」

「だめだ。なにかあったらどうするんだ。絶対に深入りするんじゃない」

　倫子は即座に切り捨て、七な月つきの方に向き直って言う。

「とにかく、そいつらのことはなるべく避けてください。早急に対応しますから」

　七月は曇くもった表情でかすかにうなずく。梨紗はつまらなそうにむくれていた。







　警けい視し庁ちように戻った倫子は、すぐに刑事部長室に向かった。筑ちく摩ま川がわは捜査一いつ課か長ちようの大おお村むらと打ち合わせをしている最中だった。

「なんじゃ櫻さく夜や」

「キングダム、というのをご存じですか」

　筑摩川は椅い子すを蹴け倒たおすほどの勢いで立ち上がり、大村を押しのけて倫子に詰め寄ってきた。

「どういうルートでどこまでつかんだ」

　やはり、と倫子は苦々しい思いを嚙かみ潰つぶした。

「前からそういう吸血種の組そ織しきがあることを把握していたんですね？」

「先にわしの質問に答えんかい」

「先にわたしの質問に答えてください」

　にらみあう二人ふたりを見て大村はなにか言いかけたが、口をつぐみ、やがて嘆息して壁かべ際ぎわに退さがった。おそらく口を挟んでも無む駄だだと悟ったのだろう。

　倫子にとっても意外なことに、筑摩川はすぐに折れた。

「志し願がん者しや募ってマル吸きゆうを増やしとる連中がおるのは、前からわかっとった。そいつらがキングダムちゅうふざけた名前を使っとるのもな」

「どうしてその話がわたしのところに来てないんですかッ」

　倫子は拳こぶしをデスクに叩たたきつけた。ペン立てが倒れ、ファイルの山が崩れる。

「きさまはうちの組のもんじゃなかろう」

「そんなくだらない縄なわ張ばり意い識しきいつまで振り回すつもりなんですか！　宮みや地じ栄えい市いちの感染ルートはわたしだって追ってるんですよ！」

　そのとき、ようやく大村が口を開いた。

「キングダムについての情報はな、輸ゆ血けつ用よう製剤を横流ししてた業者をパクったときに偶然つかんだんだ。その業者の上客だったわけだ」

　倫子の険しい視し線せんを無視して大村は言葉を続ける。

「その業者の話じゃ、キングダムのやつらは闇やみ雲くもに仲間を増やさねえ。面接だのなんだので厳げん選せんするらしい。だからうちとしてもこれまでは突っ込んだ捜査はしてこなかった」

　宮みや地じ栄えい市いちはどこからか入手した薬物で感染していた。ということは──

「キングダムと宮地は無関係だって言いたいんですか」

「断定はできねえが、薬で安い血を広めるようなやつらだとは思えねえ」

　倫子は下唇を嚙かんでしばらく考えた。

「で、櫻さく夜や、おまえはキングダムのことをどこで知ったんじゃ」

　筑ちく摩ま川がわがどすの利いた声で訊たずねた。

「梨り紗ささんです」と即答すると筑摩川は目を剝むいた。「梨紗さんの通っている高校に、キングダムを名乗る連中から薬を買おうとしている生徒がいるそうです。今日きよう、そのことで相そう談だんを受けたんです」

「な、なッ、なんじゃ、と、梨紗、梨紗が？」

　筑摩川は咳せき込みながら言う。

　父親に言いたくなくてわざわざ倫子に相談してきた梨紗には悪いと思ったが、隠しおおせるものでもないので、すべて話した。梨紗の友人、久く瀬ぜ七な月つきという男子生徒が恐きよう喝かつを受けていること。その恐喝者の生徒たちが『ヴァンピーになれる薬』をキングダムから購こう入にゆうしようとしていること。

「高校生にまで広まってるのか……」

　大おお村むらが顔を歪ゆがめてつぶやく。筑摩川は頭を搔かきむしって吼ほえた。

「なんで梨紗が父親のわしを差し置いておまえに相談するんじゃ櫻夜ッ！　わしに、わしに言ってくれれば、すぐにでも学校に乗り込んでカツアゲ餓が鬼きどもをぶちのめして二度と梨紗に近づけないように両手両足をぶち折って」

「そういうことをすぐ言うからです」と倫子はため息混じりに言った。「そもそも梨紗さんが恐喝されてるわけじゃ──ああ、そんな話をしてる場合じゃないです」

「おまえに言われんでもわかっとるわ。おい、大村！」

「あたれるだけあたってみますよ。櫻夜、その餓鬼どもの名前教えろ」

　七月から聞き出した名前を伝えると、大村がさっさと部長室を出ていってしまうので、倫子はあわてて追いかけ、廊下で呼び止めた。

「事情聴ちよう取しゆならわたしも行きます」

「おまえの仕事じゃねえ。ひっこんでろ」

「課か長ちようまでそういうことを言うんですかっ？」

「べつに情報をおまえに回さないためじゃねえよ。おまえ、刑事としてどんだけの経けい験けんがあるんだ？　半年前に出しゆつ向こうしてきたばっかりのひよっこに、未成年から任意で話を聞き出すなんてめんどくせえ仕事を任せられると思ってんのか？」

　倫子は言葉に詰まった。大おお村むらの言う通りだった。人間相手の捜査員としては、倫子は素人しろうと同然だった。大村は踵きびすを返して歩き出し、背中越しに言った。

「ネタが上がって血のにおいがしてきたらおまえの出番だ」
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　そう言われてはいそうですかとなにもせずに待たい機きしているほど倫子は素直ではない。翌日も梨り紗さと七な月つきをファストフード店に呼び出して調しらべを進めた。

「感染者は潜せん伏ぷく期間中、代たい謝しやが異常なまでに高まる。しょっちゅう喉のどが渇くし、トイレも近くなる。そういう生徒に心当たりは？」

　倫子に言われて梨紗と七月はちらと視し線せんを交わす。

「ひとのトイレの回数なんてチェックしてないよ……」

「これから注意して見てくれ。あと、味覚が真っ先に変化する。濃こい味を受け付けなくなって、食べ物を美お味いしいと感じなくなり、当然食欲も落ちる。こっちは心当たりはないか？」

「すみません、ぼく友だちがいないのでお昼はいつもひとりで食べてるんです」

「う……そうか……」

　気まずくなって倫子は紙コップのまずいコーヒーを飲み干す。

　校内ですでに薬を買って服用してしまった生徒がいないかどうかを調べているのだ。感染初期ならばワクチンが間に合うし、密売犯につながるさらなる手がかりにもなる。しかし生徒への直接の接触はやめろと大村に釘くぎを刺されている以上、梨紗と七月に頼るしかなかった。

「吸血鬼って見た目でわからないんですか？　色白とか目が光るとか……」

　七月がおそるおそる訊たずねる。

「潜伏期間中は、外見の変化はほぼない」と倫子はかぶりを振る。「活性化まで至れば眼球の赤色発光が見られるけど、そんな段階だったら見た目でわかるもなにもないし」

「そう……ですか……」

「あたしらが嗅かぎ回らなくても、全校生徒を血液検査すればいいんじゃないの？」

　梨紗がオレンジジュースをストローでちびちび飲みながら言う。

「わたしだってできるならそうしたい。でも全校検査なんてしたらマスコミも騒さわぐしパニックも起きるかもしれない」

「ああそうか、ううん」

「そんなら」今までフライドポテトを口に運ぶのに忙しかった紅く朗ろうがいきなり言う。「健康診断かなんかだって噓うそついてやればいいんじゃないですかね」

「それでも専門捜査員なのか」倫子は嘆息して額ひたいに手をやる。「吸対法の条文を百回読み直せ。感染検査には本人の同意か裁判所の許可が必要なんだ。人権問題になるから」

「すみません！」

　紅く朗ろうが鞄かばんからいきなり法令集を取り出して深呼吸してから「この法律は、特定生物的傾向保持者の行う暴ぼう力りよく的てき行為等について必要な規制を行い──」と音読し始めたので倫子は紅朗の爪つま先さきを思いっきり踏んづけた。

「こんな場所で音読するな！」

「すみません、夜中に九きゆう課かのロッカーの中で読みます」

「それも不気味だからやめろ！　ていうかおまえのせいか、最近うちの課に幽ゆう霊れいが出るって噂うわさになってるのは！」

「だれかが怖がってお札貼はってたんですけどリンコさんだったんですね」

「わ、わたしじゃないっ、だれが怖がってるんだ！」

　二人ふたりのやりとりを微笑ほほえましく見守っていた梨り紗さがしみじみとつぶやく。

「倫子さん、よかったね、やっと仲の良い部下ができて」

　倫子は目をつり上げる。

「なんだそれは。どこが仲良く見えるんだ、だいたいっ！　わたしは仕事でこいつと組んでるんだ、遊んでるわけじゃないぞ、学生じゃあるまいし！」

「でも、うちら学生の集まりにしか見えないと思うよ。倫子さんはそんなだし、くろーさんも全然社会人に見えないし」

「姐ねえさんにそう言ってもらえると嬉うれしいです！」

「ほめられてないぞ、ばか」と倫子は紅朗をにらむ。

「あのう、それなら」七な月つきが遠えん慮りよがちに言った。「倫子さんがうちの学校に転校生ってことで入ってくればいいんじゃないですか。それで怪しい生徒を探せば」

「なっちゃんナイスアイディア」と梨紗が親指を立てる。

「ばか言わないでくれ。そんなことできるもんか」

「ご、ごめんなさい」七月は縮ちぢこまった。

「うちの制服似合うと思うけどなあ、倫子さん」

「わたしは二十六歳だぞっ」

「見えない見えない。どこからどう見ても十代だって。ためしにトイレで服とりかえっこしてこようか？」

「いいかげんにしろ」

「そういやリンコさん、高校時代はどうだったんですか？　小学生くらいだったんですかね」

　毎度のことながらあまりにも無遠慮な紅朗の質問に、倫子はもはや怒る気力もなくして、そっぽを向いて息をつく。

「……高校は行ってない」

　夕方のファストフード店でポテトとドリンクだけで粘ねばりながら同級生たちとお喋しやべりに花を咲かせる──そんな経けい験けんはなかった。経験したいとも思わない。思わないはずなのに、なんだかさっきから梨り紗さや七な月つきの視し線せんがむず痒がゆい。梨紗の制服を自分が着ているところをふと思い浮かべてしまい、気恥ずかしくなってますます梨紗の方を向けなくなる。あんなことを言われたら想像してしまうのはしょうがない、と必死に自分に言い訳する。

「じゃあますます潜せん入にゆう捜査楽しみじゃないですか」

「だよね！　あたしも倫子さん学校に連れてってみんなに自慢したいよ！　こういうすごい友だちがいるんだよってクラスのみんなに話しても信じてくれないし」

　勝手に盛り上がる梨紗と紅く朗ろうから倫子は顔をそむけて、銀ぎん座ざ通どおりのまばゆい光の河に目を向ける。なにが楽しみなんだ、と思う。遊びじゃないんだぞ。仕事だ。自分が持って生まれたこの呪のろわしい血と同じものが、世に垂れ流されて広まらないように、見つけ出し、焼き払うのがわたしの仕事だ。友だちだって？　梨紗は昔からこうだ。わたしの友人面づらして、近くにいようとする。

　わたしがおまえの母親になにをしたのか、知っているくせに。

「……梨紗はなにもわかってない。わたしは化け物なんだぞ。学校に連れていくなんて、冗じよう談だんでも言わないでくれ」

　梨紗は首を傾かしげた。

「わかってるって。倫子さんとは長いつきあいなんだから、そんな人じゃないって」

　だから、それがわかっていないというんだ。倫子は胸の中で毒づく。わたしは飢き餓が期きが来ればおまえたち全員が食い物に見えてくる。おまえたちが今この目の前にあるポテトやチキンに向けている目と同じだ。いいか梨紗、わたしはおまえの喉のど笛ぶえを食いちぎって噴ふき出す鮮せん血けつを顔中に浴びながら味わいたいという欲求を押し殺しているんだぞ？　堪こらえるのをやめたら、わたしはおまえを──

　倫子は席を立った。よほどひどい形ぎよう相そうをしていたのだろう、三人とも心配そうな目を向けてくる。

「警視庁かいしやに戻る」

　梨紗がなにか言いかけたが、倫子は無視して階段口に足早に向かった。

　地下鉄の車内でひとりになったところで、倫子はうなだれてドアの冷たいガラスに額ひたいを押しつけた。
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　次の日から、紅く朗ろうの携帯電話に梨紗からの連絡が入るようになった。待ち合わせ場所に向かう地下鉄内で、倫子が不ふ機き嫌げんそうに言う。

「なんで梨紗はおまえに連絡するんだ？」

　紅く朗ろうは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「リンコさんＬＩＮＥやってないからじゃないですか？」

　ぐむ、と倫子は言葉に詰まった。たしかにそんなアプリは入れていない。あれは友人同士で気軽にやりとりするためのものではないか。

「おれもやり方全然わかんなかったですけど、なっちゃんさんが設定とか全部やってくれたんです。スタンプもいっぱいもらいました。超楽しいです」

「遊んでるんじゃないんだぞっ？」

「は、はいっ、わかってます、勤務中は超ちよう真ま面じ目めなゴルゴ13とかのスタンプしか使わないようにしてますから！」

「そういうことじゃない！　だいたい梨り紗さもわたしに連絡すればいいのに」

「リンコさんもＬＩＮＥ入れればいいんじゃないですか」

　むっとした倫子は、そっぽを向く。

「おまえと一いつ緒しよにするな」

　なぜこんなに腹を立てているのだろう、と倫子は自分で疑問に思う。梨紗と紅朗が自分の頭越しに仲良くしているのがそんなにうらやましいのか。

　うらやましい？

　ばかなことを考えるな、と自分に言い聞かせ、わけもなく恥ずかしくなって地下鉄の車内を見回す。なにがうやらましいんだ。筑ちく摩ま川がわ部長じゃあるまいし。

　その筑摩川には、紅朗と梨紗が毎日のように連絡を取り合っていることがすぐに露ろ見けんした。

「桐きり崎さきぃッ！　きさま、なんで梨紗とＬＩＮＥやっとるんじゃあッ」

　朝一番に刑事部長室に呼び出された紅朗はまたしても筑摩川に張り飛ばされた。

「わしだって何度も何度も何度も何度も友だち申しん請せいしては無視されとるのになんできさまがうまうまと登とう録ろくされとるんじゃ！」

「なんで知ってるんですか、姐ねえさんのスマホ覗のぞき見ですか」

「そんな気持ちの悪いことをするか馬ば鹿か者ものが！　わしぐらいになれば梨紗がスマホの画面をフリックするときの肩の動きを見るだけで文面がわかるんじゃい！」

「そっちの方がきもいです」

「なんじゃとおおおおっ」

　筑摩川のアッパーカットの衝しよう撃げきで紅朗の身体からだは天てん井じようと床の間を二往復ほどバウンドした。

「わしだって、わしだって梨紗と親密なトークを交わしたくてスタンプを可愛かわいいのから笑えるのからシャレオツなのまで二百種類くらい買ってあるのに一度も使ったことがないんじゃ！」

「あ、じゃあおれと友だち登録しますか」

「なんできさまとせにゃならんのじゃッ」

　紅朗は怒声の圧力だけでドアまで吹っ飛ばされた。

「しかもきさま放ほう課か後ごに銀ぎん座ざで待ち合わせとか、で、でーとじゃと、け、け、けしからん」

　筑ちく摩ま川がわのこめかみに青々と血管が浮き上がる。

「ち、ちがいますよ仕事です、捜査のためですよ、学校で薬やっちゃってそうな生徒がいないかどうか訊きいてるんです、リンコさんが」

「言い訳を抜かすか！　わしのかわいい梨り紗さに──」

「言い訳じゃありません、ほんとうです。いいかげんにしてください部長」

　入り口そばでそれまで黙だまって見ていた倫子が冷ややかに言った。筑摩川はぐむっと喉のどを鳴らし、苦り切った顔のまま椅い子すに腰を下ろした。

「キングダムの件では捜査に関かかわるなと大おお村むらから伝えたはずじゃ」

「薬を買おうとしていた生徒たちについては一切なにもしていません。わたしが調しらべているのは薬を使ってしまった生徒がいないかどうかです」

「同じじゃろうが！」

「同じじゃありません。変わった様よう子すの生徒がいないか梨紗さんに注意して見てもらっているだけです。こちらから接触しているわけではありません」

「わしはあれの親父おやじじゃ、性しよう根ねはよく知っとる。そんなことを頼まれたら言われた以上に首を突っ込む」

「それは──」

　倫子は口ごもる。たしかに筑摩川の言う通りだ。

「余計なことはしないようにと言ってあります」

「当たり前じゃ。わしからも、金こん輪りん際ざい関わるなと言っておく」

　唇を嚙かみ、筑摩川の浅黒い渋じゆう面めんをにらみ返す。

「なにかわかったんですね？」

　確かく信しんはなかったが、訊たずねた。梨紗の高校の件が知れてからもう三日だ。なにかしら捜査の進展はあるはずだった。しかし筑摩川は低くうなった。

「きさまに教えることはない」

「いつまでそんなつまらない縄なわ張ばり意い識しきを押しつけるつもりなんですか。実務に支障が出れば監かん察さつも黙っていませんよ。矢や神がみはそういうところで馴なれ合う人間じゃありません」

「勝手に言っとれ。認可吸血鬼なんぞわしは認めん。どこの機き関かんがなにを認可しようが、わしにとってはきさまはやつら化け物のうちの一匹じゃ」

「おやっさん、それはひどいです！」

　壁かべ際ぎわで押し黙って話を聞いていた紅く朗ろうがいきなりデスクに詰め寄って言った。

「リンコさんのどこが化け物なんですか、市民のために戦ってる正義の味方ですよ！　おやっさんも上司なんだからそれくらいわかってるはず──」

「やめろ、桐きり崎さき」

　押し殺した声で倫子は制止し、紅く朗ろうの腕をきつくつかんで引き戻した。

「いや、でも、リンコさん」

「いいから、もう出るぞ」

　倫子はドアを押し開いて紅朗を廊下に蹴けり出し、「失礼します」と筑ちく摩ま川がわにおざなりに頭を下げて部長室を辞した。

「リンコさん！　あんなん言われて怒らないんですか！」

「……怒ってどうなる。それに、……部長にはあれくらい言う権利がある」

「なんですか、権利って」

「部長の奥様を殺したのはわたしだ」

　霜しもが降りたような沈ちん黙もくの中、二人ふたり分ぶんの足音が空々しく廊下に響ひびいた。半歩後ろをついてくる紅朗がどんな顔をしているのか、倫子には想像もつかなかったが、振り向いて確たしかめる気にもなれなかった。

　九きゆう課かに戻り、デスクに腰を下ろす。紅朗は無言でコーヒーメーカーのスイッチを入れた。こいつがこんなに長時間黙だまっているのははじめてだな、と倫子は皮肉に思った。

　そのうち話す、と約束したのだ。そろそろ、話しておくべきだろう。同じ課で働く、上司と部下なのだから。

「前に言っただろう。わたしには母親が二人いたって話」

　紅朗がうなずいたのが気け配はいでわかった。コーヒーメーカーの無ぶ遠えん慮りよな稼か働どう音おんがひととき倫子の言葉を遮さえぎった。

　産みの親と、育ての親。どちらも、倫子が殺した。

「母は、……衰弱死だ。わたしを育てるために血を吸わせすぎて……もともと身体からだが弱かったくせに……。わたしが九歳のときに、死んだ」

　ばかな人だった。わたしなんて棄すててしまえばよかったのに。そうすればわたしは野の垂たれ死じにするか、あるいは狼おおかみとして生きられただろう。

「それからわたしは、吸血種を研究している医学者のところに研究対象として預けられた。それが千ち紗さ先生。筑摩川部長の奥様だ。科か警けい研けんの研究員だった」

「……研究所で檻おりに閉じ込められて、ってことですか」

「ばか。そんなんじゃない。普通に生活してた。筑摩川家の里子みたいな扱いだったんだ」

　固化していた記き憶おくが融とけ出してくる。

　筑摩川千紗は言った。あんたたちがうらやましいよ、倫子ちゃん。年とらないし、長生きだし、怪け我がもすぐ治るしね。でもあんたたちはあんたたちで大変なんだろうね。食べ物はあたしらの血しかないし、感う染つるし、凶きよう暴ぼう化かするし。そういうの全部なんとかなったら、いいところだけ残って最高じゃない？　堂々と一いつ緒しよに暮らせるようになるでしょう。もともとほとんど同じ生き物なんだし。子供だってつくれるし。あたしはそういう研究してんの。夢があるでしょ。だからひとまずあたしたちだけでも堂々と一いつ緒しよに暮らそうよ。うち子供が産まれたばっかりで手て伝つだいもほしいし。

　信じられなかった。血がつながっているわけでもないのに、吸血種を自分の家に引き取る人間がいるなんて。

　吸血種を受け入れる学校などなかったため、千ち紗さはタブレットＰＣに大量の教材を詰め込んで倫子に与えた。時間があるときには勉強を見てくれもした。

　けっきょく能力なんだよ倫子ちゃん、と千紗は言った。どんだけ難なんがあろうとね、存在価値を証明すれば受け入れてもらえる。いずれ、そんな証明なんてなくてもあんたたちが受け入れられるようにするけど、それまでは頑張るんだよ。だれも文句を言えないくらい頑張るんだよ。胸張って一緒に暮らすためにね。

　勉強してどうなるのか、と倫子は訊たずねた。

　その先は自分で考えなさい、と千紗は言った。知ち識しきはただの道具だよ。使いようは、あんたが決めるの。

　倫子は、まだ乳飲み子だった梨り紗さの面めん倒どうを見ながら、ひたすら勉強した。

　思っていた以上に勉強に没頭できた。知識で世界が広がっていく感覚が楽しかったし、やればやっただけ成果が出るのも気に入ったし、なにより千紗が喜んでくれた。夫である筑ちく摩ま川がわも、この頃ころは妻の先せん鋭えい的てきな考え方の理解者で、無愛想ではあるがなにも言わずに倫子を見守ってくれていた。そして幼い梨紗は、ずっと倫子が子こ守もりをしていたせいか、母親よりも倫子になついていた。週に何度か科か警けい研けんに連れていかれて採血や投薬や種々の検査をされたが、それ以外のほとんどの時間を倫子は筑摩川家で過ごした。

　あの日々が続いていたら──と、何度むなしく想おもい描いただろう。

「千紗先生はわたしの体細胞からより確かく実じつな吸血種ワクチンをつくる研究を進めていたらしい。でも、その過程で──」

　倫子は唇を嚙かみしめ、その先の言葉の痛みをこらえる。

「──自分が感染してしまったんだ」

　その日のことを倫子は今でもはっきりと思い出せる。

　土ど砂しや降ぶりの雨の日だった。一歳になったばかりの梨紗が、無菌室の壁かべの向こうでしきりにぐずっていた。研究が山場でどうしても夜中に手が必要になり、筑摩川千紗は娘を連れて職しよく場ばに来ていたのだ。まだ十歳だった倫子は、無菌室の床にしゃがみ込んで、タブレットＰＣで数学の問題集を読んで時間を潰つぶしていた。第一世代の新しん鮮せんな血液を何度も採取する必要があるとのことで待たい機きさせられていたのだ。

　反対側の壁から、女の絶叫が聞こえて赤ん坊の泣き声をかき消した。大勢の足音が入り乱れ、泣き声を踏み潰した。先生、先生、と呼びかける声、押さえつけろとわめく声、ガラスの割れる音が押し寄せてきて、倫子は無菌室を飛び出した。赤ん坊は廊下のベビーベッドで泣きじゃくっていた。他ほかにどうすることもできず、倫子は赤ん坊を抱きしめて壁かべ際ぎわにうずくまった。警けい報ほう音おんが耳に刺さった。

　身を割さかれるような軋きしみが聞こえ、顔を上げると、蝶ちよう番つがいのちぎれたドアが倒れてコンクリートの粉ふん塵じんがもうもうと立ちのぼり、その向こうから不気味な輪りん郭かくの影かげがゆっくりと廊下に入ってくるところだった。

　女──であることは、かろうじてわかった。

　いや、ほんとうはだれであるかもわかっていた。認めたくなかっただけだ。ずたずたに裂けた白衣にも、その下の藤ふじ色いろのニットワンピースにも見み憶おぼえがあった。身体からだのあちこちがグロテスクに肥ひ大だい化かして、衣服を突き破って隆起していた。赤く燃もえる眼めが倫子を捉とらえた。倫子は縮ちぢこまったが、瞳ひとみの赤い炎からは不ふ思し議ぎと目をそらせなかった。魅み入いられていたのだ。

　女が涎よだれを床にぼたぼたと滴したたらせながら近づいてきた。倫子の肩をつかみ、血がにじむほど爪つめを食い込ませ、鋭するどく伸びた犬歯を剝むいて──

　倫子の腕の中で、赤ん坊がひときわ激はげしく泣きじゃくった。

　女の目の中の赤い炎が揺らぎ、薄うすらぐ。

　うめき声をあげながら後ずさり、のけぞり、また身を二つ折りにして悶もだえ、やっとのことで顔を上げ、倫子とその胸の赤ん坊を見た。

　梨り紗さ……とかすれた声で言い、手を差し伸べ、次の瞬しゆん間かん──

　千ち紗さは白衣の下から拳けん銃じゆうを引き抜き、自らの口に突き入れて引き金を引いた。

　銃声とともに天てん井じように鮮せん血けつの花が咲いた。

　倫子は呆ぼう然ぜんとしたまま、冷え切った廊下の床にくずおれた。頰ほおに飛び散った血と、腕の中で泣き続ける赤ん坊だけが、灼やけるように熱あつかった。

　なにが起きたのかを倫子が知ったのは何日も後のことだった。実じつ験けんに使っていた倫子の細胞が突然増殖を始め、培ばい養よう槽そうを突き破って飛び散ったのだという。至近距きよ離りで浴びた千紗は即座に感染した。本来、第一世代の細胞で感染しても凶きよう暴ぼう化かのおそれはないが、凶暴化の原因を突き止めるための遺い伝でん子し操そう作さを施されていたことがあだになった。通常ならばあり得ないほどの速度で千紗は凶暴化に至ったのだ。

　それでも彼女は、血の渇望に完全に塗りつぶされはしなかった。

　最後に残った母親としての意志で──自分を処理したのだ。

　あんな光景を、忘れられるはずがない。

　ふと我に返ると、目の前の机にマグカップが置かれて黒い湖面で自分の顔が歪ゆがんで揺れている。九きゆう課かのオフィスにいるのだということを思い出すのに少し時間がかかった。紅く朗ろうがコーヒーを淹いれてくれたのだ。倫子はいつものように、話してしまったことを後悔した。どうせ、返ってくるのは『おまえは悪くない』などという役に立たない慰なぐさめ言ごとばかりだ。

　けれど、紅朗は大きく息をついて言った。

「よ、よかったああああ。リンコさんも梨り紗さ姐ねえさんも、生きてたんですね。もう死んじゃうのかと思って、おれ、泣きそうに」

　倫子は啞あ然ぜんとして、ほんとうに半泣きになっている紅く朗ろうの顔を見つめた。

「生きてるにきまってるだろう。昔の話だぞ」

「そうなんですけど、おれ話聞いててほんと心しん臓ぞうばっくばくで、リンコさんも梨紗姐さんも死んじゃったらどうしようかって、よかったあ……。生きててよかったです。お母かあさんのおかげですよね」

　倫子はしばらく絶句し、「ばか」とだけつぶやいて机に伏せ、頭を腕で覆おおって紅朗から顔をそむけた。

　信じられなかった。いったいこいつはなにを考えているんだ。

　怒ったわけでも、不愉快に感じたわけでもなかった。どんな感情を表せばいいかわからなくてそっぽを向いてしまったのだ。とにかくこの男は調ちよう子しが狂う。

「それでリンコさん、どうなっちゃったんですか」

　紅朗が心配そうに訊きいてくる。

「筑ちく摩ま川がわのおやっさんが引き続き育ててくれたんですか」

「そんなわけないだろう。あの人は、あれ以来わたしをずっと憎んでる」

　妻の死の直後、筑摩川が自分に向けてきた、朽くちきった視し線せんを倫子は忘れられない。

「わたしは特別防疫局に引き取られた。千ち紗さ先生が残してくれたデータのおかげで、すぐに認可吸血種になれた。認可が下りなかったら、ほんとうに檻おりの中だった」

　特防局に収しゆう監かんされている《非認可》吸血種を、倫子も見せられた。扱われ方は実じつ験けん動物そのものだった。自分が最初に科か警けい研けんに引き取られた幸運を感かん謝しやせずにはいられなかった。

　十二歳の幼い倫子に、特防局の局長は言った。

　認可第十六号、あなたには一応の人権は認められるが、我々特防局の所有物です。ただし、いくつかの選択肢があります。まっとうな社会生活を送りたいのであれば、国家公務員しかありません。いくつかの吸血種対策関連部署が、認可吸血種を受け入れられます。また、平へい穏おんを望むのなら、隔かく離り生活に近いですが、可能です。あるいは完全なる自由を求めるのもいいでしょう。ここで私を殺し、逃げなさい。我々特防局は喜んであなたを殺処分します。

　三つ目の選択肢が冗じよう談だんなのか本気なのか倫子にはわからなかったが、正直なところ、どうでもよかった。母親と、その代わりとなる女性とを、続けて喪うしなったのだ。呪のろわしい血のせいで、二人ふたりとも死なせた。ここで逃げて撃うち殺されるのも悪くはないかもしれない。

　いや──

　約束したのだった。人間と一いつ緒しよに生きる、と。

　国家公務員というのは具体的にどんな仕事があるのか、と倫子は訊たずねた。

　局長は答えた。きまっているでしょう。吸血種を殺すんですよ。

　わたしに殺せるのか、と、人間にすればまだ六歳ほどの小さな体格だった倫子は訊たずねた。

　局長は答えた。殺せますよ。あなたは第一世代だ。すぐに強くなる。我々も殺す仕事をしているが、あなたたちが自分でやってくれるならその方がいい。

　倫子はぼんやり考える。この血が、母かあ様さまを、千ち紗さ先生を、殺した。この世から消してしまいたかった。同じように呪のろわれたこの血を持つやつらを、見つけた端から殺していく。やがて倫子だけが残る。そうしたら倫子は息をひそめてひっそりと、自分の永遠に近い寿命が尽きるのを待つ。人間と一いつ緒しよに生きる道なんて、それしかないように思えた。倫子はまだ幼かったし、自分以外の吸血種をほとんど知らなかったから、本気でそう考えていた。

　殺す仕事を、します。

　倫子の答えに、局長はぞっとするほど酷こく薄はくそうな笑えみを返した。

　十六号、あなたの選択を歓迎しますよ。

　倫子が勉強を続けたのは、千紗の教えのせいでもあったが、学んでいくうちにべつの選択肢も現れるのではないかと期待したからだった。けれど、無む駄だだった。

　大学を出た倫子は、内ない閣かく府ふの特定種防災局に入れられた。国の対吸血種政策が迷走していた頃ころに設けられた部局だった。各地の警けい察さつ本部に出しゆつ向こうして、吸血種の引き起こした重大事件の捜査に加わった。最終処理者として。

　何人も殺した。

　殺しながら、事実を認めないわけにはいかなかった。呪われた血の化け物など、どこにもいなかった。滅ぼすべき悪あく魔まなど、妄想の産物に過ぎなかった。殺処分対象はみな、事故で感染した不運な、あるいは永遠の命への渇望から感染した愚かな──人間だった。

　だとしても、どうしようもなかった。凶きよう暴ぼう化かに至ればもう治ち療りようのしようもない。放置しておけば被害が広がるだけ。凶暴化していなくとも、故意に感染を広めた吸血種は捜査の対象となり、殺処分任務が倫子に回ってきた。命いのち乞ごいをする者、恨うらみ言ごとを撒まき散らす者、同族殺しと罵ののしる者たちを、倫子は手にかけてきた。

　そうして今、倫子はこの場所にいる。警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ第だい九きゆう課かに。

　紅く朗ろうはじっと黙だまって、自分のマグカップに目を落としている。どんな思いで話を聞いていたのだろう。気になるが、とても訊きけない。倫子はコーヒーに口をつけて気まずさをごまかした。いつもよりもずっと苦味が舌に染みた。
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　その夜、倫子は紅朗を連れて北きた池いけ袋ぶくろに向かった。

　池袋駅北口から出てすぐの雑然とした通りを線せん路ろ沿ぞいに少し進み、ラブホテルや風俗店の並ぶ一角を過ぎると、中ちゆう華か料理店ばかりが並ぶ油っこい空気の一帯に入る。

『白はく竜りゆう軒けん』と書かれた黄き色いろい店頭看板の前で足を止めた倫子は、紅く朗ろうを振り返って言った。

「いいか、今日きようここで見たこと、聞いたことはすべて他言無用だ」

　紅朗は目をぱちくりさせる。

「は、はい。……ええと、リンコさんがおれに中ちゆう華か料理をおごってくれたなんて知られたくないってことですか」

「ばか。食事をしにきたわけじゃない」

　倫子は引き戸を開いて中に入った。

　テーブル席が四つ、カウンター席が六つの小さな店だった。もう夜の十時を回っているので客はだれもおらず、カウンターの向こうの湯気の充満する厨ちゆう房ぼうで大柄な男が仕込みをしているところだった。入ってきた倫子に気づき、目礼してくる。ざんばらの白髪を青い布でまとめた、朴ぼく訥とつそうな若い男だった。

「こんばんは、白竜パイロン。遅くにすまない。白麗パイリーは──」

　倫子がそう訊たずねかけたとき、勝手口が開いた。

「──倫子ちゃん！」

　そう言って満面の笑えみで店内に入ってきたのは、目に痛いほど鮮あざやかな紅べに色いろのチャイナドレスを着た若い女性だった。金糸で刺し繡しゆうされた竜や鳳ほう凰おうが胸にも裾すそにも躍おどっている。

「久しぶり、来てくれて嬉うれしいわ。……あら？」

　女性は紅朗に目を移して意外そうな顔になる。紅朗と倫子の顔を見比べて言った。

「珍しいわね、ひとりじゃなかったの？」

「桐きり崎さき紅朗、先月からうちの課かで働いている」

「桐崎です！」

　よくわからないまま紅朗は威勢良く頭を下げた。

「へえ、これまで同僚さんを連れてきたことなんて一度もなかったのに、どうしたの？　ようやく信頼できる相棒が見つかったってわけかしら？」

「冗じよう談だんでもやめてくれ、白麗パイリー」と倫子は渋い顔になる。「こいつは鈍にぶくてどんなひどい仕事を押しつけられても辞めそうにないんだ。当分うちの課にいるだろうから、この店も知っておいた方がいいと思って」

「ふうん？」

　白麗パイリーはにんまりと笑って倫子の顔を視し線せんで探ってくる。

「な、なんだその目は」

「なんでもないわ」と白麗パイリーは意地悪く言って紅朗に目を移した。「はじめまして、ここの店主の白麗パイリーよ。あっちの大きくて全然喋しやべらない子は」厨房をあごでしゃくって言う。「白竜パイロン。うちの料理人」

「桐崎紅朗です、リンコさんがいつもお世話になってます！」

　紅く朗ろうは厨ちゆう房ぼうの白竜パイロンにも深々と頭を下げた。

「ええと、それで……」

　なぜ中ちゆう華か料理店に連れてこられたのかまだわかっていない紅朗は、頭を上げて倫子や白麗パイリーの顔を見る。

「倫子ちゃん、教えてしまっていいのでしょう？」

　カウンター席に腰を下ろして白麗パイリーは訊たずねた。

「白麗パイリーがかまわなければ」と倫子は固い声で答える。

「私は、第二世代なの」

　白麗パイリーは紅朗に向かってさらりと言った。

　まるで、私は左利きなの、とか、三人姉妹の長女なの、といったなんでもないことを告げるときのような平然とした口く調ちようだった。だから紅朗は一いつ瞬しゆん意味が吞のみ込めなかった。

「白竜パイロンもそう。でも、認可、ではないわ。秘密にしておいてね、お巡りさん。うちの店けっこう評判いいから、畳まなきゃいけなくなったら常連さんたちが哀かなしむわ」

　そう言って白麗パイリーはいたずらっぽく唇をなめる。

　第二世代。吸血種なのだ。この女店主も、寡か黙もくな料理人も。

　リンコさんが他言無用って言ってたのはこういうことか。人間社会にひっそり隠れて暮らしてるマル吸きゆうはけっこういるって聞いてたけど、ほんとうだったんだなあ。
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「やっぱりあれですかね、マル吸きゆうの人たちって目も鼻も利くから舌も利くんですかね？　それで料理屋やってるんですか？」

　紅く朗ろうが思ったことを素直に口にすると、白麗パイリーは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた後で、腹を抱えて身を二つ折りにして笑い出した。

「倫子ちゃん、この子面おも白しろいわ！　あなたが相棒として認めただけあるわね」

　肩をひくつかせて白麗パイリーは言う。

「そんなんじゃないって言ってるだろう」と倫子は口を尖とがらせる。「ばかで無神経なだけだ」

　またなにかまずいことを言ってしまったか、と紅朗は白麗パイリーと倫子の顔をかわりばんこにうかがい、厨ちゆう房ぼうの白竜パイロンの顔もちらとたしかめる。

「じゃあ桐きり崎さき、おまえはここでちょっと待っていろ」と倫子が言った。「わたしは白麗パイリーと少し話があるから」

「えっ？　あの」と紅朗はまごついた。

「皿洗いでも手て伝つだってろ」

　そう言い残し、倫子は白麗パイリーに続いて勝手口に消えてしまった。ドアが閉まり、紅朗は店内に取り残される。

　白竜パイロンが長ネギを刻みながらこちらに視し線せんを投げてくる。あんなことを言っていたがおまえはどうするんだ、とでも言いたげな雄弁な無表情だった。

　しばらく途方に暮れた紅朗は、やがて腹をくくって、カウンターの切れ間を通って厨房に足を踏み入れた。

「よろしくお願ねがいします！」

　白竜パイロンは返事の代わりに台所用スポンジを投げてよこした。







「……で、今日きようはなにを知りたいのかしら？」

　店の二階にある家に倫子を引き入れた白麗パイリーは、籐とう椅い子すにしどけなく腰かけて訊たずねた。

　八畳ほどの客間は、壁かべが隙すき間まなく種々のタペストリで覆おおわれ、明かりは四隅の間接照明のみで薄うす暗ぐらく、果実系のアロマが焚たかれて息苦しいほどだった。

「『キングダム』という集団のことは知っているか？」

　倫子は慎重に言葉を選んで訊ねた。

　白麗パイリーは、中ちゆう華か料理店の店主という表の顔の他ほかに、いくつもの裏の顔を持っている。占い師。手配師。経営コンサルタント。そして──

「あら。それは高いわよ」

　情報屋、だ。

「でも、二口にまけておいてあげる。前払いでいただけるかしら？」

　倫子は口の中で苦いものを嚙かみ潰つぶし、飲み下し、あきらめてうなずいた。

　だからここにはあまり来たくないんだ、と胸の内でぼやく。紅く朗ろうを下に置いてきた理由は、話がしづらいのもあるが、なによりも情報料を支払っているところを絶対に見られたくないからだった。

　手招きされ、籐とう椅い子すに歩み寄り、促されるままに白麗パイリーの前に膝ひざ立だちになる。目の高さが合い、白麗パイリーの表情が蕩とろけていく。白麗パイリーは背もたれから身体からだを離はなしてこちらに顔を寄せてくると、倫子の両りよう頰ほおを包み込むようにつかんだ。手のひらの冷たさにぞっとした。

「……相変わらず、なんて美しいのでしょう」

　陶然としたため息まじりに白麗パイリーはつぶやく。親指がゆっくりと倫子の唇をなぞる。

「永遠に生きるにふさわしい美しさね……私もあなたに血の一滴、骨の一片まで貪むさぼり尽くされて、その美しさの一部になってしまいたいわ」

「いいからさっさとしろ」

　手のひらの間で顔を赤らめて視し線せんをそらし、倫子はぶっきらぼうに言った。

「そう。じゃあ」

　白麗パイリーが顔を斜めに傾け、近づけてくる。

「いただきます」

　唇を合わせた瞬しゆん間かん、全身にしびれが走る。倫子は身を縮ちぢこまらせる。蛇のような舌が口中に侵入してきて倫子の舌をからめとり、より熱あつい湿り気の中に引きずり込む。

「……ふ……ン……」

　鼻にかかった甘い声が自分のものか白麗パイリーのものなのか倫子にはもうよくわからない。

　やがて舌先にかすかな痛みが刺さる。

　啜すすられていく自分の血が舌に残す味は、罪の苦さだ。身体が急に冷えていくのがわかる。背筋が震ふるえる。白麗パイリーが官能的に喉のどを鳴らす。

　気が遠くなるほど長い──けれど実際にはほんの数秒の──口づけの後、白麗パイリーはゆっくり顔を引いた。血混じりの唾だ液えきが柘榴ざくろ色いろの唇を光らせている。

「……たまらないわ、真祖クドラクの血の味」

　倫子は手の甲で唇をぬぐって顔をそむける。

「変な呼び方をするな」

「あら、第一世代なんて味気ない呼び方、私たち久命種メトシエラの王にはふさわしくないでしょう？」

　情報屋『白はく竜りゆう軒けん』は現金のみならず様々な対価を要求する。倫子が求められるのはきまって血だった。第一世代の血は非常に美味なのだという。

「だいたい、なんでいつもこんな吸い方をするんだ。首でも腕でもいいだろうに」

　むすっとした顔で文句を言い、舌を歯の裏にこすりつける。血を吸われた痕あとはすでに再生してふさがっているが、啜り出された感触はまだ残っていた。

「キスも込みで料金なのよ。あなたのような麗うるわしい人の唇を味わえる機き会かいがあるというのに、首だの腕だの胸だの太ふと腿ももだの、つまらないところからいただきたくないわ」

「胸も太腿も言ってないぞっ」

　倫子は思わず声を張り上げ、それから咳せき払ばらいして羅ら紗しや張ばりの丸まる椅い子すに腰掛ける。

「支払いは終わったんだ。早く話してくれ」

　白麗パイリーはくくっと笑い、傍かたわらの硝子ガラス製のコーヒーテーブルに置いてある二つのグラスに水差しから水を注つぎ、一つを倫子にすすめ、もう一つを飲み干した。

「『ダイヤモンド・キングダム』の話だったわね」

「ダイヤモンド？」

「正式名称よ。そう呼んでる人はほとんどいないけれど。たいていキングダムと呼ぶか、あるいはもっと簡かん単たんに『あいつら』と呼ぶか……」

　空のグラスがテーブルに置かれる。

「噂うわさを聞くようになったのはここ半年くらいのことね。積せつ極きよく的てきに血を増やして、どんどん組そ織しきを大きくしていたみたい」

「組織というのはどの程度の？　互助会みたいなものか？」

　人間社会に潜せん伏ぷくする吸血種はゆるやかにつながりを持って情報や食しよく糧りようを融ゆう通ずうしあっていることが多い。この白はく竜りゆう軒けんもそうしたネットワークの要かなめのひとつだ。けれど白麗パイリーは首を振る。

「そんな生やさしいものではないようね。厳きびしい規則があるというし、リーダーの……キングと呼ばれている人物には絶対服従だというし」

「そのキングが何者なのかはわかっているのか」

　白麗パイリーはかぶりを振った。

「ほとんど人前に出ないらしいの。わかっているのは若い男だということくらい。若いといっても見た目の話だろうから、素性の手がかりにはあまりならないわね」

　倫子もうなずいた。吸血種は感染した時点で肉体的な加か齢れいが劇げき的てきに遅くなり、ある段階で完全に止まってしまう。停止年齢にも個人差があり、実際年齢は不明であることが多い。他ほかならぬ白麗パイリーも、肌つや良く皺しわもないが六十歳を超えていると聞く。

「組織の構成員がみんな第三世代だから、おそらくキングは第二世代。東とう京きように根を張っている第二世代なら私が知らないわけがないから、最近東京に流れてきたんでしょうね。大したやつよ。こんな短期間に、かなりの人数分の血液調ちよう達たつルートを確かく保ほしたんだから」

「資金力もかなりあるはずだな。商売も組織的にやっているのか？」

「倫子ちゃんが訊ききたいのは例の薬のことね？　ヴァンピーになりたい若い子たちに売りさばいているっていう」

　倫子はうなずいた。Ｆ大学の件は白麗パイリーの耳にも当然入っているはずだから、警けい察さつが今どんな線せんを追っているのかもだいたい推おし量はかれてしまうわけだ。

「哀かなしい話ね。こんな身体からだに、自分からなりたがる人間がいるなんて。しかもまだ残りの人生がたっぷりある若い子がね」

　自分の胸元に手をやって長いまつげを伏せ、白麗パイリーは嘆息する。

　人間が吸血種になりたがるというのは珍しい話ではない。理由は、まず不老長寿だ。吸血種は老おいることもなく、肉体の多少の損傷もすぐに再生してしまうためにほとんど死なない。永遠に等しい命を渇望する者は少なくない。

　ただ、そういった欲望を抱くのは老人ばかりだと思っていた。それが、若者までファッション感覚で吸血種に憧あこがれ、薬を買い求めるとは。憤いきどおりを通り越してむなしさを感じる。

「その『ダイヤモンド・キングダム』が薬を捌さばいているという噂うわさは？」

「薬の売人たちは『キングダム』を名乗っているらしいわね。でも……」

　白麗パイリーは言葉を切って宙をにらむ。

「どうも引っかかるのよ」

「……なにが？」

「出回っている薬は第五世代にしてしまうものでしょう。じきに凶きよう暴ぼう化かして処理されるかわいそうな子たちを増やすだけの代しろ物ものよ。『キングダム』がそんなことをするかしら。彼らは志し願がん者しやが現れても、すごく厳しい審しん査さをしてようやく血を分け与えて仲間にするらしいの。もちろん理性を保てる第三世代にする。そうでなきゃ組そ織しきなんて保てないし」

「薬をばらまいているのと行動基準が一貫していない……ってことか？」

「ええ」

　大おお村むらも、キングダムについて今の白麗パイリーと似たようなことを言っていた。安い血を広めるようなやつらではない、と。

「仲間にするのとはべつに、金づるにするための薬を作ってるってだけのことじゃないのか。宮みや地じ栄えい市いちの母親の証言では、宮地栄市は週に一度は薬代だと言ってかなりの額がくの金をせびってきたらしい。おそらく、最初に薬で感染させて、その後発作を抑える薬を売りつけて搾しぼり取るのが連中のビジネスだ」

「そういうやり口なのはわかるわ。ただ……」

　しばし口ごもった白麗パイリーは空のグラスのふちを指でたどった。硝子ガラスのかすかな啜すすり泣きが沈ちん黙もくの中で響ひびいた。

「どうにもね、違和感があるのよ。私だって彼らのことをほとんど知らないわ。でも、私にあまり情報が入ってこないということは、彼らの組織の作り方や動かし方が周到だということ。なのに、一般人を相手に『キングダム』の名前を見せびらかして阿あ漕こぎな商売をする──そんな愚かな連中には思えないのよ」







　白麗パイリーとの話を終えて一階の店に戻ると、紅く朗ろうは厨ちゆう房ぼうの洗い場で泡まみれになっていた。

「あっリンコさん、見てください、おれ洗剤の泡で五重塔つくれるようになりました！　白竜パイロン兄にいさんはまだ三重までしかつくれないんですよ、おれの勝ちです！」

　隣となりで流しを食い入るようにのぞき込んでいる白竜パイロンの悔しげな顔にもあちこちに白い泡がくっついてた。倫子はため息をついた。あの気むずかしい白竜パイロンと、よくも初対面でいきなり遊べるものだ。

「だれが遊べって言ったんだ。さっさと片づけろ。白竜パイロン、邪じや魔ましたな」

　店の外に出て紅朗を待つ間、倫子は二階の窓の赤あか紫むらさき色いろの明かりを見上げ、白麗パイリーの話してくれたことについてじっと考えていた。

『キングダム』は金のために薬の密売に手を染めるような愚ぐ連れん隊たいだとは思えない……。

　彼女の勘が正しいとしたら、薬をさばいているのは何者だ？

　わからない。材料が足りなすぎる。しかし何者であるにしろ、赦ゆるせなかった。絶対に野放しにしておけない。こんな呪のろわれた穢けがらわしい血を、広めているなんて。




　　　　　　　[image: 区切り]




　翌朝、筑ちく摩ま川がわが鬼の形ぎよう相そうで九きゆう課かオフィスに駆け込んできた。

「梨り紗さはどこじゃ！」

　コーヒー豆の補充をしていた紅朗の襟えり首くびをつかんでねじりあげ、ロッカーに押しつける。豆が夕ゆう立だちのような音をたてて床に散らばった。

「きさまなにか知らんか、梨紗から連絡はッ」

「……し、知りません……」

　すさまじい膂りよ力りよくで胸を圧迫された紅朗は身をよじりながら切れ切れの声で答えた。

「なにしてるんですか部長っ」

　庶務から戻ってきた倫子が筑摩川の背中に険しい声を浴びせる。筑摩川は歯を軋きしらせ、手をはなした。紅朗は床に崩れ落ちそうになり、ロッカーに手をついて身を立て直した。

「……梨紗が昨日きのうから帰っとらん。わしは徹てつ夜や明あけで、今け朝さ風ふ呂ろだけ浴びに家に戻ったが、洗せん濯たく物ものも洗い物もそのままじゃった。学校にも連絡したが来とらんと言われた」

　倫子と紅朗はほとんど同時に自分の電話を確かく認にんした。メールも着信もない。梨紗にかけてみるが、つながらない。電波の届かない場所にいるか電源を──という音声が返ってくるばかりだ。紅朗がはっと顔を上げて言った。

「なっちゃんさんにかけてみます！」

　操そう作さしようとしたその電話が鳴り出す。紅朗は目を剝むいた。久く瀬ぜ七な月つき、という発信者の名前が表示されている。

「もしもし！」

『……紅く朗ろうさんですか？　ぼくです』

　泣き出しそうな七な月つきの声が電話の向こうから聞こえてくる。

『梨り紗さちゃんが、その……昨日きのう、ぼ、ぼくの代わりに、あの、先せん輩ぱいたちのところに話をつけにいくって、それで、その、今け朝さになっても学校来てないし、連絡もないし、なにかあったんじゃないかって』

　紅朗は目を見開き、筑ちく摩ま川がわの顔を見た。

「だれじゃ」

　問われ、紅朗はしどろもどろになりながらも説明した。筑摩川は眉み間けんを皺しわで木の根のように盛り上げて低い声で言った。

「わしに代われ」

　気け圧おされた紅朗が七月に「ちょっと部長が話したいって言ってるんですけど」と伝えるや否や筑摩川は電話をむしりとって耳にあてた。

「お電話代わりました、突然で申し訳ありません、警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶの筑摩川と申します」

　筑摩川の慇いん懃ぎんな喋しやべり方かたを紅朗ははじめて聞いて背筋が軋った。さっき怒声を張り上げて駆け込んできたときよりもよほど恐ろしかった。電話の向こうで七月が縮ちぢみあがっているのではないかと紅朗は心配になった。

　話し終えて電話を紅朗の手に突っ返した筑摩川は、大おお股またで九きゆう課かを出ていった。

「大おお村むらァッ！」

　捜査一課長を呼ぶ声が荒っぽい足音とともに遠ざかっていく。







　目的地へと向かう車中で、大村が倫子と紅朗に説明してくれた。

「カツアゲ高校生の件と宮みや地じ栄えい市いちの件がつながってるってこたぁとっくにわかってたんだ」

　助手席の倫子は膝ひざの上で拳こぶしをきつく固めた。そんな重要な情報も、今まで知らされていなかったのか。

「高校生どもが薬の売人とはじめて逢あった場所を、なんとか思い出させた。恵え比び寿すにあるクラブだ。その店の名刺が、宮地栄市の部へ屋やからも出てきた」

　倫子は後部座席の大村を振り返る。運転席の紅朗は、まだよく話が吞のみ込めていないのだろう、ハンドルを握って、前を走るパトカーの尻しりを食い入るように見つめている。

「その店が『キングダム』の根城ってことですか？」

「根城ってほどでもないが、キングを名乗る羽振りのいい若い男が常連にいたのはたしかだ。店員に聞いたが、ノーフレーバーのウォッカしか頼まない、煙草タバコの煙を異様に嫌いやがる、妙に耳がいい、マル吸きゆうの特徴にいくつも合致する」

　吸血種はアルコールを好むが癖くせの強い酒は嫌うことが多い。そして聴ちよう覚かくも嗅きゆう覚かくも人間の何十倍も鋭えい敏びんだ。なんの証拠にもなりはしないが疑う材料にはなる。

「店に張り込んで、昨日きのうキングの住ヤ居サを突き止めた」

　それが、いま向かっている代よ々よ木ぎのオフィスビルだという。

「張ってる宇う佐さ見みから昨日の深夜、報告があったんだ。ワゴン車が駐ちゆう車しや場じように入ってった」

　そのワゴン車の画像を七な月つきの携帯に送って確かく認にんしてもらったところ、『昨日、見た憶おぼえがある気がする』との返答があり、こうして捜査一いつ課かに総動員がかかったのだ。

　七月は昨日、例の恐喝生徒たちから学校の近所のファミレスに呼び出された。警けい察さつから事情聴取を受けたことで彼らは激げき怒どしていたという。梨り紗さは店までついてきたうえに「あたしが話つけるから七月は帰りな」と言い出した。ひとりで行かせるのは不安だったが、七月がいるとかえって話がこじれる、と強く言われて引っ込むしかなかった。帰りしなにファミレスの駐車場でそのワゴン車を見かけたのだという。

『ごめんなさい、ぼくが、ぼくが……』

　先ほどの電話で七月は泣きじゃくっていた。

　おそらく、と倫子は思う。警察が動いたことを密売グループが勘づき、七月や梨紗を呼び出させたのだ。あるいは梨紗は自分の父親が刑事部長であることまで言ってしまったのかもしれない。

　切せつ羽ぱ詰つまった連中は──梨紗を拉ら致ちした。

　夜になってＬＩＮＥに梨紗から「大丈夫だった」とのメッセージが入っていたというが、これはおそらく犯人グループが打たせたものだろう。以降、梨紗とは連絡がとれていない。ビルに入ったワゴン車が梨紗を乗せていたのだとしたら拉致されてからもう十時間以上経たっていることになる。

「昨日の時点でわかってたら……すぐに乗り込んだのにな……くそッ」

　大おお村むらは悔しげに言って自分の拳こぶしに膝ひざを叩たたきつける。

　梨紗、深入りするなとあれだけ言ったのに。わたしがもっときつく言っておけば。いや、最初にキングダムの話を聞いたところで、筑ちく摩ま川がわや大村の横よこ槍やりなど無視して恐喝生徒たちを強引に取とり調しらべておけば。

「令状はとれたんですか」

　倫子は振り返らないまま後部座席の大村に訊たずねた。

「いま部長が裁判官を急せかしているところだろう。部長なら現場到着げんちやくしたらかまわず突っ込めと言い出すかもしれん、娘さんが捕まってるんじゃ……」

「わたしは部長がなにも言わなくてもそのつもりです」

「おい櫻さく夜や、おめェも警察官だってことを忘れンなよ。連中の住ヤ居サは普通のオフィスビルなんだ、もうとっくに勤務時間なんだぞ」

「連中のねぐらは何階ですか」

　大おお村むらは歯を軋きしらせた。教えたら、すぐに殴り込むことを認めてしまうようでためらわれたのだろう。しかしけっきょく呻うめくように言う。

「最上階のいちばん奥だ」







　その八階建てのオフィスビルの一ブロック手前の路上で紅く朗ろうは車を停とめた。車道沿いには覆ふく面めんパトカーが連なって駐とめられていて、そろいもそろって地味なトレンチコート姿の刑事たちが路上に次々と出てくるところだった。倫子もすぐにシートベルトを外して車外に飛び出した。降り出しそうな暗い曇くもり空ぞらから冷たい風が吹き下ろしていた。

　先頭の一台のまわりに集まっていた男たちの中に、場違いなくらい目立つカシミアのコートの後ろ姿があり、倫子は顔をしかめた。矢や神がみだ。向こうも振り向いてこちらに気づく。

「櫻さく夜や君！」

　険しい顔で駆け寄ってくる。

「なんでおまえまでいるんだ、矢神」

　まだなにを言われたわけでもないのに責める口く調ちようになってしまう。

「きみもこっちに来ると聞いたからだよ、僕は九きゆう課かの監かん察さつを任されてるんだから！」

　監察というのは現場にまでしゃしゃり出てきて口を挟む仕事じゃない、と言おうとしたが、言われて引っ込む男でもないので言葉は胸の内に押し込めておいた。

「捜索令状はまだ出てないんだからな、先走って勝手なことはするなよ、きみがなにか問題を起こしたら対吸血種専門部署の是非まで問われることに──」

「黙だまってろ」

　倫子は怒りをにじませて矢神の身体からだを押しのけた。よろけた矢神を、ちょうどやってきた紅く朗ろうが支える。

「おつかれさんです矢神さん、さっそく失しつ神しんですか！」

「さっそくってなんだ、気を失ったことなんて一度もないぞ、きみはあいかわらず失礼なやつだな、あっ櫻さく夜や君、待たないか！」

　くだんのビルの正面玄関が見える辻つじの街がい路ろ樹じゆの陰に、見み慣なれた顔の二人ふたりが立っていた。捜査一課の宇う佐さ見みと樺かば沢さわだ。どこかに電話していたらしい宇佐見は耳にあてていた携帯電話を下ろして苦々しそうな顔で倫子をにらんでくる。

「櫻夜警けい部ぶ、今すぐ突っ込むなんて言わんでくださいよ」

「状況によってはそうします、なにか動きは？」

「あんたに教える義務は──」

　言いかけた宇佐見は倫子の肩越しに目をやって口をつぐんだ。大村がいらだたしげな早足でやってくるところだった。

「今どうなってる」と大おお村むらは二人ふたりの部下をにらむ。

「中に六人配置してエレベーターと非常階段を張らせてますが、動きなしです」

　宇う佐さ見みが低い声で報告し、樺かば沢さわに目を移す。

「……連中、ブラインドの隙すき間まからたまに外をうかがってるんで、おそらくもう囲まれてることには気づいてるでしょう」

　小型の双そう眼がん鏡きようを手にした樺沢は浅黒い顔を歪ゆがめて言った。倫子は奥歯を軋きしらせて最上階に目をやる。全面の窓にブラインドが下ろされている。気づかれている。梨り紗さが危ない。いや、もうとっくに──やめろ、そんなこと考えるな。

「令フ状ダが出るのを待ってられませんよ」と宇佐見が焦りのにじむ口く調ちようで言う。「任意でいいから踏み込みましょう、ビルの管理人に頼んで八階の電源切ってもらって」

「馬ば鹿か野郎、あっちはマル吸きゆうだ、暗くら闇やみじゃあ俺おれたちの方が不利だ」

「こうしてる間に部長のお嬢じようさんが──」

　言い合う刑事たちの言葉を断ち切って、オフィスビルの方から悲鳴が聞こえた。

　一人ひとりのものではない。何人もの女の悲鳴だ。倫子も他ほかの刑事たちも辻に出てビルを見やった。二階のオフィスのガラス窓から、中がかろうじて見える。この距きよ離りでも、大勢の社員たちが恐慌をきたして逃げ惑っている様よう子すがわかる。なにがあった？

　大村の胸ポケットで電話が鳴った。

「中、なにがあったッ？」

　電話に出るなり大村がそう訊きいたので、おそらく相手はビル内で待たい機きしている刑事だ。返事を聞いた大村の顔が歪ゆがむ。

「……連中が下まで来たってことか？　ちがう？　……四階でも？　おいどういうことだ、八階で張ってるやつから報告は？　ないってどういうことだ！」

　大村は倫子に目を向けてひそめた声で言った。

「感染者が出た。二階の会社の社員と、四階の清掃員だ」

　言葉の途中でまた電話口の向こうの刑事ががなり立てるのが聞こえ、大村は目を剝むく。

「管理人も？　どうなってんだ、マル吸きゆうどもが下りてきて隠れてンじゃねえのかっ？」

　宇佐見は救急車を呼び、樺沢は帯同している医者を連れてこようと車の方へ走り出す。倫子に追いついてきた紅く朗ろうと矢や神がみはわけがわからないといった顔でビルの騒さわぎを見ている。大村の携帯には次々にビル内からの報告が飛び込んでくる。六階の給湯室でも女子社員四人が突然倒れ、吸血種感染特有の発作を起こしている。三階のトイレで感染したとおぼしき男子社員に何人かが襲おそわれた……。

「なんなんだ、ビル全体じゃねえか、どういう──」

　倫子は大村の肩をつかんだ。大村はぎろりと倫子に目を向ける。

「なんだッ」

「水道です、水場に絶対近づかないように全ぜん館かん放送で呼びかけてください、それから早く全員退たい避ひさせて！」

　大おお村むらが呆あつ気けにとられたのはほんの一いつ瞬しゆんだった。すぐにかっと目を見開く。

「やつら薬をぶち込みやがったのかッ」

「な──」

　後ろで聞いていた矢や神がみも啞あ然ぜんとする。しかし、この急きゆう激げきな感染の広がりは他ほかに説明がつかない。おそらくはこちらの撹かく乱らんを狙ねらって、大量の吸血種化薬を貯ちよ水すい槽そうに放り込んだのだ。

「くそッ」大村は携帯電話を握にぎり潰つぶしそうな勢いでポケットに突っ込んだ。「全員ビル住人の避ひ難なんと感染者確かく保ほにあたる！」

「売人どもはどうするんですか！」と宇う佐さ見みが目を剝むく。

　大村は倫子と紅く朗ろうを振り返った。

「突っ込め」

　押し殺した声で倫子に言う。

「おまえら二人ふたりだけでだ。なにやってもいい、片づけろ」

「大村課か長ちようっ」矢神がいきり立って大村と倫子の間に割って入ろうとする。「今のは聞き捨てなりませんよ、そもそも令状もまだ──」

「うるせえ若造。俺おれが全部責任かぶるっつってんだ」

　大村は矢神のコートの襟えり首くびをつかみ、歩道の植え込みに突き飛ばし、倫子にまた向き直る。

「行け」

　倫子は走り出した。

　ビルの玄関口から感染者たちがストレッチャーに縛しばりつけられて次々に運び出される傍かたわらを走り抜け、非常階段を駆け上がる。紅く朗ろうの足音が追いかけてきた。







　血のにおいには、七階を過ぎたあたりですでに気づいていた。最上階の非常口を開ける直前には紅朗さえも気づいたらしく顔をしかめた。訝いぶかっているひまなどなかったから倫子はすぐにノブを引いた。

「うっ」

　目も鼻もちくちくと痛むほどの臭気だった。

　紅朗が倫子を押しのけて廊下に足を踏み入れる。

「おい桐きり崎さき！」と倫子も追いかけてオフィス内に入った。無表情なリノリウムの床に二人分の足音が不気味に粘ねばりついた。ぞっとするくらい静かだった。換気扇の音しか聞こえない。おかしい。気け配はいすらない。なぜだ？　騒さわぎに乗じて全員逃げたのか？　でもエレベーターは刑事たちが押さえていて非常階段は今しがた上ってきたのだから退路はどこにもないはずだ。固まって息を殺して隠れている？　それならこの血のにおいはなんだ？

　廊下の左手にあったドアを開けてみた。病院か学校の研究室を思わせる部へ屋やだった。棚に試薬の瓶が並び、蒸じよう留りゆう器きや濾ろ過か器きや顕けん微び鏡きようが机に設しつらえられ、試し験けん管かんが林立していた。予想以上に組そ織しき的てきに薬を製造していたのだ、と倫子は寒気をおぼえた。

　研究室を出たとき、廊下の先の方からか細いうめき声が聞こえてきた。倫子と紅く朗ろうは息を吞のんで走り出した。

　もうひとつの部屋は血の海だった。

　十二畳ほどの広さの床はまさしく踏み場もないほどに赤黒い溜たまりで覆おおい尽くされ、ソファベッドも、テレビも、クッションもテーブルも本棚も、なにもかもが汚れていた。あまりにも凄せい惨さんな光景に倫子は、あちこちに横たわっている輪りん郭かくもよくわからない塊が死し骸がいであることに気づけなかった。

「リンコさん、これ……まさか梨り紗さ姐ねえさん……」

　紅朗が隣となりでつぶやき、中腰でかがみ込み、ちょうど足下に転がっていたそれに顔を近づけた。かろうじて人の形をしているとわかった。倫子は手が汚れるのも気にせずにその骸むくろの肩に手をかけて顔を上に向けさせた。

　男だった。ねじきれそうな恐怖の表情が死に顔にこびりついている。

　しかも、これは──

「マル吸きゆう……ですか？」

　紅朗の言葉に倫子は身をこわばらせてうなずく。眼球にほの赤い光が残り、口こう腔こうに溜たまった血の中で折れた歯が震ふるえながら弱々しく再生を試みている。

　しかし、絶命しているのはあきらかだった。胸の真ん中にばっくりと穴が空き、飛び出した肋ろつ骨こつの奥に空洞が見えている。心しん臓ぞうが、ない。

　この殺し方は──素手で心臓をつかんで引き抜く、最も確かく実じつな処理方法は、吸血種が吸血種を殺すときのやり方だ。

　あらためて室内を見回す。死体が五つ、六つ……血の汚れもかまわずあらためて回る。どれも若い男で、同じように心臓を抜かれて死んでいた。再生力を振り絞ってあがく末まつ期ごの湿った音が這はい寄ってくる。なぜ。だれが。

「……ぅ……」

　先ほどのうめき声がまた聞こえた。半ば放心していた紅朗がぱっと顔を上げ、ぐちゃぐちゃに濡ぬれた絨じゆう毯たんの床を横切って部屋の奥のドアに駆け寄った。

　押し開くと、中は小汚いベッドルームだった。コンビニのポリ袋に突っ込んだままのゴミが床に放置され、雑誌が机にも床にも積つみ上げられている。血の汚れは表の部屋ほどではなかった。壁かべとシーツを染めているものだけだ。

　死体はひとつだけ。もはや元々が何色だったかもわからない血まみれのパーカーとデニムを着た男が、ベッドに足を投げ出して壁かべに背中をもたれ、うなだれていた。

「なんだこりゃあ……」

　紅く朗ろうがそんな言葉を漏らす。

　倫子も目を上げ、ようやく気づく。壁につけられた血けつ痕こんは、文字だ。何者かが──おそらくはこの吸血種を殺した犯人が、残していった血文字。
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　……偽りの王……？

　再びベッドの屍しかばねに目を落とし、ふとそれを見つけ、倫子は手を伸ばして屍の腹の上からつまみ上げた。

　一枚のトランプだ。ダイヤのキング。

　ダイヤ。

　ダイヤモンド・キングダム。

　偽りの王。

「……ぅっ、……ぁ、っく、ぅう……」

　先ほどよりもいっそうはっきり聞こえてきたうめき声に倫子は我に返る。

「梨り紗さ姐ねえさんッ」

　紅朗がベッドの足下に毛布をかぶせられて横たえられていた小さな身体からだを抱き起こすところだった。

「姐さん、大丈夫ですか姐さん、おれです桐きり崎さきです、リンコさんも来てます、もう安心ですよ助けにきたんですよ！」

「……くろーさん……ゃ、あ……あ、ぐ、っぐぐ」

　紅朗の腕の中で倫子は身をよじる。制服のあちこちがずたずたに裂けているが、倫子にはそれが自分の爪つめで引き裂いたものだと一目でわかった。唇が急きゆう激げきな充血で桑の実のような色に染まり、目には真まっ赤かな炎がときおり燃もえ立っている。

　呪のろわしい、赤い光が。

　血がにじむほど唇を嚙かみしめ、叫んだ。

「桐崎ッ、早く病院に運べ、すぐに極低体温治ち療りようだ！」

「は、はいッ」

　そのとき倫子は総毛立つほどの不吉な気け配はいを感じて、仮眠室を出ようとしていた紅朗の脇わきをすり抜けて廊下に飛び出した。

「リンコさんっ？」

　紅く朗ろうの驚おどろく声も耳に入らなかった。廊下を抜けて鉄てつ扉ぴを押し開く。壁かべや床についた血けつ痕こんをたどり、屋上に続く階段を駆け上がった。

　倫子がドアを開くと、手すりに手をかけていたその人ひと影かげが振り向いた。強まり始めた冷たい風に、フードを縁ふち取どる毛皮がざわついて揺れている。深緑のロングコートのボタンを上から下までぴっちりと留めており、そのせいで常じよう人じん離ばなれした体格がはっきりと見てとれる。

　顔は──わからない。

　フードの奥には、ピエロのような白塗りの仮面があった。泣き笑いの目の下には、トランプのスペード、ハート、クラブ、そしてダイヤ。

　地肌が見えている部分は両手だけだ。

　けれど倫子にはそれでじゅうぶんだった。知っている。だれよりもよく知っている。あの柱ちゆう状じよう石せきのように硬質化した肌は──第三世代以上の吸血種が、自らの意志で活性化した証あかしだ。

「……おまえが、全員殺したのか？」

　問うまでもなかった。深緑のコートの裾すそにも袖そでにも血が染みこんでいたからだ。仮面は答えない。ただ、目の部分に切られた穴の奥で深しん紅くの火がぼんやりと灯ともるだけだ。

「だれだ。『キングダム』の者か？」

　屍し体たいの腹に置かれていたカードを思い出す。ダイヤのキング。あれは、名乗りではないのか。偽りの王を殺しに来たこいつは──
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「おまえが本物のキングか？」

　コートの下でかすかに筋肉が緊きん張ちようするのがわかった。次の瞬しゆん間かん、倫子はほとんど無む意い識しきにコンクリートの床を蹴けっていた。巨大な風の塊が倫子の頰ほおをかすめた。腹をえぐろうと突き出した拳こぶしは、はためいたコートの裾すそだけをむなしく貫いた。

「──くッ」

　視認不能の速さで振り上げられた爪つめを倫子は勘だけで首を傾け皮一枚で躱かわしていた。裂けた頰から血が風に散った。身を低くして振り向き、手すりを背にする。

　仮面の吸血種は、かなり離はなれた屋上隅の手すりの上に立ってこちらを見下ろしていた。ごく細い足場で、風にもあおられているというのに、微動だにしていない。殺意が倫子との間に張り詰めていた。

　だめだ。殺やられる。倫子の首筋を、背筋を、凍りかけの油のような絶望が伝い落ちていく。活性化せずに戦える相手じゃない。ここには桐きり崎さきもいない。迂う闊かつだった。頭が熱あつくなって、気け配はいを感じるままにやってきてしまった自分を倫子は恨うらんだ。せめて桐崎が梨り紗さを連れて外に出る時間は稼かせがなければ。

　そのとき、くぐもった声が聞こえた。

「……狼おおかみが、なぜ……る？」

　仮面の奥から発せられた問いだった。風にほとんどかき消されていたが、倫子の耳にはたしかに言葉が届いていた。

「おまえ──」

　一歩にじり寄った瞬しゆん間かん、仮面の吸血種が手すりを蹴った。

　反射的に倫子は身を縮ちぢこまらせた。しかし、相手が身を躍おどらせたのは──

　手すりのあちら側だった。

「──っ？」

　息を吞のむ。深緑のコートの裾が風を孕はらんで大きく広がり、吸血種の屈強な身体からだが虚こ空くうにほんのひととき漂い、それから消える。

　倫子は手すりに駆け寄った。

　身を乗り出して見下ろすと、暗い緑の影かげがぐんぐん小さくなっていく。と、アーミーパンツの太い脚が打ち振られ、ビルの壁へき面めんを蹴った。倫子の足にまで衝しよう撃げきが伝わってくるほどのすさまじい蹴りだった。緑の影はその反動で落下軌道を大きく変え、身を小さく折りたたみ回転しながらゆるやかな抛ほう物ぶつ線せんを描いて遠ざかっていく。眼下の車道のはるか高みを軽々と超え、向かい側の背の低いビルの屋上に落ちる。

　倫子が下の刑事たちに連絡しようと携帯電話を取り出したとき、緑の影はすでに再び屋上から跳びたち、ビルの向こう側に姿を消していた。

　電話が倫子の手から滑り落ちる。

　膝ひざが落ちる。手すりの棒をつかんで、へたり込むのをようやくこらえる。

　皮ひ膚ふを覆おおい尽くしていた緊きん張ちようが少しずつ剝はがれ落ちていく。吐息が何度も喉のどに引っかかる。おそらく眼下でずっと鳴り続けていたのであろうサイレンの音がようやく耳に染み込んでくる。携帯電話を震ふるえる手で拾い上げる。

　まだ終わっていない。梨り紗さはどうなった？　いや、桐きり崎さきに任せたんだ。わたしは現場の保全と検証だ。仕事をしなきゃ。仕事を……。

　倫子はまだしびれの残る足を引きずって階段室のドアに向かった。
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　倫子が科か学がく警けい察さつ研けん究きゆう所じよの東とう京きよう分ぶん所しよに呼び出されたのは、翌日の夜のことだった。

　二度と訪れるまいと思っていた、忌いまわしい血の爪つめ痕あとが残る場所。

「遅かったな」

　地下におりてすぐの待合スペースにいた筑ちく摩ま川がわが、倫子を見て立ち上がった。

「申し訳ありません」

　倫子は目を伏せる。

　かつて、筑摩川の妻──千ち紗さが、倫子の血によって死んだ場所。

　他ほかならぬ筑摩川が、倫子をこの場所に呼び出した。

　彼のものか自分のものかもわからない、言いようのない感情があたりにわだかまっている気がして、倫子は目を上げられなかった。

「……梨紗さんだけは、こちらに運び込まれたと聞きましたが」

　昨日きのうの一件の後始末で、この二日間は寝食のひまもないほど忙殺されていた。梨紗の容態は気がかりだったが、筑摩川は警けい視し庁ちように顔を見せず、刑事部の他の者たちもだれひとりとして梨紗がどうなったのか知らなかったのだ。

「……その件で呼んだんじゃ」

「なぜここなんです、病院じゃないんですよ、極低温治ち療りよう設備がないはずでしょう！」

　倫子はようやく筑摩川を見て声を荒あらげた。筑摩川は壁かべの一点をじっと見たままなにも答えない。ようやく倫子は、筑摩川の下まぶたに憔しよう悴すいの色が濃こく染みついているのに気づく。

　足音が近づいてきた。

「筑摩川部長、ありがとうございました」

　そう声をかけてきたのは、白衣を着た初老の男性だった。研究員だろう。後ろにもう一人ひとり、若い所員を連れている。倫子に気づき、おそらくはだれであるかにも思い立ったのだろう、複雑そうな顔つきで会釈してくる。倫子も小さく頭を下げた。

　研究員は思い詰めたような固い表情のまま筑摩川にまた目を向け、深々と頭を下げた。

「ほんとうに、このたびは……感かん謝しやに堪たえません。先ほど薬を病院に送りました。間に合うはずです」

　薬？　間に合う？　と倫子は筑ちく摩ま川がわと研究員の顔を見比べる。

「礼なぞ言わんでください。もともと女房の仕事です。あいつが途中で投げ出した仕事だから協力するのは当然です」

　痛みをこらえているような声で筑摩川は言った。

「途中で投げ出した、なんて……あれは、しかたのない事故で」

　研究員はつぶやき、声を詰まらせる。倫子がこの場にいるのだ、思い出したくないことを思い出してしまったのだろう。

「……千ち紗さ先生の……仕事？　なんのことですか、薬？」

　倫子はこらえきれなくなって口を挟んでいた。不吉な予感が胸をちくちく刺していた。

「あいつはマル吸きゆうの新ワクチンを作ろうとしとった。昨日きのう、例のオフィスビルで感染者が大勢出たろうが。普通の感染じゃなく薬によるもんじゃから既存薬が効かん。が、絶好のサンプルがあったからな」

「はい。おかげで、筑摩川さんの遺のこした技術の応用で専用のワクチンをつくれました」

　研究員が筑摩川の言葉を引き継いで言う。なぜそんなに沈痛な口く調ちようなのだろう、と倫子は疑問に思う。

「薬ができたんですか。じゃあ助かるんですね、梨り紗ささんも」

　しばらく、重苦しい沈ちん黙もくがあった。

　最初に、筑摩川が口を開いた。

「梨紗は静脈注射されていた上に十二時間放置じゃ。病状進行はステージ３じゃった。もう間に合わん。すでに再生もするようになっとる」

「え……？」

　ステージ３。感染してから完全に吸血種化するまでのプロセスの半分を過ぎているということだ。もはや吸血種化を止めることはできない。吸対法上でも、ステージ３は吸血種認定が出せてしまう。

「言ったろうが。絶好のサンプルがあったと」

　筑摩川の言葉に、二人ふたりの研究員は痛ましそうな顔になって目をそむけた。

　意味を解した倫子は寒気に震ふるえ、目まいをおぼえた。

　サンプル。

　同じ薬で感染し、病状が進んだ患者……しかも再生能力が発現しておりいくらでも血液を採取できる……絶好の、絶好の、絶好の──

　気づけば倫子は冷たい壁かべに右半身を押しつけ、筑摩川の岩のような顔を凝ぎよう視ししている。

　助からないとわかった愛まな娘むすめを、研究材料として差し出したのか。

「当然のことじゃ。やるべきことをやっただけじゃ。それで、櫻さく夜や」

　筑ちく摩ま川がわは倫子に生気のない目を向けてくる。

「そのサンプルの処理をおまえに任せる」

　倫子は凍りついた。

「マル吸きゆうを『処理』するのが九きゆう課かの仕事だろう」

　階段に足を向けた筑摩川は、倫子の傍かたわらを通り過ぎたところで足を止め、振り向かないままつぶやいた。

「わしもなァ、生涯理不尽に恨うらみ続ける相手はひとりだけにしておきたいんじゃ。わかるな。ゆるせ、櫻夜」

　足音が背後に遠ざかっていった。倫子はなにも答えられなかった。ただ下唇を血がにじむほど嚙かみしめていた。再生を始めた唇の皮ひ膚ふが歯を弱々しく押し戻そうとしていた。

　妻を殺したわたしに、娘も殺してほしい、というのか。

　そうすれば、恨む相手を増やさずに済むから。

　研究員に案内され、研究室の奥、ハンドル式の分厚い金属扉の向こうの保管庫に案内された。がらんどうの床に転がされているそれが梨り紗さだとは見てもわからなかった。全身拘こう束そく具ぐをかけられ、顔を無骨なマスクで覆おおわれている。ときおり身をのたくらせているその様は、あまりにも皮肉な連想だが、蛭ひるを思わせた。

　研究員二人ふたりが無言で頭を下げ、保管庫を出ていく。背後で扉が閉められ、暗がりの中に二人きりになる。

　膝ひざを折り、蛭のそばにかがみ込む。

　聞こえていないだろうと知りつつ、倫子は語りかける。

　わたしのせいだな。

　わたしのせいで、また……こうやって、どうしようもなく、損なわれてしまった。わたしのそばにいるから。わたしを友だちだなんて、ばかなことを言っていたから。わたしのことをわかっているなんて思い込んで、まとわりついていたから。

　今さらだけど、正直に言うよ。わたしはおまえがほんとうに、疎うとましくて、うらやましかった。おまえみたいに暮らしたかった。おまえに笑い返してやりたかった。

　だから──

　倫子はマスクの喉のど元もとにそっと手を伸ばした。




　　　　　　　[image: 区切り]




　キングダムを名乗る密売組そ織しきが巻き起こした事件は、まだ下火にもなっていなかったＦ大学での集団感染事件の報道に油を注ぎ、爆ばく発はつ的てきに燃もえ広がらせた。薬害であること、特に水道への混入が感染原因であることは警けい察さつがひた隠しにした──パニックを起こすおそれがあったからだ──が、情報を絞ったせいで様々な憶おく測そくが連日連夜テレビやネットを賑にぎわせた。

　刑事部長である筑ちく摩ま川がわは、捜査指揮だけではなくマスコミ対応にも追われ、一週間のあいだ一度も帰宅できなかった。食事もほとんど摂とらず、酒だけで済ませた。忙しいのは好都合だった。くだらないことを考えずに済む。家でだれも待っていないことを、食事をつくってくれる者がもうだれもいないことを、意い識しきせずに済む。

　一週間たち、警務部からも広報官からもいいかげん家に帰って一眠りしろと言われ、筑摩川は刑事部長室に戻ってぶすっとした顔で椅い子すに身を沈めた。全身くたびれきっているはずなのに、細胞のひとつひとつが窮きゆう屈くつそうに軋きしんでいる気がして、眠気などまったくなかった。

　思えば、妻──千ち紗さが死んだときはまだましだった。

　梨り紗さがまだ一歳という幼さだったからだ。家に戻ってもやらなければいけないことはいくらでもあった。

　今はもう……

　ドアにノックの音がした。

「失礼します」

　入ってきたのは倫子だった。

　筑摩川は唇を歪ゆがめた。あの日以来、倫子を意い識しき的てきに避けるようにしてきた。顔を合わせたら、命じた仕事の報告を聞かないわけにはいかない。遺い体たいをどの施設で処理したのか。埋葬はどうしたのか。確たしかめずに済むなら確かめたくなかった。

　しかし、いいかげん先延ばしにし続けるわけにもいくまい。

「櫻さく夜やか。先週の──」

　言葉を途中で吞のみ込む。息が詰まる。筑摩川は目を剝むいて、倫子の背後、ドアの隙すき間まからおずおずと遠えん慮りよがちに室内に入ってきたその小さな人ひと影かげを凝ぎよう視しする。

　パーカーのフードをとると、明るい栗くり色いろの髪がこぼれ出てきて肩に広がる。淡いコーヒー色のサングラスの奥の瞳ひとみは、ぼんやりと火を宿している。

「……梨紗……」

　筑摩川の喉から、もういないはずの娘の名が絞り出される。

　なぜ。処理させたはずだ。無断で生かしておいたのか？　それならば一週間たった今も凶きよう暴ぼう化かしていないのはおかしい。ワクチンが効いたのか？　研究員たちも口をそろえて無理だと言っていたのに。なによりも、梨紗の目。サングラスをはずすと、はっきりわかる。あの禍まが々まがしい赤い炎が、脈打っている。

「櫻夜、きさま」

　倫子をにらみすえた。もはや答えはひとつしかなかった。

「二重感染させたのかッ」

「はい」

　倫子は無表情のまま答えた。

「だから梨り紗ささんは、第二世代です。凶きよう暴ぼう化かすることもないし、認可も受けられ──」

「だれがそんなことをせいと言ったッ」

　筑ちく摩ま川がわは椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がり、両手をデスクに叩たたきつけて吼ほえた。

　第五世代に変化しかけていた梨紗を救うための、たったひとつの手段。第一世代である倫子の血でさらに感染させること。

「心しん臓ぞうに直接、相当量のわたしの血液を」

「やり方なぞ訊きいとらんッ、なぜそんな勝手な真ま似ねをッ」

「ごめん……なさい、お父とうさん」

　倫子の背後に隠れた梨紗が、再びサングラスをかけ、震ふるえる声で言った。

「あたし、……あんなことになっちゃって、……ごめんなさい。もう、……一いつ緒しよに住めないし、ご飯も……つくってあげられなくなっちゃったけど、……ほんとに、ごめんなさい」

　筑摩川は顔をそむけた。拳こぶしはきつく固められ、青筋が浮いている。

「部長はわたしに言いましたね、処理を任せる、と」

　倫子の声にもようやく痛ましげな感情がにじんだ。

「わたしの判断で、わたしのためにしたことです」

　筑摩川はデスクを迂う回かいして倫子の方に向かってきた。倫子とその背後の梨紗をまとめて乱暴に押しのけ、ドアを押し開く。

「お父さん」

　泣き出しそうな声で梨紗は呼んだ。

「わしに娘はおらん」

　ドアは梨紗の鼻先で叩きつけられるように閉められた。

　梨紗はドアに額ひたいを押しつけ、しばらくうなだれていた。倫子はそのほっそりした背中を見守っていることしかできなかった。

「……お父さん、泣きそうだったね」

　顔を上げないまま梨紗がつぶやく。

「……うん」

　自分のしたことが正しかったのかどうか、倫子は考えないようにしてきた。筑摩川が喜ぶはずもない、むしろ激げき怒どするだろう、ということもわかっていた。でも、後悔はない。筑摩川に告げた通りだ。

　わたしのためにやったことなのだ。

　かり、かり、と奇妙な音が聞こえ始めた。見ると、梨紗がドアを爪つめで引ひっ搔かいている。パーカーの背中が痙けい攣れんしている。呼吸が荒くなっているのがわかる。

「倫子、さん……あたし、……ごめん、また」

　切れ切れの声で梨り紗さは言って、振り向いた。両りよう眼めの火がまぶたを灼やき破ってあふれそうなほど強まっている。まずい、と倫子は梨紗の両肩をつかむ。

「やっぱりまだ早かったか。病院に戻ろう」

「……のど、かわいた……」

　梨紗は倫子の手の甲に爪つめを立て、口の中で舌をのたくらせている。

「ねえ、おねがい、……のどかわいたよ、倫子さん」

　倫子は唇を嚙かみ、あたりを見回した。

　しかたない。ここなら人もそうそう来ないだろう。

　ドアに鍵かぎを下ろし、ジャケットを脱いで二の腕を露ろ出しゆつさせ、梨紗の肩を引き寄せる。

「いいよ。飲め」

　梨紗は喉のどをひくつかせて倫子の腕のやわらかい部分にかぶりついた。

「──っ」

　倫子は顔をしかめる。皮ひ膚ふを食い破る歯は、さしたる痛みではない。それよりも、梨紗が喜びに眼の炎を燃もえ立たせ、口の周りを赤く泡立つ涎よだれで汚しながらも、喉を鳴らして血を啜すすり飲み下しているその様を見るのがつらい。

「……ともこさん」

　梨紗が口をはなして囁ささやく。頰ほおまで血がべっとりついている。

「ねえ、ともこさんの血、ほんとに、ほんとに美お味いしいよ。……あたし、……あはは」

　またひとしきり湿った音と喉鳴りが刑事部長室に響ひびく。

「ねえ、あたし、……ほんとに、なっちゃったんだね。……ともこさんのこと、わかってるつもりでいて、ごめんね。ごめんねえ。……やっとわかったよ。……ひどいよ、こんなの。どうして助けたの？　どうして化け物にしてまで、……ぅ、うっ、……ねえ、ともこさんの血ほんと美味しいよ、ずっと、ずっと飲んでたいよ、ねえずっと一いつ緒しよにいてね、ともこさんのせいなんだから、ともこさんがあたしを、……こんなにしたんだから、ねえ、……」

　腕の肉を嚙みちぎりながら顔じゅうに血を浴びて恍こう惚こつとする梨紗の髪を、倫子は優やさしい手つきでなでた。

　そうだ。わたしがおまえをこの醜みにくい永遠の黄昏たそがれの生に引きずり込んだんだ。

　おまえはわたしの、妹みたいなものだから。

　おまえに、生きていてほしかったから。

　わたしとともに。ずっと、この呪のろわしい渇きの中で。

　わたしは──最低だ。

　梨紗を抱き寄せ、柔らかい栗毛に指をくぐらせ、腕に彼女の顔を押しつけ、自分の血が啜り出されていく音を遠く聞きながら、倫子は目を閉じて倦けん怠たい感かんと罪悪感に心身を任せた。







　筑ちく摩ま川がわはエレベーターを使わず階段で仮眠室のある階へ向かっていた。どうせ眠れるわけはないだろうとわかっていたが、少しでも身体からだを疲れさせるつもりだった。

「おやっさん！」

　踊り場で呼び止められ、振り向くと、紅く朗ろうが早足で階段を上がってくるところだった。

「なんじゃ桐きり崎さき」

　声がどうしようもなく険悪になる。梨り紗さのことを思い出させる人間には近づいてきてもらいたくなかった。

「すみません、その……」

「きさまになにか謝あやまるようなことがあるんか」

「梨紗姐ねえさんのこと、さっきリンコさんに聞きました」

「だからどうした」

「あのとき、……おれが、もっと早く──」

　紅朗の言葉は「ぐっ」という音で潰つぶされた。筑摩川が紅朗のワイシャツの襟えり首くびをつかんで持ち上げて踊り場の壁かべに押しつけたのだ。

「きさまが何十秒か早く病院に連れていっとったところで、なにも変わらんわ。くだらんことを抜かすな」

　筑摩川は手をはなし、紅朗に背を向けた。

「仕事に戻れ。わしぁこれから仮眠のふりだけでもせにゃならん。警けい務むのおせっかいどもが休め休めとやかましいんじゃ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。いちいち家なんぞ帰っていられるか。どうせ」

　言葉が胸につかえた。

「どうせ──もう家族はひとりもおらん」

　再び階段をのぼりはじめた筑摩川の背中に、紅朗の声がぶつけられる。

「おやっさん！」

　首をねじってにらみつけた。次になにか癪しやくに障さわることを言ってきたら殴ってやるつもりだった。けれど、筑摩川の一段下まで駆け上がってきた紅朗は、真剣そのものの顔で言った。

「おやっさんは国体の柔道で優ゆう勝しよう経けい験けんがあるって聞きました」

　筑摩川はしばらく紅朗の問いの意味を量りかねて答えに詰まった。

「……それがどうした」

「道場で稽けい古こつけてください。お願ねがいします！」

　紅朗は深々と頭を下げた。







　警けい視し庁ちよう本部の十七階にある畳たたみ敷じきの柔道場には、その日二人ふたりの他ほかにだれもおらず、柔道着姿の紅く朗ろうが畳に背中から叩たたきつけられる音が小気味よく何度も響ひびいた。

「まだまだ！」

「もう十本！」

　投げても投げても紅朗は立ち上がり、筑ちく摩ま川がわに向かってきた。引き、釣り込み、崩し、投げ伏せ、落とし……。もう何年も袖そでを通していなかった自分の柔道着から、汗のにおいが熱ねつ気きで溶けだして立ちのぼるのがわかった。

　なぜこいつは、と筑摩川は紅朗の瘦そう身しんを内うち股またで豪快に投げ捨てながら思う。なぜこんなに馬ば鹿かなことをしているのだろう。そして、なぜ自分はつきあっているのだろう。

　身体からだは火ほ照てり、新しい汗で道着が肌に張りついた。筑摩川は、こんな単純なことで生気を取り戻してしまう愚かしい自分の肉体を呪のろった。

「おやっさん」

　襟えりをとった釣手を突っ張りながら紅朗が言う。

「なんじゃ」

　紅朗の上体を揺さぶって隙すきを探しながら筑摩川は吐き捨てる。

「おれ、おやっさんと盃さかずき交わしたんですよ」

「それがどうした！」

　腰を払おうとした筑摩川の足技を紅朗はすんでのところでこらえた。

「桜さくら田だ門もん組ぐみです。おやっさんの子分です。刑事部のみんな、そうですよね」

　なぜこいつは、と筑摩川は目を伏せる。自分と紅朗の素足の爪つま先さきが、水の膜越しにぼやけて見える。

「家族ですよ。いっぱいいます」

「やかましいわ」

　両足を刈り、肩から畳に叩き落とす。紅朗はすぐに立ち上がった。もう一本！　と声をかけられ、筑摩川は顔を濡ぬらしているものが汗だと自分に言い聞かせ、滴しずくを手でぬぐって払い、つかみかかってきた紅朗の襟と袖を力強く握った。
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　十数枚にものぼる申告書と医者からの診断書を三十分かけて精読した厚こう生せい労ろう働どう省しようの担当官は、大きなジュラルミンケースをデスクの上に乱らん暴ぼうに置いた。

「今月分の餌えさです」

　倫子はため息をついて受け取った。ペイル・ブロンドの髪をきついアップにまとめたその女は、絹きぬ川かわリンネアといって、倫子の大学時代の同期でもあった。

「餌なんて言い方はないだろう、絹川君！」

　立ち会っていた矢や神がみが声を荒あらげる。

「なぜです？　第十六号は──」とリンネアは倫子をにらむ。第十六号、とは、厚生労働省特別防疫局によって認可された十六番目の吸血種という意味で、彼女は倫子のことを昔から頑としてこう呼んでいた。「人間ではないのだし、当局に飼育されています。支給される食しよく糧りようは当然ながら餌と呼ぶべきでしょう」

　倫子はケースの蓋ふたを数センチ開いて中身を確かく認にんする。ぎっしり詰め込まれた銀ぎん色いろの密閉パックには、『人赤血球濃のう厚こう液えき─ＬＲ』などと書かれたラベルが貼はってある。

「番号で呼ぶのもよせ、東とう大だい法ほう学がく部ぶの同期じゃないか！」

「同期であることと認可第十六号であることは矛む盾じゆんしませんが」

「君は昔からそうだな、僕のことも大学院でずっと『修士試し験けん二位』って呼び続けていた！」

「名前が『修しゆう二じ』なんでしょう。正式名称で呼んであげただけです」

「修二は略称じゃないぞ！」

「べつになんと呼ばれようがどうでもいいんだ」と倫子はあきれて話を戻す。「でもこの毎月の面めん倒どうな手続きはなんとかならないのか、リンネア。診断書だけでいいだろう」

「十六号、あなたは自分が非常に危険な生物だという自覚をもっと持ってください」

　リンネアは冷ややかに言って、手元の書類の束に目を落とす。

「わたしに言わせればこれでも簡略すぎるくらいです」

「だいたい、なんで受け渡しをわざわざわたしの職しよく場ばでやらなきゃいけないんだ」

　倫子は倉庫の外の通路にちらと目をやる。たまに通りかかる者はみな、九きゆう課かのオフィスを訪れている珍客を見ようと露ろ骨こつに中をのぞき込んでくる。

　飲料用の血を受け取っているところなのだ。同僚には見られたくない場面だった。

　しかしリンネアは変わらず冷淡な口く調ちようで言う。

「担当監かん察さつ官かんの立ち会いも要求されているからです。矢神警けい視しは最近は警けい視し庁ちように入いり浸びたりのようですから、わたしがここに来るのが最も効率的でしょう」

　こういうぐうの音ねも出ない正せい論ろんを吐くところも、倫子がリンネアを苦手にしている理由のひとつだった。

「当局としては立ち会いの必要は認めていませんから、警けい察さつ庁ちようが引き下がっていただけるのなら十六号が当局に出頭するだけで済みますが」

「だめだだめだ！　特防局なんかに櫻さく夜や君をひとりで行かせられるか！」

　矢や神がみは声を荒あらげる。

　厚こう生せい労ろう働どう省しようの特別防疫局は、日に本ほんではじめて設置された吸血種対策専門官庁である。自ら危険を冒して捜査するわけでもないのに上から口出しだけはしてくるお役所──として、昔から警察内では激はげしく憎まれていた。吸対法の整せい備びと捜査第九きゆう課かの設立は「特防局に指図されずに吸血種と戦う」ための警察側からの抵抗という意味合いも大きかった。

　だから、同期といえど矢神にとってリンネアは天敵である。引き下がるわけにはいかない。倫子となにかやりとりをする場には可能な限り立ち会って牽けん制せいしてやりたかった。

「そもそも矢神警けい視し、あなたがた警察庁が十六号を満足に監視できているかどうかは甚はなはだ疑問です」

「なんだと？　僕は櫻さく夜や君の捜査活動はすべてチェックしている。どのへんが不満なんだ」

　リンネアの銀ぎん灰かい色しよくの目が細められ、視し線せんが矢神から倫子に移される。

「十六号は先週、防疫条項違反を疑われる行為をとりましたね。感染拡大は殺処分相当の違反です」

　倫子はぐっと唾つばを飲み込んでリンネアをにらみ返した。

　感染拡大行為。

　梨り紗さに血を分け与えたことを言っているのだ。

「あれは──報告書に書いた通りだ。感染拡大じゃない」と倫子は言った。

「それはわかっています」とリンネアは即答した。「法令の不備ですね。感染者をさらに感染させても抵触しないのでは現実に即していません」

「だからあれはっ」

「現実にあなたは、当局が飼育しなければいけない吸血種を一体増やしているのです。国家と人間社会に損害を与えているということですから、先さきんじて規制できなかった我々の落ち度ですね」

　なにか言い返そうとして、倫子はリンネアの言葉の中に聞き流せないものを見つける。

　飼育しなければいけない吸血種を一体増やしている……。つまり。

「筑ちく摩ま川がわ梨紗の認可が下りそうなのか？」

　厚生労働省の認可がなければ、梨紗はいまだに『処理保留個体』のままだ。しかしリンネアの言い方はすでに認可吸血種となることが確かく定ていしているように聞こえる。リンネアは眉まゆ根ねをかすかに寄せた。感情をおもてに漏らすのは彼女には珍しかった。

「知りません。わたしは審しん査さ担当官ではないし、知っていてもあなたに教えることは許可されていません」

　この直ちよく截せつ的てきな切り捨て方も彼女らしくなかった。

「それではわたしはこれで」

　リンネアが書類を鞄かばんに入れて踵きびすを返したとき、やかましい足音がやってきた。

「リンコさんリンコさん！」

　駆け込んできたのは紅く朗ろうだった。

「おれリンコさんの食事用に自分の血をいっぱいとっておこうと思って、でも血って固まっちゃうじゃないですか、それでなんとかならないかなーって色々研究したんですよ醬しよう油ゆとかソースとか辛から子しとか混ぜたりして、そしたら昨日きのう大発見して、おろしニンニク入れると固まらないんですよね！　でもリンコさんってニンニク大丈夫なんでしたっけ？」

　倫子とリンネアと矢や神がみ、三者三様の非好意的な視し線せんを受けて、さしもの紅朗もたじろいで入り口のところで棒立ちになった。

「……ええと、すみません。矢神さんご無ぶ沙さ汰たです。……そちらは？」

　リンネアに目を向けて紅朗はおそるおそる訊たずねる。倫子が説明しようとするのを遮さえぎってリンネア自身が答えた。

「絹きぬ川かわリンネアと申します。厚こう生せい労ろう働どう省しよう、特別防疫局の認可吸血種第十六号担当官です」

「はあ」

　紅朗は目をしばたたいた。

「外国の方ですか？　きれーな髪ですね」

　こいつは初対面への遠えん慮りよというものを知らないのか、と倫子はいらだつ。

「桐きり崎さき、おまえいいかげんに」

「あっ、す、すみません、髪だけじゃなくてどこもかしこもきれーです！」

「だれがそんなフォローをしろと言った」

「えっ、あっ、リンコさんはもっときれーですよ！」

「だからだれがそんなフォローをしろと言ったッ」倫子は耳まで赤らめて怒ど鳴なった。「わたしまでばかだと思われるからやめろ！」

「わたしの父親はフィンランド人ですが母親は日に本ほん人じんですし国こく籍せきも日本を選択しています。それと、わたしの容姿が美しいのは二割ほどはわたしの維持努力ですが八割は先天的なものですから誉ほめていただくには及びません」

　リンネアはしれっとした顔で言った。その背後で矢神はもはや言葉を失って、生きたままの蛙かえるでも吞のみ込んでしまったような顔をしている。リンネアは続けた。

「ところであなたは捜査九きゆう課かの桐崎巡査ですね？」

「……は、はい」

　紅く朗ろうは両足をそろえて直立不動の姿勢になった。

「桐きり崎さき紅朗です！」

「では、認可吸血種の栄養補給については知っておいてください。特別防疫局から支給される血液製剤以外で栄養補給することは禁止されています。あなたの血液を直接摂取するのも捜査上必要なときに限られています」

「は、はいっ？」

　紅朗は目を白黒させ、倫子は苦い顔をしている。

「そして医学的処置もなしに取り置いたり、ましてや調ちよう味み料りようを混入させるなど言語道断です」

「すみませんっ」

　頭を下げる紅朗を尻しり目めにリンネアは、それでは、と言って出ていった。

「ええと、つまり」

　紅朗はデスクの上のケースに目をやる。

「あのリンネアさんが、リンコさんのご飯を毎月持ってきてくれてるってことですか」

「その話はやめろ」

「え？」

「人のいるところでするような話じゃない」

　倫子は倉庫の外にちらと視し線せんを走らせる。

「だってご飯のことですよね？」

「だから、やめろって言ってるだろうっ」倫子は思わずジュラルミンケースを平手で叩たたいてしまう。「ご飯なんて言うな。わかってないのか、これは、人間の……なんだぞ。わたしは、人間の……を、摂取して生きてるんだ。そんなの、……そんな……」

「おれらも鶏にわとりとか豚の肉食べてますけど」

「い、一いつ緒しよにするなっ」

「牛さんから牛乳もらって飲んでるのと一緒じゃないんですか？」

「全然ちがう！」倫子は顔を紅こう潮ちようさせている。

「おれこないだ調しらべたんスけど、おっぱいって血液とだいたい一緒らしいんですよね、だからリンコさんもおっぱい──」

「恥ずかしい単語を大きな声で連呼するなっ」

　倫子は紅朗を押しのけて大おお股またで部屋を出ていった。

　足音も聞こえなくなった後で、紅朗は頭を抱えてしゃがみ込んだ。

「またやっちゃった……。おれ、いっつもリンコさんを怒らせてばっかりで、なんでですかね、なにか悪いこと言ったのかなあ」

　矢や神がみは冷ややかな目で紅朗を見下ろした。

「ほんとうに君は自分のどこが悪いのかわかっていないのか？」

「……頭、ですか」

「そういうのを自分で言うな」と矢や神がみは顔をしかめる。「君はデリカシーがないんだ」

「テレパシー？」

「デリカシー！　だれも心を読めなんて言ってない！　推おし量はかれってことだ！」

「押しまくれ、ですか。おれ自分で言うのもなんですけど今でもかなり押しが強いと──」

「もういい！」

　矢神は盛大にため息をついて紅く朗ろうに背を向けた。

　実に腹立たしい男だ、とあらためて思う。

　なによりも腹立たしいのは、紅朗がなにひとつ間違ったことを言っていないという点だった。たしかに、認可吸血種にとっての人血は、人間にとっての牛乳と同じだ。食しよく習しゆう慣かんのひとつ、とだけ考えるべきなのだ。忌き避ひすべきものでも隠いん匿とくすべきものでもない。だれに損害を与えているわけでもないのだから。

　頭では矢神も理解している。けれど倫子が実際に血を啜すするところを思い描いてしまうと、そんな道理は吹き飛ぶ。

　捜査九きゆう課かの担当監かん察さつ官かんに任命されたとき、警けい察さつ庁ちようの同僚たちから倫子について興きよう味み本ほん位いであれこれ訊きかれたことを思い出す。当然、倫子の食事について質問してくる者も多かった。矢神は言葉を濁にごすしかなかった。

　けっきょく自分も、口では認可吸血種の人権がどうたらと唱えながら、心の底では倫子たちを化け物だと感じているのだ。

　けれど、と矢神は首をひねって紅朗の顔をうかがう。怒られたことでまだ落ち込んでいるのか、しゃがんで膝ひざを抱えて「リンコさん胸ないからおっぱいの話で怒ったのかな……」などと馬ば鹿か馬ば鹿かしいことをつぶやいている。この男はほんとうに、倫子がなぜ怒ったのか、なぜ血液摂取の話題を嫌うのか、理解していない。吸血種というものを、ちょっと肌の色がちがう人種くらいにしか考えていない。

　なぜそう考えられる？　人間の血を啜るんだぞ？

　馬鹿だからだ、と矢神は言い聞かせるが、自分のいらだちは消せない。わかっている。自覚している。僕はこの馬鹿が──倫子を本心から受け入れることができるこいつが、うらやましいのだ。
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　警けい視し庁ちようを出た倫子は、電車で代よ々よ木ぎに向かった。

　車内で、いつになく他ほかの乗客たちの視し線せんが気になった。気のせいだと思いつつ、窓ガラスに顔を映して瞳ひとみが赤くなっていないかどうかたしかめる。感情が昂たかぶるとわずかに赤色発光することがあるのだ。

　大丈夫だ。ただの自じ意い識しき過剰だ。くそ、と倫子は胸中で毒づく。桐きり崎さきのせいだ。あいつが無神経なことばかり言うから。あいつが赴ふ任にんしてきてから調ちよう子しを狂わされっぱなしだ。

　人間と一いつ緒しよ、だって？

　ちがう。あいつはなにもわかっていない。ばかだからあんな安っぽいことが言えるんだ。

　代よ々よ木ぎ八はち幡まん駅えきで降り、背の低いオフィスビルがまばらに立つ一角を目指して歩道を歩き出す。十一月に入ってからずっと薄うす曇ぐもり続きでかなり肌寒く、倫子は自然と早足になった。吸血種が暑さ寒さに強いなどというのは根も葉もないどころかまったく逆で、感覚が鋭するどいせいで温度変化には弱かった。

　辻つじを曲がると、八階建てのオフィスビルが真正面に見える。薬物密売犯たちの拠点だった例のビルだ。

　学生らしき三人連れの男性を追い越すとき、会話が耳に入った。

「あのビルだって」

「感染どれくらい出たんだっけ」

「二十人くらいじゃなかったか」

「新薬出て助かりそうだっつってたけど」

「二人ふたりか三人か間に合わなかったらしいぜ」

「ていうか普通に会社が色々入ってたビルなんだろ？　蛭ひるが住んでたのにだれも気づかなかったのかよ」

「おまえ知らないの？　蛭なんて見た目は人間と変わんねえんだから、そこらじゅうで隠れて生活してるよ」

「マジなの」

「おまえんとこの教授、蛭っぽくね？　なんか青白いし年ねん齢れいよくわかんねえし」

「やめろよ今日きよう実じつ験けんで一日一緒なんだからよ」

「なんで蛭なんていつまでものさばらせてんのかな」

「ワクチンが作れるなら駆除薬作れねえのかな、ばらまいて全部殺せばいいのに」

「ほんとそれだよな」

　倫子は唇を嚙かんで足をいっそう速めた。

　オフィスビルの玄関口は『立入禁止　警けい視し庁ちよう』と書かれた黄き色いろいテープが張られていた。人ひと気けはまるでない。あれ以来、完全に閉へい鎖さされている。

　八階でエレベーターから出ると、いがらっぽい臭気に出迎えられ、壁かべに鼻頭をぶつけてしまったかのような錯さつ覚かくが襲おそってくる。乾いた血のにおいだ。あの凄せい惨さんな現場を保存するため、清掃もしていないのだ。

　屋上には宇う佐さ見みたち捜査一いつ課かの刑事の姿があった。タブレットＰＣや引き延ばしプリントされた写真の束を手になにか話し合っていたが、倫子がドアを開けて出ていくと一斉に口をつぐんでこちらをにらんでくる。

「……なんですか、櫻さく夜や警けい部ぶ」

　宇う佐さ見みは嫌いやそうな顔をして言う。

「ここには警部のお手を煩わずらわせるような仕事はありませんよ、とっとと例の『本物』の線せんを追ったら──」

「俺おれが呼んだんだ」

　背後から声がして宇佐見は首をすくめた。課か長ちようの大おお村むらだった。

「そいつぁすみませんね」と宇佐見は気まずそうに手すり際へ退さがって制服警官たちと小声でなにか話し始めた。

「ひとりなのか。桐きり崎さきは？」と大村が訊きいてくる。

「置いてきました」

　自分でも意外なくらい不ふ機き嫌げんな声になった。大村は怪け訝げんそうな顔をしたが、それ以上は訊かずに、宇佐見たちのいる場所とは反対側をあごでしゃくって倫子を促した。

　最近、吸血種がらみの事件があると大村はしょっちゅう現場に出てくる。指揮役である捜査一課長がこうも頻ひん繁ぱんに現場に顔を見せるのは、たぶんわたしが捜査に加わりやすいようにという配はい慮りよなのだろう、と倫子は申し訳なく思う。大村の目がないと、捜査一課の刑事たちは倫子をないがしろにしてほとんど情報を渡してくれまい。

　手すりから向かい側のやや背の低いビルの屋上を見下ろし、大村は言う。

「おまえが見たっていう、お面野郎のことだがな。この屋上から血液も髪の毛も何人分も見つかったんで、もう一度見分したい」

「わかりました」

　あの仮面の吸血種が屋上のどのあたりにいたか、手すりのどこに乗っていたか、どう飛び降りて壁かべのどのへんを蹴けったのか。向かい側のビルのどのあたりに着地したのか……。倫子はひとつひとつ思い出しながら大村に説明し、写真に丸印を書き込んでいった。

「それで──」

　一通り見分が終わったところで大村が沈んだ口く調ちようになって言った。

「お面野郎はなにか言ってたか？」

　倫子は黙だまり込んだ。

　仮面の奥から投げかけられた問いを、思い出す。あいつはこう言っていたのだ。

『狼おおかみが、なぜ飼われている？』

　あいつはわたしが吸血種であることを知っていた。不ふ思し議ぎではない。警けい視し庁ちように勤めて同族を狩り続けている櫻夜倫子という第一世代の存在は、一般にはともかく、吸血種社会には広く知られている。狼と飼い犬という表現は、まつろわぬ吸血種たちが人間と共生している同族たちとの対比でよく用いるメタファーだ。

「……いえ、なにも」

　なぜ大おお村むらに噓うそをついてしまったのか、自分でもわからなかった。

　大村は目を細めてじっと倫子の口元のあたりに視し線せんを留とどめ、しばらく考えていたが、やがて手すりの向こうに目をやった。

「最初はおまえを疑ってるやつもいてな」

「……え？」

「だから、おまえが突入してすぐにマル吸きゆうを皆殺しにして、お面野郎なんてのをでっち上げて責任逃のがれしたんじゃないかって話だよ」

「そんなっ」

「安心しろ、屋上から飛んで逃げたやつを目もく撃げきしたのが何人かいるし、桐きり崎さきの証言も当然あるし、だれも本気で言っちゃいねえよ」

　倫子は口をつぐんでうつむいた。

「お面野郎がマル吸なのは間違いないな？」

「……はい。硬質化した皮ひ膚ふが見えましたし、なによりあんな身体能力は吸血種だとしか考えられません」

　大村はうなずいた。

「さて、なにもんなのか、だが。おまえは『本物のキング』じゃないかと言ってたな」

「はい」

　倫子の推測はすでに話してあった。薬物密売犯は、『キングダム』の名を騙かたった偽物ではないか。殺害犯は偽物を始末しに来た本物ではないか……。白はく竜りゆう軒けんという情報源はもちろん伏せていたが、『ダイヤモンド・キングダム』という正式名称であることもすでに伝えてあった。殺害犯が残したダイヤのキングのカードと壁かべの血文字が、倫子の推測を裏付ける。

「その線でおそらく合ってる。ここのオフィスを借りてたやつだがな、昨日きのう確かく保ほした。須す賀が原わら力りき哉や、自動車部品メーカーの社長の息子むすこだ」

「昨日？」倫子は目を剝むいて大村に詰め寄った。「それならどうして昨日教えてくれないんですか」

「しかたねえだろうが。俺おれだって忙しかったんだよ」

　大村は渋い顔をする。九きゆう課かに情報を渡してもいいという考えの者は大村だけだし、捜査一いつ課かの課長は捜査状況を倫子に逐ちく一いち報告できるほどひまではない。倫子は申し訳なくなってきて顔を伏せる。

「須賀原は先週から女のとこに逃げ込んでた。『キングダム』に捜査が入りそうだって気づいて隠れた、と言ってる」

「その男は……吸血種ですか？」

　大おお村むらは首を振った。

「成りたがりだ。第三世代にしてもらうという約束で、『キング』のためにここのオフィスを用意して、初期資金も出したらしい。どんな商売をしてるのかまでは知らなかったと言い張ってるが、どうだかな……」

「その須す賀が原わらという男はだまされていたってことですか」

「そうなるな。ここで殺されていたマル吸きゆうは全員が第三世代だった」

　第三世代から血を分け与えられても、理性を保てない第四世代になってしまうだけだ。

「例のふざけた書き置きつきで殺されてたやつな。須賀原に写真を見せて確かく認にんした。あいつがボスだそうだ。薬をほしがってた高校生どもにも見せたが、見み憶おぼえがあると言っていた。生きてた頃ころはまあイケメンだったからな、宣伝役でもあったらしい。たまに一般人の前に顔を出してヴァンピーの素す晴ばらしさとやらを説いて薬を買わせてたわけだ」

　大村は心底不快そうに吐き捨てた。実際に売りつけていた薬は、獣けもの同然の第五世代にしてしまう代しろ物ものだった。

「ボスは人前に出るときにはキングを名乗ってたが、仲間内じゃ『だいはち』と呼ばれていたらしい」

「だいはち？」

「ダイヤの８、だ」

　倫子は眉まゆを寄せ、しばらく考え、思い至る。

「本物の『ダイヤモンド・キングダム』のメンバーだったってことですか」

「元メンバーだ。脱けて自分の組そ織しきを作ってキングダムを騙かたったってことだ。名前を利用したかったんだろう。薬を売るにも、血を調ちよう達たつするにも便利だろうからな」

　偽の王。

　その裏切り者を殺しに来た──真の王。

「ただ、わからんのは、タイミングだ」

「タイミング？」と倫子は大村の顔をうかがう。

「偽キングを殺やったのが本物だとして、なぜ俺おれらがガサ入れる直前だったんだ？」

「……警けい察さつが動いてると知って口封じしたんじゃないですか。元メンバーが捕まったらキングダムの内部情報がこっちに渡ってしまうでしょう」

「それならもっと早くにやってるだろう。だいたい、警察に情報渡したくないやつがあんな殺し方するか？　ご丁てい寧ねいに名刺代わりのもんまで置いてったんだぞ」

　大村の言う通りだ。あんな派は手でなことをしたら、警察としては本物の方のキングダムにも捜査のメスを入れざるを得ない。

　だとすれば──

「本物のキングダムは、偽物の居所をそもそも知らなかったんじゃないですか」

　大おお村むらの眉まゆ根ねが険しく盛り上がる。

「俺おれらが動いたからこの場所が知れたってことか？」

「はい」

「おい櫻さく夜や、それがどういうことかわかってンのか。情報が漏れてるってことだぞ？」

　可能性はいくらでもある。

　気づけば宇う佐さ見みたちも黙だまってこちらを見ているので口にはできなかったが、たとえ警けい察さつ官かんでも金やあるいは永遠の命ほしさに情報を売る者はいるだろう。それに、息をひそめて正体を隠して人間社会に暮らす吸血種はいくらでもいる。キングダムの構成員が警察内にいないとはだれにも言えない。

「なら、あんただって怪しいってことじゃないですか、警部」

　宇佐見が聞こえよがしな大声で言った。倫子はびくっと肩を震ふるわせる。

「警察内にいるマル吸きゆうだ。ご同類に情報を流すってことも──」

「宇佐見ィッ」

　大村が怒ど鳴なり、宇佐見は口をつぐんだ。悪びれた様よう子すもない。樺かば沢さわや間ま島じまといった他ほかの刑事たちもこちらに冷ややかな視し線せんを向けてきている。

「いいかげんにしろ、てめェら」大村が視線を遮さえぎるように一歩前に出て言った。「刑事が憶おく測そくだけでものを言うんじゃねえ」

　宇佐見は気まずそうに目をそらし、吐き捨てる。

「まあいいです。これから本物の方の『キングダム』も追い込んでいくんだから、いやでもわかることでしょうよ」

　倫子は大村を横目で見てそっと訊たずねる。

「そうなるんですか？」

「俺の一存で決められることじゃねえが、泳がせとくわけにはいかねえだろうな」と大村は小さく首を振る。「これまでほっといたのは、言っちゃあなんだが、実害が少なかったからだ。手当たり次第にマル吸を増やしてるわけでもねえし、人間襲おそって血を調ちよう達たつしてるわけでもねえ。俺たちだってマル吸の事ヤ件マばかり追っかけてるわけにもいかねえしな。だが、こっちの目の前で殺やりやがった。さすがに見過ごせねえ」

「……でも、殺されていたのはすべて吸血種、ですよね」

「だからどうした。べつに殺こ人ろ罪しで捜査するわけじゃねェよ。だいたい、ここで薬作ってた連中が騙かたりだったってのも、確たしかな話じゃねえ。須す賀が原わらがそう言ってるだけだ」

　その通りだった。組そ織しき的てきに薬を売っていたのはやはり『キングダム』で、警察の捜査の手が伸びているのを察してとかげの尻尾しつぽ切きりをしただけかもしれないのだ。

「それじゃあ、とにかく須賀原をもっと詳しく取とり調しらべてから──」

　老練な巡査部長の樺沢が仏ぶつ頂ちよう面づらで鼻を鳴らして言った。

「できるんならやってますよ、警けい部ぶ」

　倫子は首を傾かしげる。できるなら？

　大おお村むらが声を落として言った。

「須す賀が原わらの身柄は今日きよう、特防局がかっ攫さらってったよ」

　倫子は目を見張る。特別防疫局がそんな横おう暴ぼうな真ま似ねをしてきたのか。

「ボンボンだからな、かなり上の方の役人とコネがあったらしい。逮捕直前に裏取引しやがった。情報の代わりに不起訴にしてもらうような約束でも取りつけたんだろう。妙にべらべら喋しやべるからおかしいなと思ってたんだが、ちょっと時間を稼かせげばすぐに助けが来るってわかってやがったんだな」

「くそっ。俺おれたちがどんだけ苦労してあいつを引っぱったと思ってんだ」

　若い刑事たちが歯は嚙がみする。大村は悔しげに続ける。

「いつもならあんな横車は筑摩川クマおやっさんが蹴けっ飛とばすんだが、あの人は今……お嬢じようちゃんの一件で、抜け殻みたいになってるからな……」

　その場の全員が沈痛そうな顔で黙だまり込んだ。梨り紗さのことを思い出してしまったのだろう。

　沈ちん黙もくを破ったのはバイブ音だった。大村は内ポケットから携帯電話を取り出して耳にあてた。受け答えをするうちにその顔が険しくなっていく。

「……わかりました。すぐ戻ります」

　電話を切ると、先ほどよりもさらに険しい視し線せんで一同を見渡す。宇う佐さ見みが訊たずねた。

「どうしたんですか課か長ちよう」

「薬のことがマスコミに漏れた」

　驚おどろきが波紋となって全員の顔に広がっていった。

　このオフィスビルで起きた大量感染事件が、水道水への薬物投入によるものであることは、これまで伏せられていた。パニックを引き起こす危険があったからだ。しかし、あれだけの規模の事件ではやはり隠し通せなかった。

「もう報道されてるんですか」

「テレビは全局同じニュースだ。本庁の電話も抗こう議ぎでパンクしてる」

　なぜ発表しなかった、失態隠しか、市民の安全をなんだと思っているんだ──という声が殺到しているのだという。大村はかすかに青ざめて言う。

「俺は警視庁かいしやに戻る。宇佐見、後を頼む」




　　　　　　　[image: 区切り]




　病院に向かうタクシーの車内テレビで、倫子はそのニュースばかり目にすることになった。

『これねえ、とんでもないことですよ、水道で菌をばらまけるなんて』

　中年女性のコメンテーターが青筋を立てて口角泡を飛ばし、菌ではありませんよ、と隣となりの学者にたしなめられている。

『吸対法が甘すぎるんだよ、私ぁ昔から言っとったじゃないか！　さっさと改正案通せと』

　不健康そうな肥満体の評ひよう論ろん家かが大げさな身振りでわめいている。

『ありゃあねえ対策法なんて謳うたってるが中身はずいぶんやつらに優やさしいんだ、裁判所の認定がなけりゃ目の前で人間を喰くい殺そうとしてても銃の一発すら撃うてないんですよ！　今回の事件だってそうだ、さっさと警けい察さつが突入してりゃあんなことには』

　なにも知らずに勝手なことを、と倫子は歯を軋きしらせた。

　べつのチャンネルはどこかの駅前からの中継で、通行人の不安げな顔が次々に映される。

『ほんとにねえ、怖いですよ、隣に住んでるかもしれないんでしょ？』

『早いとこ全国的に検査して全部駆除すればいいのに』

『政府はなにをやってるの？』

『警察に駆除専門の部署ができたんでしょ、税金もらってるくせに仕事してないんですか！』

『もたもたしてるからどんどん増えるんだろうが、さっさと虱しらみ潰つぶしにしろよ！』

　駆除。駆除駆除駆除駆除駆除駆除駆除駆除駆除駆除駆除駆除駆除駆除。

　倫子は身をこわばらせた。耳を塞ふさいでしまいたかったが、運転手に妙な目で見られたくなかったので、こらえた。

　カメラはやがて警けい視し庁ちようでの記者会見に切り替わった。ぎっしりと詰めかけた報道陣の前、長机の真ん中にスーツ姿で座ってフラッシュを浴びているのは筑ちく摩ま川がわだった。あれほどの屈強な巨体が、そのときはひどく縮ちぢんで見えた。

　筑摩川はなにかもそもそと言ったが、ほとんど聴きき取れなかった。

　記者たちが罵ば声せいに近い質問を浴びせる。市民の安全よりも警察の保身を優ゆう先せんしたんですか。突入が遅れた理由を説明する責任があるでしょう。犯人全員死亡はほんとうですか、なにか隠しているのではありませんか。

「捜査官に吸血種を使っているというのは事実ですかッ」

　だれかが叫ぶ。倫子はぐっと唾を飲み込む。記者たちがいきり立ち、筑摩川の口にした答えは怒号に吞のみ込まれる。ほんとうなのか、ふざけるな、なにを考えているんだ、汚物に汚物を処理させているのか、まず警察内のそいつを処分するのが先だろう、そいつが仲間に情報を流したせいで被害が広がったんじゃないのか、処分！　処分しろ！

　倫子は唇を裂けるほど嚙かみしめた。血の味とともに、声にならない叫びが染み出てくる。

　わたしだって──やりたくてやっているわけじゃない。

　約束だから。母かあ様さまや千ち紗さ先生との、最後の約束だから。

　そうでなければ、おまえたちなんて──

　タクシーが止まった。

　我に返った倫子は、料金を払うと釣りも受け取らずに転げ出るようにして車を降りた。

　御お茶ちやの水みずにある病院の前だった。黒い礎そ石せきには『四しの宮みや総そう合ごう病びよう院いん』と彫られている。車が走り去ると排気ガスのむっとした臭気がやがて冷たい夕風に押し流され、神かん田だ川がわのどぶ臭さにまぎれてしまう。

　倫子は息を整ととのえ、身体からだの熱ねつが引くのを待つ。眼めも発光したりしていないだろうかと心配になり、入り口のガラスに顔を映して確かく認にんする。黒い植え込みの間を抜けて裏口に向かった倫子は、ぎょっとして立ちすくむ。

　裏口脇わきの壁かべに、真まっ赤かなスプレーでこんな文句が大書きしてあった。




　ヒルみなごろしにしろ

　殺菌　消毒　ビョーキもち処分




　文字から、目をそらせない。汚れてもいない手のひらを無む意い識しきに太ふと腿ももにこすりつける。

「──倫子ちゃん！」

　声がして、はっとそちらを向くと、裏口の金属扉が開いて出てきた白衣姿が見えた。宮みや瀬せだった。倫子の視し線せんに気づき、苦い顔で壁のスプレー文字にちらと目をやる。

「ああ、これね。ニュースになったのはお昼なのに、もうこんなだよ。この病院、感染者をたくさん引き受けてるからね……」

「他ほかになにか実害は？」

「一般の患者さんの転院申しん請せいが今日きようだけでも何十件も来たらしい。そんなにすぐに受け入れ先は見つからないし、てんてこ舞まいだよ」

「そう……か」

「ああ、でも、悪いニュースばかりでもない。梨り紗さちゃんの容態がだいぶ安定して、昨日きのうから抑制剤が一日一回で大丈夫になった」

「うん」

　弱々しく返事をし、倫子は宮瀬に続いて病院の裏口から中に入った。警けい備び員いんのいる受付で名前を書いて入にゆう館かん証しようを受け取り、廊下を進む。

　地下への階段口で宮瀬がふと足を止めて言った。

「そう、桐きり崎さきくんも来てるんだけど」

「え？　……あ、ああ、そうか。ここに寄るってメール入れたっけ」

　なにか用があるのか、それともあいつも梨紗の見舞いをしたいということなのだろうか。

「それで、もう一人ひとり来てるんだけどね、どうしようかと思って」

「もう一人？」

　地下におりてすぐの待合スペースに二つの人ひと影かげがあった。宮瀬と倫子の足音に気づいて同時にソファから立ち上がる。片方は相変わらず似合わないスーツ姿の紅く朗ろうだ。その背中に隠れるようにして立っている、小柄な制服姿を見て倫子は目を見開く。

「リンコさん！」と紅朗が駆け寄ってくるので、もう一人ひとりの全身がはっきり見える。もじもじと申し訳なさそうに会釈してくる、ほっそりした色白の少女──いや、少年。

「……七な月つき？」と倫子は声を漏らす。

「ごめんなさい、ぼくが紅朗さんに無理言って連れてきてもらって……」

　七月は上うわ目め遣づかいでそう言う。

「なっちゃんさんが、どうしても梨り紗さ姐ねえさんのお見み舞まいに来たいって言ってて、連れてきちゃまずかったですかね」

　さしもの紅朗も倫子の複雑そうな表情からなにかしら感じ取ったらしくおずおずとした口く調ちようで訊きいてくる。倫子は肩を落として息をついた。

「梨紗ちゃんのこと、紅朗さんから聞きました」と七月は沈みきった声で言う。「ちょっとだけでもいいから逢あえないかなって。ぼくのせいであんなことになってしまったんだし……」

　梨紗の現状については、どうやら紅朗が持ち前の無神経でみんな教えてしまっているようだった。腹は立つが、気は楽だった。どう説明していいものかわからず、これまで倫子は七月と連絡をとっていなかったのだから。

「面会は、絶対だめってわけではないけれど」

　倫子は濁にごった口調で答える。

「梨紗が逢ってもいいって言ったら、だ」

　七月は唾つばを飲み込んでうなずいた。倫子は宮みや瀬せに目配せして、病室の扉が並ぶ廊下の奥へとひとりで向かった。







　病院を出て御お茶ちやノの水みず駅えきに向かう間、七月はずっと鬱ふさぎっぱなしだった。

「……やっぱり、ぼくのこと……ゆるしてくれるわけないですよね」

　ずっと自分の爪つま先さきを見つめながらそうつぶやき、とぼとぼと歩を進める。陽ひはすでに彼方かなたの摩ま天てん楼ろう群の向こうに隠れ、冷え冷えとした宵よい闇やみが肌にぴったり張りつき、街灯のつくる不安定な影かげが三人それぞれの足にまとわりついている。

「梨紗はべつに、七月を恨うらんでなんかいない」

　倫子は七月の半歩前を歩きながら固い声で言う。

「ただ、……今は見られたくないんだ。わかってやってくれ」

　無責任な慰なぐさめごとだな、と倫子は自己嫌悪をおぼえる。恨んでいないわけがないのだ。どう取とり繕つくろおうと、七月に関かかわったせいで梨紗が陽の当たる人生を失ったのは事実だ。

　恨んでいるから、恨みたくはないから、顔を合わせられない。

　なんでもない、七な月つきのせいじゃない、と笑って言える自信がないから、逢あえない。

　隣となりを歩く紅く朗ろうが、梨り紗さと倫子の顔を落ち着きなく見比べている。またなにかろくでもないことを言ったらぶん殴ってやる、と倫子は紅朗をにらむ。

「もう少し時間がたって、落ち着いたら、きっと梨紗も逢ってくれる」

「そう──だといいんですけど」

　地下鉄への階段口が歩道の左手に見えてきたとき、倫子の胸元で携帯電話が震ふるえた。矢や神がみからだった。倫子は紅朗と七月から少し離はなれて電話に出た。

『厚こう労ろう省しようから、須す賀が原わらを取とり調しらべる許可が出た。今日きようこれから一時間だけだ』

　矢神は緊きん張ちよう気ぎ味みの声で言った。

「そうか」倫子の声は弾んだ。駄だ目め元もとで内ない閣かく府ふから厚労省に働きかけてもらったのだ。「じゃあ大おお村むら課か長ちように連絡して──」

『いや、櫻さく夜や君が取り調べるという条件付きだ』

「わたし？」

『そう、君だけだ。あちらとしても、警けい察さつからの突き上げに折れたわけではなく、あくまでも内閣府からの要よう請せいを吞のんだという形にしたいんだろう』

　倫子は嘆息した。ほんとうに官僚というのはくだらない行動原理に縛しばられているものなのだ。自分もその一員なのだが……。

「しかたない。今日これからと言ったか？」

『明日あしたには須賀原を特防局に移送すると言ってる。今夜しか許可できないそうだ』

　倫子は眉まゆを寄せた。先ほど白麗パイリーから、新しい情報が入ったから取りに来てくれという連絡があったのだ。取りに来させるということはこちらもかなり重要な案件のはずだ。

「わかった。須賀原のいる場所は？」

　矢神は電話口の向こうで声をひそめた。

『厚労省の四よつ谷や分局だ』

　倫子は電話を切って紅朗と七月のところに駆け戻った。

「じゃあ七月、また梨紗の具合が良くなったら連絡する。今日はすまなかった」

　ここで帰ってくれ、と言外にほのめかした言い方だった。これから紅朗に言いつける用事と行き先はたとえ七月といえど聞かせたくなかったのだ。

「えっ、あ、は、はい」七月は頭を下げた。「ぼくの方こそ無理言ってすみませんでした」

「じゃあ、わたしと桐きり崎さきはまだ仕事があるから。七月は電車だよな？」

「は、はい」

　七月が地下へおりていくのを見送ってから倫子は紅朗に近づいて耳打ちした。

「北きた池いけ袋ぶくろの白はく竜りゆう軒けん、憶おぼえてるな？」

「……はあ」

　白はく竜りゆう軒けんが吸血種の情報屋であることを知る人間は増やしたくなかったので、少々不安ではあったが紅く朗ろうに遣つかいを頼むしかなかった。

「白麗パイリーが渡したいものがあると言ってる。受け取ってきてくれ」

「わかりましたっ」

　勇ましく返事をした紅朗だが、階段を二段下ったところで足を止めて振り向いた。

「あのう、白麗パイリーさんに情報料よこせって言われませんかね？」

「ん？　なんのことだ」

「白麗パイリーさんがいつも情報料っていって血を吸うんだって白竜パイロン兄にいさんが言ってて」

　あの無口な白竜パイロンからそんな話まで聞き出していたのか、と倫子はあきれる。

「おれ今日きようけっこう走り回って汗かいてるからシャワー浴びてった方が」

「いいからさっさと行けッ」

　怒ど鳴なられた紅朗は階段を転げ落ちるように駆け下りていった。倫子は頭痛をこらえて頭を振ると、タクシーを拾うために交差点に向かった。







　四よつ谷やにある厚こう労ろう省しよう分局に着いたときから、倫子は奇妙な圧迫感をおぼえていた。

　案内役の若い男性技官は敵意剝むき出だしだったし、尋問の細かい注意点を説明する初老の参事官はしじゅう粘ねん着ちやく質しつな口く調ちようだったし、分局の廊下は防虫剤のようなきついにおいがした。けれどそういった具体的な不快感ではない。もっと漠然とした、嵐あらしの直前のたっぷり湿った重たい空気のようなものが倫子を取り巻いていた。

　なんだろう──これは。

　見られている。

　聞かれている。

　近づいている……。

　通されたのは、シンプルな家具の並ぶ応接間だった。落ち着いた色合いのソファにつや消しガラスのテーブル。

「これから須す賀が原わらを連れてきます。こちらでお待ちください」と技官は言って応接間を出ていこうとする。倫子は驚おどろいて部へ屋やをあらためて見回した。

「この部屋に？　不用心すぎませんか」

　ドアはごく普通の木製で、窓には鉄格子もなく明るいクリーム色の遮しや光こうカーテンがかけられているだけ。いくら被疑者が官僚にコネを持つ財界人の息子むすこだからといって、こんな気遣いをしなければいけないのか。

「須賀原は吸血種ではありません、普通の人間ですよ。あなたとちがってね。木のドアを蹴け破やぶったり、四階の窓から飛び降りて無事で済んだりはしないんです」

　その言い方にはあきれと侮ぶ蔑べつがはっきり含まれていた。

「それに、室内にも廊下にも二人ふたりずつ待たい機きさせます。逃亡の心配なんてありません」

　ぶっきらぼうに言って技官はドアを閉めた。

　たしかに彼の言った通りではあったが、嫌いやな予感はなお高まった。

　十五分待たされ、足音が廊下を近づいてくるのが聞こえ、ドアノブが回った。警けい備び員いん二人に挟まれて入ってきたのは、三十代後半くらいの脂あぶらっこい小こ肥ぶとりの男だった。下まぶたはたるみ、無ぶ精しよう髭ひげが口のまわりに散っている。男は倫子を見て目を丸くした。

　警備員は壁かべ際ぎわに退さがった。倫子は椅い子すから立って固い口く調ちようで言った。

「警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ第だい九きゆう課かの者です」

　なにを思ったか知らないが、男はにへらと口元を崩し、横おう柄へいそうな態度でソファに腰を下ろし、テーブルに脚を投げ出した。

「……あんたが警察にいる第一世代か。噂うわさは聞いてたよ。生まれつきのヴァンピーってほんとうにぞっとしちゃうくらい美人なんだな。俺おれもヴァンピーに生まれたかったよ」

「時間がないから質問にだけ答えるように」

　倫子は冷ややかに言って、机を挟んで男の向かいに腰を下ろした。下した手てに出るのは無意味どころか時間の無む駄だだな、と判断する。

「須す賀が原わら力りき哉やだな？」

「名前教えてよ」

　声も視し線せんもねっとりしている。

「櫻さく夜や倫子だ」

「さくや？　珍しい名字だね。本名？　俺も第一世代のことは全然知らなくてさ、親が両方ともヴァンピーなの？」

　時間がないのだ。倫子は須賀原の言葉を無視して質問を厳げん選せんする。

「おまえがあの代よ々よ木ぎのオフィスを貸していた連中は、『ダイヤモンド・キングダム』からの脱退者だった。最初から知っていたのか？」

　須賀原は白しら々じらしいしぐさで肩をすくめた。

「知ってたよ。『キングダム』の方はなんか妙な審しん査さがあるとかで、血を分けてくれないんだよ。でもハチは金さえ出せばって言ってくれたからな」

「ハチ？」

「だいはち。あそこのボス。ぐふっ、笑っちゃうよな。キングとか意気がってたけど、あいつキングダムじゃ下したっ端ぱだったんだ。なあ、あいつどうなったの？　処理された？」

　薬物密売犯たちが全員殺されていたことは知らないらしかった。しかし教える理由もない。倫子は質問を先に進めた。

「ハチが第三世代だということは知っていたのか」

「知ってたら金は出さなかったよ！」

　須す賀が原わらはガラステーブルにかかとを叩たたきつけた。

「ハチの野郎、自分は第二世代だって言ってたからな。俺おれだまされたんだよ」

「あのオフィスを使ってなにをやっていたのかは？」

「だから知らないって言ってるだろ」須賀原の手振りはどんどん芝しば居いがかった大げさなものに変わっていく。「俺も被害者だよ。今の法律じゃ、べつにヴァンピーと取引したり住居を貸したりすること自体は違法じゃないだろ？」

「自発的に吸血種化するのも違法だ」

「まだしてないじゃん。だまされたんだから」

　そこで須賀原は淫いん蕩とうそうな目つきになる。

「あんたがしてくれるってんなら大喜びでやるけど」

　倫子はむっとして須賀原をにらみつけた。この話を続けていても脇わき道みちにそれるばかりだ。質問を変えることにした。

「『ダイヤモンド・キングダム』の──つまり、本物のキングに逢あったことは？」

「一度だけあるよ。ハチに引き合わせてもらった」

「日時と場所は憶おぼえているか？」

「それ訊きいてどうしようっての？」

　須賀原はだらしなくソファの背もたれに腕を引っかけてふんぞり返る。

「薬売ってたのはハチのグループだ。本家は関係ないだろ」

「関係ないかどうかを調しらべるのが警けい察さつの仕事だ」

「ふうん。まあいいけどさ。逢ったのはいつ頃ごろだったかな、今年ことしの……三月か四月？　場所は恵え比び寿すの──」

　言葉の途中で須賀原はぎょっとした顔になって口をつぐんだ。倫子が唐突に立ち上がり、しかもジャケットの下から拳けん銃じゆうを引き抜いたからだ。

「な──」「なにを」

　壁かべ際ぎわで待たい機きしていた二人ふたりの警備員も色めき立つ。その二人に倫子は声を飛ばした。

「須賀原を外に出せ、早くッ！」

　警備員は二人ともまごついているばかりで動こうとしなかった。わたしの失態だ、と倫子は自分を罵ののしった。なぜ気づかなかった。なぜこんな防備の薄うすい部へ屋やで面会することを認めてしまったんだ。須賀原はたしかに常人だからドアも窓もどうにもならないが──

　外からは。

　倫子の超ちよう聴ちよう覚かくはすでにビルの壁へき面めんを削りながら駆け上がってくる音を捉とらえている。須賀原に飛びついてソファから床に引き倒した瞬しゆん間かん、窓ガラスが砕けて小さななにかがカーテンを突き破り部屋に飛び込んできた。ほんの一瞬前まで須賀原が身を預けていた背もたれにそのなにかが突き刺さり、ソファが倒れる。

　バタフライナイフだ、と倫子は気づく。

「……外したか」

　壊こわれた窓からするりと入ってきた人ひと影かげが、低い声で言った。

　見み憶おぼえのある深緑のロングコートに身を包んだ、長身の若い男だった。血けつ痕こんまでそのままなので倫子はぞっとする。仮面はつけておらず、伶れい俐りで残忍そうな細ほそ面おもてを見せている。髪は真っ白で、瞳ひとみはほの紅あかく燃もえ、肌の不気味な青さと相まっていっそう非人間的に映る。

「──キングっ？」

　倫子の背中で須す賀が原わらが引きつった声をあげる。キングと呼ばれたその男は、倫子をじっとにらみつけたままだ。背後の割れた窓から、似たような色のコートをぴったりとまとった細い人影がひとつ、またひとつと部へ屋やに滑り込んでくる。ファーつきのフードをかぶって立てた襟えりで口元を隠しているために顔立ちはよくわからないが、どちらも瞳どう孔こうの奥に赤い火を宿しているのは見誤りようもない。片方は体つきからして女だ。

「ひッ」

　我に返った警けい備び員いんが立ち上がり腰の特殊警棒を引き抜くが、キングの後ろに控えた二人ふたりが同時に床を蹴けり、次の瞬しゆん間かんには警備員の身体からだは吹き飛んで壁かべに叩たたきつけられ、ずるりと床に落ちる。もう一人ひとりの警備員は首を踏みつけられて白目を剝むいて気絶している。倫子は須賀原を背中にかばったまま、まったく反応できなかった。

「また逢あったな、警サ察ツの犬」

　倫子をじっと見据えたままキングが言った。

　廊下が騒さわがしくなる。キングが「やれ」と入り口をあごでしゃくると、部下の男の方がドアの端の方を力任せに蹴りつけた。背骨に響ひびく重たい音がして、戸板が斜めにずれる。ドアの枠を歪ゆがませて開かないようにしたのだ。

　退路を断たれた。

　それでも倫子は動けなかった。わずかでも隙すきを見せればその瞬間に後ろの須賀原が狙ねらわれるとわかっていたからだ。

「どけよ、犬。おまえとは面めん倒どうだからやり合いたくない。用があるのは後ろの豚だけだ」

「お、お、俺おれに、な、なにする気だ」

　須賀原は上うわずった声を吐く。キングは嫌悪感もあらわに言った。

「おまえがハチと組んで俺たちの名前を騙かたって汚い商売やってたことはとっくに知ってる。警察にはしらばっくれたんだろうがな」

「し、知らねえよ！」

「もういい、これ以上余計なこと喋しやべれないようにしてやる」

　キングの冷たく燃もえる目が倫子に戻される。

「どかないのか。時間がないんだよ」

　倫子は答えない。ドアに何度もなにかがぶつかる音がする。なにか重たいものを持ってこい、と廊下でだれかが怒ど鳴なっているのが聞こえる。銃のグリップを握る両手に力を込める。相手は三人。止められない。どうする。どうする……

「なんで人間の犬なんてやってる？」

　キングの声がうつろに響ひびく。

「おまえ、第ク一ド世ラ代クだろ？　人間だった時期なんてなかったってことだ。生まれたときから病原菌扱いされて、なんで飼い犬なんてやってられるんだ？」

　黙だまれ。倫子は声に出さずに応こたえる。

「俺おれたちの方が強い。なのに人間どもは俺たちをゴミ虫だと思っている。どうしてそんなやつらから餌えさをもらって生きなきゃいけない？」

　ゴミ虫扱いされるのは、おまえたちのせいだ。おまえたちが、血を広めたり、殺したりするから。だから、わたしは。

「俺に銃向けてどうするつもりだ。何日かおきにちびちび血を喰くらってなんとか飢うえをしのいでるみじめったらしいおまえが、活性化してる俺たちに勝てると思ってるのか。頭冷やせ。おまえだってほんとうはわかってる。やつらに寄生するなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい。糞くそだ。糞にたかる蠅はえ以下だ。俺たちは俺たちだけで──」

　ともに生きるというのはそういうことだ。だからおまえたちを殺す。もう殺さなくていい日のために、殺して、殺して、殺して──

　倫子は引き金を引いた。それは半ば、自分の思考を銃声でかき消すためでもあった。視界に真しん紅くが散った。深緑のコートの肩口が弾はじけて飛び散る血。首筋の肉が真っ白な髪ごと削り取られて噴ふき出す血。そして──

　ばっくりと斬きり裂かれた自分の額ひたいからあふれる血。

　須す賀が原わらが踏みつけられたヒキガエルのような悲鳴をあげる。キングが須賀原の口に拳こぶしを突き込み、折れた歯が飛び散るが、倫子はもはやそれを視認できない。意い識しきがずぶずぶとぬかるみに沈んでいく。

　やがて聞こえてくるのは、懐なつかしい声。

　どうして、と倫子は思う。

　どうしてこんなときに、思い出すんだ。

　必死に意識を保ってしがみつこうとする倫子を、ぬくもりが包み込む。現実感が指の間をすり抜けていく。

　懐かしい声がささやきかけてくる。

　──それでも、わたしはあなたを恨うらんだりしない。

　──あなたに謝あやまったりもしない。

　──あなたが生まれてきてくれて、ほんとうに嬉うれしかったから。

　──だから、あなたも……

　その声も遠ざかり、かすれ、水泡の潰つぶれる細かい音にまぎれ、やがてあたたかい暗くら闇やみが、はるか頭上でぴったりと閉じた。
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「──第一世代がどうやって生まれてくるのかは知ってる？」

　甕かめの薬湯を柄ひ杓しやくでかき混ぜながら白麗パイリーが言った。白はく竜りゆう軒けん二階の占うらない部べ屋やは、その日は明るめのオレンジ色の間接照明が灯ともされ、果実系の甘酸っぱいアロマが焚たかれていた。

「いえ、知らないです」

　籐とう椅い子すに腰掛けた紅く朗ろうは、居い心ごこ地ち悪そうに背を丸めてそう言った。

　倫子の遣つかいで荷物を受け取るだけかと思いきや、白麗パイリーは「話がしたいから寄っていけ」と言ってきたのだ。倫子の相棒なのだから、知っておくべきことがあるのだ、と。

「親がどっちも大吸血鬼！　なんとか伯はく爵しやく！　とかじゃ……」

　白麗パイリーは笑いをこらえるのに必死で甕の薬湯を危うく敷しき布ふにこぼしそうになった。

「真祖クドラクはそんな単純な遺い伝でんで生まれてくるわけじゃないわ」

「吸血種の子供って吸血種じゃないんですか」

「人間よ。けっきょく私たちも人間だもの。ちょっと変わった病気なだけ」

「はあ。そうだったんですか。知りませんでした」

「ただ、母親が吸血種なら子供もほぼ百パーセント吸血種として生まれるわ。どうしてかはわかる？」

　紅朗は眉まゆを寄せてしばらく考え込み、それからはたと膝ひざを打った。

「わかりました！　おっぱいですね！　おっぱいって血液なんですよね、だから飲ませれば赤ん坊が感染しちゃう」

　今度こそ白麗パイリーは笑いすぎて柄杓を取り落としてしまう。

「ちがうわよ。生まれつきって言ったでしょう。お乳を飲む前にすでに吸血種なの」

「え？　ああ……ううん。じゃあどうしてだろう……」

「でも、当たらずとも遠からずね。胎児と母親は胎たい盤ばんとへその緒おでつながっていて、栄養や老廃物をやりとりするでしょう。いわば血管でつながっているようなものだから、そこで高こう確かく率りつで感染しちゃうわけ」

「そうだったんですね！」

　タイバンやロウハイブツといった単語の意味はさっぱりわからない紅朗だったが、なんとなく言っていることはわかったので大げさに納得してみせた。

「って、あれ？　じゃあリンコさんのお母かあさんはやっぱり吸血種だったってことですか？」

「そうじゃないわ。母親が吸血種で、赤ん坊が感染したのなら、その赤ん坊は最低でも第二世代でしょう？」

「どうしてですか？」

　白麗パイリーはしばし啞あ然ぜんとした。紅く朗ろうの馬ば鹿かさ加減に慣なれていないせいだった。その後、十五分ほどかけて、メモ帳のページを四枚も使って図解してもらい、ようやく紅朗は理解に至った。

「なるほど！　そういえばそうですね！　白麗パイリーさん頭良いですね！」

「どうもありがとう」

　白麗パイリーはくたびれきった苦笑を返した。

「じゃあけっきょく第一世代はどうやって生まれるんでしょう？」

「わからない、のよ」

「そんなに頭が良い白麗パイリーさんでもですか！」

「あなたが言うと三周くらい回って全然嫌いや味みに聞こえないから不ふ思し議ぎねえ……」

　白麗パイリーはサイドテーブルに頰ほお杖づえをついて肩を揺らして笑う。

「世界中の科学者が、真祖クドラクの生まれる原因を探っているわ。でも今のところ収しゆう穫かくはゼロ。人間の夫婦の間からごくごく稀まれにいきなり生まれてくる、としか言えない」

「そうなんですか！　じゃあじゃあ、ひょっとしたら学校とかにも普通に通ってたかもしれないんですね。おれの学校にもいたのかなあ」

「それはまずないわ」と白麗パイリーはさみしげな笑えみを浮かべる。「普通の人間の子供として生まれてしまった吸血種の未来は二つしかない。一つは衰弱死。不死身の怪物みたいに言われているけれど、赤ん坊はひ弱なものよ。母乳でなんとか保もつ期間は短いわ。それまでに自分で血を得られる力がつかなければ死ぬしかない」

「……二つ目は……なんですか？」

　さすがの紅朗も声から明るさが消えている。

「もし力がついてしまったのなら、それはそれで不幸なこと。確かく実じつに孤児になる。最初に血を吸う相手は、いちばん身近な人間──肉親になるから。親に棄すてられるか、自分で逃げ出すか、あるいは親を喰くい殺してしまって、ね」

　紅朗の表情から色が引く。

「でも倫子ちゃんはほんとうに、ほんとうに稀な三つ目の例なの」

　しみじみと息をついて白麗パイリーは言った。

「そこは紅朗ちゃんも聞いているのよね？　あの子はちゃんとお母さんに育てられている。九歳のときに研究者に引き取られるまで、親元にいたの。お母さんの血を飲ませてもらって育った。それがどういうことになるのか、紅朗ちゃんはわかる？」

「……わかんないです」

　紅く朗ろうは正直に答えた。想像もつかなかった。

「ある意味ではいちばん不幸な育ち方よ。人間として育ってしまう。自分が血を啜すする化け物なのだと、穢けがれていて間違った存在なのだと──そう感じながら成長してしまう。ライオンはたとえ人間を喰くい殺したところでそれを恥じたり悔やんだりしないでしょう。だってそれが肉にく食しよく獣じゆうの生き方なのだから。でもライオンが人の心を持ってしまったら」

　白麗パイリーは言葉を切って、自分の指先に鋭するどい歯を立て、血のにじんだ指先を甕かめの薬湯の中に挿さし込んだ。薄うす緑みどり色いろの液体に血が溶けだしていく。

「つらい、でしょうね」

「……つらい、ですかね」

　ふ、と月明かりのような笑えみが白麗パイリーの唇に差す。

「いいのよ、紅朗ちゃんは、わからなくても。きっとその、わからないところがあなたのいいところ。わからないまま、倫子ちゃんを支えてあげてね」

「はい！　リンコさんはおれがばっちりサポートします！」

　紅朗は意気込んでうなずいた。

「あの子は私たちの希望なのかもしれない」

　白麗パイリーの言葉に紅朗は首を傾かしげる。

「久命種メトシエラと定命種モルタリスをつなぐ者。あの子ひとりに負わせるには重すぎるかもしれないけれど」

　意味がよくわからなかった紅朗がなにか訊きこうとしたとき、ポケットで携帯が震ふるえた。取り出してみると、大おお村むらからだ。

「ちょ、ちょっとすみません」

　占うらない部べ屋やを出て外階段のところで通話ボタンを押した。

「紅藤です」

『今どこだ、櫻さく夜やと一いつ緒しよじゃないのかッ』

「リンコさんに頼まれて、ちょっとお遣つかいにきてまして。なんかあったんですか」

　続く大村の言葉に紅朗は息を吞のんだ。

「──すぐ行きますッ」
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　血まみれの現場を目にした大村は、すぐさま踏み込もうとして特防局の調ちよう査さ員いんに二人ふたりがかりで止められる。

「なにしやがる、はなせ！」

「現場は見分中です、邪じや魔まされては困ります！」と調査員が耳元で怒ど鳴なる。

「邪魔してんのはてめえらだろうが、見分は警サ察ツの仕事だ！」

　怒ど鳴なり返すと、さらにもう一人ひとりの調ちよう査さ員いんが加勢してきて大おお村むらは廊下に押し戻された。ドアは外れているので廊下からでも室内の様よう子すははっきり見える。かつてはこざっぱりとした応接間だったのだろうが、ガラステーブルは砕け、ソファはどれもずたずたに斬きり裂かれてスプリングのはらわたを晒さらし、割れた窓からは刺とげ々とげしい冷たさの夜風が吹き込んでいる。カーペットも壁かべ紙がみも飛び散った血で汚れている。

　そんな凄せい惨さんな室内を歩き回り、肉片を拾ってポリ袋に次々と押し込んでいるのは、裾すその長い真っ白な制服の男たち。特防局の『浄血官』──すなわち吸血種駆除の専門官たちだ。職しよく務むのかなりの部分が警けい察さつ官かんとは重なるものの、協力体制が皆無どころかお互いを敵視している間柄であり、今もときおり大村をにらむ浄血官の視し線せんは、足下の屍し体たいに向ける視線よりもなお嫌悪感に満ちていた。

　屍体。

　部へ屋やにひとつだけ屍体があった。壁際に広がる血だまりの中に仰あお向むけに倒れた、肥満体の男。顔の下半分がぐちゃぐちゃに潰つぶされているが、須す賀が原わら力りき哉やだとかろうじてわかる。血染めのポロシャツの胸にぽつんと置かれているのは一枚のトランプだ。ダイヤのＫ。

　浄血官がその屍体を大きな灰はい色いろの袋に無造作に詰め込んでいく。

「おい、死体を勝手にいじくるんじゃねえ！」「鑑かん識しきを入れさせろ！」

　大村の後ろに控えた宇う佐さ見みや樺かば沢さわも怒声を飛ばすが、特防局員のスクラムで部屋の入り口からずるずる遠ざけられる。

「鑑識の必要などありませんよ」浄血官の一人が冷ややかに言う。「やったのは三人組の吸血種です、ここの警備員が目もく撃げきしています。本件は我々が処理しますのでどうぞお引き取りを」

「勝手なこと抜かすな！　だいたい櫻さく夜やはどうした、須賀原の取とり調しらべでここに来ていたはずだぞ！」と大村は声を張り上げる。

「存じません。帰られたのでは？」

「ンなわけがあるかッ襲おそわれたときにここにいたんだろう、てめえらなに隠してやがる、その警備員を呼べ！」

「その要求に従う義務は我々にはありません。そもそも櫻夜倫子は当局の『所有物』です」

「ふざけろッ」

　大村が係員たちを押しのけて浄血官に詰め寄ろうとしたとき、背後で声がした。

「課か長ちようっ」

　首をねじると、廊下で揉もみ合っている特防局員と刑事たちの分厚い人垣の向こう、階段口からこちらにやってくる紅く朗ろうの姿が見えた。引き留めようと組み付いた若い局員をそのまま引きずっている。

「リンコさんはッ？」

　人垣を泳ぐように抜けてきた紅朗が大村の襟えり首くびをつかんで顔を寄せ唾つばを飛ばしてくる。

「ここにはいねえ、こいつらなにか隠してやがる！」

　大おお村むらは嚙かみつくように言い返した。紅く朗ろうは背伸びして大村の肩越しに血まみれの応接間をのぞき込む。はっと息を吞のみ、大村を突き飛ばして室内に飛び込んだ。

「入るなと言っているッ！」

　浄血官の鋭するどい声を無視し、血ち浸びたしのカーペットの上を転がるようにして紅朗は部へ屋やの奥に走った。口を結んで並べられていた黒いポリ袋のひとつに飛びつく。

「待てッ」「それに触るなッ」

　それまで冷笑的に取とり澄すましていた浄血官がはじめて焦りの表情を見せ、紅朗に飛びかかった。しかしその手を振り払い、紅朗はポリ袋の結び目をほどいた。

　大村は目を剝むく。

　袋の口からこぼれ出てきたのは、黒い髪、そして血まみれの細い手。

　気づけるはずもなかった。せいぜいコンビニのレジ袋程度の大きさで、とても人ひとりの身体からだを押し込めておける袋には見えなかったからだ。しかし紅朗が中から引っぱり出して胸にかき抱いたのは──

「リンコさんッ」

　頭部と左肩、左腕しか残っていない倫子の身体だった。

　大村たち刑事だけではなく、特防局員たちの顔にも戦せん慄りつが広がっていく。無残な切断面に脈打つものが見えたからだ。倫子の心しん臓ぞうがまだ動いている。絶望的な死の淵ふちにあって、再生しようとしているのだ。薄うすく開いたまぶたの奥の瞳ひとみはなにも映しておらず、顔は石せつ膏こうのように色味がない。

「リンコさんッ死なないでくださいッ」

　紅朗が倫子の顔を両手で包み込んで悲痛な声で呼びかける。なぜ、と大村は思う。なぜあいつは見つけられた？　なにか聞こえでもしたのか？

　二人ふたりの浄血官が再び紅朗につかみかかり、一人ひとりは倫子の身体を奪い取って袋に押し戻し、もう一人は紅朗の腕を後ろにねじり上げて床に押しつけた。

「はっ、はなせッ、リンコさんッ」

　背中を踏みつけられた紅朗は身をよじって叫ぶ。

「てめえッ」

　大村も激げつ昂こうして応接間に飛び込もうとするが、局員に羽は交がい締じめにされて止められる。

「許可もなく踏み込んできたかと思えば、現場を引っかき回すとは」

　一等階級章を襟えりに着けた長身の浄血官が、紅朗をにらみ、吐き捨てた。

「警けい察さつ官かんはどうしてこうも野蛮なのか」

「リンコさんッ早く病院連れていかないとッ」紅朗はもがくが、腕の関節を極きめられているために抜け出せない。一等浄血官が紅朗のそばにかがみ込んで耳に声を突き立てる。

「君が桐きり崎さき巡査だね。櫻さく夜や倫子に頼まれて受け取ってきた情報を我々に渡したまえ。キングダムの本拠所在地や所属メンバーのリストのはずだ」

　紅く朗ろうの身体からだがこわばる。

「……な──」

「なんで知っているのかなどと訊きかなくていい。君に取りにいかせて尾行するために、櫻夜倫子を取とり調しらべという餌えさでこっちに来させたんだ」

　大おお村むらも紅朗も絶句した。浄血官は物もの憂うげに首を振る。

「こんな事態は想定外だったがね……幸いにして人的被害は須す賀が原わらだけで済んだ」

「リンコさん死にかけてるじゃないかッ」

　叫んだ紅朗に冷え切った視し線せんが返ってくる。

「あれは人間じゃないだろう」

「なにをッ」

「わめいてないで早く情報を渡したまえと言っているんだ」

「おいてめえッ」

　局員の腕を強引に振りほどいた大村が一等浄血官のもとに駆け寄って襟えり首くびをねじり上げた。

「いいかげんにしろよ」

「いいかげんにしていただきたいのはそちらです、大村警けい視し正せい」

　さらに強く締しめ上げようとしたそのとき、大村の内ポケットで携帯が震ふるえた。一等浄血官の口元がかすかに歪ゆがむ。

「ようやく話が通ったようだ。電話に出ないと後悔することになりますよ、警視正」

「今それどころじゃねえ──」

　浄血官の手がさっと走り、大村の胸元に滑り込んで携帯電話を抜き取った。いきり立つ大村の鼻はな面づらに液晶画面が突きつけられる。発信者を見た大村は目を剝むき、引ったくって通話ボタンをタップした。

『……大村君？　ああ、うん。話は聞いたよ。困るんだ、こういうの』

　よれよれの頼りない声。

「……総そう監かん……」

　絶望的な気持ちで大村はつぶやく。

『厚こう労ろう省しようの施設内で起きたことだろう？　君たちがしゃしゃり出たらあちらの面めん目ぼくが立たないじゃないか。もう一切関与するな。向こうになにか要求されているだろう？　すべて言う通りに渡して、早く──』

　警視総監の声が滑り落ちていった。いや、電話を耳にあてていた腕から力が抜けて、下ろしてしまっただけだ。すぐ目の前で一等浄血官が皮肉そうに笑う。

「おわかりですね。ものを置いて、お引き取り願ねがいます」

　なぜ総そう監かんが。いや、たしかにあいつはどうしようもない根性なしの日和ひより見み主義者だが、それでもこんなにすんなりと特防局の言いなりになるとは。どんな裏取引をしやがった。

「課か長ちよう！　どうしたんですか！」

　背後に駆け寄ってきた宇う佐さ見みが怒ど鳴なった。特防局員たちは情勢が決したことを察したのか、腕ずくで止めるのをやめ、こちらを遠巻きに見ている。他ほかの刑事たちも次々に応接間に入ってきた。紅く朗ろうも浄血官の足の下でもがくのをやめて呆ぼう然ぜんと大おお村むらを見上げている。

「かまうことないです、こいつら叩たたき出して鑑かん識しき入れましょう」

「こいつら警サ察ツをなめてるだけですよ！」

「……総監命令だ」

　宇佐見も樺かば沢さわもぽかんとした顔になった。

「手を引けと言われた」

「……なんで総監が……」と宇佐見がつぶやく。

　大村は自分の手の腹に爪つめが食い込むほど強く拳こぶしを握った。どうする。ここで開き直って電話なんぞ聞かなかったことにして突っぱねるのは簡かん単たんだ。しかし、俺おれだけの処分では済まない。部下も減俸、停てい職しよく、異動──

　紅朗が浄血官三人がかりで押さえつけられ、衣服を探られる。スーツの胸ポケットからなにか小さなもの──ＵＳＢメモリ？──がこぼれて血だまりに落ちる。触るな、リンコさんに頼まれたものだ、と紅朗がわめき散らし必死にもがいているのを見下ろしながら、しかし大村は身じろぎもできない。

　そのとき──

「──がッ」

　背後で奇妙な声が聞こえ、振り向いた大村の目に信じられないものが映った。

　人が空を舞まっている。

　廊下に詰めた特防局員の壁かべの後方で、一人ひとり、また一人と天てん井じよう近くまで投げ上げられ、情けない悲鳴をあげながら落ちていくのが見える。

「きさま」「な──」「やめろ」「おい止とめろ！」

「じゃかましいわッ」

　大音声とともに人垣に大穴が穿うがたれた。

　倒れた局員たちを踏み越えて部へ屋やに入ってきたトレンチコート姿の巨体。大村も、他の刑事たちも言葉を失う。

「大村ァ！　なにをぼさっとしとる！」

　筑ちく摩ま川がわは一いつ瞬しゆんだけ身を沈め、床を蹴けった。紅朗を押さえつけていた浄血官たちの中に砲弾のごとき勢いで突っ込み三人とも吹き飛ばす。左手で血だまりの中のＵＳＢメモリを拾い上げ、右手で紅朗を乱らん暴ぼうに引っぱり起こした。

「筑ちく摩ま川がわ警けい視し長ちようッ」

　壁かべ際ぎわに尻しり餅もちをついた一等浄血官が身を起こしながら怒声を張り上げた。

「あなたまで出てくるとはどういうことです、話はもうとっくについているはずだ、聞いていないんですか総そう監かん命令ですよッ」

「黙だまれクソガキが！」

　筑摩川の一いつ喝かつに、浄血官は鼻はな白じろんで壁に背中を押しつけた。

「総監がなんぼのもんじゃ、わしが背負っとるのは桜の代紋じゃ！　組のもんがマル吸きゆうにやられたんならわしらの手で落とし前つけさせるわッ」

　浄血官は鼻でせせら笑う。

「……意味のわからないことを、だいいちやられたのは、当局の所有する認可吸血種──」

「櫻さく夜やはうちの刑事じゃッ」

　筑摩川の声に、大気がびりびりと震ふるえた。大おお村むらの中でも、なにかに火花が飛び、着火した。

　俺おれはなにをやっていたんだ。九きゆう課かの兼任課長だろうが。たった二人ふたりの課員が、一人ひとりは死にかけ、もう一人は踏みつけられてるってのに、保身のことなんざ考えて……

「桐きり崎さきィッいつまで寝とるんじゃ櫻夜をさっさと病院に連れていけ！」

「は、はいっ」

　紅朗が倫子の身体からだを詰め込んだポリ袋に這はい寄って守るように抱きかかえる。
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「残りは本庁に戻って会かい議ぎじゃ、明日あしたじゅうには片ァつける！」と筑ちく摩ま川がわは大おお村むらたちを振り返って太い声で言う。「総そう監かんはわしがぶちのめしとくから気にせず働け！　懲ちよう罰ばつもわしがまとめて喰くらうようにナシつけるわ、万が一おまえらも訓告喰らうようなことがあったら焼肉でもおごっちゃるからそれで赦ゆるせ！」

　筑摩川の拳こぶしが天を衝つく。

「桜さくら田だ門もん組ぐみィッ！　俠おとこ気ぎ見せんかいッ」

　押お忍す、の唱和が轟とどろいた。
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　母を思い出そうとすると、浮かんでくるのはきまって間近から見る横顔だった。

　血を吸わせるとき、いつも母が倫子を膝ひざに乗せて、肩に嚙かみつかせていたせいだろう。母は青ざめた顔で、それでも愛いとおしそうに倫子の髪をなでていた。

　父親の顔も名前も、倫子は知らない。母がなにも話してくれなかったからだ。異い形ぎようの娘が産まれてきてしまったことで母を責め、母ひとりに押しつけて離り婚こんしたらしい──という話は、科か警けい研けんに預けられてようやく他人の口から聞かされた。

　母は──やさしい人だった。

　暴ぼう力りよく的てきなくらいやさしい人だった。

　だれも憎まなかった。どんなにつらいことがあってもだれのせいにもしなかった。そのやさしさがたっぷり含まれた血を与えられ、倫子は育った。

　母の死因は衰弱死だと聞かされた。

　毎日のように失血を続けたせいで、単純に、身体からだが弱って死んだ。

　母が遺のこしたものは呪のろいだ、と倫子は思う。

　わたしたちとあなたたちは、少し食べ物がちがうだけ。それだけ。母はいつもそう言っていた。どちらが悪いとか、間違っているとか、考えないでほしい。倫子、あなたは強くて優やさしい子だから、きっとわたしたち人間の中で、だれも憎まず、だれからも憎まれずに生きていけるようになる。それだけじゃない。いつかはあなたたちがみんなそうなれると思う。約束して、倫子。そんな日を迎えるために生きる、って。

　母のやさしさは、倫子の憎悪や怒りが噴ふき出すはずの傷口をみんなふさいでしまった。行き場をなくした熱ねつは、深く、深く、深く内部へ──倫子自身へと……







　心しん臓ぞうを直じか火びで焼かれるような痛みに、倫子は悶もだえながら身を起こした。

　薄うす暗くらがりの中、体温と汗とが背中や胸を流れ落ちていく。肩にかけられていた毛布がはらりと落ち、寒さが押し寄せてくる。

　ここは──どこだ？

　見回す。殺風景な広い部へ屋やだ。目に入るのは倫子が寝かせられていたベッドと、壁かべ際ぎわにひっそり立つ背の高い戸棚、一対の丸まる椅い子すとサイドテーブル、点ついていない天てん井じよう灯とう、ベッドを囲むカーテンレール。

　病室、だ。

　見み憶おぼえがある。いつも定期検診などで使っている警けい察さつ病びよう院いんだ。

　痺しびれと熱ねつがちりちりと皮ひ膚ふで弾はじけて引いていく。その下から記き憶おくがあらわになる。そうだ、わたしはあのとき──キングと、部下を続けて撃うって……でも残った一人ひとり、女の方の部下がナイフでわたしの額ひたいをかち割ったんだ。その先ははっきりしないけれど、三人がかりで大小の刃物やあるいは牙きばで身体からだ中じゆうずたずたにされたのはかろうじて憶えている。

　なぜ生きている。なぜ連中はわたしにとどめを刺さなかった……？

　身体の状態をたしかめようとした倫子は、そのときようやく自分が一糸も纏まとっていないことに気づく。なぜ全裸？　それに、両腕も胴体も両足もそろっているどころか傷ひとつない。完全再生した？　肉体のほとんどが損そん壊かいしていたのに？　しかも、再生後にきまって襲おそってくる鉛のような気けだるさが、まったく感じられなかった。むしろ身体が軽い。

　自分の身体のあちこちを探っていた倫子の手が、ひんやりしたものにぶつかる。

　倫子は固まった。

　同じ毛布の中に、もう一人ひとりいる。今さら気づいた。毛布をまくりあげた倫子は声にならない声をあげた。すぐ隣となりに上半身裸で身を丸めて寝転がっているのは──

「──き、桐きり崎さきっ？」

　ようやく言葉が出てきた。たしかに紅く朗ろうだった。耳までかあっと熱あつくなり、倫子は裸身に毛布を巻きつけてベッドの隅に後ずさりながら紅朗の背中を何度も蹴け飛とばした。

「な、お、おまえっ、な、なんでっ、わ、わたし裸でっ、ど、どう──」

　十二回目の蹴りを入れたあたりで気づく。紅朗はまったく目を醒さます様よう子すがない。おまけに背中がやけに冷たい。

　そうっと身を寄せ、肩をつかんで仰あお向むけにさせる。倫子は息を吞のんだ。

　紅朗の顔は真っ白で、唇も色をほとんど失っていた。関節もあちこちこわばっている。

　……死んでいる？

　倫子はあわてて紅朗ににじり寄り、頰ほおを叩たたき、手首の脈をとり、それから胸に耳を押し当ててた。心しん臓ぞうが弱々しいながらも動いているのが聞こえ、安あん堵どの息を紅朗の胸に吐きかける。

　と、背後でどたどたという足音が聞こえ、倫子はあわてて紅朗の身体から頭を離はなして身を起こした。病室のドアが開く。

「倫子ちゃん、なにかあった──」

　駆け込んできたのは白衣姿の宮みや瀬せだった。振り向いた拍子に倫子の肩から毛布がはらりと落ちて、宮瀬は棒立ちになって固まった。倫子は再び声にならない声をあげて枕まくらを宮瀬の顔目がけて投げつけた。







「……眠っていたのはほぼ丸二日だよ」

　枕の直ちよく撃げきで赤く腫はれた鼻をさすりながら宮瀬はそう説明してくれた。

「たったの二日？」

　倫子は驚おどろき、あらためてパジャマの上から自分の手足を触ってたしかめる。あれほどの重傷は未み経けい験けんだったが、以前片脚をちぎられたときには生はえるのに一週間かかった。その何十倍もひどい状態だったはずなのに、なぜたった二日で。

「桐きり崎さきくんがね、きみのために採れるだけ血を採ってくれって言ってね……」と宮瀬は生気のない紅朗の寝顔を見つめる。「かなり危険なラインまで採血させてもらったんだ」

　毛布の下に手を差し入れ、金属のように冷たい胸に手のひらを押し当てる。鼓動がかすかに伝わってくる。

「しかも、倫子ちゃんの容態が悪化したらまたすぐに血を補給できるように隣となりに転がしておいてくれって言うからね」

　体温差のせいで、自分の身体からだがひどく熱あつく感じられる。

「……この、ばか」

　紅く朗ろうの喉のど元もとまで毛布を引っぱりあげると、倫子はベッドから飛び降りた。宮瀬も丸まる椅い子すから立ち上がる。

「どこに行くつもり……ってのは、愚問なのかな」

「警けい視し庁ちようにきまっているだろう」

　パジャマでタクシーを拾うのは恥ずかしかったが、そんなことも言っていられない。二日もたってしまったのだ。あれからどんな状況になっているのかわからないが、寝ているわけにはいかなかった。着替えは九きゆう課かのロッカーに入れてある。

「いま医師せんせいを呼びにいくから──」

「その時間も惜しい。桐崎を頼んだ」

　病院を出ると、容赦のない夜風が斬きりつけてきて、倫子は身をすくませた。さすがにパジャマだけでは寒い。けれど身体の芯しんに熱ねつがぼんやり残っていて、しばらくするとつらくなくなった。奇妙な感触だった。まるでまだベッドにいるような──隣に紅朗がいるような気分だ。また耳まで火ほ照てってくる。なんだこれは。血をもらいすぎたせいか。活性化しかけている？

　倫子は頰ほおや腕を必死にこすってその感触を拭ぬぐい落とそうとした。こんな感触ははじめてだった。どれだけ血をよこしたんだ。宮瀬もなぜ止めなかった。

　あらためて思う。この仕事は、人間のやる仕事じゃない。

　九きゆう課かの仕事を続けていたら桐きり崎さきは遠からず死ぬ。今回だって、もし白はく竜りゆう軒けんに遣つかいに出していなかったら倫子についてきて、そしてキングたちに殺されていただろう。吸血種に関かかわる案件を繰くり返していれば、いつかあいつは死ぬ。無む茶ちやをやるか、あるいは──

　わたしに啜すすり殺される。

　タクシーを待つ間に大おお村むらに電話した。

『櫻さく夜やっ？』電話の向こうで大村が上うわずった声をあげる。

「申し訳ありませんでした、これから本庁に戻ります」

『馬ば鹿かおまえ電話なんかしてて平気なのか、あんだけ重傷で』

「もう治りました、人間じゃないので」

　大村は絶句した。

「わたしの心配は無用です。それより状況は？　須す賀が原わらは──キングダムの連中に殺されたんですか？　それと桐崎がわたしの代わりになにか受け取ってきたはずなんですが」

『おまえ胸から下ぜんぶなくなってたんだぞッ？　人間じゃねえとかそういう問題じゃ』

「そういう問題です」倫子は険しい声で大村の言葉を遮さえぎり、それから少し申し訳なく思って語ご調ちようをやわらげた。「心配してくれるのはありがたいですが、ほんとうに大丈夫なんです。桐崎がかなりの量の血を提供してくれたらしくて。それよりも、これからキングダムに調しらべを入れるんでしょう？」

『なんの話だ。まだそんな段階じゃ』

　倫子を仕事に戻らせないための噓うそだった。倫子にはすぐわかった。

「課か長ちようが銃持ってるの、音でわかります」

　歯は嚙がみする大村の顔が見えた気がした。

『……この地じ獄ごく耳みみが！』

「どこにいるんですか、そこ車の中ですね？　張り込んでるんですか？」

　大村が答えるまでに長い長い間があった。何台もの車が真夜中の闇やみにヘッドライトの軌跡を塗りつけながら目の前の車道を走りすぎた。タクシーは一台も通りかからなかった。

『西にしヶが原はらにある倒産した老人ホームだ』

　苦り切った声で大村は言った。

『詳しいことは刑事部のデータベースに共有してあるからさっさと本庁行って確かく認にんしてこい。連中が建物内に少なくとも八人いるのが確認されてる。零時を過ぎたら突入する、ぐずぐずしてッと仕事なくなるぞ』

「零時？　どうしてそれまで待つんですか」

　訊たずね、大村が答える前に気づく。明日あしたの日付の持つ意味に。

「施し行こうを待っているんですか」

『そうだ。改正吸対法だ』

　大おお村むらの声は冷え冷えとしていた。

　吸血種対策法の改正案は先日参さん議ぎ院いん本会議を通過し、明日、施行される。改正点はいくつもあったが、警けい察さつにとって最も大きいのは『処理』について定めた第四条の第十二項だ。

　明らかに吸血種であると認められる対象は、裁判所の判断の必要なく人権適用停止できる。

　つまり、吸血行為や瞳どう孔こうの赤色発光、体たい組そ織しきの急速再生、皮ひ膚ふの硬質化などを視認できれば、即時に攻こう撃げきすることが許されるのだ。

　あと二時間──日付が変わったその瞬しゆん間かんから。

「すぐに行きます」

　電話を切ってパジャマのポケットに押し込んだとき、右手からやってきたヘッドライトが倫子の目を刺した。逆光の中で赤い『割増』の文字が見えた。タクシーだ。倫子はガードレールから身を乗り出して手を挙げた。
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　風が強まり始め、林の梢こずえを乱らん暴ぼうに搔かき回しているせいで、建物の窓のまばらな明かりは葉は影かげで不規則に遮さえぎられて点滅して見えた。

　静かな住宅街の外れにある、真っ白な塀と背の高い木こ立だちで囲まれた広い敷しき地ちだった。門柱に埋め込まれた金属板には『聖せい奉ほう仕し福ふく祉し事じ業ぎよう団だん　特とく別べつ養よう護ご老ろう人じんホーム　博はく愛あいの家いえ』と刻まれているのが街灯の光でかろうじてわかる。

　紅く朗ろうが持ち帰ったＵＳＢメモリには、この老人ホームの所在地と見取り図、そしてキングダムの構成メンバー二十名の外見・特長・通り名などのデータが入っていたのだ。プリントアウトされた見取り図に大村は目を落とす。

「建物自体はかなり古いが……自家発電設備と雨水タンクがあるらしいな」

　そう言って、助手席から双そう眼がん鏡きようで再び建物の窓をひとつひとつ確かく認にんしていく。

「燃ねん料りようさえ調ちよう達たつできりゃ暮らしていけるわけだ」

「うまい場所を見つけたもんですね、連中も」と運転席の宇う佐さ見みが憎々しげに返す。「しかしなんで半年もばれずに済んだんですかねぇ。マル吸きゆうが二十人も共同生活してたんでしょう。出入りするやつらは若者ばっかりで老人なんて一人ひとりもいなかったわけでしょ、所しよ轄かつのパトロールはなにやってたんだっつう話ですよ」

「どういう不備か知らんが、この老人ホーム、書類上は潰つぶれてない扱いになってたらしいんだな。キングダムの連中はそこに目をつけたんだろう。それにおまえ、家の近所に老人ホームがあったとして、そこに老人がいないかどうかなんて気にするか？」

　宇佐見は下唇を突き出してしばらく黙だまった。

「……たしかに、気にしませんね。中で静かに余生を送ってるだろう、って思って」

「そんなもんだ」

　言った後で大おお村むらは、宇う佐さ見みの言葉にぶるっと震ふるえた。

　中で静かに余生を送っている。

　たしかにその通りなのだ。人間であることをやめた後の生を、彼らはここで息を潜ひそめて静かに送っていたのだ。

　それも今夜、終わる。

　時と計けいを確認し、ドアを開いて車外に出た。耳がもがれそうなくらい風が冷たい。振り返ると、路上に四台並べて駐とめられたワゴン車と、その手前に群れた防ぼう刃じんベスト装備の剣けん吞のんな一団が目に入る。刑事部特Ｓ殊Ｉ班Ｔ──立てこもり犯などに対するスペシャリスト武装集団。全員がヘルメットに暗視スコープを取りつけ、自動小銃を手にしている。

　完全武装した屈強な男たちの間に、折れそうなほど細いシルエットがある。少女の小さな背中を見ていると、彼女がこれから戦場に赴おもむくというのがなにか質たちの悪い冗じよう談だんに思えてくる。

　倫子の到着はほんの十分ほど前だった。第一世代吸血種の生命力は重々知っている大村でさえも、倫子の身体からだが完全に元通りなのを見てあらためて驚きよう愕がくした。片腕と首から上しか残っていない凄せい惨さんな光景が大村の目にはまだ生々しく焼きついていた。

　しつこいとは自覚しつつ、歩み寄り、訊たずねる。

「櫻さく夜や、ほんとうに身体は大丈夫なのか。無理すんじゃねェぞ、足引っぱられても困る」

　倫子は振り向き、肩をすくめ、いきなりかがみ込んだ。ワゴン車の腹の下に手を差し込んだかと思うと、ふっと息を入れて力を込める。車体の片側が膝ひざの高さまで持ち上げられて大きく傾き、まわりの特殊班員たちが騒そう然ぜんとなる。

　大村は肩を落として嘆息した。

「わかったよ。訊きいた俺おれが野や暮ぼだった」

　倫子は車から手をはなして立ち上がった。車体が水平に戻り、タイヤがアスファルトを叩たたいてくぐもった音をたてる。

「桐きり崎さきが後先考えずに血をよこしたんです。元気すぎるくらいです。活性化もできます」

　大村の鼻先に突きつけられた倫子の手の甲が木の皮のように硬質化し、また元に戻る。

　血を提供した紅朗は病院で臥ふせっているというのを聞いて大村はかえって安心していた。あの馬ば鹿かのことだ、今この現場にいたら一いつ緒しよに突入すると言い出しただろう。

「課か長ちよう。あのばかを九きゆう課かから外してください」

　倫子の言葉に大村は眉まゆ根ねを寄せる。

「わたしの仕事を手て伝つだっていたら、あいつは死にます」

「死ぬ覚悟がなくて警けい視し庁ちようの刑事なんざやれるか。俺たちだって」

「覚悟とかそういうレベルの話じゃありません。確かく実じつに、一ヶ月か二ヶ月で死にます。外してください。わたしはひとりでやれます。これまでもそうだったし」

「おまえが他人の心配するなんて珍しいな、櫻さく夜や」

「しっ、心配して言ってるんじゃありません！」倫子は思わず声を荒あらげる。「なんであんなばかの心配しなきゃいけないんですか、無む駄だ死じにだし邪じや魔まだから言ってるんです！」

「その話は後にしろ。今は目の前のマル吸きゆうどもだ」

「……はい」

　倫子はうなだれ、銃の弾倉を確かく認にんし、顔を上げて建物の影かげに目を向ける。

「ほんとうに中にキングダムの連中がいるんですか？」

　大おお村むらはうなずいて双そう眼がん鏡きようを持ち上げる。

「窓から確認できただけで八人いる。こっちにもとっくに気づいてやがるよ」

　三十分ほど前に撮さつ影えいした画像を倫子に見せる。夜中でしかも距きよ離りがあるので非常に見づらい画像だったが、三階の窓の人影を撮とった一枚を目にして倫子は険しい顔になり、つぶやく。

「キング……」

　薬物密売グループの第三世代吸血種八人を短時間で全滅させ、須す賀が原わら力りき哉やを惨ざん殺さつし、倫子を瀕ひん死しまで痛めつけた男。

「おかしいですね。なぜ逃げないのか」と倫子は目を細める。「あんな派は手でなことをして警けい察さつを本気にさせたんです。いずれここが割れるのもわかっていたはず」

「それは、俺おれにもわからん」

　あれから二日あったのだ。ここを引き払って雲隠れする猶ゆう予よはじゅうぶんあった。見つかるわけはないと警察の捜査力を見くびっていたのだろうか。あるいは──

　迎げい撃げきできる自信があるのか。

　馬ば鹿かな、と大村は胸中で毒づいた。警けい視し庁ちようは吸血種の驚きよう異い的てきな身体能力にも対抗できるように訓練と装備の強化を日々進めているし、だいいち今夜どうにか凌しのいだとしても警察も特防局も自じ衛えい隊たいもさらに大量の人員を投入するだけだ。

　吸や血つ種らは、正体が広く知られてしまった時点で、終わりなのだ。

　なぜ逃げない。

「櫻夜警部！」

　特Ｓ殊Ｉ班Ｔの係長が駆け寄ってきた。

「突入するのなら打ち合わせをしておかにゃならんだろう、うちは三班に分かれて──」

「不要です」

　倫子はぴしゃりと言った。係長はむっとした顔になる。

「わたしの動きには人間の方々はついていけませんから、打ち合わせをしても双方に害があるだけです」

「いや、しかしねえ」

「警けい察さつ装備の弾はわたしの硬質化した皮ひ膚ふを貫通できませんから万が一の誤射の心配もありません。そちらはそちらで作戦行動してください」

　係長は顔を歪ゆがめて吐き捨てた。

「まるで独りでやれるから我々は要いらないような言い方ですな」

「独りでやらせていただけるならその方がありがたいです」

「あンたなあ！」「中の連中となにか取引でもしてあンのかァ？」

　倫子はぎろりと班員たちをにらんだ。

「取引？　なんのことですか」

「あンた、殺しの現場にいたのに殺されなかったんだろう。おかしいじゃねェか。なんで連中はとどめを刺さなかったんだよ」「マル吸きゆう仲間だ、通じてんじゃねえのか」「参考人が殺やられたのもあンたの手引きじゃ」

　かあっと頭が過か熱ねつした。言い返す言葉もすぐには出てこなかった。大おお村むらが割って入った。

「そろそろ時間だ、配置についてくれ」







　零時の訪れはごく静かだった。倫子ひとりが足音もなく警察車両の間を抜けて施設の正門へと走ったからだ。風がにわかに強まって葉は擦ずれの音が波立ち、やや遅れて背後で指示の声が飛び、規則的な足音が続く。病院にいたときからの奇妙な感覚はまだ続いていた。自分の身体からだが半分ほど自分のものではないみたいだ。鈍にぶっているわけではない。神経は梢こずえの葉の一枚一枚を音だけで数えられそうなくらい研とぎ澄すまされている。それでも、血管の中にちがう液体が流れているような感触だった。

「食い止めろ！」

　上からそんな声が降ってきた。見上げると二階の開いた窓から飛び出してきた小さな影かげが目に入る。倫子の身体はほとんど無む意い識しきに動く。右手がジャケットの脇わきに滑り込んで銃を引き抜き、頭上に二発放ち、横っ飛びに転がる。空中で弾の勢いを食って跳ねたその影は、倫子のすぐ背後に着地した。飛びかかる寸前の獣けもののように身を低くして両りよう眼めを真まっ赤かに燃もやし、なにかを芝生しばふの中にぷっと吹き棄てる。おそらくは──嚙んで受け止めた弾だ。

「視認！」「発光確かく認にん！」

　特殊班員たちの声が飛び、斉射が始まる。小さな影は赤い眼光の尾を引いて班員の隊列に飛び込む。一人ひとりが蹴けり倒され喉のどを踏ふみ潰つぶされる。倫子は振り向きざまにジャケット裏から引き抜いたナイフを投げた。小さな身体がのけぞり血しぶきをあげて弾はじけ飛ぶ。

　倫子は唇を嚙かみしめて前に向き直り、とどめを刺すための銃声を背中に聞きながらエントランスに駆け込んだ。外気よりもなお刺とげ々とげしい冷たい空気が肌を引ひっ搔かいた。

　おまえたちは、と胸の内で倫子は語りかける。なぜ戦う？　こんなことをしてなんになるっていうんだ。

　玄関ホール左手奥の通路に向かって走り出すと、つんとした油臭さが鼻についた。石油ストーブでも使っているのだろうか。まずいな、と倫子は思う。鼻が利かないと敵の気け配はいを探りづらくなる。

　暗い廊下の左手、わずかに開いたドアの隙すき間まからなにかがすさまじい勢いで飛んできて、すんでのところで首を傾けた倫子の頰ほおの肉を搔き削りはるか後方のガラスドアを突き破る。闇やみに熱あつい血が散るのを感じながら倫子は倒れざまに撃うった。ドアの隙間からうめき声が漏れた。さらに撃ち込み、弾倉を入れ替えながら室内に飛び込む。

　足下に倒れていたのはヨットパーカーを着た若い男だった。まわりの床には、おそらく投げつけるために用意したのだろう、十数本の包丁が散らばっている。

　銃弾を受けた喉の肉が盛り上がって蠢うごめき再生を始めているのを確かく認にんした倫子は、頭に二発撃ち込んだ。目から上を吹き飛ばされた男は四肢を痙けい攣れんさせて血の海に沈んでいく。

　かがみ込んでパーカーの胸にナイフを突き立てる。男の身体からだがびくんと跳ね、やがて痙攣が止まる。

　思わず先に頭を撃ってしまった。わたしは甘すぎる、と倫子は自責した。

　心しん臓ぞうを潰すのが最も確実な吸血種の殺害方法だが、脳が無事な状態だとすさまじい苦痛の中で死んでいくことになる。だからこれまで倫子は『処理』するときにもなるべく苦しまないようにとまず頭部を破は壊かいすることにしていた。

　でも、ここの敵は全員が第三世代以上だ。キングたちに襲おそわれたときのことを思い返すと戦せん闘とう訓練も積つんでいると見られる。憐れん情じようは危険だ。真っ先に心臓を狙って仕留めなければ。

　部へ屋やにはベッドと空っぽのクロゼットがあるだけで、他に人の気け配はいはなかった。倫子は廊下に出て、見取り図を思い出しながら階段へと走った。正面玄関から入ってくる特殊班員たちの姿が視界の端に見えたので、足を速める。

　凍らせろ。感情を硬く、硬く、硬く押し込めろ。ひたすら効率的に、機き械かい的てきに、処理しろ。

　階段上から二つの影かげが飛び降りてきた。倫子は踊り場の壁かべを蹴けって高く跳ね、宙で身をひねりながら影と交こう錯さくする。ナイフを胸に受けたその二人ふたりは途と切ぎれ途切れのうめき声をたてながら階段を転げ落ちていった。階下で特殊班員の足音が集まるのが聞こえ、倫子はそのまま手すりの上に着地して一気に二階まで駆け上がった。

　二階の長い廊下のかなたに細い明かりがあった。まばらな銃声、それからくぐもった苦く悶もんの声がいくつも重なり、倫子は身を低くしてカーペットの床を蹴った。光の漏れるドアにたどり着くと、いっぱいに開いて中に銃を突きつける。

「──っ？」

　倫子は声を吞のんだ。異様な光景だった。二十畳ほどの広さの室内に散乱しているのは、積み木やぬいぐるみ、小さな木馬、三さん輪りん車しやといった子供のおもちゃ──そして入り口そばに俯うつぶせに倒れた特殊班員たち。彼らの身体からだも、投げ出された銃も、遊具も、なにもかもが赤黒くしとどに濡ぬれ、壁かべにも血の軌跡が何筋も刻まれている。

「……ぅ、ぅっうっ」

　積み上げられたぬいぐるみのあたりから子供の泣き声が聞こえた。見ると、血みどろのワンピース姿の若い女が三、四歳の幼子を胸にきつく抱いている。こちらをにらむ女の両りよう眼めは真まっ赤かに燃もえさかっている。

　子供部べ屋や。

　倫子の意い識しきをうつろな戦せん慄りつが吞み込んでいく。キングダムには子供もいたのか。ここで育てていたのか。王国の、小さな小さな──未来の種を。

「──ァアアアアアアアアアアアッ」

　女が絶叫して床を蹴った。その手首の傷から血がすさまじい勢いで噴ふき出し、鞭むちとなって左右から倫子を打ち据える。ジャケットが斬きり裂かれ腕の肉が深くえぐられた。とっさに身を投げ出していなければ肩からすっぱりと切断されていたかもしれない。

　高圧血流による刃やいばだ。こんな無む茶ちやな血の使い方もできるのか、と倫子はおののく。こうやってＳＩＴ一隊を壊滅させたのか。

「なんで！」

　女は目からも血を流しながら叫んだ。

「なんで、なんで、なんで」

　両腕を振り回すたびに血流の鋸のこ刃ばが倫子を襲おそい、皮ひ膚ふを搔かき削る。

　女の問いに続く言葉はなかった。叫びの意味は倫子にも痛いほどわかった。

　だから──返せるものは銃弾しかなかった。

　血の噴ふん出しゆつが弱まった一いつ瞬しゆんを狙ねらい澄すまし、床に身を投げて半回転しながら続けざまに三発。胸から血しぶきをあげた女はのけぞって吹き飛び、ぬいぐるみの山に突っ込んだ。

「ママぁあああああああああああああっ」

　子供が悲痛な叫びをあげて女にすがりついた。

「やだ、ママ、ママ、ママぁあああ」

　倫子はそちらに一歩、二歩近づき、足を止めてしまう。幼児は母親の骸むくろを前にしてへたり込み、泣きじゃくっている。胸の大穴からは折れた肋ろつ骨こつが見え、失われた心しん臓ぞうを必死に元に戻そうと再生機き能のうがむなしく血を泡立てている。

　やめろ。見るな。触るな。近づくな。もう死んでる。倫子はちっぽけな背中にそう声をかけようとするが、うまく呼吸ができない。言葉の代わりに喉のどから漏れ出るのは、獣けものの呻うなりだ。

　幼児が振り返った。

　その両眼にどろりとした真しん紅くの炎がたまっている。

　ベージュ色のズボンも新しん幹かん線せんの絵がプリントされた白いシャツもフェルトのポンチョも、小さな手のひらも母親の血に染まり、それを映したかのように瞳ひとみの炎はなお赤く燃もえさかって眼がん窩かからあふれている。

　小さな身体からだが跳ねた。血混じりの涎よだれと引きつった咆ほう哮こうを吐き散らしながら飛びかかってくる幼い獣を、倫子は呆ぼう然ぜんと見つめているだけだった。肩に熱あつい衝しよう撃げきが走り、全身に伝わっていく。幼児は食いちぎった肉を吐き捨てると、倫子の首に両手の爪つめを食い込ませ、再び大口を開いた。血に濡ぬれた鋭するどい犬歯がぎらついた。

　虚脱感の中で目を閉じようとしたそのとき──

　銃声が響ひびき、小さな肉塊が倫子の足下に落ちる。

　倫子は肩で荒い息をついて幼子の屍しかばねを見下ろした。小さな頭部は跡形もなく消し飛ばされていた。

　なんで。なんで、なんで……。

　幼子の母親の声が倫子の頭の中でわんわんと響いていた。自分の声のようにも思えた。

　背後でなにかを引きずる音が聞こえ、振り向いて銃を突きつけると、起き上がった特殊班員が近寄ってきたところだった。銃口を見てぎょっとした顔になり立ちすくむ。彼の手に握られたアサルトライフルの薬やつ莢きよう排出口からは、まだかすかに白煙が漏れ出ている。

「……だ、大丈夫ですか警けい部ぶ」と隊員が言う。「今、喰くわれそうに──」

　倫子は銃を下ろし、再生を始めた肩の傷口を左手でおさえ、足を引きずってドアに向かった。なんで、と声がまた意い識しきの内側でこだまする。なんで戦っているんだろう。彼らは──それから、わたしは……







　正面棟三階の突き当たりは天てん井じようの高い大広間だった。外の街灯のかすかな明かりがステンドグラスから射さし込み、整せい然ぜんと二列に並ぶ大きな木製の長なが椅い子すが重苦しい影かげをつくっている。

　礼拝堂だ。

　両開きの扉の隙すき間まから倫子が身体を滑り込ませると、キリスト像に見下ろされる壇だんの上でなにかが動くのが見えた。

　長身の人ひと影かげだ。真っ白な髪はステンドグラスから降り注ぐわずかな光を透かしている。口元にべっとりとついた血を手の甲でぬぐい、赤い炎で濁にごる目を倫子に向けてくる。

「……キング」

　倫子がつぶやくと、男は握っていたものをはなした。壇に横たえられているだれかの手だ。力を失った腕がだらりと落ちる。女だ。目にわずかに残っていた赤い炎が、ふっつりと消える。倫子は息を吞のむ。取とり調しらべ中ちゆうに襲おそってきたキングの部下の一人ひとりだ。首筋の穴から血が細く二筋伝い落ちている。

　なぜ──仲間を啜すすり殺した？

　見れば、その女だけではない。壇の足下には倒れている何人もの胴体や脚が見える。倫子はもう一度キングの口元を凝ぎよう視しする。この暗さでも顔に血管が浮き上がっているのがわかる。血液の過剰摂取による反応だ。

「……どうして。仲間だろう」

　倫子の問いに、キングは血の絡んだ唾つばを足下に吐き捨てた。

「どうせ処理される。キングダムは今日きようで終わりだ。それなら俺おれの戦力になった方がいい。おまえらを一人ひとりでも多く道連れにできる」

　倫子は下唇に歯を立てた。

「逃げればよかったじゃないか。どうしてこんなに大勢でねぐらに残っていたんだ。見つからないとでも思っていたのか？」

「逃げてどうなる。あれだけのことを起こした後に、何十人もの大所帯でなんの痕こん跡せきも残さずに移動できるわけがない。それはおまえら警けい察さつの方がよくわかっているはずだろう」

　彼の言う通りだった。日に本ほんの警察は、優ゆう秀しゆうなのだ。絶望的なまでに。一員である倫子がだれよりもよく知っている。

「せめて子供と母親だけでも──」

「同じだよ。逃げ切れるもんじゃねぇ。俺からすればおまえのやってることの方が疑問だらけだ。同族を心配してるようなことを抜かしながら、やってることは警察の犬で、俺たちを殺して回ってるだけじゃねえか」

「ちがう！」

　自分の叫びが肩の傷に響ひびく。

「おまえたちみたいな人殺しがいるから、吸血種は皆殺しにしろなんていうやつが大勢出てくるんだ。静かに暮らしてるやつだっている。なりたくもないのに感染した人だっている。子供なんて自分ではなにもしていないのに生まれつきだ。みんな──」

　喉のどの奥が熱あつくなる。血の塊を吞のみ込んだときのように。

「──みんな、普通に生きてたいのに！　わたしたちだって普通に生きてていいはずなのに、おまえたちみたいなッ」

　その子供や母親を殺したのはおまえらじゃないか。

「……あ、あれはッ、襲おそってきて、しかたなく、殺したくてやったわけじゃ」

　声を絞り出し、それから気づく。今の問いはキングが口にしたものじゃない。彼は壇だんの向こうで冷ややかな目つきで沈ちん黙もくしている。

　今のは、わたしが自分で……自分を責める声。

「仲間のためにやってるってのか？」

　キングの声が、現実の声が寒々しく耳じ朶だを打つ。

「普通に生きてていいだと？　笑わせンな。じゃあ訊きいてやる。はっきり答えろ」

　長い影かげがゆらりと動き、壇だんを迂う回かいし、仲間たちの屍しかばねを踏み越え、倫子に一歩近づいてくる。

「もし同族の女がガキをつくったら、おまえはなんて言う？　産めって言えるか？」

　倫子は凍りついた。キングはさらに言葉を突き立ててくる。

「いや、おまえも女だったな。おまえ、ガキをつくれるか？　産めるか？　俺おれたちが普通に生きてていい生き物だとほんとうに思ってるなら、産めるはずだな」

　答えられなかった。

　いくつもの言葉にならない言葉が氷結して喉につかえ、内側から刺さり、痛みを呼んだ。涙が出てきそうだった。キングは目を細めた。紅あかい二つの火が小さくなる。

「……だんまりか。はッ、思った通りだ。おまえは偽善者だ」

　キングは吐き捨てた。

「俺たちはちがう。狼おおかみとして生きる。血が呪のろわれてるなんて思わねえ。仲間になりたがるやつがいれば血を分ける。ガキが欲しいならつくって、育てる。生きるために必要ならいくらでも殺す。そうやって俺たちの国を造ってきた」

　言葉の最後に、かすかに脆もろさがにじんだ。

　その王国も、今夜──壊こわれる。わたしたちの手で、壊される。

　わたしは。

　間違っているのか。

　そんなわけない。母かあ様さまに言われた。ともに生きる道を探せって。だからわたしは吸血衝しよう動どうを抑え込むことを憶おぼえ、実じつ験けんサンプルとして身体からだ中じゆういじくり回されても抵抗もせず、血液も肉も骨こつ髄ずいもいくらでも提供し、自由になる時間があればひたすら知ち識しきを詰め込んで、法の曲げ方と銃の撃うち方とを学び、認可と引き替えに国家公務員という新しい鎖くさりにつながれることを選び、そして戦い、殺して、殺して……

　殺した。

　たくさん殺した。

　吸血種が飢うえのために大勢の人間を殺すのと同じように──

　人間達の恐れのために大勢の同族を殺した。

　わたしは。わたしは、それでも。

　不意に爆ばく発はつ音おんが地を揺らし、真昼のような明かりが窓から射さした。倫子はよろけ、長なが椅い子すの背をつかんで倒れそうになるのをこらえ、光を手で遮さえぎりながらステンドグラスに目をやった。突き刺さるような烈はげしい明るさは一いつ瞬しゆんで引いていたが、かわりに下方で揺らめいているのは炎の気け配はいだ。

　なにが──あった？

　礼拝堂の床板の継ぎ目から、煙が立ちのぼっている。きな臭さがこみ上げてくる。ちらと振り向けば背後の扉の隙すき間まからも炎の色が見える。

「発電用の燃ねん料りよう、かなり余ってたからな」とキングがつぶやく。「撒まいといた。今夜が俺おれたちの国の葬式だ。老人ホームなんて棺かん桶おけみたいなもんだからな、お似合いだろ」

　またひとつ遠い爆ばく発はつ音おんが聞こえ、キングの言葉を束つかの間ま遮る。

「俺はここで終わる。だが、おまえらは俺たちの敵だ。下の警サ察ツどもも一人ひとりでも多く殺す。おまえも、生かしておけばこれからも同族を殺し続けるんだろ。だからここで──」

　両りよう眼めの炎が煙に煽あおられたかのように燃もえ立つ。

「──灰になれ、犬」

　キングの両手首から鮮せん血けつが噴ふき出し、のたくり、天てん井じようの高さにまで広がって散らされた。

　まるで孔く雀じやくの羽のように。

　倫子は息を吞のんで跳とび退すさった。振り下ろされた血ち鋸のこが長椅子を断ち割る。切れ味も速度も刃やいばの数もあの女吸血種とは比べものにならない。床を蹴けり、飛び移った壁かべをまた蹴り、天井近くまで駆け上がり、また床に突き刺さるほどの勢いで飛び降りる。跳弾のごとく跳ね回る倫子を高圧血流のワイヤーカッターが蛇の群れのように追い回し、床板を引き裂き壁を搔かきむしり燭しよく台だいや長椅子や円柱をことごとく斬きり刻んでいく。

　折れた柱の陰に飛び込み、身をひねって続けざまに四発撃うった。キングの手が一いつ閃せんし、つかみ取られた銃弾がばらばらと床に落ちた。次の瞬間、血の糸が空を裂き、倫子が身を隠していた柱は真っ二つにされる。すんでのところで身を躍おどらせていた倫子は最後列の長なが椅い子すの裏に転がり込む。

　銃はだめだ。止められる。同族の血で今あいつはすさまじい反応力を手にしている。血を使い切るのを待つか？　いや──裂けた床の穴から炎が見える。もう下の階にまで火の手が回っている。時間がない。倫子は自分を罵ののしった。こいつらがここを焼き払うつもりだと、なぜ気づかなかった。あれだけ油臭かったのに。

　ジャケットの内側からナイフを一本引き抜く。ここで止めなきゃ、こいつは何人殺すかわからない。いま殺やるしかない。

　上！

　気け配はいを察知した瞬しゆん間かん倫子は横様に跳んでいた。大きな影かげが落ちてきて長椅子を木こっ端ぱ微み塵じんにする。床もクレーター状に大きく凹へこみ床板のあちこちがささくれ立っている。床に突き刺さった手を引き抜いたキングは、ゆっくり立ち上がって倫子を見据える。皮ひ膚ふが硬質化して岩石の光こう沢たくを放っている。両腕が大きく膨ふくらんで脈打っているのは、おそらく再び高圧血流を使うために一定量の血液を腕の血管に溜ため込んでいるのだ。

　倫子は息を止め、心しん臓ぞうに意い識しきを集中させた。

　骨の砕けるような音が頭の中で響ひびき、それが全身に、手足の指の先にまで拡散していく。筋肉がうねり、皮膚を突き破りそうなほど昂たかぶり、視界が赤に染まる。

　肌はささくれ立ち、鉱物の針状結晶のような硬い毛に覆おおわれ、静電気が火花を散らす。

　活性化状態がどれだけ維持できるかはわからない。力が尽きる前に、始末する。

　倫子は壁かべを蹴けった。床に鉋かんなをかけるかのごとき超低空駆動でキングの懐ふところに飛び込み、手にしたナイフを胸板に突き立てる。身を反らしたキングの服を切り裂き、刃は硬い皮膚の上を滑ってそれた。キングの膝ひざが倫子の脇わき腹ばらに叩たたき込まれる。腰骨を粉々に砕くほどの衝しよう撃げきを、倫子はとっさに身をよじって肩けん胛こう骨こつに受けることで分散させた。そうしなければ上半身が腰から引きちぎられていただろう。血ち反へ吐どを撒まき散らしながら壇だんに突っ込む。吸血種たちの屍しかばねを払いのけながら起き上がると四肢の関節が悲鳴をあげる。折れた骨が急速再生するときに肉を嚙かむ痛みだ。しかしおかげで蹴られた方の痛みがまぎれてくれる。

　キングを見やる。右手の爪つめが腕と同じ長さまでぞろりと伸び、次の瞬しゆん間かん、彼の姿が視界から消える。

　倫子は高く跳んだ。死角から振り下ろされた爪の一いつ閃せんで、倫子のすぐ足下に伏せていた屍の四肢がばらばらに刻まれて飛び散る。

　磔はりつけにされたイエス・キリストを足がかりにして強く蹴り、倫子は真下に跳んだ。

　自重と加速度のすべてを乗せたナイフ、同胞の血を散らしながら振り上げられた爪、ふたつの刃やいばがぶつかり合う。

　ほとんど音もなく、倫子はキングのすぐ背後に着地した。膝を折り曲げてうずくまる。不意に訪れた静寂の中、階下の炎が建材を嚙み砕いて爆はぜる音が次第に高まっていく。瘦やせこけたキリストを抱いた十字架が床に落ちて砕ける。

　そして──

　倫子の肩口から鮮せん血けつが噴ふき出した。

　ごとり、と重たい金属音が響ひびき、倫子の身体からだが不気味に軽くなる。ナイフを握った右手が、二の腕の付け根からすっぱりと切断されて膝ひざ元もとに転がったのだ。倫子は嘔おう吐とするような呼吸を繰くり返しながら痛みを意い識しきの外側に蹴けり出そうとする。硬質化していた皮ひ膚ふが血の供給を失ってぼろぼろ剝はがれ落ち、脆もろい柔やわ肌はだがあらわになる。再生に血を回しているせいで活性化がもう維持できなくなってしまったのだ。

　振り向く。

　キングも身を二つ折りにして膝をつき、長なが椅い子すの背もたれにしがみついてなんとか立ち上がろうとしている。右脚の膝から下がない。倫子は先ほどの激げき突とつの瞬間の手て応ごたえを思い出す。痛み分けか。

　いや──キングの皮膚の硬質化はまだ解けていない。

　脚の切断面からも、すでに真新しい肉が盛り上がりつつある。再生が始まっているのだ。

　キングが首をねじってこちらを見た。紅あかい眼めが燃もえさかり、その左腕が不気味なまでに膨ぼう張ちようし、打ち振られた。椅子の残ざん骸がいの陰に飛び込んだ倫子の右肩を、放たれた血の刃やいばが削そぎ切る。倫子は血と激痛と煤すすのにおいにまみれながら、なんとか距きよ離りをとろうと床を転がる。脚が萎なえきっていて立ち上がることもできない。

「あわれなもんだな」

　キングの声が、なにかを引きずる音とともに近づいてくる。

「それでも第ク一ド世ラ代クなのか。人間どもに飼かい慣ならされて日ひ頃ごろろくに血を摂とってねえから、すぐガス欠になるんだ」

「……黙だまれ。わたしは飼われてるんじゃない」

　再生の始まらない右腕の切り口を手で押さえ、痛みに顔をしかめて倫子は言う。

「共存してるって言いたいのか？　笑わせんな。人間どもはおまえをひとり送り込んで自分は安全な場所から見物してんだろう。猟犬と同じだ。……犬死にだ」

「ちがう！」

　吐き捨て、煙にむせる。

　わたしがひとりで来たのは自分の意志だ。ひとりの方が楽だから。ひとりで生きてきたし、ひとりで殺してきたから。

　見上げると、キングの顔は白い髪の陰に沈み、両りよう眼めだけが禍まが々まがしく燃えている。

　椅子の背もたれに左手をつき、片脚の身体を支え、爪つめを刃状に伸ばした右手をゆっくりと高く持ち上げる。こうしてひとりで死ぬんだな、と倫子は思った。異い形ぎようの肉体に生まれついたせいで、倫子は死をうまく捉とらえることができなかった。今もそうだ。やつの手は心しん臓ぞうを貫くだろう、その瞬しゆん間かんを狙ねらって肋ろつ骨こつを集中的に再生すれば右手の自由を奪うことができ、こちらのナイフも容易に急所を突けるだろう──と、そんなことばかり考えている。

　ああ、でも……

　約束は、守れなくなる。

　生きて、と言っていたのに。

　もう──いいか。思えば、これまでどうして必死に約束を守ろうとしてきたのか自分でもよくわからない。腕の切断面から血と一いつ緒しよに様々な熱ねつが漏れ出ていく。母かあ様さまはもういない。あの人の言葉にわたしがひとりでしがみついて、なんになるんだろう。千ち紗さ先生もいない。一緒に暮らせる日なんてやってこない。夢のままだ。

　殺すなら、ちゃんと殺してくれ。ゆっくりと下りてくる爪つめに向かって語りかける。代わりにわたしもおまえの永遠を断ち切ってやるから。

　けれど──

　胸を穿うがつ痛みはなかった。代わりに襲おそってきたのは、横殴りの衝しよう撃げきだった。視界から、ぎらつく血まみれの爪も、獣けものの紅あかい両眼も一瞬で搔かき消える。遠い天てん井じようと目の前の暗くら闇やみとが何度も何度も入れ替わり、身体からだのあちこちを細かい痛みが打ち据える。

　なにが起きたのかとっさにはわからなかった。なにかが覆おおい被かぶさっていること、細い胴体にだれかの腕が回されていることをようやく認にん識しきしたとき、声が倫子の耳に突き刺さった。

「リンコさん大丈夫ですか！　うわ、う、腕！　腕ないです！　まじですかこれどうしたんですかひょっとしておれが今やっちゃったですかっ？」

　倫子は呆ぼう然ぜんとして、すぐ頭上にあるその顔を見つめる。あたたかく力強い腕の中で。

「……桐きり崎さき……？」

　倫子の問いは銃声で潰つぶされる。紅く朗ろうが倫子の身体からだを椅い子すの背もたれの陰に押し込み、キングに向かって連射したのだ。撃うち尽くすと紅朗も身を低くして倫子の隣となりに潜もぐり込んでくる。

「なんですかあいつ素手で弾止めたんですけどっ？」

　倫子も瓦が礫れきの間からキングの様よう子すを垣かい間ま見みる。銃弾を受け止めた衝しよう撃げきで壁かべ際ぎわまで弾はじき飛ばされたのだろう。壁に手をついて身を起こしている。右脚はすでに骨が再生を終え、神経と筋肉が蔦つたのように伸び始めている。

「──な、なんでここにいるっ？」

　我に返って紅朗に食ってかかった。

「目ぇ醒さましたらリンコさんいないから本庁に電話したんですよ！」

　見れば紅朗は病院のパジャマの上にそのままコートを羽は織おっている。しかも、ベッドの上で見たときよりもなお顔色がひどい。死んだ魚の腹のような青白さだ。

「急いできてみたら燃もえてるし課か長ちように怒ど鳴なられるしリンコさんまだ中にいるっていうし、もうほんと間に合わなかったらどうしようかって」

「ばかなのか！　見ろ、あいつの脚はすぐ生はえる、さっさと失うせろおまえまで死ぬぞ！」

「なに言ってるんですか、リンコさんの餌えさがおれの仕事ですよ、リンコさんだってそう言ってたじゃないですか！　早くがぶっとやってください」と紅朗が身を寄せてくる。倫子は啞あ然ぜんとし、それから残った左腕で力なく紅朗の胸を押し戻す。

「それ以上失血したらおまえが死ぬ」

「大丈夫です、気合いでいけます！」

「いいかげんにしろ、いつもおまえはッ」

　倫子は言葉を吞のみ込んだ。紅朗が口元を歪ゆがめ、顔をしかめた。唇の端から血が滴したたる。自分で舌を嚙かんで傷をつけたのだ──と気づいた次の瞬しゆん間かんには紅朗の顔が至近距きよ離りにあって、倫子の唇は柔らかい感触でふさがれている。血の味が口中に流れ込んでくる。突然の口づけによる驚おどろきも羞しゆう恥ちも憤いきどおりも、なにもかもを押し流すほどの快感がやってくる。

　魂に刻まれた渇きが、ひととき癒いやされる悦よろこび。

　抗あらがえなかった。倫子は紅朗の首を手で引き寄せ、舌を受け入れ、あふれてくる熱あつい血をためらいなく喉のどを鳴らして飲み下した。

　紅朗の全身が脱力する。倫子ははっと我に返り、唇を離はなした。紅朗は朦もう朧ろうとした顔で薄うす目めを開いたまま床に崩れ落ちる。

「リンコさん」
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　紅く朗ろうがつぶやく。

「生きて帰りましょう」

　真新しい活力が全身を駆け巡り、皮ひ膚ふが再び硬質化してひび割れ毛け羽ば立だつ。

　生きて。

　今は、生きて、こいつと帰る。つまらないことは考えるな。今はそれだけを。

　すさまじい殺気が迫っていた。倫子は振り向かずに跳ちよう躍やくした。

　高みから見下ろすと、そこかしこから噴ふき上がる炎の中、礼拝堂の真ん中にキングの姿がある。右脚は完全に再生し、黒こく曜よう石せきのように変質した皮膚が炎を映している。キングの両手の拳こぶしが耳の高さにまで持ち上げられ、振り下ろされる。手首から噴き出した血の蛇が鎌かま首くびをもたげ空を斬きり裂いて倫子に襲おそいかかる。渾こん身しんの力で壁かべを蹴けった。倫子の小さな身体からだは砲弾となり、キングとの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで食いつぶす。血の刃やいばに頰ほおや肩を搔かき削られながらも、残った左手で握った銀刃ナイフを突き下ろすが、キングの爪つめがわずかに早く跳ね上げられて倫子の左腕を肩から斬きり飛ばす。

　ナイフと細腕がむなしく宙に躍おどる──

　キングの眼めが見開かれる。真しん紅くの凶気に燃もえるその瞳ひとみに映るのは、雷光に等しい速度で再生した倫子の右腕だ。その手が、跳ね飛んだナイフを空中でつかむ。

「──ああああああアアアアアアアアアアアアアッ」

　倫子は吼ほえ、全体重と全加速度を込めてキングの胸板に刃やいばを突き立てた。

　鋼こう鉄てつのごとき手て応ごたえが返ってきて倫子の全身に痺しびれが走る。その抵抗感が、神経の先端で、ついに砕け散る。

　貫いた──

　そう感じた次の瞬しゆん間かん、倫子は瓦が礫れきの中に頭から落ちた。もはや痛みもなかった。砂すな嵐あらしのような耳鳴りの中、炎が木材を貪むさぼる音があたりを吞のみ込みつつあるのがわかった。

　歯を食いしばり、這はい寄ってくる虚脱感を必死に追い払い、倫子は椅い子すにしがみついてなんとか立ち上がった。

　すぐ足下に、俯うつぶせに倒れたキングの姿があった。

　血をたっぷり含んだ深緑のコートの裾すそを、炎の舌がちらちらと舐なめている。白い髪も熱ねつでねじくれている。皮ひ膚ふからは光こう沢たくが失われ、黒ずみ始めている。

　言い知れない感情がこみ上げてくる。まだ麻ま痺ひしたままの意い識しきの底を、炎が焼き焦がす。床のあちこちに穴があいたせいで火の回りが速くなっているのだ。うまく動かない自分の身体からだを叱咤しつたし、踵きびすを返し、倒れているもう一人ひとりのところに足を引きずって近づく。そばにうずくまり、土つち気け色いろの耳に顔を寄せて叫ぶ。

「桐きり崎さき、おい桐崎！　立てるか！」

　まぶたがかすかに動く。死んでいない。けれど紅く朗ろうの手をとってみると、あたりが炎に埋め尽くされそうになっていることを一いつ瞬しゆん忘れそうになるほど冷たい。倫子は紅朗の身体の下になんとか肩をねじ込み、背中に担ぎ上げた。左腕を再生する余力はなかった。とにかく、外に逃げなければ。今は生き延びなければ。

　礼拝堂の扉を肩で押し開き、煙の充満する廊下に出ようとして、倫子はふと振り返った。

　炎の中に沈むキングの顔は、まるで満足げに笑っているように見えた。
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「なっちゃん転校しちゃうのっ？」

　梨り紗さは目を丸くして声をあげた。あまりの驚おどろきように点滴の針が外れそうになる。

「うん、ごめんね、急にこんな話で……」

　ベッドサイドの椅い子すに腰を下ろした七な月つきは、身を縮ちぢこまらせて上うわ目め遣づかいで言った。

　窓すらもない殺風景な地下病室では、明るい色合いの制服姿の七月はひどく場違いに見えた。倫子は壁かべ際ぎわでタブレットＰＣを操そう作さして梨紗の病状をチェックしながら、二人ふたりの会話に注意深く耳を傾けていた。

「前にも話したと思うけど、うちの親は転勤が多くて」

　七月の声はか細くなっていく。

「今度はどこに引っ越すの？」

「神こう戸べだって」

「そうなんだあ、ううん、さみしくなるね。……でも、うん、まあ」

　梨紗も急に語ご調ちようを翳かげらせる。

「あたしもどうせ、もう学校には行けないんだけどね」

　その言葉に七月はうなだれる。

「……ほんとうに、ごめんね。ぼくのせいで」

「なっちゃんのせいじゃないって」梨紗は無理に笑ってみせ、七月の肩をぱんと叩たたく。「それに、死んだわけじゃないんだし。むしろおかしいくらい元気な身体からだになっちゃったし！」

　すっかりしょげてしまった七月は返す言葉を思いつかないようだった。

　梨紗は、たしかにこの何週間かで驚おどろくほど元気になった。あと数日で点滴の必要もなくなるだろうと病状報告にも書いてある。前に七月が見み舞まいに来たときはまだふさぎ込んでいて逢あおうともしなかったが、今はこうして冗じよう談だんまで言えるようになっている。

「クリスマス一いつ緒しよにやりたかったね！　あたしもう吸血鬼だからさ、聖なる夜なんてお祝いしたら罰あたっちゃうよね」

　しかし、半分くらいは空元気だろう、と倫子は思う。ほんの一月足らずでなにもかもを受け入れられるはずがない。まだ十代なのに、行く手に広がっていた可能性のすべてをいきなり断ち切られ、代わりに白びやく夜やのように薄うす暗ぐらい永遠を与えられたのだから。

　ドアにノックの音がした。

　七月も梨紗も口をつぐんでそちらを見る。七月が腰を浮かせたので、倫子は「ああ、わたしが出るからいい」と手を振ってドアに向かった。

　廊下にいたのは白衣姿の宮みや瀬せだった。

「倫子ちゃん、ちょっといいかな？」と廊下の方を親指で示す。

　倫子はうなずき、ベッドを振り返った。

「すまない、ちょっと出てくる。七な月つき、なにかあったらそこのナースコールを押してくれ」

　はい、と七月は答え、梨り紗さは手を振った。

　廊下に出て歩き出すと、宮瀬はすぐに言った。

「ＤＮＡ検査の結果が出そろったよ。遺い体たいの数が多かったし焼けてるのばっかりだったからだいぶ手間取ったけどね、科捜研だけじゃ手が回らなくてこの病院にも手て伝つだってもらったし」

　宮瀬は倫子からタブレットを受け取ると、画面を操そう作さしてデータベースにアクセスし、リストを呼び出してから倫子に返す。

　二人ふたりは階段をのぼり、裏口から外に出た。

　駐ちゆう車しや場じようからは、新しん宿じゆくの摩ま天てん楼ろう群の向こうに沈もうとしている真まっ赤かな夕ゆう陽ひが見えた。車は一台も駐とまっていなかった。あの一件以来、入院患者が激げき減げんしてしまったのだという。しかし倫子たちにとっては人ひと気けがないのは好都合だった。事件の話は部外者には聞かれたくない。

「あの老人ホームにいた十七人が第三世代、子供二人が第四世代……か」

　倫子はリストをスクロールさせて確かく認にんする。宮瀬はうなずいた。

「キングって男だけが第二世代。全員の感染源だよ。まさしく、彼の王国だったわけだね」

　あの夜、老人ホームは消火活動もむなしく全焼し、キングダム構成員はすべて死体で見つかった。吸血種は火に弱い。尋常ならざる再生力も、欠損部を焼かれて固められるとうまく働かなくなってしまうからだ。

「あのオフィスビルの方の事件は？」と倫子は訊たずねた。「薬物密売犯たちのＤＮＡ検査もやったんだろう」

「うん。一致したよ。見つかった死体はどれもキングの『子』世代だった」

「そうか」

　倫子はタブレットを宮瀬に手渡した。白衣の大きなポケットにタブレットをしまった宮瀬は、にじむ夕陽を見やって細くため息をついた。

「王国は、滅びてしまった──わけだ」

　倫子も宮瀬の視し線せんをたどって、夕空に目を細める。

「ずっと考えていたんだ。なぜキングはあんなことをしたのかって」

　宮瀬が訝いぶかしげな目をちらと向けてくる。倫子は独ひとり言ごとみたいに続けた。

「わざわざ警けい察さつ突入の寸前にオフィスを襲おそって、あんな派は手でなやり方で皆殺しにして、しかも置おき土産みやげまでして本物の方のキングダムが存在することを匂におわせた。わざわざ須す賀が原わら力りき哉やをわたしの目の前で殺して警察も特防局も挑発した。逃げもせずにねぐらで待ち構えて戦って全員犬死にした。……なぜだろう、って」

「……逃げ切れないってわかっていたから、じゃないのかい」

　宮みや瀬せの言葉に、倫子は遠くを見つめたまま小さくうなずく。

「わたしもそう思う。でも、違和感があった。あの男は、同族たちが生きるために王国を造ったのだと言っていた。それなのに集団自殺も同然の最期を選ぶなんて」

　痛ましい思いが語尾ににじむ。宮瀬は唾つばを飲み込んで黙だまり、倫子の次の言葉を待っている。

「……王国は、滅んでない。そう考えると、すべての説明がつくんだ」

　宮瀬は目を見開いた。

「吸血種の集団住居に警けい察さつが踏み込み、二十人を処理する。一人ひとりが第二世代で、残りの全員はその血を受けた第三世代だった。……こんな結果になれば、だれもが思う。王様一人とその他大勢の国民がいて、残らず死んだんだな、と」

「キングダムのメンバーは他ほかにもっといるって言いたいのかい？」

　かちこちの声で宮瀬が訊たずねる。

「そう。考えてみれば、あんなタイミングでキングダムの住居と所属メンバーなんていう誂あつらえたような情報がこっちに入ることがおかしかった。あれはたぶん連中が流したんだ」

「二十人犠ぎ牲せいにして目くらましに使って、残りは逃げた……？」

「ばかな裏切り者たちが組そ織しきを抜けた上にキングダムの名前を騙かたって薬物密売なんてやったものだから、いずれキングダム本体も追い詰められる、と判断したんだろう。蜥蜴とかげの尻尾しつぽ切きりだ。わたしを殺さなかったのも、自分たちを掃除してくれるのに適役だったからだ。施設を焼いたのも、二十人では済まない数の生活の痕跡を消すため。……王国はまだ生きている」

「……信じられないな。他になにか根拠はあるの？」

　宮瀬の声は揺らいでいる。

「わたしがあのオフィスビルに突入したときに鉢合わせした『キング』は、仮面を着けていた。あのときだけ、だ」

　息を吞む音が聞こえた。

「別人だったのか？」

「わたしが殺したキングは、たしかに絶望するくらい強かったけれど──けっきょく、わたしでも勝てた。でも、あのオフィスにいたキングはそんなレベルじゃなかった。第三世代とはいえ吸血種を八人、警察突入までのほんの数分ですべて心しん臓ぞうを引き抜いて殺したんだ。あれが本物のキングだ。おそらく第一世代だ。わたしが殺したのは、偽りの王だったんだ」

　宮瀬は青ざめ、唾を飲み下して喉のどを鳴らした。

「……その推察通りだとしても、なんでそのときだけ本物が出てくる必要があったんだ？」

　倫子はうつむき、しばらく考えをまとめ、また口を開く。

「キングダムは、離り脱だつ者しやたちがどこにアジトを構えているかつかめていなかったんだろう。だから警察の動きを追うことにした。わたしたちが現場に着いたときにキングダムもようやく裏切り者の居場所をつかんだんだ。機き会かいは、警けい察さつ突入までのわずかな時間しかなかった。密売犯が捕まったらキングダムの正せい確かくな規模が警察にばれてしまう。突入前の数分間で全滅させて黙だまらせる以外に手はなかった。それができるのは本物のキングだけだったんだろう」

　宮みや瀬せの顔が青ざめる。

「……ひょっとして須す賀が原わら力りき哉やが特防局への引き渡し直前に殺されたのも──」

「わたしが四よつ谷や分局で取とり調しらべるっていう情報をキングダムにつかまれたんだ」

「ま、待ってくれ倫子ちゃん」宮瀬の声は上うわずっている。「本気で言っているのか？　情報をつかまれた？　警察内にスパイでもいるっていうのか？」

　倫子は目を伏せ、それからようやく振り向いて宮瀬を見た。

「本物のキングは、……いつも近くにいたんだ」

　宮瀬は啞あ然ぜんとする。

「気づいてみれば自分が情けなくなるくらいあからさまだった。キングは最初から名乗っていたんだから」

「……名乗ってた……？」

「トランプの絵札は、それぞれ実在の王や女王をモデルにしているという説があるんだ。聞いたことがないか？」

　宮瀬は目をしばたたく。

「……ああ……聞いたことはあるよ。アレキサンダー大だい王おうとかだっけ。でもそれが──」

「クラブのキングはアレキサンダー大王。スペードはダヴィデ王おう。ハートはカール大たい帝てい。そしてダイヤのキングは、ユリウス・カエサルだといわれている」

「だから、それがなんだっていうんだ？」

　声に苛いら立だちがこもっている。怒っているのではなく、ここで明かされる真実の重みに怯おびえているのだろう、と倫子は思う。

　わたしだってそうだ。こんなの、気づかなければよかった。

「カエサルはほんとうに色んなことを成し遂げた。領地を広げ、整せい備びし、貨か幣へいを安定させ、帝政の礎いしずえを築いた。正確な暦こよみの制定もそのひとつだ。業ぎよう績せきを讚たたえて、一年の十二の月のうちのひとつには彼の名前がつけられた」

　束つかの間まの沈黙を、遠くの列車の音が搔かき乱す。

　宮瀬の口がうつろに開かれ、その名前がこぼれ出る。

「……七月ジユライ……」

　背後でドアの開く音がした。

　倫子はため息をついて振り返った。小柄な人ひと影かげが駐ちゆう車しや場じように出てくるのが見えた。冷たい夕風にブレザーの裾すそと柔らかい髪先が泳ぐ。その瞳ひとみに差しているほの紅あかい光は、夕ゆう陽ひが映り込んでいるだけ──だろうか。

「倫子さん」と七な月つきは微笑ほほえんだ。「少し話したいから、駅まで一いつ緒しよに行きませんか」

　倫子は宮みや瀬せに目を移した。顔を引きつらせて固まっている。

「梨り紗さを見ててやってくれないか」と倫子は宮瀬に言った。

「……あ！　あ、ああ」

　我に返った宮瀬は、不安げに倫子と七月を見比べ、それからあきらめたように肩を落として病院の裏口に足を向けた。中に入る前に、もう一度だけ七月にじっと目を注ぐが、無言でドアを閉める。

　七月は丸めて抱えていたＰコートを広げて腕を通すと、また倫子に笑いかけ、駐ちゆう車しや場じようの出口へと歩き出した。







「……さっきの話、他ほかにだれかに聞かせたんですか？」

　川沿いの並木道を倫子と並んで歩きながら、七月はそう訊きいてきた。左手の手すりの向こうには神かん田だ川がわと線せん路ろとが同じ闇やみを分け合って静かに流れていた。車のヘッドライトが行き交う車道を隔て、湯ゆ島しま聖せい堂どうの石垣が上り坂にあわせてなだらかな段を描いて続いていた。

「だれにも」と倫子は冷え切った声で答えた。「ぜんぶ推測だ。証拠はない」

「そっか」と七月ははにかんだ。

「おまえが桐きり崎さきのスマホに仕込んだＧＰＳ外部送信をまだ解除していないなら、それが証拠になるかもしれないけど」

「そこは大丈夫です。ちゃんと消してありますよ」

　さらりと七月は答え、倫子は自分の推測がなにもかも正しかったのだと思い知らされて気持ちが沈んでいくのを感じた。

　紅く朗ろうは、ＬＩＮＥの設定方法がわからずに七月にやってもらった──と言っていた。

　あのとき七月は、紅朗の電話の位置情報を自分の端末で取得できるように細さい工くしたのだ。だから薬物密売グループの居場所が突き止められた。

　七月は、いつも──近くにいた。

　須す賀が原わら力りき哉やの取とり調しらべ許可が出た、という電話がかかってきたときにも、倫子は七月と一いつ緒しよにいるところだった。少し離はなれて電話に出たが、吸血種の超ちよう聴ちよう覚かくならば通話の内容を聴きき取るなど造作もなかっただろう。

　七月。おまえはそのために梨紗に近づいたのか？

　あいつが刑事部長の娘だと知ったから？　梨紗を恐きよう喝かつ生徒たちのもとに一人ひとりで行かせたのも、密売犯と接触させて、あわよくば拉ら致ちさせて、警けい察さつがアジト特定に本腰を入れるようにさせるためか。

　その問いは、口にできなかった。

　答えはわかりきっていたし、あまりにも残酷だったからだ。倫子にとっても、梨り紗さにとっても。七な月つきは何度も言っていた。はっきりと言っていた。ぼくのせいで、と。

「カエサルなんて縁えん起ぎでもない名前、駄だ洒落じやれにしても使わなきゃよかったですね。そのせいで裏切り者が出ちゃったのかな」と七月は笑う。

　倫子は笑えなかった。

　聖ひじり橋ばしの下のひんやりしたトンネルをくぐるとき、ようやく倫子は口を開いた。

「あそこで死んでいったやつらは……みんな納得していたのか？　あんな、目くらましのために殺されるなんて」

　言葉にしてみてから、怒りが含まれているのに自分で気づいた。

　この手で殺しておきながら、わたしに怒る資格はあるのか、と思う。それでも問わずにはいられなかった。

「もちろんですよ」七月は静かに答えた。「やらなければ、どうせみんな殺されてました。日に本ほんの警けい察さつは優ゆう秀しゆうだから。こんな小こ細ざい工くで騙だまし通せる自信も、あまりありません。ただ、ぼくらへの興きよう味みはしばらくファイルの間にしまっておいてもらえるかな、って」

　そんなことのために、と倫子は痛ましく思う。

「……そんなことのために、二十人も死なせたのか。子供もいたのに」

　トンネルの出口で七月は立ち止まり、倫子をじっと見つめてきた。暗がりと夕ゆう映ばえの境界面で、少年の瞳ひとみには複雑な形の光が揺らめいていた。

「ぼくらは、みんなでひとつの生き物ですから。一人ひとり一人ひとりが死んでしまっても、その血はぼくの中に流れています。いつまでもずっと」

　倫子は首を振った。なにを否定したいのか自分でもわからなかった。

「ぼくはこれからも、こうして守って、育てていきます。ぼくの王国キングダムを」

「……子供も……これからもつくるのか」

　からからの声で倫子は言った。

「ええ。それが生きる喜びなら、つくって育てます」

「わかっているのか？　第三世代が子供をつくったら産まれてくるのは第四世代だ。いずれ凶きよう暴ぼう化かする。生まれつき獣けものになると決まってる子供を親の勝手でつくるっていうのか！」

「それがどうしたんですか？」

　七月は淡い笑えみを浮かべて言った。

「獣の子は生まれつき獣です。当たり前のことです。倫子さんは狼おおかみが狼の仔こを産んだら人間らしくないと言って怒るんですか？」

「ちがう！」倫子の声がトンネルに反はん響きようする。「ちがう。わたしたちは獣なんかじゃない」

「だから倫子さんは苦しいんですね」

　七月の言葉に倫子ははっとする。

「ずっとずっとずっと噓うそつきながら生きてるから」

　ちがう。もう一度そう答えたかったが、声にならなかった。七な月つきはこちらを向いたまま、後ろ歩きで一歩、また一歩、夕ゆう陽ひへと続く坂道に踏み出す。

「ねえ、倫子さん」

　優やさしい七月の声。

「ぼくと一いつ緒しよに、来ませんか」

　差し伸べられる手は、倫子のそれよりもなお小さく、儚はかなげだ。

　この手をとり、永い黄昏たそがれの中を、ともに──

　倫子は七月の目をまっすぐに見つめ返し、やがてまつげを伏せ、首を振った。

　七月は照れくさそうに破顔した。

「そうですか。残念だな。ふられちゃった」

　踵きびすを返し、歩き出し、ふと肩越しに顔を半分だけ倫子に向けて七月は言った。

「さようなら、噓つき狼おおかみ。噓をやめたくなったら、いつでも呼んでください。あなたを食べに、どこからでも駆けつけますから」







　どれだけの時間、トンネルの冷たい壁かべに背中を押しつけて物思いに沈んでいたのかわからない。行き交う車の音とときおりの列車の音とが、倫子の意い識しきを少しずつ削り取り、川面かわもに散らしていった。陽はすでに落ちて、青く硬い冬の宵よい闇やみが下りていた。

「──コさん！　リンコさん！」

　声がして、倫子は我に返る。居眠りから急に醒さめたときのように身体からだがびくっと引きつる。声のしたトンネルの奥の方を見やると、駆けてくるダッフルコート姿の影かげが見えた。

「ここにいたんですね、よかった見つかって！」

　そばまで寄ってきた紅く朗ろうは、膝ひざに両手をついて荒い息を整ととのえた。

「……桐きり崎さき……お、おまえ、なんでここに」

　狼ろう狽ばいを悟られないようにと倫子は抑えた声で訊たずねた。

「検診ですよ、そこの病院で！　そしたら宮みや瀬せさんに、リンコさんが出てったまま戻ってこないから捜してきてくれって言われて」

　ああ、そうか。倫子は肩を落として息をつく。七月と一緒に出ていって、こんな時間まで戻らないのだから、心配されるのは当たり前だ。

「そういやリンコさん久しぶりですね！」

　紅朗はあっけらかんと言う。

「おれ、あの後ずっと病院にぶち込まれてたし、退院した後もリンコさんなんだかんだで忙しかったみたいで、ええと、一週間ぶり？　ですか？」

　倫子はふいとそっぽを向き、トンネルの奥へと歩き出す。

　忙しかったというのは理由の半分でしかない。こちらから避けていたのだ。顔を合わせたら気詰まりになる。なにしろあの夜、礼拝堂で──あんなことをされたのだから。

　ところが逢あってみれば紅く朗ろうはなにも気にした様よう子すがない。というよりも、自分があのときなにをしたのか憶おぼえていないのではないかと疑いたくなってくる。

「あのう、リンコさん」

　早足で隣となりに並びながら紅朗は顔をのぞき込もうとしてくる。

「怒ってます？　おれ、なにかしましたか？」

「憶えてないのかッ」

　思わず立ち止まって怒ど鳴なってしまった。紅朗は直立不動でなぜか敬礼してくる。退ひくに退けなくなった倫子はさらに激はげしい語ご調ちようで言った。

「あ、あのとき！　礼拝堂で！　お、おまえっ、わたしにっ」

「あー……すみませんでした！」

　紅朗はいきなり額ひたいが膝ひざにつきそうなくらい頭を下げた。

「命令違反でした！　でも、あのう、おれ自分なりに考えて」

「そ、そうじゃないッ」顔が火ほ照てるのを感じながら倫子は声を荒あらげた。「命令とかそういう話じゃなくて、お、おまえ、わたしの、く、口にっ……そ、その」

　不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる紅朗を見てますます腹が立ってくる。

「あのやり方だめなんですか？　吸収効率がいちばんいいんだって教わりましたけど」

「効率とかそういう──」と怒鳴ろうとして倫子は言葉の続きを吞のみ込む。「お、教わった？　だれに？」

「白麗パイリーさんにです」

　あの女、なんていう噓うそを教え込むのだ、と倫子は耳から煙が噴ふき出そうになる。それから思い至ってあわてて訊たずねる。

「まさか実際に白麗パイリーがやってみせたんじゃないだろうな」

「はい。情報料もらうついでにってことで、白麗パイリーさんがおれに」

「こ、こ、このばか！」首まで紅こう潮ちようするのが自分でもわかった。「なに考えてるんだ、言われたらなんでもやるのかおまえはッ」

「すみません！」紅朗はまたもや身を二つに四つに八つにと折って頭を下げた。「そうですよね、おれの血はリンコさん専用でしたよね」

「そんな話してない！　専用っていうな！」

　倫子はぷいと顔をそむけ、大おお股またで歩き出す。すぐに紅朗もついてくる。

　ほんとうにほんとうに腹の立つ男だった。なによりも腹立たしいのは、話しているうちに鬱ふさいでいた気持ちがどこかへ吹き飛んでしまっているという事実だった。視界に入ってきたらまたなにか余計なことを言ってしまいそうで、倫子は足を速める。二人ふたり分ぶんの足音が不規則にトンネル内を反はん響きようする。

　トンネルを抜けると、冷たい風が川の方から吹き寄せてきて、倫子にまとわりついていた色んな思いの切れ端を払い落としていく。車道の向こう岸に病院の明かりが見えてくる。

「身体からだ、大丈夫なのか」

　倫子は歩く速度を少し落として、むすっとした声で訊たずねた。

「はい、おれ血の気ほんと多いんで平気です！　ばんばん吸ってください」

「ばか」

　倫子はぼそりとそう言い返した。

　ただの軽口だと聞き流すことができなかった。ほんとうに干からびるまで啜すすってしまうかもしれなかったからだ。口づけを受けたあのときのことを思い出す。ただ血を喰くらう悦よろこびだけが思考も感情も塗りつぶして自分を支配していた。

　わたしは獣けものだ。

　自分に噓うそをつき続けながら人間の世界で生きている獣だ。

「桐きり崎さき。……わたしは」

　言葉が喉のどにつっかえる。こんなことをこいつに話したってしょうがない、と頭のどこかで冷淡な自分が止めようとするが、もう一度口を開くと言葉があふれ出てきてしまう。

「同族が生きるためだと言って、同族をたくさん殺してきた。……わたしが殺したあいつらも、生きるために寄り集まっていただけだ。……わたしは──」

　自分の手のひらを見つめる。傷ひとつなく再生した、罪にまみれた手。

「──なにをしているんだろう」

　間違っているのだろうか。

　七な月つきの手をとるべきだったのだろうか。

　いつまでこんなことを続けなければいけないのだろうか。

　沈ちん黙もくの左側を車の排気音が、右側を線せん路ろの軋きしみが、少しずつ搔かき削っていく。

「……おれ、難むずかしいことよくわかんないですけど」

　信号を待っているときにふと紅く朗ろうがつぶやいた。

「九きゆう課かに来てよかったです。リンコさんみたいなマル吸きゆうの人がいてくれて、ほんとによかったです。マル吸ってただの化け物だと思ってたから。……まだ全然役立たずですけど、リンコさんと一いつ緒しよにずっと九課の仕事したいです」

　信号の紅あかい光が視界でにじみ、ぼやけ、青に変わる。倫子は足を踏み出せずにいる。

「……リンコさん？」

　不安そうな紅朗の声。

「……それなら」

　倫子は震ふるえる声で言った。

「命令だ。絶対死ぬな」

　紅く朗ろうは目を見張る。

「おまえが死んだらわたしの仕事が増える。おまえは、わたしの……その……」

　言葉を選ぼうとすると、どうしても気恥ずかしさがこみ上げてくるので、倫子は早足で信号を渡り始めた。紅朗も隣となりについてくる。

　相棒だから、という部分は、車のうなりにまぎれて紅朗には聞こえなかったようだった。

「リンコさんの……なんですか？」

「聞こえなかったならべつにいい」

「よくないですよ、気になります」

「お、おまえはもっと大事なところに気を回せ！」

　先に走って横断歩道を渡りきり、足を止めて振り返る。とっくに赤に切り替わった信号の光を背に走ってくる紅朗が、車道の真ん中でつまずいてつんのめった。

「ば、ばかっ」

　倫子はとっさに車道に出て紅朗の手をつかみ、歩道に引っぱり込んだ。力を入れすぎたせいで今度は自分が路傍の植え込みに尻しり餅もちをついてしまう。不ふ機き嫌げんそうなクラクションがいくつもけたたましく鳴り、車がまた流れ始める。

「すみません、いきなり命令違反で死ぬとこでした！」

　紅朗が縁えん起ぎでもないことを言って、スラックスの膝ひざの砂すな埃ぼこりを払い、立ち上がって倫子に手を差し出してくる。

「大丈夫ですかリンコさん、立てますか？」

　倫子は植え込みのちくちくした感触にしばらく背中を預け、紅朗の手のひらを見つめる。自分の手よりも少しだけ大きく、無骨な手。

　正しいかどうかはわからない。

　どんな可能性にもつながっていないかもしれない。

　でもわたしは、こちらの手をとることを──選んだ。

　つかみ、指をからめると、力強く引っぱり起こされる。不機嫌なふりをして紅朗の手を払いのけ、倫子は並木の下を歩き出す。

　風が強まる。おかげで、自分の体温がよりたしかに感じられる。このぬくもりの何分の一かは、紅朗の血が燃もえて生まれた熱ねつだ。わたしはだれかを貪むさぼり、だれかを踏みつけ、だれかに支えられて、やっとのことで歩けている。

　悪くない気分だった。





〈了〉












　あとがき




　古こ今こん東とう西ざい、吸血鬼を題材にした作品はあまたあるわけですが、僕が最も心打たれたのは萩はぎ尾お望も都との『ポーの一族』でした。様々な時代の様々な場所に変わらぬ姿で現れる吸血鬼の少年や少女を通して、永遠の命と儚はかない滅びの交錯、その哀しい美しさをありありと描き出す連作短たん編ぺんです。はじめて読んだのは中学生くらいだったでしょうか。以来、何度繰くり返して読んだかわかりません。

　そんな『ポーの一族』の作中では、吸血鬼のことを《バンパネラ》と表記しておりまして、子供心に「優雅な呼び方だなあ、バンパイアは英語だからフランス語とかイタリア語とかなのかな？」などと思っておりました。

　今回、吸血鬼を主題にした小説を書き上げ、タイトルにずいぶん悩んだ末、『ポーの一族』からいただくことにしよう、と決めたのですが、より原音に近い表記にしようと思って色々と調べ始めたところ、どうもおかしい。まず綴つづりがわかりません。バンパネラで検索してもヒットするのは漫画の話ばかりです。何語なのかも不明です。それっぽい綴りを多言語辞書サイトに入れてみても全然引っかかりません。

　検索エンジンとの数時間にわたる格かく闘とうの末、僕はおそるべき事実に突き当たります。

　なんと、バンパネラというのは資料の読み間違いから生まれた言葉だというのです。何語なのかもどんな綴りなのかもわからないのも当然です。萩尾望都語だったのです。

　しかし、あまりにも魅力的な響ひびきを持つ造語です。気にせずに使うことに決めました。もうすでに多くの先人たちが使っていますし、いずれ辞書にも載ってしまうかもしれません。ジャパニーズ・エステティック・ヴァンパイアのことである……とかそんな感じで。




　今回、イラストレーターを決めるにあたって、僕が前々から注目しておりました崎き由さきけぇきさんを担当編集にダメ元でそれとなく推してみたところ、わりとすぐに「請けていただけました」という連絡が来てほんとうに驚おどろきました。リンコをすてきなぺったんこに描いてもらって感激です。担当編集の湯ゆ浅あさ氏も、わがままを通してくださってありがとうございます。諸もろ々もろ、この場を借りて御礼申し上げます。





二〇一五年七月　杉すぎ井い　光ひかる
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杉すぎ井い 光ひかる

１９７８年、東京生まれ。長年連れ添ったノートＰＣにコーヒーをぶちまけてしまい、買い換える。データ移行の際に少しでも容量を落とそうとフォルダを整理していたら昔のネタメモが出てきた。どのネタもなにが笑えるのかさっぱりわからない！
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イラスト／崎さき由よけぇき

ヴァンパイアと歌舞伎町！という好きな要素＆馴染みがある要素満載の作品に関わることができて幸せです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「杉井 光先生」係

「崎由けぇき先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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夜よ桜ざくらヴァンパネルラ








杉すぎ井い 光ひかる
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